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序

昭和52年 4月、花津館跡と勝山館跡が国の史跡に指定きれました。

54年からの10ヵ年計画でこれらの館跡の環境整備事業が開始されまし

た。

平成元年から進められてきた第二次計画の10ヵ年も後半に入札通

算16年目となりました。

今年度は第二平坦面の中央通り南東半をはじめて本格的に調査致し

ました。客殿跡などの見つかった北西半とは異り、橋跡、帯郭?、通

路跡などの新しい知見が得られました。

又、長年建築史の側からご指導を頂戴している鈴木先生に私共の資

料が不充分な中、中心部の建物跡についてのご検討をお願い申し上げ、

具体的な姿を示して戴きましたが、随分とご迷惑をおかけしてしまい

ました。まだまだ課題は山積していることを痛感いたしました。

今年度も事業を進めるにあたり、文化庁記念物課の諸先生、勝山館

調査研究専門員の朝尾直弘、網野善彦、石井進、榎森進、仲野浩の諸

先生、北海道教育庁文化課をはじめ多くの関係機関・専門の諸先生か

らの格別のご高配とご指導を頂戴致しました。深〈感謝申し上げると

ころであります。

今後 も本事業を継続して推進して参りたく思うとこ ろでありますの

で、一層のご指導、御助言を賜りますようお願い申し上げます。

平成 7年 3月

上ノ国町教育委員会

教育長和泉定夫
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仔1

1. 本書は史跡上之国勝山館跡の平成 6年度発掘

調査及び環境整備事業について概要をまとめ

たものである。

2. 本年度の発掘調査は次の体制でのぞんだ。

調査主体者 上ノ国町教育委員会

教育長和泉定夫

指導 上ノ国町文化財ー保護審議会特別委員

北海道大学教授 足達冨士夫、文化学院議

師鈴 木亘

同勝山館跡調査研究専門員 東北芸術

工科大学教授 仲野浩、東北学院大学教授

榎森進、国立歴史民族博物館館長石井進、

神奈川大学短期大学部教授 網野善彦、京

都大学教授朝尾直弘

同博物館建設特別委員 井手久登渡

辺定夫坪井清足

主管上ノ国町教育委員会文化財課課長

金子祐一(4月-9月)、木村幹郎(10月-)

主事笹浪甲衛

勝山館跡修景技術員(上ノ園町建設課長)

山崎重任(4月-9月)、布施義三(10月-)

発掘担当者 学芸員松崎水穂

調査員 学芸員 斉藤邦典佐藤一志

調査員柳沼弥生

調査補助員 山崎洋子笠谷奈智子竹内江

美子、青野友哉(明治大学)、姉崎亜希子

岩井良太大野日青奈須藤良子清野愛

日恵野冨喜子(東北芸術工科大学)、新本真

之 中図書矢石井淳平(富山大学)

作業員 浅原すみ、井越祥子、大谷弓子、奥

寺京子、川合冴子、佐藤明美、佐藤聡子、

斉藤圭子、笹浪竹志、杉村八重子、住吉春

子、竹内正章、中島修、沼沢国枝、八回綾

子、八回揚子、松本津枝子、鷲田フミ子、

太田幸夫、森恵美子、津村まゆみ、小林政

紹

保存処理作業員 木村洋子、油谷和枝

3.本書の編集は松崎、斉藤、佐藤、柳沼が協議

の上、松崎が行った。

本書の作成は I、IIの竪穴建物跡を柳沼、

土墳を佐藤、 Wを斉藤、他を松崎の分担で

仁ヨ

行い、文末に分担者を記した。

また、勝山館跡の中心部の建物跡について

の考察を特別委員である鈴木亘先生、出土

小札についての考察を金山順雄先生から玉

稿として頂戴することが出来たのでV、VI

とした。

尚、遺物観察表、集計表は山崎、土層の観

察表は竹内、掘立柱建物跡の想定図は笠谷

の各調査補助員が作成したものに基づいて

いる。なお、表8、9、10、11、12、15(陶

磁器)は柳沼、表13、14は佐藤の作成した

ものである。

4.挿図の作成は担当者、調査員の指示により、

補助員、作業員が行った。挿図中の方位は真

北を示す。

5.土層の土色は「新版標準土色帖J(農林水産技

術会議事務局)を、遺物の色調名は「標準色

彩図表AJ(日本色研事業株式会社)を用い、

目測で比定した。

6.本書の遺物写真は松崎が撮影した。また、調

査時の写真は松崎、佐藤、 柳沼の撮影したも

のであり、保存処理状況の写真は斉藤が撮影

したものである。

7.調査に当たっては次の関係機関と各位に多大

なご指導とご援助を賜った。

文化庁記念物課本中真伊藤正義岡村道

雄井上和人、北海道教育庁文化謀大沼忠春、

北海道大学日本史研究室、北海道大学 五十

嵐恒夫、中央学院大学 市村高男、京都大学

葉科哲男、同志社大学森浩一、奈良国立文

化財研究所埋蔵文化財センター 加藤允彦、

北海道開拓記念館 野村崇、北海道立アイヌ

民族文化研究センター 古原敏弘、黒松内町

ブナセンター 高橋輿世、市立函館博物館

野村祐一、 八戸市博物館大野享、平泉郷

土館荒木伸介、板付弥生館力武卓治、佐

賀県立名護屋城博物館本多美穂、五島昌也、

佐賀県立九州陶磁文化館大橋康二、ミュー

ジァム知覧上田耕、沖縄県立博物館嘗真

嗣一、 北海道埋蔵文化財センター 谷島由貴

佐川俊一愛場和人宗像公司、青森県埋蔵



文化財センタ一成田滋彦木村真明、佐賀

県教育庁文化財課 白木原宜、苫小牧市埋蔵

文化財調査センタ一 二階堂啓也、旭川市教

育委員会友田哲弘、乙部町教育委員会森

広樹仙庭晋一、松前町教育委員会久保泰、

知内町教育委員会高橋豊彦、函館市史編さ

ん室根本直樹、市浦村教育委員会榊原滋

高、中里町教育委員会斉藤淳、浪岡町史編

纂室工藤清泰、南部町教育委員会木梨勝

人永井治、盛岡市教育委員会室野秀文、

福岡市教育委員会 瀧本正志、鳥栖市教育委

員会藤瀬禎博久山高史向田雅彦、制ハ

ドソン東洋鋳造貨幣研究所 増尾富房、アジ

ア民族造形文化研究所 渡辺兼庸、橋口尚武、

元興寺文化財研究所保存科学センタ一 村

田忠繁、兵庫紙幣史編算所永井久美男、岡

山県文化財保護審議会委員 水内昌康、松岡

史 (順不同敬称略)
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I 調査の概要

l 調査

勝山館の主体部は、両面を自然の谷に挟まれた

台地上にあり、大きく三段の平坦面から形成され

る。

面積約5，OOOm'の第一平坦面は主体部の内最も

低い場所に位置し、第二平坦面は面積約7，OOOm'

と最も広〈、内部は更にいくつかの小さな段で区

切られる。また、第一平坦面との聞には空壕が掘

られている。第三平坦面は面積約3，500m'てー台地

が狭まる緩斜面の高い方を削って盛土整形をし、

後方には空壕が掘られている。第二平坦面と第三

平坦面は概列によって固まれ、その中に建物が建

てられていた。

本年度の調査は、平成 5年度調査区に接する南

西部分で約l，140m'を実施した。

調査は 5月23日-12月26日まで行い、調査方法

は従来通り 20mX20mの大グリッドを分割した 4

mX4mの小グリッド方式を採用した。また、建物

の概要を知るために柱穴配置略図 0/40)を作成

し、柱穴問の重複、覆土の状態を観察しながら柱

穴を掘り下げた。尚、焼土・土墳などは半裁し、

セクション図作成後掘り下げ、土壌のサンプリン

ク'を行った。遺物の取り上げは、 I. II層は 4mX

4mの小グリ ッドを 4分割し、 2mX2m毎の一

括取り上げ方式とした。遺構面であるIII層は、実

j則図を作成後レベルを附して取り上げた。造物の

取り上げには主に縮尺1/40の平板実測、 1/10・1/

20その他による平板及び遣り方測量を採用した。

5月23日 発掘調査事業開始。作業員に作業内

容 ・就業規則・関連出土品などを説明。

5月25日 表土除去作業開始。

6月7日 表土除去ほぽ終了。中央散策路に接す

る調査区北西部から表面精査による遺構確認調査

を行う 。17J 21区に遺物集中層が検出された。

7月 18 J 10・18I 6区に掘られた調査区南西端の

トレンチに縄文中期の遺構が検出された。

8月22日 表面精査により確認された柱穴による

掘立柱建物の想定作業により何軒かのまとま った

建物が存在することが判明したため、 17J1'17I

13区から調査を開始する。

8月26日 17 I 13・14・18・19・23・24区は礁の

多量に混入したロームを遺構面に持つ地区であり、

この区画に建てられた掘立柱建物跡は長軸を北東

方向に持つものであることが確認された。

9月29日 棚列のある、第二平坦面南東端部分地

形は、 17I 15区の土層の状態より盛土整形されて

いることカf明らかになった。

10月28日 18 J 2に位置する第57号竪穴建物跡完

掘、 18J 1 . 6に位置する第59号竪穴建物跡の炭化

材を検出、写真撮影を行う 。

11月 調査区南西端部棚列部の調査を行う 。

時期差を持って構築された 5本の初日列を検出した。

12月8日 遺構笑jfflJ、レペリング終了。

12月13日 写真撮影終了。埋め戻し作業開始。

12月26日 重機による最終埋め戻し作業終え、今

年度の調査を終了した。

2 基本層序

I層 表土層。 10YR3/3暗褐-4/6褐。草根多量

ハード。

II層 館廃絶後の自然堆積層。10YR3/2黒褐-4/

5にぶい賞褐シルト 。ソフ ト。ローム粒・炭化物・

磯粒・焼土粒・土器片・ Os-a混入。細分される。

Os-a純層も含まれる。

III層館機能時の整地盛土層。 2.5YR5/6明赤

褐・ 7.5YR3/4暗褐・ 10YR2/2黒褐-4/6褐シル

ト。粗。ロームプロック ・際粒・炭化物・焼土粒・

火山灰等多量に含む。骨片 ・土器片混入。細分さ

れる。

IV層 縄文期以後館が形成されるまでの堆積層。

IVa層 4/4褐色-2/3黒褐ソフト 。

IVb層 10Y R6/6明黄褐色火山灰。やや密。

IV c層 縄文期包含層。 10YR4/6褐色ソフト。

やや密。

V層 10Y R2/3黒褐-4/6褐。ローム粒多量に含

む。全粘質。諸君粒微量混入

VI層ハードロιム

3 保存処理

(柳沼弥生)

本年度は、鉄製品1，200点、銅製品185点、木製

品の表面処理900点、 漆器10点の処理を行った。ま

た今年度よりエアーブラシの使用を開始し、金属

製品に於いて迅速かつ微細な処理が行えた。

(斉藤邦典)

l 
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II 遺構確認調査

l 調査目的 南東部は、一段低〈細長い平坦面がつくられ、端

平成2年-5年度の遺構確認調査の結果、館を

縦断して中央通路が通り、その左右に溝や段で画

された地割りが作られ、そこに建物がたっていた

ことが想定されるところとなった。特に館主体部、

第二平坦面と称している最も広い平地の北東部で

は、客殿。に比定し得る建物跡や配石遺構、井戸

跡、更には鍛冶・銅鋳造作業場跡などの遺構が見

っかり、勝山館跡内の様子に広がりが見えはじめ

た。

昨平成 5年度の調査では、第二平坦面を縦貫す

る中央通路が明らかとなり、門跡らしい柱穴も見

つかった。既述のようにこの道の北東部での各種

遺構が明らかとなり、今年度はその反対側、中央

通りの南東部での遺構確認を行うこととした。昭

和62、63年度の調査で、正面空壕直上の端部には

重複する棚列跡数条の存在が明 らかとなっていた

が、この概列が、 北東~北西半同様に南側斜面に

至る端部肩に巡るかどうか、又、現況地形図にも

看取される南部の析形状の段差や地割り(第 1・

2図)の性格、建物配置その他についての北東部

との対比などがその主な調査課題である。

2 検出遺構と出土遺物

(1) 位置概要

平成 6年度の調査地区は、第二平坦面、中央通

りの東側前方部、正面空壕直上の第二平坦国端部

から華ノ沢側端部にいたる地区、 1，300m2で、ある

(第 2図)。

本地区は昭和62年度に第一平坦面最奥部の団地

にトレンチを設定し、二条の空壕跡を検出した折、

トレンチ内の上面観察で柱穴や講の存在を維かめ、

昭和63、平成 2、 5年度にその一部を調査してい

る。

調査区の東隅及ぴ南東部を除〈大部分の地区は、

館の中央通路に長軸の直行する長方形の地割りが

溝と段によって作られ、その中に掘立柱と竪穴の

建物がつくられていた。調査区東隅では、直下の

空壕跡に面する区画溝とそれに固まれた建物跡が

検出さ れた。南東半、華ノ沢寄りには沢(即、中

央通り)に長軸の並行する区画が段と溝でつくら

れ、建物がたてられていた。華ノ沢直上の調査区

4 

部に数条の柵列をつくりかえ、防禦を堅めている

ことカぎわかった。

溝や段で区画され、建物跡の想定された地割り

は15面、想定された掘立柱建物跡27棟、竪穴建物

跡 8基、土墳24基、これに地割りを画する溝、段、

柱列、そして南東部の平坦面(帯郭?)と柵列が

今年度の調査で検出された主な遺構である。

(2) 層序

遺構の形成等を把えるべく調査区を縦横断する

土層断面を設定し第 3、 4図、表 1-7とした。

又、基本的な層序については既に述べたところで

ある。

第3図A-A'により 18K24区付近、構18の南西

地割の段、 17K14、溝 1、 2、17K9、構15南西の

地割は慮り土整形して作られていることがわかる。

又、 B-B'からも 1814区講45南西の地割りは、盛

り土の上、段状に整形されていることがわかる。

同様に第 4図、 E'-E"華ノ沢や前(東)方の平坦

面端部に近い17II9区付近は、盛り土整形によって

平坦部を確保していることがわかる。第 3図D

-D'の17日区の断面では盛土整形の状態はみら

れるが、端部を廻る柵列跡は認められず、今少し、

華ノ沢側へ張り出していたことも考えられる。更

にG-G'は、肇ノ沢直上端部の細長い平場(帯

郭?)が幾度か盛り土整形され、それに伴って柵

列も作りかえ られていることを示している。斜面

側は柵列の溝跡が僅かに認められる例や柱穴が辛

うじて認められ、柵列を想定させる例もある。

こうした盛り土整形に伴う、溝や柵列の作 りか

えと建物の建て替えに伴う柱穴の重複等が正しく

検討されることによって、各地割の規模と形成の

新旧、そこに構えられる建物跡の規模と新|日が明

らかにされることが必要でヤあるが、今年度もこれ

らの検討は不充分なままである。加えて遺物との

共伴関係などについても未整理な状況にあり、以

下の記述も極めて不充分なものであることをお赦

し願うものである。
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表 17K 15・20・25、 18K5 ・ 10区東西セクション南壁土層 <A~A"> 
1 - 1 

1100Y Y RR34//3 4 保日脅』事む 曹樫粒位、 ロロームム粒粒世極抵量
オf‘'/;寸T、ノ

CC極極量量、、 韓提土土世粒惜世量量2 

山 一 1

E。VRUu u u u u u U 3M U U M U U r 4 拙

時世 司'ベ-，、一ード

2 iiii j 
i且り<l>ない ソフト CC 極極量量、韓土粒惜量

3 ロ ー ム 粒 ソフト
4 

樫瞳粒粒
illり<l>な b、 ヤヤJ、ード

全CC極撒而量量C 、、 最埠最土土土粒粒粒極極描量量量5 10Y R4/4 illり<l>な b、 ソフト

6 10Y R3/3 根J ローム粒撒量 ソ 7 ト、 車且

7 10Y R4/4 
鞭鴫鴫粒粒粒‘ 火山D<SO%

，、ード

8 10Y R4/4 ソヲト

CC少少量量f量在、、 地地地最院 土土土粒粒粒
9 10Y R3/3 相』 ソフト
10 10Y R4/4 判J 骨密粒、 ローム粒 ソフト
II 10Y R3/3 1IJ"i被』 開粒、ローム粒、火山灰 ソフト C<l> 、 三ニt立
12 10Y R3/3 'ff伎}

曙樫位位、、 ロローームム粒粒、 火山灰<l>晶
ソフト C 昔 、 土粒

13 lOYR4/33/3に」山、1ft枝J .音羽』 ソフト
14 10Y R3/3 荷事。 ロ ー ム 粒 、 火 山 灰 ソフト
15 lQY R4/4 制J 離粒 ソフト 蛙 土 粒 描 量
16 
17 I 10Y R'/' ./6制』 鴫純、ローム粒多祉 C<l>量生
18 

19 附VEMU S5 4u ZU JJ f J 3 

に...;:...、JYl'戟』 哩粒、ローム粒 J、ード

C少 量量量量20 I 10Y R4/4 制』 C~致 、 匁毛土j匝

21 I 10Y R4/4 制』

雌世蹴制m抱雌雌 位aat t L O一地

J、ード

22 I 10Y R3/3 "脅但J
2311QYR4/4 

相a a 罰褐晴暗開酬酬明附府処縄縄

基盤匹曙ムム事率少多立立L. ロームプロ y ク
ヤヤボロポロ

24 I 10Y R4/4 ロ 一 、基盤睡 ハード C<少量量、
2511QYR4/4 .ロー ，、ード C<l> 
261 10Y R3/3 火 山 J.t ソフト
27 I ]OY R4/4 司-..-'、-ド c極少量量、 而粘土質
281 10Y R3/3 ローム粒摩立 サーラ→Tラ ソ 7 ト C 、 土粒
291 10Y R3/3 ローム 、C火山h'i禍M ソフト 土粒種量
301 10Y R 2/3 

粒事全立而、i火基盤山灰暗と
4ナラ→Tラ ソフト

31 110Y R4/4 ，、ド

321 JOY R2/3 曙鴫 ‘ローム組‘ロームプロック ..-..-'、ー『ド C<l>物量jl!;、 蛙土粒
331 lOY R3/3 ローム車立‘ irfり 少 な い →Tラサラ ソフト C 、蛙土粒少量
341 10Y R2/2 金而火山灰<l>抵‘ンJレト I剖f散じ lcm大 1コ、 C少 量

Vlc- 1 
10Y R4433// / / 6 拠J 樫鴫樫粒粒粒 、 企耐 ロ ム

J、ド
CCC措少少量置量t 、 地土粒2 

10Y R4/4 4/6 判1H1fFJTT判判JJ 
ハード

3 10Y R3/4 ハード
4 10Y R3/4 シルト、火山庇少鼠

iM;lSI:l 1100Y Y RR33//4 4 111予付』 ロ ム *ill放祉、玉砂利融盤、基盤曙 ソ 7 ト i~~世i
最韓土土粒粒撒、量、 C C ，・ "育制』 ローム粒 ソヮト

i1t 10Y R343// / 3 
日膏判』 瞭 組 、 ロ ム陀 吋ーセ'ソフト C<l>量. 桂蛙土土粒粒極惜量量

，、 10YR4/4 線』 鴫粒、ローム蛇 ハード

ヲ 10YR3/3 "宮税』 躍粒‘ローム粒 ソフト‘ベ'べ'オてロポロ 班 土 粒 惜 量

え 10YR2///3 3 3 
m机』 鴫位、ローム位 ソフト、〈う〉よ ワローム多し C少量、蛙土粒惜量

お 10YR3 自ff椛』 碑粒、ローム粒 守ー守'ソフト

カ‘ 10YR2 月九似』 ローム寧立 ソワト c多量、捜土粒

j~l イ 10Y R4// / 4 保』 鴫 粒 、 ロ ム粒 ..-..-ノ、ド C極量、姫土粒
ロ 10Y R3/4 "1守持』 曙睦‘ローム粒 ソフト 韓土粒

10Y R4/4 制」 碍聴粒、 ローム岨 ソフ卜 能土粒脱化物世量

ニ 10Y R3// / 4 明叫 ローム粒 ソ フト 、 m1ヨi C融量、韓土粒
ホ 10YR./4 3/.柑暗柑 ローム位. '1、曙砕しまじり ソフト C少輩、地土粒
へ 10Y 1~3/ 4 晴制 ローム粒 ソフト C<l>量、韓土粒

ii'lj. 2あ

10VR4Jf J f J f J 4 

相』 鴨判、 ロロームム判柑
..-吋-，、ド

C 少 盤量量量量C 
、，、 10Y R3/4 

問刷純明田畑柑

ソフト、 オマタォマ夕、 il~.哲生 C<l> 
ヲ 10YR2/3 t火E農業山主灰:j.I'11t ソフト、;f(タポタ

CC 少 、、 地地地土土粒粒
え 10Y R4/4 々'ぺ'ソヲト 叫泊脳t~1性性g Cd少而p 、 土粒

" 10Y R3/4 
ローム粒粒粒、 火山灰灰灰灰

ソフト、;f(タオfタ‘

カ‘ 10YR3/3 ローム 、火111 ソ7 卜、ポタポタ‘
全C少量、醜土位、具 10YR2/3 ローム 、火111 ソ 7 卜、;f(タオfタ

< 17.5YR4/4 鴫粒 火山多批 ソヲト 温性

11113 ih 
10Y R3// / / / 3n??役』

火山灰 ソフト

Cl放量量量最 、 地肱全土商粒帖粒質
し、 10Y R 4/4 4/6判』 時粒 ，、ード

ヲ 10YR3/3 'ff 拠役被J』』 皇火k山山I灰天
ソフト C少、土

之二 10Y R3/3 宵 ソ 7!-， <う〉よりヤヤ明るい
CC惜<l> 

" 10Y R3/4 荷 全 1M帖土質 ハハハーにヤヤ叫旬

fM-37あ

18Y R4fJ f f f f f f f -

制』
昭樫軒岨粒、 ロ ー ム 粒

CC 撒量、、 最挽推蛙土土土土粒粒粒粒
，、 10Y R4/4 制』 奇'吋'ソ 7 ト
ヲ 10YR4/4 

側側絹得制制純

@ee砲艇倭艇艇，''事i立立立k 

..-..-ソフト

え 10Y R4/4 
季五 10Y R4/4 ヤヤソ 7 卜、〈か〉よりヤヤ暗い

CcCC描祖描極極措量量量量量置、、 埠埠挽土土粒粒

ヵ、 10Y R4/4 吋-..-ソフト
き 10YR4/4 火 1111疋
〈 10YR4/4 

ロローームム裏粒目tヤ多量ヤ 多 し
ヤヤJ、ード、ヤヤ明るい

{す lOYR4/4 べ'..-'、ーード C 、 土 粒

f"，"18あ 10Y R333// / 3 t日荷脅脅キ杖祇U; ; 庸粒粒粒‘ ロ ム粒粒粒
ソフト、柑i

CC少少量量量、、 韓離土土多多量量，、 10YR3/4 曜 、 ロー ム ソフト

ヲ 10YR3/4 曜 、 ロー ム ソヮト C<l> 

111 9あ 10Y R433// / 4 
役tH1F宵』T侭机i 火火山山灰h'i描な多 量j，t 

ヤヤハド、官 C惜量
，、 10YR3/3 
つ 10YR3/3 H1.り p~" 、 キtll C<l>:h't 

t/ll.25あ
10Y R3422/ / // 3 

'1i手!J 粘土{プロ ック状 }、 火山灰少量 ソフト
C少 量量C ，、 lOY R4/6 後』 碑粒、基盤粒 ハード C少 、粘温土(ブロ y ク状)

う 10YR2I3 m例J ローム粒 ソ 7 卜、 →ナラ→ナラ
全全面面IC混混入入

え lOY R2/3 1.¥¥拠J ローム粒 ソフト

f_26イ
10 Y R3// / / 3 

割E管制』
ロロームム粒粒

ソフト

C<l>量量、 醜最蛙蛙土土粒粒少<l>量量量量ロ 10Y R2I3 1.¥¥柑 ソフト
10YR2I3 m被』 ロ ー ム 粒 ソ 7 ト、オfロオfロ C少 、 土位少
10YR312 1¥¥後』 ロ ー ム 粒 土祖<l>

土 '.ィ 10Y R4// / 4 後』
曙碑暗位位、 ロ ー ム 粒粒 C植植世量量量、 姫挽蛙 土 粒ロ 10Y R4/4 

役E音』被』
C 、 土粒、最あっ

10Y R3/4 粒、ローム ソフト C 、 土 世

遺物畢中層あ
10Y R3// / / 3 

日ff誕』 ロ ム事立 ソ 7 ト、ポロポロ C<l>量、韓土粒
、、 10Y R2/3 

JBt1荷R1拠役供』s 』
ロローームム位多 量

ソ7 ト‘ポロポロ‘〈あ〉よ l)i足り多し C少量、農土粒

ヲ 10Y R3/3 ソフト、ヤヤボロポロ C<l>量、 全韓三面ニ粒最土粒
え 10Y R2/3 

P 1イ 10Y R4// / 4 位』
樫碑鴫粒粒粒

ベ'ベ'ソ 7 ト 最蛙土土粒粒
ロ 10YR4/4 

制後』』
火山灰 吋'奇'ソフト

10YR4/4 ..-守啓ノ、一ード

P1510イ

loy aUZ SJ 3 晴 禍
標準粒宜 ロ ム 粒車多yl. 

ハード C 
蛙農三土二位粒極量ロ lOYR4/4 担』 離、ローム 量、基盤鴫 ハード

1100Y Y RR 33 1t1m首相杖J』 ロー-Lゐ ソフト

ー
輯膿鴫鴫粒粒粒粒 、 ローム多し. 基盤曙

ハード C Cf撒放盤量、最土粒撒盤
オミ 10Y R4/4 担J

I10OY Y RR36 後111T』科J ヤヤハー ド
cC 少<l>量最、 蛙全面土粒帖撒質量ト ハード

チ 10Y R2/3 3/3 m祇l 'ff役J ローム粒 ソフト、ポソポソ

P 1502イ I1O0Y Y RR34//3 4 
。ff机』

輯輯粒粒、、 ロロームム粒粒
べ'守"、ド

蛙挽土土粒粒
ロ 後』 J、ード
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J、
10Y R4// / 4 

宇宇特品品占
確粒 r、ード‘〈ロ〉より明るい

揖土粒惜量、 全会金日副而1帖帖帖質質質一 lOYR4/4 鴫粒 ハー ド
オミ lOY R4/6 ハー ド

P 1708イ 10Y R4/3 によい'Jfi.柑 理 位 、 ロ ム、火山灰 ，、ド C50%、地土粒

P1489イ
10Y R3//// / 3 制B暗育』事柑劫 哩骨樫組粒粒. ロ ム粒粒

ソ 7 ト、〈ロ〉より"'""'".音』、
蛙挽土土粒粒

ロ 10Y R3/3 ‘ロー-"-‘ ソフト

10YR4/4 
慢暗粒、、 基ロ盤ー粒ム粒30% 

ハード
10Y R4/3 によい賞拍 ハ ー ド 、 密 塙土粒

オミ lOY R4/4 4/6特』 ，、ード 全而帖質

P1737イ 11 00 Y Y RR 44 // 44 4 /6 判相3J 
暗 組 、 ロ ム 粒 ソフト 能 こに粒

ロ 明組、火山 灰 40% ハード

P128イ 1100Y Y RR43//333/3に時制よい世相 晴叫 暗粒、火山灰少し、ロ ム 粒 ソヮト
CC撒世輩輩、、 韓地土土粒粒撒p量量

ロ ソフト

P 2イ
10Y R3// / / 3 

際管制』
曙暢鴫粒粒粒. ロ ム粒粒粒粒少量量量

ソフト
C撒種9量量世世 . 蝿土粒ロ 10Y R3/3 'ff宇品 ローム少 ソヮト CC 孝粘ぬこ土とC骨l>j量ht 

10Y R3/3 'ff宇Il ロロー-"-ムA 少 、 火山l買 ソ 7 ト、〈ロ〉 より奇'セ..宵」、

10Y R3/3 lIf号制J ソフト C p  

JJll 、pa

10Y R423344//////44 3 3 3 4 宇品

碑岨 J、ド 会而帖質
、Pa 10Y R4/4 3/4手.tl a荷役J 離 粒.基盤祖 ソフト 移主ニ仁容fjL

b 10Y R 鼎柑 ローム粒ヤヤ多量、火山灰生量 ソフト
CC描世量量c 10Y R 居者殺3 ロー-.t..主主 ソフト

'1、Pa 10Y R3/3 音拠』 曙粒. I且り pな』、 ヤヤソフト
b 10Y R 説』 確粒 守ー吋'ソフト C描輩、最土粒描祉

表 2 18 J 10・5、 17J 25・20・15・10・5区東西セクション北壁土層 <B -B "> 
1 - 1 10Y R4// / 3 によい賞制 碑粒粒車立、 ロームプロック C 草拙多量

2 10Y R4/6 説; 碑 、 ロー一ム粒粒、 玉砂粒砂、利砂利 ハード ニ1:脅普
3 10Y R3/4 野脅制』 離、ロム C 地土粒

11- 1 
10Y R3// / / / 4 

s1I純』 暗 粒 ‘ ロ ム粒 ソフト Cla~t 
2 10Y R3/4 IIff役』 暗 粒 、 ロ ー ム 粒 、 ロ ー ム プロ y ク ソフト

3 10Y R4/4 
制事GJ 

鴨粒園、ローム粒 ヤヤソフト
4 10YR4/4 ロローームム粒粒撒世量量、 砂組、 シシルル卜卜

ソーフト

5 10Y R4/4 祇』 ソヲト

山 一 1

従従宇役猟品 確暗暗曙開間粒粒粒粒世粒 、、. ロームプロ y ク

開玉4砂1I利 l コ
，、ード 法二法手

2 ハード 焼土粒、 CI役祉
3 ，、ード C 
4 、ローム岨 ハード Cl徴金士
5 、ローム粒 ハード 蛙提土粒粒tJt. 、 C 土 器
6 野音鈍』 ゴ二 、 C 
7 枇』

暗瞭粒粒、‘ ローム7 ロ y ク 砂砂%羽利、l 
ハード 能 土 、 C世封土器

8 制』 サ'ラ噌ずラ C 
9 役』 聴 粒 、 ロームプロ y ク20 玉 砂 利 ，、ード

10 宇品 瞭粒世量 ハード

能龍韓地挽土土11土二ニ粒粒世粒粒2撒撒、、0質%量t 、 C 5%  
11 特』 暗粒 ハード

12 lIll制』 鴫即粒位惜量
ヤヤJ、ード

CCC惜世措量主置t 、 土 器13 本昌
砂時晴利!Jl 

，、ード

14 制』 碑蛇描量.
15 '1を被』

曙確粒粒粒描描.量盤、 ローム粒粒質

，、ード

16 宇品
17 日荷役』 碑 ローム ，、ード

18 によい1町叫 ローム 、 砂 利 ，、ード ニ仁措器
19 '1号制』

離碑粒粒車粒~: 企而ローム

火山J頁 ハード
推角姫亀土ゴ二粒手立、20 日II柑柑』 ，、ート

c CC f撒少S険金最晶t、I 時21 冊 、 ローム粒 ハート 土位、

22 
J宇従l日ER品資13』制制』 曙 ローム粒、 火 山灰'"骨山山Jレ灰量灰ト士、. 描協迎混りり少C合合かなないい

セ'奇"、ーード

23 ソ 7 ト、 4ナラ→ナラ

24 ローム粒、シルト、火 、 り ない ソワト、サラ→ナラ

25 ローム粒、 シ 、 り ない ソフト

26 に」山、抗叫 曙粒、企而ローム ，、ード
蛙蛙土土粒粒祖晶、 CC植描1S2tt、土 時

27 sfl*l ロー ム車立、シル卜、出り少ない 有ー"'"ソワト、→ナラ→ナラ

28 』こ..i:t.-、1fi.抗』 ローム桂 ヤヤJ、ード 韓土粒

29 日P音荷役鈍;』 鴨粒、ローム岨 地土粒 C 
30 暗粒、ローム位 <29> より奇・司"、ーード

揖地土土粒粒、
C 

31 に ..i:い"pi‘拙 鴨祖、ローム粒 C 

IVc-1 

10Y R3/μAA////fffm fs E E ・'a6 6 4 略暗鮒鋤“ 拠鮪

ロム粒 能土蛇 c 、 ごk昔諺

2 10Y R3 ローム粒

必蛙蛙最姫ミ土1土土ニi二ュ粒事粒粒粒'il..、、

C 、 jニ昔捗

3 10Y R2 吊 ローム粒 く4>よりソ 7 ト C 、
jニ冊、 骨ff守Tr f 4 1100Y Y RR33EE膏E 

ローム粒 < 5) よりソ 7 ト C 、 二k昔佳、

5 ローム粒

6 10Y R4/4 4/6供j ローム粒 ，、ード C. 
7 10Y R4 宇品 寧白ニヒ

8 10Y R4 供i ，、ード 牢白ニJ:
9 10Y R4 宇品 能土粒p量. C 、 *~j =l:. 
10 10YR4 棋』 樫 粒 少量、ローム粒 c 、 1キFhhjjュ-
11 10Y R4 判』 ，、ード

12 10YR3/3 IIf号制』 ローム粒 ハード 韓土岨、 C. 粘ニJ:土祉事、質1'1 
13 10Y R4 靴』 離粒少量 ハード

1-'45イ

10YI之・・-z-JJ J J 4 

事U

聴鴨鴨鴨粒粒粒粒惜撒描惜量量量量

，、ド

ロ lOY R4/4 被』 ヤヤ〆、ード

10YR4/3 によい世相 守'守'ソヲト

一 10YR3/4 "脅事Il ソフト
オミ 10YR4/3 によい賀柑 鴨粒

ローム粒、 砂砂粒粒
ソフト

へ 10YR4/4 役J 首l性
ト 10Y R4/3 に..i:い賞制 暢粒植量 ソフト、温性

調23イ 10Y R3// / 3 騒音被} ロ ム粒世量、火山vi.
ロ 10Y R4/4 宇品 ローム誼 〈イ〉よ りl;JiJo，.、 c 

10Y R4/4 4/6担』 ローム粒 C<ロ〉より帖性強い

Y湾24イ
10Y R3// / / 4 

日昔持』 暗粒p量、ローム粒
Cc極撒量量

ロ 10Y R4/4 事む ローム粒 ，、ード

10Y R4/4 事む 暗粒p量、ローム粒 C イ〉 より帖帖質質
一 10Y R3/3 lIll従』 睡粒p量、ローム粒 官

iJJ72イ 10Y R3// / 4 暗柑 間粒少量、ロ ム粒
最佐挽 土粒、

C 
ロ 10Y R3/4 被』 ローム粒 1土ニ定粒立、、 〈イ〉ょっ帖質

10Y R4/4 4/6判E昔』 瞭粒p量、ローム粒 C 

竪Eメ:56イ

1。YV RR‘4323/ffJfヨZ32 z ににぶぶらら 賞賞悩紺

庸粒 ，、ド 最土組曲量
ロ 輯粒、 ローム事立 ヤヤJ、ード

cccc 描世撒描量量量最、廿
10Y R3/3 11&判』 鴨粒 ヤヤヤヤJソ、ーフ ドト 最土粒、
10Y R3/3 沓純』 碑粒‘ ロローームム粒粒、、 火火山山灰灰

オミ 10Y R3/3 音被』

碑碑曙碑傘粒粒粒立、、. 

ヤヤJ、ード 提農土位、
へ 10YR3/3 務事u ハード j二，立

ト 10YR3/3 脅
ロローー ムム粒粒 、 全面 ロ ー ム

，、ー ド . 温 性
CC極多量量

チ 10Y R3/3 4/3暗相柑1 によい賀補 ，、ード 蛙土粒、

PI015イ

10Y R4J/ J J J J J J 4 

制』

e暢曙眼輯暗n粒粒粒粒組立撒撒、、、 ロ ム フPロ y ク

守'ベ"、ド 1ニ皆普
ロ 10YR4/4 被』 量量、 ロームブロ y ク Cl殺虫

10YR4/3 l こ..i;t.- 、 ~H品 ロ ー ム 粒 ソヲト

10YR4/4 
宇目品ff宇品

ヤヤハード
オミ 10YR3/4 ロ ー ム 粒

10Y R4/3 によい賞制 ロームプロック

ト lOY R4/4 事日
ロローームムブ7 ロロ ッy クク3600%% 

チ 10YR3/4 。荷役; 間組、
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P 1008イ
10Y R4// / / 4 

株; 聴位、
ロロームム位粒牟立極極量量

ソ 7 ト
ロ 10Y R4/4 

制松侭』; 』
碑組、 ソフト 〈イ〉よ IJOlfl..、

10Y R4/4 ロ-.L.. ソフト

ー 10Y R4/4 ローム草立 セ-.，.ソ 7 ト

P 1033'"、

30YR4rJ J J J J J J J J J J ， 

制J 醍祖、 開城立 奇'ベ-，、一ード C惜量
lOY R4/4 相』 碑祖、 ローム車立 ハード 最土粒

ポミ 10Y R4/3 に...i:I..、賞叫 基盤瞬、 ローム粒

チ 10Y R3/4 目白根J 聴率型、 ローム粒 ソフト

へ 10Y R4/3 iこ」山、'T'(枯』 碑粒、
ロローームム粒粒

，、ード

10Y R4/4 制J 男祭事故、 ，、ード 肱ニ土粒
ヌ 10Y R4/3 によい賀補 鴫寧立、 ロ-.L..プロ y ク 苛-.，.ソフト
Jレ 10Y R4/4 相J 瞳粒、 ロローームム粒粒、 火山灰 ソフト

CCCC 惜世極植量量量量
ヲ 10Y R4/4 制J 確寧夕、
ヨ 10Y R4/4 

制制』J 火山灰30% ヤヤノ、ード

ワ 10YR4/4 曙哩粒粒、
ローム粒 ヤヤノ、ード

レ 10Y R4/4 制J J、ード C 

PBBイ

20YR4A / f f f f f f 

被』 @襲，立、 ロ ム車Yl.ヨ三町411 車よi
ロ 10Y R4/6 

供桃』』
碍製，立、 ローム粒 .，..，.，、ーード C 

10Y R4/4 曙粒、 ロー-.L..車立 ヤヤ定Il ゴ二母語
10Y R4/4 

相後』』
哩粒 ヤヤJ、ード 匁離~OI土二，粒立惜量

オミ 10Y R4/4 樫粒、
ローム粒，粒粒立

ヤヤノ、ード

へ 10Y R4/6 後』 ローム ソフト

ト 10Y R4/6 
宇被品J 理位、 ローム ソフト ，-¥〉より 'ff'、

チ 10Y R4/4 鴫粒、 ローム ソフト

P978イ 1100Y Y RR33//3 3 
日荷役』 旬陵，立‘ ローム位、 1.G; 1)~'< なし、 ソフト

CC極世量量ロ 賢官鈍占 @襲，立、 ローム祖、ローム7 ロ y ク J、ード 地土粒‘

P?イ

10Y R4// / / / / 3 

によい賀柑 ロム粒 ソフト c植 量
ロ 10Y R3/3 

日n膏台但侃JJ 
ローム粒、シルト ソフト 蛙土粒

10Y R3/3 シルト、火山 灰 ソフト

IOYR4/3 
にぷい世賀't'i‘相柑叫』

ローム粒 ソフト 姫蝿土粒、 CC極少量量
オミ 10YR4/3 』こ...i:I..、 ローム粒 ソフト ニ仁摩立、

10YR4/3 Eこ...i:1，-、 ローム粒 ソフト

P756イ 10YR3/3 Uff制J 曙粒. 火山灰 ソフト C少量

P777イ
10Y R3433// / / 3 

IIff制J 蝉粒、
ロ L‘ 準業粒粒設主

ベ'守-，、ド
ロ 10YR4/4 後』

@襲，，憲J立立L 
ロー-L-‘ ハード

C C C 4惜t2放k最量量10YR3/3 11ft相J 鴫 ロー-L-‘ ャャ，、ード 匁韓~OIニ来立、
10YR3/3 11tH砧 曙 ロー-L-‘ ニヒ車立、

P914イ 10Y R4/ // 4 特』 骨組公鼠最量 ロ ム粒
，、ド c 、 粘土質

ロ lOYR4/3 
にによ...i:いい賀'Tt叫相』

骨組昔 、ローム粒 〈イ〉よりソフト C 
lOYR4/3 骨組虫 、ローム粒‘越盤碑 最土粒、 c，ロ〉よりヤヤ1-.>1まりあり

PB97イ

1 0 Y R 3 //// 4 EEEE ffEIT号ET制鈍役後』J 』』

ローム粒 密 蛙土粒、
CC少少量量

ロ 10YR3/4 ロローームム粒粒
〈イ〉よりソフト 先~oiニ傘立、

10Y R3/4 4/4 説』 守曹司-，、一ード C 
10YR3/3 ローム粒生量 ソ 7 ト、 車且

，)、 pa 10 Y R4// / 4 
柑被制JJ 暢粒，，立立. 

ロム粒 ，、ド

b 10YR4/4 
離瞭 撒J.t

，、ド

c IOYR4/4 ソ 7 1-.m性

JトPd 1100Y Y RR44//4 3 相』
離眼粒粒極量、 ローム粒‘ シルト

ソフト 韓土粧
e R荷役』

'ト Pf 1100Y Y RR24//3 3 1.¥¥特』 シ Jレト 、火山灰 ソ 7 ト、 →t7"ナラ C世 量
h 4こ...i:I..、'T'(判A ローム粒 ソフト、サラサーラ 韓土粒

P-Bイ
10Y R4///3 4 4 

被J 慰聴率立 .，..，.ソ 7 ト
砂砂粒位

ロ 10Y R4 机』 号襲浮立 ヤヤハード

lOY R4 に...i:1，-、'Tt判』 碑粒、 ローム粒 ノ、ード

P 1004あ 10Y R4// / 4 
相制後JJ ; 暗鴫鴨粒粒粒、

ベ'有'ソフト
砂C粒撒 量，、 10YR4/4 ヤヤハード

う IOYR4/4 ローム粒 ソフト

表 3 18 I 8・3、 17I 23・18・13・8区東西セクシ ョン北壁土層 <C-C")

1 -1 10Y R3// / 3HtF判』 確粒
韓韓地土土土粒粒粒、、、 CCC 撒惜p量最量 、 草拙多量2 10Y R3/3 初E号制』 碑粒 〈火1)山灰より i且り p(ない

3 10Y R4/3 3/3 に」山、)t椛 '1号制』 碑組 ソフト

11-1 

10Y R4/‘Z2ZZZν U / J J J J J 4 

宇品 間粒、基盤暗 2コ、 Os-a描量

2 lOYR4/4 役』

3 10Y R3/3 目音説』 碑粒、 Os-a少量 ソワト

盟諸 iEZ4 10Y R312 瓜1被』 暗粒 1宮
5 10Y R3/3 'ff株』 ローム粒、 Os-a ソヮト

6 10Y R2/3 m被』 Os-a ソ 7 ト、サラ4ナラ
7 10YR3/3 日持参品 Os-a ソ 7 ト、サラサラ

CCC極極世量量量8 10YR3/3 'ff椋』
確曙粒粒、

ヤヤハード.密
9 10YR3/3 日ff後』 ローム粒、現り少ない ソフト

II1- 1 10Y R によい賞制 碑軸 石器

2 10YR3/4 11ft制』 ローム粒、基盤曙 ソフト

CC極少量量量量量3 10YR3/3 荷役』

制醐組制組組制

ロローームム蛇粒
ソフト

4 ソフト Cp  
5 

10Y R 鎚鎚秘時時暗躍
CC 植tli 

6 10Y R ローム粒 ソフト

7 10Y R ，、ド 粘質
8 

10Y R 拠4純4」J J 
ベ'ベ'〆、一ード

能姫蛙 1二粒、 C撒重t
9 lOYR  ローム粒粒粒

ソフ卜 土 粒

10 10Y R ローム ソフ卜 土粒、 Cp量量
11 11 00 Y Y RR 判判JJ 礁親暗盟睦岨、 ローム

ソフト C C ddp p 
12 ローム且多量、ロームプロ yタ.火山灰少量 ，、ド

13 10Y R3/3 育事。 ローム粒 ヤ ヤF、ード
CC惜少量量量14 10Y R3/3 育制』 碑粒、

ローム岨、 火山灰灰灰少量最量
.，..，.ソ 7 ト

15 10Y R 誕』 火山少 ヤヤJ 、ード CP  
16 1100Y Y RR にに」よ山い、貫賞制性』 確粒、 ローム粒、火山生 ，、ード

17 ローム粒 ハード 帖質

18 10Y R 被』 離粒‘ ローム粒 ハード CC 祖P量量
19 10YR3/34/3晴 叫によい賀叫 ローム車立 ソフト

20 10Y R3/3 'ff制』 ローム事立 ソフト 提土粒、 C生 量
21 10 Y R 3// 3 11L純』 医務純』 砲震牢立P;量 ソフト C極 量
22 10Y R3/4 4/4 o膏相相』』 宇品

ロローームム粒粒少量23 ソフト
蛙提土土粒粒、多量

C惜 量
24 

1100Y Y R R 担ZE』
火山庇極量、 シノレト

V-1 1100Y Y RR44//4 4 事~ 基基盤眼 ソフト、車且

2 被』 盤醐 ヤャ，、ード

調 43あ 10Y R4// / 3 』にこJよ"い、1世1(判相』
曙確暗粒粒粒 極量

ソフト
、、 10Y R4/3 ロームプロック ソフト

う 10YR412 灰 1町叫 ヤヤハード C描 量

構 44あ 10Y R4///3 3 4 lにニ」よごしい、1世)'1:判相』
曙離曙粒粒粒、. 

ソフト C極量
し、 10Y R4 ロロ-ーLムA粒ブ世ロ量ッ ク

ソフト

つ 10Y R4 事l) ソフト

fA-42あ 10Y R4// / 3 
にAごし、2F灰tt相枝1YJt; 柑 離曙粒粒

仏、〉よりヤヤ晴い 蛙姫土 粒
、，、 lOY R4/3 』こ」ご』、 1ニ粒

ヲ 10Y R4/3 Eこ...i:1，-、 C撒量

調 8あ 1100Y Y RR23//33 33//34 AbIHE枯品』 居苦手品
シ1レト、 t昆り Pな い ソフト、サラサラ、ヤヤ世性

能匁E土1ニ粒率立、、 CC極P量量、 炭化物
、，、 離粒. 基盤粒、基盤碑 ソフト、担i

9 



う 10Y R2223////3333 3/3 J15祇叫叫叫; 笹野役』 離粒ー1ニ草‘ム立粒、 ローム粒 シルト
ソフト

C少 量最主btt え 10YR2I3 m ロ 、火山灰&輩、 担 。 世 な い ソフト C&  
あー 10Y R3/3 314 m 最土 、 ローム粒 ソヲト CCd惜r 
カ‘ 10YR2/3 m. ローム粒、 2見。&なし、 ソフト

F持12イ 10Y R2I3 m叫 ロム粒 ソフト、→Fフサーフ 地土粒. c多!it
ロ 10YR3/3 B脅耗』 樫粒 ローム粒 セ・奇.~野 蛙土粒

構 6あ 10Y R3// / 3 '5殺』 樫粒 ロ ム事立、大山灰 "'""'"ソフト 先蛙主1土二粒事故、 Iえft'tlo
，、 10YR3/3 日荷役』 確粒 ローム粒、火山灰 ソフト

ヲ 10YR3/3 日荷役』 離粒 ロ ー ム 粒 、 火 山 灰 ソワト C&~t 

十飾 7A  
10 Y R4// / / 6 

相』 母終業主 火山灰多l.t 有."，"，、ーード 本11質
B 10YR3/3 '11被』 曙粒、 ローム粒 ソヲト C惜 l.t
C 10Y R3/3 '5後』 傍樫聴率粒;Jt. ローム組、 火大山山灰"，，<J-'封 ソフト
D 10YR3/3 自首位』 ソフト C 1II< ~t 

1""，"11イ

zovaNf J f f f f f 4 

供』 開組 ，、ド
c徹会1.帖rl，賀質ロ 10Y R4/4 被』 暗粒 ローム粒 ハード

10Y R3/3 民脅拠』 樫粒 ローム粒 ソヲト
IOYR3/3 11ft役』 鴫柏、 ローム粒 ハード 蛙土粒

C CCC t少惜dBK，批此sお21It t 帖 質
オミ 10Y R4/4 被』 樫粒 ローム組 ハード 匁主1ニ事位、

へ 10YR3/3 日務制』 確粒 ローム組、火山田惜祉 ソフト
ト 10YR3/3 日f守徹』 離粒 "'""'"ソ 7 ト 匁主1二李主、
チ 10YR3/3 目白習字U 離粒、 ローム組 ハード c描 帖 賀

P538イ 10Y R4// / 3 iこ」山、III判』 理粒描批 オ叶fミ
ロ IOY R4/2 灰拠』1SI 叫 ロームプロ y ク揖量

10Y R4/4 ローム粒 ソフト

P548イ
10Y R3344////3 2 4 4 

Iこ」山、'Pi.制3
輯暗粒粒‘. 

ロ ムブック 20% *ll 
ロ lOY R  

灰PP1I3，判F科t』J 制
基盤樫

10Y R シJレト
10Y R 基盤略、シJレト

P549イ 10Y R3/4 官官制J シルト

P556イ
10Y R4333////4 4 4 4 

祇』 暗粒惜j，t. 基ロ盤ー腰ム粒、 砂粒 相L
ロ 10Y R 

町日"資ff制制杖J』10Y R 煙車立惜i辻、ロームブロ y ク描晶、基盤暗 ソワ卜 Cl放iot
10Y R ローム粒 ソワ卜

P 1イ IOYR3/3 日野相J 聞組、 ローム粒 ソフト C~M 

P372イ

10 Y R33333/////3 3 3 4 4 

日時荷机制J ローム靴、シル卜 ソウ卜 Cl設lit
ロ 10Y R 輯粒、 ローム粒 吋ーベーソ 7 ト、 売."，"干!i

10Y R 
EEEE百ETT特科科JJ J 

ローム粒車多立、 火山灰生品 ソワト
C Cd融'1政1止‘t 10Y R ローム世 ，、ード

オミ 10Y R ローム 、六山灰安置 ソワト C &  

P327イ
ロ

P325イ

10Y R 哨帥・333UνJJJJ44 ・・4 • 

によい此叫
ローム粒、 火山庇J灰灰天d多多多r1鼠会量.t t 

ソ 7 ト4ナラサラ

C C C ffd設2rk五hTdtt t ロ 10Y R 'ff事II

ローム車立多宣ι火火火山山山

ソフト
10Y R 役』 "'"ベ'ソフト
10Y R '1号線』

硯晴粒世
，、ード 蛙 1ニ粒

帖 質質質質オミ 10Y R 日町任後』 ローム粒 ヤヤr、ード C惜抗、粘
10Y R 日資制』 暗粒‘ ローム粒 ヤヤJ 、ード 科目

ト 10Y R 日11役』 時粒、 ローム粒 "'"吋"、一ード C惜 1，仁科目
チ 10Y R 日ff特』 時粒、 ロ ム粒多封、火山灰少抽 必~ol二穿立

P324あ

10Y R3// / / / / 3 日日荷音脅脅役羽机祇

火山灰多批 ソヲト
C4SPLi1l.It t t ，、 10Y R3/3 ソヲト 能ニU iLllItlιcC少& 

XヲL 
10Y R3/3 ローム位、 火山庇少祉 ソフト
10Y R3/3 欄粒、 ロ ー ム 岨 ソヲ卜 〈う〉よ り"'"吋.llJJる b、

j; 10Y R4/4 役』 明粒、 ローム車立、 火山灰 ソヲト
C Cddppii，zt t ヵ、 10Y R4/4 役』 ロ ー ム 粒 ソヲト 〈え〉ょ っ 明る い

P231イ
10Y R3433// / / 4 

11脅ね」 ローム粒、 火山開少批 ヤヤハード 暁土粒、 C 
ロ 10Y R4/3 に」山、j;'i.判J

C CCdAp寸iis北，t t 10Y R3/4 :1 11 11VT 制判JJ *1111頁
10YR3/3 llI!粒少1ft‘ローム粒 Cl晴

P210あ

10Y R32343/////3 4 4 4 4 
四1:1:時L制制制JJ J 

ロム粒、 火山灰少1¥ ヤーヤノ、 ド 雄二I:.l¥t.. c 
ル、 10Y R 輯粒 ソフト、サ'ラ吋'ラ c .， 10Y R 

被世E音音J被;

ローム粒、
火山J灰j死頁

〈あ〉ょっサ'ラサ'ラ 盤土粒

え 10Y R 火 11JffJ(p!II CP11t 
手云 10Y R 火山 くb咋よりソ 7 卜 匁主ゴ二本立 C 

P211イ
1100Y Y RR33//4 4 BEE脅悦根』』

ローム牢立、
火火山山灰l買 地蛙土 粒 c 

ロ ニc*.主 C 

P185イ
10 Y R3// / / / 4 

日ff根』 ロム粒、 火 lμ"" 地土位.
CC 描&批l.t ロ 10Y R4/3 によい前柑 ローム粒少量、火山灰

10YR3/3 日脅役』 ソフト
院地土土岨粒祖惜1批北

10Y R4/3 lこ.J=¥;、Jli.判』 〈ロ〉よ り粘性 密
オミ 10Y R3/3 日脅倶』 ソ 7 ト、 吋ーラサーラ C 

地土 1あ 755Y Y RR55//8 6 
i明性』

地地土土柱そ、のも円
c 

，、 E円7}J';付J

暁 l二2イ 7.5Y R5/6 日月根』 地ニlニ c少 批

表 4 17 I 14・15、17H 11区南北セクシ ョン酉壁土層 < D ~ D '>

111- 1 

日mmmm旧四7Mm叩mm7崎凶y55vvYY Y Y Y yy yY 日YYRRRRRR民RRaa』RmRR抑山U日出S泊4a4酬U目JJUFnu4 5 43 4 1 -山 崎側側姉初柑指

小本暗暗暗:JL粒粒少

ロ ム車立‘ 申'1比 ソフト C少量、恥旬ヤヤキf.土器&j出且
2 

3/4tHHm fET T 
〆暗j、 ]，1.

ソフト m.塊混

3 ロE ーームム粒1O~，多6量、 基盤曙
ソフト C 

4 '1、、 ソヲト C 、 料品ーャャ桁

5 明制 d、Iil医，立金、融金 ロー-Lゐ事'" ハート官 C 
6 Jに'X¥よいz此叫 '1、tヨ隆三" 砂粒 ソフト 1;i.fU多量士

7 ，基l、盤小粒多量 ハード C<J-'祉

8 3/4 居留拭』 離柑多量、 ロ ー ム 粒粒 ソフト C&世
9 に」山、'Tt祉』 ローム ハード C 、 蛙 上 位 & 盛

10 n¥制』 >1"，常にソフト 7日艮やや~ï

11 相J '1、聴粒多量、ローム塊、火山灰'"‘制砂 ハード C 
12 箇ff制』 ロ ー ム 粒粒 砂混 ソワト C&-:l1t 
13 によい賀描 小極小鴨粒嘩粒多量、 ローム 時々 立 ソワト

14 ;'.1:¥制』 ソワト C少量

15 

祇自B暗日在1音苦』役役』』

'1、理粒双量 ソフト C少量

16 

小鞭小越r基l、組間暗暗盤碑 少魁最多多 ロ ー ム 粒

制砂 Jj;常にソフト

17 

11。0YV RRU ・u244U4/ff f f s ・ 側制

粒 拙晶、ローム粒
ソフト C惜 晶 、 粘 性ヤヤイr

18 副ηI~ ソフト C少 拡

19 10Y R3/4 聴、 ローム塊多く混 守・有事j 、一ード 地土位生

20 10YR4/4 枇』 小鴨粒多し ソフト 3倍々 漫pJ，t
21 10Y R2I2 m判』 粒多‘ ローム粒多〈世‘ 時川[( ヤヤノ、ード C少量

22 10YR4/4 判』 膿粒量 ソワト

23 10Y R2/3 tJ.¥祖』 制1聞， ソフト C少鼠

24 10Y R4/6 祇』 Jみ盤醐〈白色鴫粒多〈入る〉 ，、ード、官

ミ、/13イ 10YR3/1 1.¥¥位J 樫祖ヤヤi品、ローム粒 ソフト lえ多)，¥

ミ、/イ
1100Y Y RR25//3 4 

JT¥宇II
品白盤色碑小粒碑多多〈〈 入入るる

ソフト 炭浪1.¥¥色 01ニ<10YR2/1>粘性ヤヤ;{i
ロ に .J:'v 、 ~t椛』 ヤヤハード、世 粘性ヤヤ;{i
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表 5 17J6-10、17I 6-10区南北セクション東壁土層<E -E "> 
1-1 

1100Y Y RR33//4 4 
陸11役』 離粒 蛙土粒、 C

2 時柑 理粒 姫土岨、 C

II-l 
1100Y Y RR33//3 4 

島脅争lJ 蛙土粒、 C
2 暗柚 地土粒. C 
3 I lOY R5/3 に....l~1，.、首相 ロ ー ム 粒 Jや~ソ 7 卜 姫土粒、 C

山 一 1

lQY R抽34Z322JA JJJJ4 4 3 4 4 

.&宇品 確粒、ローム桂 ハード C撒量

2 lOYR  暗叫 ローム粒 暁土粒 C 
3 lOY R 事lJ 聴 粒 、 ロー ム粒 韓土粒、 C少 量

4 lQY R P育供』 曙粒 韓土粒.C
5 lOY R  .ff机占 開 組 、 ロ ー ム 粒 醜土粒、 C
6 lOY R 日t評判』 碑粒、火山灰
7 lQY R 'ff純; 鴫 粒 ‘ ロ ー ム 粒 蛙土粒

8 10Y R334/ // 3 E t E被4 瞳桂 地土粒描量、 C企量

9110YR3/3 IIff制3 ソヲト C 
10 110YR4/4 4/6担』 曙粒、ロームプロ y ク f占1ニr昆じり

II I 10Y R3/3 '1量制占 鴨粒、ローム粒、ロームブロ y ク C 

1210Y R4// / 4 従』 ローム草立 ，、ード 融土来立、 C 
13110YR4/4 性』 瞳 粒 、 ロ ー ム 粒 ，、ド C 
14 I lOY R312 Js後』 曙 粒 、 ロ ー ム 粒 C 

1510 Y R3// / / 4 
.ff相』

樫腔粒粒、、 ロローームム粒粒、 基盤暢
地土祉、 C

16 I 10Y R4/6 相』 J、ード 蛙土粒、 C、粘土質

17 I lQY R3/4 B脅宇品 ロ ー ム 粒 オfタ"'夕、ソフト 姫土粒、 C
18 I lOY R3/4 B脅争lJ ローム粒位置 守宮守?ソ 7 ト C 

1910Y R3// / 4 日荷役』 躍世少量、ローム粒

20 I 10Y R4/3 に..i=¥"、1ft.担J 睡粒少量、ローム粒 C 
21 I lOY R3/4 暗柑 曙粒、ローム粒 龍二回立惜畳、 C 

22 10Y R4// / 6 被』 碑粒、ローム粒、基盤碑 司-..，.，、トード C 
23 I lQY R2/3 I!.¥役』 ローム華立 C 
2. I 10Y R2/3 m判J ローム車立 (5)より業弘

25 10Y R334///33 3 に_.i:1，.、ir'l宇品 ローム事立多い オ~，ぎり ih り
26 I 10Y R3/3 11ft柑 離粒、ローム粒 ベ-..，.ソ 7 ト 姫 土 粒 描 量
271 10Y R3/3 _ 暗叫 碑粒、ローム粒 C撒 量

2810Y R2// / 3 鼎被j 暗組、ローム粒 匁u二事立

29110YR4/4 相』 碑粒p盤、ローム粒 粘土質

30110YR4/3 tこ.J;I，.、1比率品 離粒‘ローム粒 韓土粒. C 

31 10Y R334// / 4 暗叫 ロー ム粒 緯土粒、 C
32110YR3/4 町守制J ローム事立 C 
3311OYR4/4 相 鴫粒‘ローム粒 韓x.f~立、 C
34110YR4/44/6叫 樫粒少量、ローム粒 C少量

35 10 Y R434444//////4 3 6 44 3 宇品

ローム車立 蛙土粒、 C
3611QYR3/4 IIff被J 鴫粒少量、ローム粒、玉砂利世し 能土粒、 c
37110YR に よ い 賞 制 暢粒 (23)よりソフト 韓土組、 C
38 I 10Y R4/4 4/6制J 碑粒 蛙土組、 C、粘土質
39110YR によい世相 碑粒少量、ローム粒

40 I 10Y R4/6 4/6叫 碑粒 地土粒、帖土混じり

41 I 10Y R3/4 111号制』 暗 柑'P:!l士、ローム粒 蛙土粒、 C

IVc-1 lQY R4/4 後; ローム粒、火山庇少量 4ナラサラ、ソフト Cp量
2 10Y R3// / 4 晴叫 ローム少量、火山民生量

3 1 10Y R3/3 111守宇む サラサラ、ソフト

411QYR3/4 日持制 ロ ー ム 粒 ソフト C 

5 1。YRZ2山山323JfJJJ33 4 3 4 醜梢

暗 粒 、 ロ ー ム 祖 C 
6 110Y R2/3 11.¥祇』 ローム車立 蛙土粒、 C多量

7110YR2/3 11.¥判』 ローム草立 (J3)よりヤヤねばりあり

8 1 lOY R3/3 3/4晴叫 ローム組、火山灰少量 Cp最g I tg~ ~~~~ ~~: 目白桃J 役』 ソフト C 
10110YR2/3 /.1:¥判J ローム粒 (Jj)ょっャャ，、 ド C 
11110YR 晴叫 サラサラ、ソ 7 ト 揖土粒世量、 C

l210Y R4// / / / 4 
制』 ローム車立 サラサラ、ソフト C 

1311OYR4/4 相j ロ ー ム 粒 (9 )よりサラサラ、ソワト

14 I lOY R2I2 !!.¥柑 ロ ー ム 粒 ソワト C 
15110YR4/4 被』 官 粘 土 質

16110YR4/6 制』
全地而土粒ロー世量ム、 C 

17110YR4/6 判J
18 10Y R4// / 44/6判』 地土粒、 C、粘土質

1911OYR4/6 判』 韓土粒、 Cp量、全国ローム

20110YR4/6 判3 融粒P最 ハード C 、粘土質

IVc'-1 lOYR4/3 ・ に」山、1>t祉; ローム粒 地土粒、 C、土器 I~j'混じり

2 110Y R4/6 後J ローム草立 蛙土粒. C. ニヒ器、粘土混じり

3 I 10Y R3/4 9a執』 ローム粒 蛙土傘立、 C、土器、骨損じり

4 I 10Y R4/4 供』 ローム粒 最土粒. C撒量

5 I 10Y R4/4 被b 離粒、ローム粒 焼土粒三J>量. C撒盤、粘土質

611OYR4/3 に」山、"Pi.椛J ローム車立 場且 地土粒、 C、す1
7 I 10Y R4/4 宇品 確 粒 、 ロ ー ム 粒 ，、ド 蛙 土 粒 世 量

8 I lOY R3/4 .ff被占 聴 粒 、 ロ ー ム 粒 地 土 粒 少 量

9 I 10Y R3/4 'ff宇品 ロ ー ム 粒 埴土粒、土器

10 I 10Y R3/3 .ff被』 ロ ー ム 粒 ポロポ口、ソ 7 ト 蛙土粒、 C、 骨

11 I 10Y R3/3 3/4 .資事砧 ロ ー ム 粒 地土粒、 C、土器、 ~J
12 I 10Y R3/4 日E話相3 ロ ー ム 粒 姫土粒、土器、廿

13 I 10Y R3/3 'ff~品 ロ ー ム 粒 蛙土粒、土器、骨、粘土質

14 I lOY R3/4 自脅製』 ロ ー ム 粒 (J3)より，、 ド 蛙土粒多輩、廿

15 
16 I 10Y R3/3 陸ff'lll ロー ム粒 (11)よりポロボロ 埠土粒、土器、骨

17 I 10Y R3/4 'ff被』 ロ-L..定立 (12)よりハード 最土粒 1二時

調か?イ 10Y R3/3 3/4 9ff'lll ローム粒 蛙土粒、 C
ロ 10YR2/3 m.m 雌 粒 、 ロー ム祖

ハ 10YR3/4 暗相 ロー ム粒 、基 盤暗

ニ 10YR4/3 によい1町制 ロームブロ y ク ベ'ぺ-，、←『ド C 
ホ 10YR2/2 1¥¥'IIl ローム粒少量

へ 10YR3/4 日野宇品 ローム C 、 (ホ)よりキ占性

ま甥39あ
し、

r__ 7あ 10Y R3/3 暗柑 曙粒 C少 量

い 10YR3/4 E脅宇品 ロームプロック、基盤樫 C 
う 10YR3/3 H若手品 輯粒 (あ)よりソフト 最土粒.C
え 10YR4/4 宇品 ソフト C極量

h'!48あ 10Y R3/3 野官事砧 碑粒少量 ソフト

い 10YR2/3 Il¥祇』 ローム粒少量

う 10YR4/4 説J Cp最
え 10Y R4/4 争lJ ローム粒少量 {い)よ ηソフト

r~1 1 あ 10Y R3/3 9音被占 火山灰少量

い 10YR312 県相 ローム車立 C 
う 10YR3/2 M玉手品 全而炭化物

ぇ 10YR3/4 暗袖 火山灰 ソフト

お 10YR3/4 日持事劫 ロー ム粒、火山庇 C 
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構 10あ 10YR4/3 』こ...i:I.、1It.拠』 ローム粒 ポロポ口、ソフト C<l--jit 
u、 10YR3/3 'li報』 ローム粒 地土粒‘ ci_ 7 I) 

1100Y Y RR43//3 4 
に 」山、'ti.判』 ロームプロック C 

，、 野育制』 ローム粒 C <P~t 
う 10YR3/3 暗相 C<T主t
え 10YR2/3 A込根』 ローム粒 C揖 I占
お 10YR2/3 m特』 (え〉よりソフト C 

fJU2イ 1100Y Y RR22//3 2 nA殺』 ロー-.L..事立 地土粒_ C 
ロ JM被』 焼土粒、(イ)より C多!ot

7""21あ 10YR4/3 5こ...i，I，.、~，相』 理粒 ，、ード C<PLt、帖土質

ijlJf 6イ 10YR3/2 /A¥報』 晴世 C 
ロ 10YR3/2 J以宇品 匁主ニiニ傘立 C 
，、 10YR3/4 暗叫 ローム粒 ，、ード C 
ニ 10YR2/3 1.11.役』 ローム粒 C<PLt 

7-'15あ 10YR4/3 によい1陀柑 曙粒、ローム粒 地土岨. C世 祉
い lOYR4/3 によい首相 躍世少量.ロ ム粒 蛙土粒、 C世披
う lOYR4/4 字句 碑粒少量、ローム粒 (，、}よ りハード 焼土佐‘ C描 1，t
え 10YR4/3 に...i:¥..、前叫 硬位、ローム粒 能土粒、 C
お lOYR4/4 位1 樺粒骨量、ローム粒、火山灰世拙 蛙土岨‘ C少 iit
カ‘ lQYR4/3 に..i:ぃ~叫 隈岨少量‘ローム粒 (あ}よりヤヤソフト 雄二1世、 C<P量
き 10YR3/4 暗叫 曙粒 あ}よりソフト 位土粒、 C<T祉
( I 10Y R3/3 百資制』 暗粒少量t (，、}よりソフト 韓 j二位、 C少 量
tす 10YR3/4 .ff根』 暗粒<p量、ロム粒 (う}よりソフ ト 蛙土粒 C世祉
こ 10YR3/3 晴柏 鴫粒<PjiL ローム粒、火山駅多品

さ JOYR3/4 lIff従』 確粒、ローム粒、火[lJ1.頁骨量
[[こえ})よよ りり，ハ、ー ドド、 I市 惟土粒、 C

L I 10Y R4/4 制3 離粒、ローム粒 融土粒、 C
す 10YR3/3 .J'i机』 ロー ム粒 ‘火 山灰 地土粒、 Cl後世
喝さ 10YR3/4 晴柑 i/I!~!L.火[.lJ Ð< (き)よりヤヤソワト 焼土蛇撒祉、 C<Tj，!

ニヒ摘12イ lQY R4/4 祇J 膿岨 ，、ード C<!寸法、糾に1.:i11じり
ロ 10YR4/3 に 04:い世相 離粒、ローム粒 Wtn5町あ)よりソフト C 
，、 10YR4/3 tこ」山、1It.叫 暗粒、火山灰描設 C<TLt 
ニ 10YR4/3 に".i:い弧唱』 鴫粒 [ノ、)よ りヤヤハード 地土粒、 C世 批
ホ 10YR3/3 日J'i亭砧 鴫粒、火山灰 C少 量
へ JOYR4/3 に...i:い賞制 膿粒少量、ローム粒、火山匹 (ホ)ょっ密 雄 二i沖立、 C少 t!
ト lOYR4!4 役1 確粒骨量、ロ ム粒、火山灰 守・べ・7且伯 C少 批

P66イ 10Y R2/3 m批』 確粒、ローム粒 地土粒<T:bt. C惜批
ロ 10YR3/3 暗制 確粒、ローム粒 C描 祉
，、 10YR2/3 f処制』 暗粒 密 C少 批
ユ 10YR2/3 m判J 確粒少量l. ローム粒多量 C 
ホ 10YR2/3 1.¥¥制』 ローム粒ヤヤ多し C惜 批
へ JOY R2/3 出叫 4ナラー'1'ラ、ソフト

チト 1100Y Y RR23//3 3 
!J.¥枝』 離粒、ローム粒世量 c 
E音被』 離粒、ローム粒

P64イ 10Y R3/4 B脅制J 碑 粒 ‘ ロ ム粒、火山灰世主士 "'""'"ソフト C 
ロ lQYR3/4 'ff牟u 輯粒少量、ローム粒 地土靴、 c
J、 JOYR3/3 '1守秘J 膿粒少量、ローム粒 (ロ)より -fラ吋'ラ C 

P65あ 10Y R3/4 'fr制』 鴨粒、ローム粒 オf口市口、相I 地土粒、 C
』、 10YR4/3 に」山、st判J 碑粒、ロー ム粒 (あ)よりポロポ口 、ソ 7 ト 挽土粒、 C

えう 1100 Y Y RR 24//3 4 1.¥¥制J 鴫紅t サラサラ 蛙土軸‘ C
本品 眼粒骨量、ローム粒 ねtぎりあり

J:o IlOYR3/3 'ff制』 鴨 粒 、 ロ ー ム 肱 (お)より腎 C 
か 10YR2/3 1.¥¥役』 膿粒.ローム組、砂混じり 地 ごl二粒、 C 

P 104イ 10Y R3/4 B脅制J ロ ー ム 粒 地土粒
ロ 10YR3/4 'I!制』 ロー ム粒 蛙土粒
，、 10YR3/3 E脅宇品 ロ ー ム 粒 地土粒
ユ 10YR3/3 '!!例』 曙粒少量 ソゥト C 
ホ 10YR3/2 /.(¥椋』 ローム粒少量

P227あ IOY R4/4 後』 ロ ー ム 粒 奇喧"，"1百l'、 C<Pli! 

P228イ 10Y R3/4 日昔役』 鴨粒<Pj止、ローム位 今."，"，、ーード

ロ 10YR3/4 日資保』 ローム粒少量 (イ)よりソワト

P229イ 10YR3/3 '1号制』 ロ ー ム 粒 C 
ロ lOYR3/2 I!¥拠』 (イ)よ りソヲト

P235イ lOYR4/4 #l ロー-.L..車立
ロ l OYR4/4 4/6判J ローム粒多品 C生最
，、 10YR2/3 m役』 ロ ー ム 粒 C 

ユホ 11 00 Y Y RR 33// 3 4 11ft殺』 ロ ー ム 粒
11荷役』 ロ ー ム 粒 {ニ)よワソ 7 ト

へ 10YR4/3 によいZ町柑
ロローームム粒粒多多祉量

卜 lOYR4/3 によい賞制 {へ)よりソ 7 ト

チ lOYR7/3 によい賀担 企耐火山 灰

P24Uイ 10YR3/2 /，¥¥判J 暗粒園、ローム粒 C 
ロ JOYR3/3 11資制』 ロ ー ム 粒 C 
，、 10YR3/3 B蹄根3 ロー-.L..草立 (ロ)よりハード C 
ニ lOYR3/2 /.(¥役』 ロ ー ム 粒 ポロポロ C 
ホ lOYR3/2 m執』 曙粒、ローム粒 {ニ)よりハード

へ卜 1100Y Y RR44//4 3 供』 金而ローム
に」山、前叫 ローム粒多量 C 

チ JOYR3/3 笹野被』 ソフト、車~l C<Pj，t 

r.6イ 10Y R3/2 J処争当 眼目 C 
ロ lOYR3/2 m柑 埠土粒. C 
J、 10YR3/4 'fr宇品 ロ ー ム 粒 [イ)よ りハード C 
ニ 10YR2/3 m、被』 ロ ー ム 粒 C世揖

1./j、pa JOYR3/4 B荷役J 錫uニ事立、 C 
b I 10Y R3/4 日ff宇品 (a)よ ワソフト 韓土粒、 C

ノト pc 10YR4/4 被』 ソワト 蛙土粒、 C

，j、Pd lOYR4/4 被; 鴨岨 蛙土粒、 C融 最

，j、pe 10YR3/4 日ff被』 輯 粒 、 ロー ム 粧 ヤヤソフト 棋土粒
f I lOY R3/3 日昔祇; 曙 粒 、 ロ ー ム 粒 (e)よ ηハード 蛙土粒

ノj、pg
1100Y Y RR33//3 2 'ff被; 火山灰 ソフ ト C 

h 1.¥¥執i C1a批

d、P; lOY R3/3 E膏被J ロー-.L..主主 C生量
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表 6 18 J 1~5、 18 I 1~4区南北セクション西壁土層 < F ~ F '> 
'93 あ

10Y R2// / / / 3 
FEEEJEUE脅荷1被役役役但

鴫粒、ややローム多し やや粗 蛙提蛙土粒、 C<T量
f偉い 3/3 鴨粒、ローム組 ネJl 土 粒
35 う 3/3 碑粒ローム粒

立二来立少多盛1量n.C ~最扱~t 
百え 3/4 ロ ー ム 粒 粘柑1土 質、組
~お 2/3 理 粒 、 ロ ー ム 粒

蛙匁uニkニ意粒立少 、 CC 分drr 

11 者 1ニ府 3C41植世主多I量
2 I 10Y R3.5/3 に.J;い'Tt-m色、晴叫 鴨粒、ローム判 ハート

1[3 

同 YI主的/ f f f f f f f f f 

.ff千Il
小火唖山 灰粒少聴Lt粒 砂

ノ、ド 蛙土粒撒五士、 C撒 最
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(3) 溝跡、掘立柱建物跡

前述の如〈、層序断面での観察と平面確認時の

聞の新旧関係検討が不充分のままであるが以下に

想定された建物跡の概要を記すこととする。

第 l号建物跡 (第 6図):調査区北東、 17]3・4

区周辺に位置する。構24又は23が南西部を画す。

北東1.5m程には棚列跡があり、正面空壕斜面とな

る。この棚列、空壕に沿う 3x 4問の建物を想定

した。長軸と柵列の軸線は幾分ずれる。梁間6.6尺

等問、桁行は南東から5.9、5.3，6.6、6.6尺と不

揃いな、 6X7.4m程の規模とした。南西一間で仕

切る 2x 4問と 1x 4聞の二室を想定した。なお

潜24の南東先端はP799付近で消失しているが、小

柱穴の分布から、 P791'P794、或いはP781'P783 

方向へと東折し、南側を画していたかとも推され

る。又この時、 P932・806・827・859(857)の柱列

などが敷地内の塀等の施設として想定されよう 。

焼土については分析等が未了の為述べることがで

きない。

第 2号建物跡(第 7図):調査区北東部北隅、17

]1・2区周辺に位置する。溝23で南西を函す。北東

は柳}列と空壕跡、北西は中央通路に面する。 3x 

3間で与北東側に庇の付〈建物を想定した。柱聞は

梁間6.6尺等問、 桁行は南西から6.6・7.6・7.6尺、

庇は3.4尺、 7.03X6.6m程の規模とした。P1266・

P1877・P1564. P1574の柱列で 1x 3と2x 3聞

の二室に仕切られると推する。溝23が東折して

71・74に速なり P1173・1189・1194・1212の柱列が

敷地内の付属施設となるとも推されるが、建物跡

との軸線は合致しない。第54号竪穴よりは新しく、

第4号建物跡よりは古い。

第 3号建物跡 (第 8図) 調査区北東、 17]3-5

区周辺に位置する。溝23で南西部を画す。北東 3

m程に柵列跡があり、空壕跡斜面となる。溝24、

空壕跡に長軌の平行する 3x 5間の建物跡と想定

した。柱聞は梁間5.9尺、桁行6.5尺等問、 3.58x

9.58m程の規模となる。P929・920・892・887の柱

列で 2x 3間と 3x 3聞の二室に仕切られる。

3 x 3聞が一室か更に仕切られるかは不明である

が、柱穴の配置から、床張りであったかと推さ れ

る。 2号建物跡と建物の軸線は揃うが、二棟同時

併存とするには、その聞が僅か 1mとかなり近接

していて無理がある。

第4号建物跡(第 9図)・調査区北東部北隅、 17

表 7 18H6、18I 10区南北セクション東壁土層 <G~G'> 

1 -1 10Y R3/4 日託制J 間粒、ローム組 ソフト Clalit 
2 I lOY R4/4 悦』 聴料、ローム柏、中曙 ガラガラ

3 I IOY R3/3 1It;鈍』 骨密粒、 ローム粒 サ'ラ→Yラ Clal.t 
4 I 10Y R4/4 悦』 ..，.字Il.. ilt.じ 'Jpな:'、 ソフト

I1J-l IOYR3/3 Rη例』 ローム舵 吋'ラサ'ラ、ソワト

2 I IOY ID/4 .n拠J 鞭 粒 ‘ シ1レト、 m.じり少ない ソヲト

3 I lOY R3/4 日百悦』 シ Jレト、 ill.じり pな い ソフト

4 I IOY R2I3 !s依』 シルト、 i昆じり pな い ソフト CP~1: 
5 I lOY R3/3 日市緑』 碑位、ローム粒、全ffti基盤粒 吋'ラサEラ、ソ 7 ト

!l!J也世 1，刷
1 I 7.5Y R3/4 日荷役』 時粒.ローム粒、 1/.質 司"-'("-、ー喧ド c惜批

2 I lOY R3/4 日荷役』 聴組、ローム粒 ソフト

3 I IOY R212 m倶』 鞭祖、ローム杭 ソフト C世量、炭化物

4 110Y R4/4 相J 鞭*:t.ローム粒、全而基盤唖 ハード

5 I IOY R3/3 日荷役』 鴨粒、ローム草ι 出じり pな い ハード

6 I IOY 1~2/3 !sru ロ ー ム 粒 ソフト c世量
7 I lOY R4/3 lこ..i:¥，、!li制』 鴨粒、ローム粒、全日IJ基盤睡 ザラザラ、ハード

8 I lOY R3/4 日荷役J 鴫粒、ロ ーム粒 ソフト Cp主士
9 I IOY R4/4 被j 鴫相、ローム靴、全両，，~盤樫 サ'ラザラ、ハード C少量

IO I IOY R3/3 "荷役』 暗蛇、ロ ーム岨 ソフト 蛙土位、 C惜 最

11 I IOY R4/4 保』 m.じ IJj)'な』、 サラサラ、ソフト

12 I IOY R3/3 ull-m 暗粒、全ITri基盤位世祉、粘質 ソフト C少量、脱化物

13 I IOY R4/4 保J 唖粒、全耐品盤開、ローム粒 ソフト Cl魚量
14 I lOYR4/4 相』 鴫粒‘ローム蛇 ソフト Cp量

柵刑 4イ IOY R3/4 "島製』 出じり少ない 4ナ'5Hナフ、 ソ 7 ト (i荷主同吋虫』、)

相O?I'13イ lOYR4/4 拠J 曙粒、ローム粒 吋'ラサ'ラ、ソフト C極量
ロ 10YR3/3 B荷役』 企而i小曹司ローム粒 サ'ラサ'ラ‘ソ 7 ト C極量
，、 IOYR3/3 's拠J 暗粒 、 ロ ー ム 粒 、 基 盤 眼 サrラサ'ラ、ソ 7 ト C少 量
ニ 10YR4/4 4/6柑 確粒 ハード C少 量

柵刊 2あ IOY R3/3 日官制』 鴫位 、 ロ ー ム 粒 、 基 盤 眼 ゾフト

b、 10YR4/4 役』 小 鴨、ローム粒 吋'ラサ'ラ、ソフト C極量

う IOYR3/3 IItH-U 小 曹 、 ローム位 吋2ラ吋'ラ‘ソ 7 ト C惜量
ぇ IOYR4/4 供』 ，1、曹、ローム粒、全基盤醜 ザラザラ、ハード C撒量
お 10YR4/4 根』 小 曹 、 ローム粒 ソフト C極量
ヵ、 10YR4/4 相J 小曜、ローム位、基盤輯 ソフト Cl後最
き 10YR3/3 日官制』 確粒、ローム粒 ソフト C撒最
〈

柵列 1イ 10Y R3/3 3/4 u符lU 鴫粒、ロ ーム粒 ソフト 能土粒、 C撒 lil:
ロ 10YR3/4 "荷役』 蝉粒、ローム蛇 ソフト
J、 10YR4/4 同 樫粒、ロ ーム粒園、火山灰少量 ソフト

イ lOYR3/4 "音字U シJレト、 t且じり pな い ソフト

Jロ、 1100YY RR33//4 4 I!tr制 シJレト 、Ht.じり pな い ソフト 、 (イ)より '11'、
日音被』 シJレト、 t且じり pな い ソフト、 {イ)よ りペーベ叫日Iる』、

ニ ]OYR3/4 日荷役』 暗位、ローム粒 ソフト

f~ 4イ IOY R4/4 後; 曙 位 、 ロ ー ム 粒 、 基 盤 理 サfフサrフ、ソフト
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Jl・2区周辺に位置する。第2号建物に重複しやや

南西寄りである。溝15が南西を画する。P1309付近

で東折して消失しているが、小柱穴の分布から、

P1198、P1202付近まで延びていた可能性がある。

3 x 4聞の建物跡として図示した。柱問は梁聞が

南西から6.6・6.6・7.6尺、桁行が6.6尺等問、 6.3

X8m程の規模である。然し乍ら、南東端の

P1161-1196の柱列は溝15が東折したと想定する

時その講を跨いでいること、 P1161が他の柱穴に

比べてかなり浅いことなどの疑問がある。

P1309-1255の柱列までの 3x 3聞の建物跡とす

べきかと考えるところである。これらにP(1201・)

1253・1252・1583・1581の柱列からなる庇がイ寸く

のであろう 。平面プラ ンは第 2号建物跡と同じで、

幾分南西に寄った位置への建て替えと想定すると

ころである。P1161-1196 (・1201)の柱列を溝外

側に設けられた付属の柱列か或いは一時期の拡張

とも推し得ょう 。

第5号建物跡(第10図) 調査区北西部中央、 17

K15、17J11区周辺に位置する。北西は中央通路側

溝 ・溝67、70に面し、南西は溝 1、北東は溝23で

画す。又南東は溝 1が鈎の手に東折する。この構

等で画された長方形の地割に 2x 4聞の建物跡を

想定した。第4、 6、7号建物跡、と重複する。柱

聞は梁間南西から7.3，8.2尺、桁行は南東から

6.3， 6.6、6.6、6.3尺、 4.69X7.82m程の規模で

ある。P1676・1651(1650を図示したが1651か)・

1630の柱列で 2x 2間の二室とできるのかも知れ

ない。P1518を溝 2が切っているので構 2より古

い建物である。P1665・1671・1677・1522・1519・

1535などの重複する柱列の存在は、この地割内に

もう -JI寺期の建物跡が形成されていた可能性を強

〈示すかとは推するが、柱穴の検出ができなかっ

た。又、 P1326・1323・1321と柱列がつながる 2x 
5聞の建物となる可能性も推されるが柱穴の検出

が不足している。

溝 2で画される建物跡。 第5号建物跡と重複し

て、 P1526(1527)・P(?)・1672(1673)・1660・1644・

1637・1628と連なる、構2に画された柱列があり、

建物跡が想定されるとこ ろではあるが、柱穴を見

い出し得なかった。溝 2は溝 lより 新しい。

第 6号建物跡(第11図):調査区北西部中央、 17

K20、16Jl6区周辺に位置する。北西は中央通路側

溝に面し、 北東は溝15、南西から南東は溝 3・5

20 

で画す。溝 5は溝 1と重複し、 lより新しい。こ

の地割内に中央通路に直交する北西・南東に長軌

を持つ (便宜的に南北棟とする一以下同じ) 3 x 
5聞の建物跡を想定した。柱聞は梁間6.6尺等問、

桁行は南東から6.6、6.3、6.3、6.6、6.6尺、 6x 
9.82m程の規模となる。南西柱通で柱穴が一個欠

けている。P1317'1327・1342・(? )で 3x 4問と

3 x 1聞の二室に仕切られるとも推される。

第7号建物跡(第12図) 第 6号建物と同じ地割

内に位置し、殆ど全体が重なり合う 。 7号建物跡

が新しい。 3x 5間の建物で、 6号建物と同じく

南西通りの柱穴 l個を欠失する。柱聞は梁問、桁

行ともに6.6尺等間で 6X10m程の規模とした。

P1531・1520・1506・1498で 2x 3間と 3x 3聞の

二室に仕切られる。更に 2x 3聞の一室 は、

P1506・1340・1335で仕切られる。

第8号建物跡 (第13図) 調査区北西、西寄り、

17K20・25、17Jl6・21区周辺に位置する。北西は

中央通路側溝に面し、北東は講 1・2、南西は19

で函す。溝19は溝54に連続すると推され、それは

又、 P1114・1124方向の小柱穴列へと連なり、南(南

東)を画すと推される。この地割内に中央通路に

直交する 3x 5閥の南北棟建物を想定した。柱聞

は梁間6.6尺等問、桁行は南から6.6、6.6、6.6、

6.3， 6.3尺、 6X9.84m程の規模である。P1484・

P1512、P1716・1679で仕切られ、 2x 3間二室と

1 x 3聞となるが、中央の 2x 3問は更にP1505・

1695で 2x 2聞と 1x 2聞に分けられる。なお

1 x 3間の空間を 1x 1、 1 x 2問に二分して図

示したが 1室、或いは 3室かも知れない。。 又、構

54の想定域内にP1111・11日 ・1117・1123・1134と

続<6.6尺等聞の柱列が認められる。9号建物跡の

一部でもあろうか。

第9号建物跡 (第14図) 調査区北西、西寄り、

17K25、17J21区周辺に位置する。北西は中央通路

側溝に面し、北東は溝 1・2、南西は溝18で画さ

れる。溝18は溝49へ続き、南東を画すかと推され

るが全容は不明である。ほぽ第 8号建物跡と同じ

地割内に建つ、一周り規模の小さい 3x 5聞の建

物跡を想定した。柱間は梁聞が南西から5.9、6.3、

5.2尺、 桁行は南東から6.6、6.6、6.3、6.6、6.6

尺で5.27x 9. 91mの規模である。図示はしていな

いが、 P1698・1697・1503・1511・1680・1683の一

室が北隅に想定できるが、これは又P1511・1503・



1488で仕切る 2x 3、 3x 3聞の二室の一室とす

ることも可能と推される。本建物跡は P1363を

1365、1486を1487に換え、梁間5.9、6.1、5.3尺、

桁行6.4尺等問、 5.24X9.7m程の規模ともなし得

るようである。なお 8号建物跡の項でも触れたが、

P111.113・117・1123(1125)・1129、 (116)・1126・

1128などを含めた 3X6 (7)聞の建物跡とも推

される。

第10号建物跡 (第15図):調査区中央17]19周辺

に位置する。西|塙に溝54の東上する先端があり、

北西に少し離れて溝 l及び溝 5がある。北東に溝

2があるがその手前に40cm程の段がつくられる。

南西は溝45、55とその直上の段で画される。南隅

は溝36の延長部と推される小柱穴列で画される。

なお溝45、55はP658付近で東折するように図示し

たが、溝36へ連続してP659から696方向へ東折す

るとすべきであろう 。この地割内に 3x 3聞の東

西棟を想定した。柱聞は梁間5.0尺等問、桁行6.3

尺等問、 4.56x 5. 37m程の規模としたが北東側通

の柱穴を検出し得ず建物として完結していない。

P765・935・946の柱列で桁行が一間広がるとも推

されるが、この場合も北隅の柱穴が欠失し段を越

える建物ともなり無理がある。

第11号建物跡 (第16図) 調査区中央17]19付近、

第10号建物跡とほぼ同じ地割りに位置する。北西

は溝 1、 5に隣接し南西は溝54、55、45で画され

る。3x 5聞の南北棟を想定した。柱聞は梁間6.6

尺等問、桁行5.9尺等問、 6.0X8.95m程の規模と

した。P975・964・959・948の柱列で 2x 3聞と 3x 

3聞の二室に分けられる。第10号建物跡より新し

し、。

第12号建物跡 (第17図):調査区東隅、 1717・8区

周辺に位置する。この地区には東に閉口するコの

字形の溝が数回に亘り作り変えられ地割されてい

る。他の建物跡を画する溝がその軸線を北東から

南東に有するのに対し、このコの字型の溝は南北

に軸線をとり、東の関口部は、第二平坦面端部の

櫛列を経て空壕斜面に面している。第二平坦面の

端部は45-60cmの盛り土により整形されている

(本概報X-3頁)が、この地割内の大部分も盛土

され、平坦面がつくられている。

第12号建物跡と想定した建物跡は、 2x 3聞で、

溝 7をこの建物跡を画する溝とした。柱聞は梁問、

桁行ともに6.6尺等問、 4.0x6.0mの規模である。

P169は168とすべきかも知れない。

第13号建物跡 (第四図):調査区東隅、 17I7・8区

周辺に位置する。溝口が北、西、南を函し、東は

平坦面端部概列、空壕斜面に面している。この地

割内に 2x 3聞の建物跡を想定した。柱聞は西か

ら梁間7.3，7.6尺、桁行は南から6.3、7.9、6.3

尺、 6.21x4.51m程の規模である。然し乍ら、南

西隅と北東隅の柱穴が検出されていないので、不

確実なものとしなければならない。

第14号建物跡 (第四図) 調査区東隅、 1717・8区

周辺に位置する。溝7が北、西、南を画し、東は、

第二平坦面端部の棚亨IJ、空壕斜面に面している。

この地割内に 2x 3聞の建物跡を想定した。柱聞

は梁間6.3尺等問、桁行は南から5.6、7.3、6.0尺、

3.82x 5. 73m程の規模となる(第19図では桁行柱

間は5.9、7.3、5.9mとなるが本文の方が柱筋の通

りが良いようであるー数値は本文に合わせてある

がラインは修正前の位置にある)。

第15号建物跡(第20図) 調査区東隅、 1717、8区

周辺に位置する。溝 6が西と南を画し東は平坦面

端部の棚列、空壕斜面に面している。北は不明で、

ある。この地割内に 2x 3聞の建物跡を想定した。

柱聞は梁間5.6尺等問、桁行は南から6.6、7.9、6

6尺、 3ιX6.39m程の規模とした。南北に細長い

建物である。なお北側柱通り中央の柱穴を欠いて

おり、建物と確定することはできない。

第16号建物跡(第21図) 調査区東隅、 1717、8区

周辺に位置する。 2x 2間の建物跡とその周りを

囲む柱列を想定した。柱間は9.6、11尺、 9.6尺等

問、 6.24X5.82mの規模としたが、北隅の柱穴を

欠失し、柱聞が広〈柱筋の通りにもやや難がある。

又建物を囲うとした柱列は、柱間寸法に規則性が

なく、矩にもやや無理がある。本地区は溝に画さ

れた地割内に 2x 3聞の建物が配されるという共

通性が見られるところであり、本建物はやや異質

となる。まだこの地区には多数の柱穴があり、諸

種の建物跡の可能性について検討しなければなら

ないところであるが、この第16号建物跡とその周

りを囲むとした柱列からなるとした本遺構につい

ても更に検討を加えたい。

第17号建物跡(第22図) 調査区南東端中央、 17

118・23区周辺の地割内に位置する。 北西から南西

に最大90cm余りの高さの段を切り、その直下に溝

8を巡らせる。北東は溝 7、11、12などと一部重
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なる。南東は20-40cm切り下げて地割が作られて

いる。なおこの南東の切り下げられた段下部には

巾3m、長さ 12m程の平坦面が一段つくられる。

南東側に浅い溝13、14が通り、華ノ沢側急崖とな

る。長軸を北東~南西にとる 3x 4聞の建物跡を

想定した。柱聞を梁間5.9尺等問、桁行を南西側か

ら5.9・5.9、6.3・6.3尺とし、 5.37X7.40m程の

規模として図示したが、長軸を 2・程北へ振り、 6.0

尺等間5.45x 2.27mの規模とする方が良いようで

ある。又、東隅の柱穴としてP284・297を図示した

が、これらの柱穴は第60号竪穴の主柱穴として使

用されており、この部分の柱穴は未検出としなけ

ればならない。調査時点から意識して検出に努め

たにも拘らず見いだし得なかったものであり、竪

穴の構築時に消失した可能性が高いと思われる。

P361・362・366・379で仕切られる 2x 3間二室を

想定した。

第18号建物跡(第23図):第17号建物跡と同じく

17日8・23区周辺の地割内に位置する。基本的には

17号建物跡と同一地割内にあるが溝 8一②が西

~南を画すと推した。北東部は溝 6・7・11と重

複している。長軸を北東~南西にとる 3x 5聞の

建物跡を想定した。柱聞は梁間5.9尺等問、桁行を

南西から6.1尺三問、 6.6尺二問、 5.37x9.55m程

の規模とした。P302・307・347・340で 3x 3聞と

3 x 2聞の二室に仕切られるものとした。なおこ

の建物跡についても、長軸を約 l・程東へ振ること

により、梁間 6尺等問、桁行6.2尺等聞の5.45x9.

39m程の規模とすることもできそうである。この

場合P291は292、302は304、359は360、392は393、

375は376、340は341、325は327の方が柱筋の通り

は良い。がP304とP303の新|日関係からは17号と 18

号建物跡の新旧が逆転するのでP304は使用し難

い。同様にP376もP379との新旧は不明ではあるが

少し古すぎるようである。ところで本地割内では

この18号建物跡が最も新しいと推されるが、これ

に伴う溝 8一②が溝 6等を切って北東に延びる様

子が見られず、 12-16号建物跡との併存を前提に

すると P325・315・(281)・296でまとまる17号建物

跡と同様の 3x 4聞の建物跡と把えるべきかと推

される。

その他の建物跡(第23図) 本地割内で上面が平

坦な石Sl-S3が見つかった。その聞は6.6尺、 10尺

でま巨も整っている。Slには掘り方も確認できた。

このことから礎石立の建物の存在が推定できると

ころであるが、抜き取り穴も含め、他の石を確認

することはできなかった。又、本地割内で溝29を

検出したが、 17、18号建物跡柱穴で切られており、

両建物よりは古い溝と推される。この溝で画され

る建物跡が当然存在した筈であり、溝の内側にい

くつかの柱穴は見い出し得たのではあるが建物跡

としてまとめることはできなかった。

第19~21号建物跡 調査区西隅、 18K5 ・ 10、 1 8

]1・ 6区周辺に位置する。北東を溝18・19が麗し、

北西は溝64、65、86などの中央通路側溝に面する。

南西には溝 9、16、19、25、26などの溝がある。

南東に溝28が部分的にみられる。南西は本年度の

調査区界である。本地割内から別掲の如く第57、

59号竪穴が見つかったが、特に59号竪穴から焼失

に伴う炭化材が大量に見つかったことなどから、

これらを完掘できなかった。この為これら竪穴の

周辺(特に北東側)での柱穴確認作業や竪穴覆土

内検出柱穴の検討作業などが不充分な状態にある。

又南西が前述のように調査区界となっていること

もあ って溝25・26等を充分に確認し切れなかった。

こうしたことから19-21号の各建物跡は既述の各

建物跡以上に不確実な想定となっている。

第四号建物跡(第24図):北東と北西は溝18、64

などで画されるが、南西は溝26等を跨ぐ 3x 5問

の建物跡と想定した。柱問寸法は梁問、桁行とも

6.7尺等問、 6.09X10.15m程の規模としたが、南

西端の柱筋の通りが悪〈柱穴も不足している。こ

れは前述のように調査が不充分であることにもよ

ると推されるが、この建物がP1769・1758・1745・

1736・1479・1472・1376・1379・1407・1413・1460・

1461 (l462)・1464・1774の 2x 5問、 4.06x10.

15mの規模となることを示すようである。この時、

柱穴は竪穴59との重複で不明の 1カ所を除くと総

柱の配置となる。又、南西を溝25が画す。

第20号建物跡 (第25図) 溝18・64・26で画され

る。 3x 5聞の建物と想定した。柱聞は梁間6.0

尺、桁行6.6尺、 5.46X10.0m程の規模となる。東

部の柱穴が欠けているのは、調査不足によるもの

と推される。P1742(1743)で 3x 2、 3x 3聞の

二室に仕切られるようである。

第21号建物跡 (第26図): 18K5区周辺に溝18・

64・26で画される 2x 2聞の建物を想定した。柱

聞は6.9尺等問、4.18X 4 .18m程の規模である。こ
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の建物は、南東方向に P1455・1457・1433・

1403 (1404)・1382(1384)・1471・1473と広がる

2 x 5聞の形態であるものが、調査不足や竪穴と

の重複等の為、この規模の想定となったものと考

えられる。一方竪穴との同時併存とすると、この

規模で完結することも考えられるところである。

なおP1742を図示したがP1743の方が通りが良〈

20号との関係も矛盾がない。

第22~24号建物跡・ 調査区南西端中央、 18]4 ・

9区付近に位置する。北東は最大90cm程の盛り土

をして、第10、11号建物跡の地割面との間に段差

を作る。段の直下に溝45・55がつくられ画される

(第 3図B-Bつ。北西はP1109・1100・1092-1080・

1429・・・の柱列で、南東はP646・640・629・618柱列

で画されるようである。南西を溝が函すと推され

るが調査区外のため不明である。建物跡で南西に

拡張する例があるかも知れない。

第22号建物跡(第27図): 18J9区周辺に 3x 4間

の建物跡を想定した。柱間は梁間5.5尺等問、桁行

は南東の l聞が8.3尺、他の 3間が7.3尺等問、 5x 

9.14m程の規模である。P1059・1058・1085・995

で区切り、 3x 1聞と 3x 3間の二室構成となる

と思われるがP1004・1009・1017で更に仕切られる

かも知れない。南東の 1聞が8.3尺と広くとられ

る。P635・636-621・622の柱筋が寸法上は対応す

るところであるが他の建物跡を構成するものとし

た。南隅の欠失する柱穴は調査区界に設定したト

レンチで破壊した倶れがある。

第23号建物跡(第28図): 18J9区周辺に 3x 5聞

の建物跡として想定した。柱問は梁間6.2尺、桁行

6.0尺等問、 5.64x9.10m程の規模とした。P1021・

1060・1006・1001で仕切られて、 3x 2問、 3 x 

3聞の二室構成となる。竪穴61よりは新しい。

第24号建物跡(第29図): 18J9区周辺に 3x 4聞

の建物跡を想定した。柱問は梁間5.0尺等問、桁行

6.6尺等問、 4.56X8 m程の規模である。P1016・

1009・1003で仕切り、 3x 1間と 3x 3聞の二室

で構成する建物とも推される。

その他の建物跡 P1073・108卜 1093-1101・

1108・992・999で3間・ 3間の柱筋が通り矩も整

うが対応する柱穴は見い出し得ない。柱聞は、各々

5.7尺と 6.6尺の等間である。

第25・26号建物 跡 調査区南隅、 1818区周辺に位

置する。 北東から北西を溝42が、南西を溝43が画
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し、南東は 2m余の段差で切り落とされる地割に

ある。なお南東下方には巾2mの平坦面(郭)が

つくられる。

第25号建物跡 (第30図): 1818区周辺に 2x 2聞

の建物跡を想定した。柱聞は5.3・6.9尺、 5.9・6

9尺と不揃いでい矩も若干難がある。規模は3.70X 3 

88m干呈である。

第26号建物跡 (第31図): 1818区に第25号建物跡

より一回り大きな 3x 3間の建物跡を想定した。

柱聞は梁間4.6・5.6・5.6尺、桁行6.6尺等間4.79X

5.82m程の規模とした。P527・537・554・513で仕

切られる 3x 1、 3x 2聞の二室構成とした。な

おP457を竪穴63の柱穴としたが(第33図下)、 P464

がP463を切っているようにP457が26号建物跡の

柱穴で、竪穴63の柱穴は壊されているとも考えら

れる。調査時には明らかにできなかった。溝42、

50、43と重複しており、北西は溝40が画し、南西

も別な講で画すかと推されるが調査区外のため不

明である。又P544・558・569の柱列があり、別な

建物跡や構に関連した柱列なども想定される。

第27号建物跡 調査区中央17I21区周辺、構36、

61の北東に 3x 3聞の建物跡が想定された。建物

の北F高からP718・709・749・425・427・434・441・

675・669・664・687・702と結ぶ柱筋でキ主聞は順に

6.8・6.8・6.8・6.0・6.0・8.4尺、 6.18X6.18m 

のほぼ正方形である。P687・682・681・434で仕切

られる二室の構成としたが、むしろP441・675・

669・664を後述の柱列のーとしてこの柱筋で完結

する 2x 3聞の建物跡とその南西部の柱列とすべ

きかもしれない。この場合、 P682・704-709で二

分されることになる。

(4) 柱列跡、帯郭・柵列跡

敷地 (地割引の境界の溝や段、平坦面の端部

の柵列などに並行して柱穴列が立ち、境界を強化

し、或は柵列の補強更には櫓状の施設や、桟敷状

の施設と推される遺構の存在が今までの調査で想

定されている。

柱列跡 本年度調査区北東端部、 16]16-17、

23-25、16121、17I1-5、9・10に連続する柵列が

ある。これに 1-2mの間隔をおいて並列する、

P1226・1225・1223・1214、P850・845・841・835・

131など、幾つかの柱列がある。これらは端部の柵

列と結合して、それを補強、強化するものであろ

う。短い桟敷状になる例があるのかも知れない。
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16K8区で見られたような櫓状のもの(概報狙)は

想定できなかった。又、 15J23・24区周辺で検出さ

れた櫓(概報X) に関連する遺構も見い出し得な

カミった。

調査区中央17121区周辺、溝36に沿って、 P444・

439・672・665・660北東へ690・698・721、と鈎の

手に柱列がある。又、これに並行するP445・442・

438・(678)・674・671・666(667) . 661・688・696・

699・715(716・717)や、 P443・437・673・668・

662・689・697・700(701)・(702)・716(717)・

(760・771)やP753・747・744・422といった柱列

も見られる。この地区は第27号建物跡 1棟を想定

し得たのみであり、こうした柱列が未検出の建物

跡の一部である可能性もあるが、建物跡の薄い、

広場的な地区とも推される。 17112・17区北西半や

1813・4区北東半に巾 2m弱の柱穴の少ない空間が

あり通路等の可能性が考えられるが、この広場様

の空間との関係等更に後考したい。

帯郭・柵列跡:調査区南東端沿いの17114・19・

25区に巾 2m程の平坦部のつくられていることは

既述した。この端部に溝口・ 14が並走し、溝底に

小柱穴が見つかった。溝は浅く、溝31などの第二

平坦面端部を廻る柵列とは異なり、連続もしない。

18I10 . 15・20区、 19日区にも 2m程の巾の平坦面

がつくられているが、溝口 .14の延長線上の、平

坦面中央付近にも浅い講のつくられていることが

土層断面の観察によ って辛うじて認められた。18

I10-25区の平坦面端部には布掘りの柵列跡が 3

-5条見つかった(柵列跡 1-5)。これは17I15区

の溝31とした柵列跡に本来連続するものであろう 。

土層堆積図(第 3図~第 5図)に見るようにこの

平坦面は華ノ沢側に厚〈盛り土整形されてつくら

れており、端部の柵列跡もっくりかえられている。

17Il5・ 20・25区の南東半は切り落とされた急斜面

となっているが、ここもかつては盛り土整形され

た平坦面があり、崩落、欠失したため、崖状に挟

れ柵列跡も欠失している可能性が高い。先の浅い

溝13・14の掘り込みは土層観察では整地層の下位

である。勿論最初の深さなどは不明でんある。 P38・

40・47・56・(417)・67(68)、P39・44・45(46). 

52・64(63)などの柱列はこの浅い溝に並列し、北

西の一段高い地割に伴って各々土止めの用も兼ね

たものと考えられる。又18I19区のP16・17・25・

26・27・28・29・31・33・(35)の柱列も北西のー

段高い地割に伴い、土止め等の用を兼ねたと推さ

れる。17120区のP8・9・10・20-24や周辺の柱穴

は、煽り方もしっかりしているが基本的には柵列

に伴う柱列と解されよう 。なおこの平坦面は南西

に延びて、次の切り下げなどに続き、郭状を呈し

ている。 (松崎)

(5) 竪穴建物跡、土壌

a 竪穴建物跡 (第32-34図 PL.1l-13-6) 

旧道跡南東部、第二平坦面端部の今年度調査区

では 8基の竪穴建物跡が検出され、第四号竪穴建

物跡を除いて完掘した。一辺が2.4m-3.0mの方

形の物が多く、出入口と見られる舌状の張り出し

を有するもの、床面直上に炭化物層もしくは黒色

土層が広がるものが殆どであった。土壌サンプル

の成分抽出が充分でないので、出土造物を重点的

に遺構の概要を以下に述べることにする。

第57・59号A・B竪穴建物跡 (PL.ll.13-6) 

第57号は18J 3・8区に位置し、 2.5mX3.0mの長

方形で、深さ約85cm、建物の短辺に沿って6個の

柱穴を設けている。舌状の張り出しは北東方向に

約 1mの長さで設置されており、西方向に小柱穴

を伴う突出部が検出された。遺物は陶磁器が16点、

金属製品は 7点出土している。

59号は18J 1・2区周辺に位置している。現段階

で建物の性格を捉えられていないが、構造上の若

干の違いから便宜的に、床面に敷石の構造を持ち、

北西方向に舌状の張り出しをもっA (PL.ll-1・

2・7-11)とそれの南西に位置する床面のレベル

が若干高い位置にある B(PL.ll-1・2・4・5・6)

とに分けた。第59号A .Bは上面に流れ込みと思

われる焼土の層 (PL.1l-12・13)を持つ焼失遺

構である。第59号Aて映は全体に炭化材が広がって

おり (PL.1l-7)、Bてψは炭化材が7"ロック状に固

まっている (PL.1l-4)というように検出時の状

態にも相違があった。遺物は上面の焼土の層で陶

磁器が143点、鉄製品は85点、銅製品が17点、骨角

器他が8点、粘土塊が124点出土している。また、

第59号ではA .B合わせて陶磁器52点、鉄製品60

点、銅製品6点骨角器他14点等が出土している。

今回は第58号が未確定であり、第59号も未完掘

であるため、写真のみでの報告とし、詳細な報告

は次年度以降行うこととする。

第54号竪穴建物跡 (第32図 PL.12-1-4) 

17] 2区に位置する。昨年度の調査で平面形が確

51 



認されていたが未調査であった物。土墳2幻3より新

しいと把えられていた。一辺2.2mのほほぽ、方形て

60cmの深さを持つ。入口部と見られる舌状の突出

部が北東方向に1.2mと長〈突き出している。床面

からは平均深さ40cmの柱穴が 7個、深さ20cm程

の柱穴が 2個 (P1277・1278)検出された。また、

P127には 2回の重複が見られた。南西壁際には P

1283・P1286を挟んで壁材の痕跡らしい浅い凹み

が検出された。この凹みは壁に沿って建物の内部

を囲っていたと思われるが、全てを検出すること

は出来なかった。建物内部に堆積していた土層は

表 8のイ~カの黒色土層とヨ~ラの層との大きく

2層に分割できる (PL.12-2)。床面直上からは、

瀬戸美濃灰粕端反皿等が出土しており、 (PL.24

3・7・10)これらは大窯第 2-3小期に比定でき

る。また昨年度調査の土墳23から出土した染付獅

子皿と接合した物は第III群-Aに比定できる。(勝

山館跡概報IV・図35-7 . PL.24-1)、上面の黒色

土層から出土した染付端反皿は、過去に出土例を

見ないものであるが、勝山館跡概報IVの第V群に

含まれるものであると思われる (PL.24-2)。

今回の調査で検出された前述の土横23と接合し

た染付端反皿はレ ・ソ層から出土したものである

が、覆土内の位置から、第54号を埋め戻す際に土

嬢23覆土内の遺物が混入したものと見られ、この

事からも当竪穴よりも土壌23の方が時期的に古い

ものであるという事が明 らかになり、また、土層

が黒色土とそれより下位の層で明確に 2つに分層

されること、遺物の年代の差から、この 2つの層

の間には若干の年代差が生じていると推される。

なお、その他の遺物は表11に記載した。

第印号竪穴建物跡 (第32図 PL.12-5) 

18118・19・23・24区に位置する一辺2.4mの方

形のもの。入口部と思われる張り出しは南西方向

に約 1mほど突出しており、南西壁のやや南より

に位置して設置されている。 8個の柱穴を持ち、

入口部に僅かに浅い痕跡が検出できた。遺物は床

面直上の物が 2点出土しており (PL.24-32・

38)、そのうち一点は獅子皿で (PL.24-32)、染

付皿第IV群 (勝山館跡概報IV)に比定できる物か

と思われる。その他に出土した遺物に関しては表

11に記載した。

第62号竪穴建物跡 (第33図 PL.12-6・7)

1816に位置し、陶磁器が一括出土した。南東方

52 

向の壁の立ち上がりが削平されており、正確な平

面形を検出する ことは出来なかったが、およそ一

辺2.5-3.0mのやや正方形に近い外形を持つこと

が推察された (図中破線部)。 南西壁中央部辺りに

約40cm程度の突出部を検出したが、これが出入口

部分となり得るかは不明。床面からは深さ平均

20-25cm、長径30-40cmの方形で、一辺15cm程

の痕跡を持つ柱穴が6個検出された。

当遺構の出土遺物は陶磁器20点の内 7点が完形

若しくはそれに極めて近い形で全て正位置を保っ

て検出された。図33中のE-llの碁筒底を持つ染

付皿 (概報IVで第IV群とされているもの 図35-

25 PL.24-45) E-10瀬戸美濃灰粕折縁内剥皿

(大窯第 5小期図35-23PL.24-48) E -8折

縁内剥皿(大窯第 5小期図35-24PL.24-49) 

E-14折縁菊削内剥皿 (大窯第 6-7小期図

35-22 PL.24-50) E -7折縁菊削皿 (大窯第 6

-7小期図35-21PL.24-51) E 9天目茶碗

(概報IVでII-III期図35-20PL.24-56) E 

15の美濃播鉢 (大窯第 6-7小期 1i{135-28 PL 

25-1)がそれである。その他にも破片ではあるが

床面直上若しくは壁面から出土したものは E13・

16の折縁内剥皿(大窯第 5小期 PL.24-52) E 

17・20の瀬戸美濃灰柑端反皿 (大窯第 3小期 PL 

24-54) E-12の珠洲播鉢 (第6期?PL.25-2) 

が挙げられる。その他の遺物については表13に記

載した。

第63号竪穴建物跡 (第33図 PL.12-8-10) 

1818・9に位置する。建物南西部にテラス状の

段を一段有する。2.4mの方形の建物で、テラス部

分を入れると南西方向に長い3.1mX2.4mのもの

になる。北西の壁の向かつて右端から入口部と見

られる 1m程の突出部が北西方向に緩やかなスロ

ーフ。を持って付けられている。P468・P470と対

になるべき柱穴は検出きれなかったが、平均深さ

30cm、長径約30cmで一辺約10cmの柱痕跡を残す

ものが7個検出された。床面、柱穴の聞には壁材

の跡などは検出されなかったが、床面や、壁に向

かつて斜めに入り込んで、いく 小柱穴が数個検出さ

れた。入口部から向かつて左側の床面に広範囲に

炭化物を含む黒色の土層が堆積しており、その直

上 から三足鉄鍋(図33 PL.12-9 図35-27

PL.25-29)が出土した。焼土がないため、その場

での火の使用は定かでるはないが、少なくとも建物
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表11 竪穴建物跡出土遺物観察表 1

Nn 種別器種 口径 底径 器高 粕 調 胎 土 特 徴 {暗 考 図版番号

染付皿 125.0mm 80.0mm 35.0mm 背みの白 白
端反皿口唇内外に圏線底部内面に

PL.24-2 
圏線有

染付皿 1l0.Omm 65.0mm 25.0mm 青みの白黒色粒有白 端反 省曜子皿 土横23と接合 35図7

染付皿 立高反皿 底部破片 2点 PL.24-4.5 

染付碗 100.0mm グレイみの賞 白 丸碗 口緑内外に圏線有 PL.24-3 

第瀬戸美濃灰軸皿 95.0mm 50.0mm 25.0mm グレイみ町貰 うすい賞 端反皿 見込みに局所的に火を受ける PL.24-6 

瀬戸美温灰粕皿 100.0mm うすい賞 うすい賞 端反皿 PL.24-1O 

瀬戸美i農灰粕皿 100.0mm グレイみの賞 うすい賞 端反皿火熱を受ける PL.24-7 

54 瀬戸・美温灰粕皿 100.0mm グレイみのオリープ うすい賞 端反皿火熱を受ける 炭範囲より採取

瀬戸美濃灰粕皿 1l0.Omm グレイみの賞 グレイ みのオリープ 端反肌 口唇部に黒色付培物有

瀬戸葵滋灰粕皿 100.0mm 端反皿口縁火熱を受ける 2占 PL.24-8 

号 端反肌 ロ緑小片 5点胴部小片 5点
瀬戸美濃灰粕皿

10破片 8個体
PL.24-9 

瀬戸美ift灰粕皿 くらい賞 うすい業 胴部火熱を受ける

竪瀬戸美濃灰粕皿 1l0.Omm グレイみの1町 うすい賞 丸皿

瀬戸美i量鉄勅碗 真1 うすい賞 胴部紫地には赤褐色町糊かかる 2点 PL.24-11 

r;可、 越前指鉢 明るいグレイ
口縁 口唇部はややくぼみ、鋭角に内

PL.24-14 
傾内には挟り有

越前 J雷鉢 浅い黄みのオレンン 胴部原体煽320mm 卸目 9条 PL.24-13 

建 越削 ~ グレイみのブラウン グレイみの賞 胴部内面叩き後ナデ外而磨き調整 PL.24-12 

百十 32点

種別 器種 幅 厚さ 長さ径 重量 特 徴 図版番号 種別 器種 隔 厚さ 長さ・径 重量 特 徴 図版番号

物 釘 7.0mm 5.0mm (70.0mm) 3.5g 折釘? 木質付消 35図6 鍋 4.5mm 17.5g 腕部鍔付き

童T 5.5mm 5.5叩n(44.5mm) 2.8g 
折釘先端部やや欠損

35図5 鉄 火箸 6.0mm 5.0mm 005.0mm) 10.0g 芯に細い鉄線を使用 PL.24-15 
木質付渚

跡鉄
~r 

折釘先端部欠損何物
製締金具 1O.Omm 4.0rnm 30.0mm 刀干と錆で接着 PL.24-26 

等 6点

事T 切事Tか占 品鉄輪 10.Omm 7.0mm 70.0mm 43.2g 漆と共 一部木質付着 35図3

製釘 5.0mm 4.5mm (51.5mm) 1.9g 頭頂部欠損 不明 0.4mm 4.1g PL.24-27 

刀子 14.0mm 3.0mm 187.0mm 32.3g 締金具と錨で接;fr PL.24-26 鋼銅銭 2.0mm 25.0mm 不明 2占 PL.24-30 

万干 22.0mm 3.0mm 21O.0mm 45.0g ほぽ完形 '93出土 35図2 製仏飯器 4.0mm (65.0mm) 115.0g 脚部のみ残存 35図4

品刀子 21.5mm 2.5mm 223.5mm 28.3g 2破片接合 35図l E日

緩やかな段を形成し外圧す 漆 風化が撤Lい鉄輪と共

鍋 5.0mm 67.6g る口縁形態を持ち、ロ昏部 PL.24-28 他 焼け石 57.0mm 370.0g 表面赤褐色化、小干し多数

は胴部にややru角に内傾 炭化物 板状の木材 2.'.'!. 

i1i 27占

Nn 援別器種 口径 底径 器高 利 調 胎 土 特 徴 {脂 考 図版番号

瀬戸ー美濃灰罰b皿 90.0mm グレイみの賞 うすいベージュ 端反皿

第
グレイ みの賞 うすい賞

底 部 高 台ニ角見込に粕溜まり 底
56 瀬戸ー美濃灰粕皿 45.0mm 

部外商に輪ドチ痕

号瀬戸美ift灰荊11血 グレイみのオリープ グレイみのオリープ 端反皿胴部

竪 越前担f鉢 口緑破片 l点胴部破片 l点
穴

建 計 5点

物倒1I1骨量種 幅 厚さ 長さ・径重量| 特 徴 図版番号 |酬器種 幅 1)草き長さ径重量 特 徴 図版番号

跡鉄型品|刀子ワ 11.5mmI2.5mmI2.5mm13.3g 1柄部か?

|計 l点

Nn 種別器種 口径 底径 器m; 和i 調 胎 土 特 後 t品z 考 図版番号

染付皿l 65.0mm ff.7>町白 白 端反 獅子皿 PL.24-32 

瀬戸葵i農灰粕皿 95.0mm うすい賞 うすい賞 端反皿口緑 PL.24-34 

第瀬戸美濃灰粕碗 うすい賞 うすい賞
丸碗胴部体部外面に口縁に垂直に櫛

PL.24-33 
描紋有

60 瀬戸・美捜灰靴碗 うすい賞 うすい賞 胴部破片 断聞に黒色町付婚物有 PL.24-35 

号瀬戸・美漫鉄利i碗 黒 うすい賞 底部付近 外面にトチン跡有 PL.24-38 

竪瀬戸美濃.~私碗 天目茶碗・口緑破片 l占胴部破片 1占 PL.24-36.37 

計 7占

穴種別器種 幅 厚さ 長さ径 重量 特 徴 図版番号 種別 器種 幅 厚さ 長さ・径 重量 特 徴 図版番号

建 釘 6.5mm 7.5mm 60.0mm 7.5g 折釘完形 PL.24-39 鉄鍋ヲ 3.0mm 22.3g 胴部破片 PL.24-42 

物鉄 釘 折量1 3δ PL.24←40 製不明 7.0mm 136.4g 
角皿ヲロ唇部は直角に

PL.24-41 

跡製
IHl不明

内傾

釘 胴部 2占 鍋の胴部か?

品ノHL23.0mm 3.5mm (44.0mm) 4.2g 上下端欠m PL.24-43 鋼担品 目貫 9.0mm 0.5mm 30.0mm 1.6g 独鈷杵に似た形 35図8

万子 1O.Omm 3.0mm 30.0mm 1.8g 柄部内先端かヲ 他骨 jjJ物骨 2点 4破片

計 16占
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表12 竪穴建物跡出土遺物観察表 2

Nn 種別器種 口径 底径 器商 柑 調 R古 土 特 徴 備 考 図版番号

膏磁盤 300.0mm 152.0mm 61.0mm グレイみのオリープ 黄みのグレイ 口縁は稜花肉厚な器形粕調、胎土ともに良質 過年度27L他と接合 35図12

青磁碗 144.0mm 475.0mm 67.0mm グレイみの賞緑 うすい賞 端医皿体部に口揖に平行に2北韓入品 高古露胎 '93P1481と接合 35図13

染付皿 丸皿 口縁部小片 口縁内外に圏線有 2在 PL.26-5 

染付皿 白 黄みの白 端反皿胴部小片 外面に連続する渦紋有 PL.26-4 

白磁皿 黄みの白 賞みの白 端反皿底部 PL.26-6 

瀬戸・美捜灰粕皿 114.0mm 60.0mm 28.0mm グレーみの黄 うすい貰 端医E 高古裏一部露胎見込印花紋"熱を畳ける

瀬戸・美温灰柑皿 120.0mm 61.0mm 23.5mm グレーみの賞 明るいオリープのグレイ 端E血高古裏一部露胎見込印花位火熟を畳ける 35図16

焼瀬 戸ー美i直灰粕皿 116.0mm 60.0mm 30.5mm グレーみのオリープ うすい賞 端反皿全面施柑 PL.26-3 

瀬戸・美温灰軸皿 58.0mm グレ みの賞 うすいベ ジュ 底部荷台古形畳付に 4ヶF斤切り込み有

瀬戸ー美捜灰粕皿 口縁部7点6個体他小片 6占

瀬戸・美温灰粕皿 123.0mm 55.0mm 67.5mm グレイみの賞 うすいベージュ 全面施袖無紋輪ドチ痕有火熱を受ける PL.26-13 

瀬戸ー美t量灰粕碗 グレイみの賞 J¥畠ーージユ 平碗無紋火熱を受ける 35図15

瀬戸・美温灰粕碗 グレイみの賞 へージュ 口融等4匝片l姐体胴部外面に格子荘内障刻有

瀬 戸 美i量灰粕碗 黄みのグレー ハミージュ 胴部破片

瀬戸'美撞灰軸小壷 45.0mm グレーみの賞 グレー 楢戸か'回転車切庄内面、割口に赤色町付着物有 35図18

越別居鉢 166.0mm 116.0mm 〈之ー世ジュ 口縁丸味卸目 9条火熱を受ける PI023他と接合 PL.26-14 

越前播鉢 152.0mm J¥A一喝/‘a ユ 口縁やや鋭角 卸目 9条火熱を受ける

越別措鉢 グレイみのブラウン 口縁小片 口縁断面は内外ともにやや凹む 竪穴57-10他と接合

組前播鉢 口緑小片 1占 底部小片 1点

瀬戸美iI鉄柑茶入 33.0mm ブラウンみの黒 ブラウンみのグレイ 同商売 頭部li短い体部内面暫軸火熱を畳ける 35図19

土 計 34.è~ 

種別 器種 幅 厚き 長さ径 重量 特 徴 図版番号 種別 器種 幅 厚き 長さ・径 重量 特 徴 図版番号

釘 4.0mm 5.0mm 64.0mm 3.3g 折釘完形 PL.26-25 小中L 伊予札?4占不明 3占 35図10

釘 6.0mm 6.0mm 62.0mm 6.7g 折釘完形 PL.26-16 鉄
刀子 12.0mm 3.0mm (55.0mm) 5.0g 西端欠損 PL.26-51 

鉄 釘 6.0mm 6.0mm 62.0mm 6.0g 折釘完形 PL.26-17 
製

鍋 4.0mm 256.5g 小片-9cm大 9占 PL.26-34他
l匝

釘 4.0mm 4.0mm 6.0mm 2.9g 折釘完形 PL.26-18 不明鉄片32.0mm 5.0mm 74.0mm 33.4g l点 PL.26-43 

釘 8.0mm 7.0mm 56.0mm 4.4g 折釘完形 PL.26-19 銅銭 1.Omm 23.0mm 2.0g 紹聖元宝 PL.26-45 
25 

釘 5.0mm 5.0mm 5.6mm 4.9g 折釘完形 PL.26-20 鋼 銅銭 1.0mm 24.0mm 2.7g 皇宋通宝 PL.26-44 

製
釘 5.0mm 6.0mm 54.0mm 4.5g 折釘完形 PL.26-22 

製
鋼銭 1.0mm 24.0mm 1.8g 皇宋元宝 PL.26匂 46

釘 6.0mm 8.0mm 53.0mm 5.4g 折釘完形 PL.26-21 銅銭 無名銭 2枚 PL.26-47・咽

事I 5.0mm 6.0mm 52.0mm 5.4g 折釘完形 PL.26-23 品小柄 15.0mm 5.0mm 21.0mm 36.5g 刃先欠損 35図9

釘 4.0mm 6.0mm 51.0mm 5.3g 折釘完形 PL.26-24 不明 12.7g l占、

釘 3.0mm 4.0mm 44.0mm 1.9g 折釘完形 PL.26-28 スラーyグ 19.4g 1占 PL.26-44 

品釘 5.0mm 6.0mm 36.0mm 1.8g 折釘完形 PL.26-32 
他

砥石 (叩Omm) (91.0mm) 上下両側面とも欠失 PL.26-52 

釘 先靖部大損7古不明 7古 PL.26-15他 骨角器 38.0mm 4.8g 輪状鹿角加工品被火熱 PL.26-53 

鑓 5.0mm 4.0mm 52.0mm 7.6g 小型一端が欠損 1占 35図II 動物骨 4占

計 61占

Nn 種別器種 口径 底径 器商 利 調 胎 土 特 徴 t桔 考 図版番号

染付碗 青みの白 白 胴部小片蓮子碗 PL.26-30 

瀬戸・笑iI灰粕皿 グレイみの賞 ベージュ 端反mロ緑小片 口縁下に強めの稜線有 PL.26-35 

第瀬戸美濃灰粕皿 端反皿 口縁小片 2占 PL.26-32 

61 瀬戸・美i量灰粕皿 1日O.Omm グレイみの賞 ベージュ 端反1Ill 口縁小片 火熱を受ける PL.26-34 

瀬戸 ・美i量灰粕皿 100.0mm グレイみのオリープ r<:-ーン..戸二L 端反皿 口縁小片 口唇部に付着物有 PL.26-33 

号瀬戸美濃灰柑皿 グレイみの賞 ベージュ 平碗口縁小片 PL.26-31 

竪 瀬戸・美漫鉄粕碗 グレイみのブラウン 強い黄みのオレンジ 天目茶碗胴部小片 PL.26-36 

擦文土器 鈍い黄みのオレンジ 台付浅鉢か? 底部外面に線劃l有 PL.26-47 
穴 計 9点

建種別 器種 幅 厚き 長さ径 重量 特 徴 図版番号 種別 器種 幅 厚さ 長さ径 重量 特 徴 図版番号

釘 0.6mm 0.5mm 6.lmm 5.3g 折釘完形 PL.25-37 銅銭 1.5mm 24.0mm 2.0g E祐通宝 PL.25-43 
物鉄 釘 0.7mm 0.4mm (2.4mm) 1.9g 折釘? 先端部欠損 PL.25-38 鋼 銅 銭 1.0mm 22.0mm 2.7g 洪武通宝 PL.25-41 

跡製 締金具 2.1mm 0.4mm 2.6mm 15.9g PL.25-39 製 鋼 銭 1.0mm 24.0mm 1. 7g 政和通宝 PL.25-45 

ロロロ 鍋 O.4mrn 102.4g 小片-5cm大 9点 PL.25-40 品銅銭 無名銭劣化置しい 2点 PL.25-42 

鋼銭 判読不明劣化激しい 6古 44・46

計 23占
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表13 竪穴建物跡出土遺物観察表 3

N. 種別器種 口径 底径 器高 粕 調 胎 土 特 徴 備 考 図版番号

染付皿 115.0mm 45.0mm 35.0mm うすい貰 白 碁簡底 口雄内外見込に圏轟体部外面文字文樺有 35図25

染付皿 うすい賞 自 碁筒底を持つ皿 ロ縁 PL.24-47 

染付皿 背みの白 自 胸部破片

白 磁 皿 85.0mm 白黒色粒多量 白 18]4-2' 1-4と接合 PL.24-46 

瀬戸美i量灰粕皿 115.0mm 65.0mm 22.0mm うすい賞 ベージュ 折最内制盟主形 見込に黒色の村着物底部に韓ドチ甚 35図23

第瀬戸・美濃灰粕皿 1l0.Omm 60.0mm 18.0mm 鈍い貰 うすいベージュ 折緑内相j皿完形 35図24

62 瀬戸美i量灰粕皿 1l0.Omm 65.0mm 18.0mm グレイみの賞 黄みのグレイ 折緑内tlJ皿高台台形 2破片接合 PL.24-52 

瀬戸・美濃灰粕皿 1l0.Omm 60.0mm 22.0mm うすい貰 うすい貰 折量内剥草剤盟主Ii魁主に黒色の柑着物;)(熱を畳ける 35図22

号瀬戸・美温灰粕皿 115.0mm 50.0mm 22.0mm うすい賞 うすい賞 折縁菊削皿完形火熱を受ける 35図21

瀬戸・美i量灰粕皿 100.0mm 50.0mm 22.0mm うすい貰 うすい賞 端反皿見込に粕溜り ほぼ完形 2破片接合 PL.24-54 

竪瀬戸・美i量灰粕皿 端E皿口縁小破片 l点制岡部破片 1点

瀬戸美捜灰粕皿 85.0mm うすい賞 うすい賞 内軒l皿底部外面的輪ドチ痕有 PL.24-53 

穴瀬戸・美i量灰柑皿 65.0mm グレイみの賞 うすい賞 底 部 破 片 高 台 三 角 PL.24-55 

瀬戸・美濃鉄粕碗 115.0mm 45.0mm 57.0mm 黒いグレイみのブラウン うすい賞 天目茶碗ほぽ完形割口に黒色町付靖物有 35図20
建 美漫播鉢 290.0mm 120.0mm 105.0mm 暗い赤みのプフウン J、』らーーン..ニL 片口信鉢はほ完形原体幅27mm卸目11状 1911511他と接合 35図28

物
珠洲宿鉢 270.0mm 明るいオリー7みのグレイ 体部内面1I凪(じが置しい 日韓1I現角に内聞に睡制する PL.25-2 

計 20占

跡種別 器種 幅 厚き 長さ・径 重量 特 徴 図版番号 種別 器種 幅 厚き 長さ・径 重量 特 徴 図版番号

釘 折釘先端部;;:1Jl品 2点 PL.25-3'4 
鉄製品

万子 先場部円み l占柄部， 2占 PL.25-6'7 
鉄

釘 12.0mm 7.0mm 30.0mm 3.2g 木質部付着 不明 10.0mm 7.0mm (41.5mm) 8.6g 断面ニ角形

製鍋 4.0mm 藍!f21加国 280.0g ニ足鍋か ? PL.25-8 同盟品 銅銭 1.5mm 23.5mm 3.7g '砲事元宝 2控他不明 l枚 PL.25-9'10 

ロロロ 鍋 4.0mm 8.7g 胴部 他漆 22.0mm 30.0mm 皮膜の一部赤褐色

4、本L26.5mm 1.5mm (38.0mm) 5.0g 一部欠損 PL.25-5 

計 14占

N. 種別器種 口径 底径 器高 粕 調 胎 土 特 徴 t量 考 図版番号

染付皿 1l0.Omm 青みの白 白 端匡血口雄 日韓内部に圃韓外面に1I唐草文有 PL.25-12 

染付碗 120.0mm 背みの白 白 丸碗口縁内外2本町圏線有外面には唐草文 PL.25-11 

第瀬戸・美捜灰粒皿 1l0.Omm 60.0mm 22.0mm うすい賞 ベージュ 端反皿底部外面に輪ドチ痕有 1819111.111:接合 PL.25-13 

63 瀬戸・美i量灰粕皿l100.0mm グレイみの賞 うすい賞 端反皿口縁火熱を受ける PL.25-14 

瀬戸ー美t量灰粕皿 1l0.Omm 鈍い賞 うすいベージュ 端反皿 回線部に黒色付着物有 PL.25-15 

号瀬戸・美温灰粕皿 端反皿 ロ縁小破片 2点

竪瀬戸・美t量灰粕碗 1l0.Omm うすい賞 うすいベージュ 丸碗口融体部外面に日韓と垂直に引かれる融刻有 PL.25-16 

瀬戸・美温灰粕碗 45.0mm グレイみのオリーブ うすいベジュ 丸櫨量部見込に軸掘り 外面に軸ドチ甚大熱を畳Itる PL.25-17 
穴 計 9占

建種別 器種 幅 厚き 長さ ・径 盤量 特 徴 図版番号 種別 器種 幅 厚さ 長さ径 重量 特 徴 図版番号

量I 折釘l点切軒'2占不明 l点 PL.25-19他 火箸 7.0mm 5.0mm (l40.0mm) 10.0g PL.25-27 
物鉄 小中L20.0mm 1.0mm (22.0mm) 1.9g 伊干札上部のみ残存 PL.25-24 話鍋 5.0mm 340.0mm 1329.3g 段を有しつつ口融外1< 7片 35図27

跡製 万子 10.0mm 5.0mm (32.0mm) 5.0g 柄部のみ残存 PL.25-25 品鍋 3.0mm 74.2g 段を有しつつ外置する口融 PL.25-28 

uロu やす 9.5mm 9.0mml(222.0mm) 64.5g 中央で屈曲 3cm程向かえり有 35図26 鍋 鋼部破片 3.9. 
鑓 15.5mm 6.5mml(72.0mm) 4.2g 一方的鈎欠損 PL.25-18 111担晶 銅銭 不明 1占

計 21点
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表14 土域セクシ ョン土層観察表 口

土蝿7イ 10Y R4/6禍 土壌7う 10Y R3/4暗箱 ローム塊

ロ IOYR4/4j品 ローム微量 ゐ IOYR4/4褐 ハド

ハ IOYR4/4縄 量土位置量産化骨極量 の 10YR3/4 n~褐 粘性高い

ニ 10YR3/4 8n祐 ローム位 炭化物 お IOYR4/4褐 砂 粘性ありソ7ト

ホ IOY R3/2暗褐 炭化物日置量 < 1 IOY R5/4にぷい貰褐 ソフト

へ 10YR2I3 8~槌 炭化物微量 や IOYR4/4褐 ローム1>量

ト 10Y宜3/3暗褐 ローム微量 ソフト 炭化物種量 ま IOY R4/3にぶい貰褐砂

チ 10YR3/3 8~縄 ローム微量 炭化物日置量 け 10Y R4/3にぷい貰褐 白色礎位

リ IOYR4/4褐 粘性やゃあり ふ 10Y R3/3暗裕 ローム微量 炭化物微量

ヌ 10Y R5/6貰褐 こ 10Y R3/3暗褐 炭化物

ル IOYR4/4祐 ロームやや混 ぇ 10Y R3/3暗禍 粘性高い

ヲ 10Y R3/4暗褐 砂 ソフト て IOYR4/4jfl 粘性高いハード

ワ IOYR4/4裕 ハド 炭化物 あ 10Y R3/3培槌 喋粒~量 ややハド

カ 10Y R3/4暗褐 砂 ソフト き IOYR4/4絹 ローム誼多量

ヨ 10YR4/4術 ロム 7% き 10Y R5/4によい貰褐砂

J 1 IOY R3/1 !!¥褐 申 10Y R4/3にぷい貰槌砂

レ 10Y R3/3暗柑 砂喫 め IOYR3/4 n~偶 砂 ソフト

ソ IOY R4/3にぷい賞制 ローム 3% 炭化物3% み 10YR4/4梢 粘性高い

ツ 2.5Y 4/4オリープ褐砂 ソ7ト し 10Y R3/4暗柑 粘性高い

ヰ IOYR4/4禍 炭化物微量 k 1 10Y R4/3にぷい貰褐 炭化物

ナ 10Y R8/6貰虚 火山灰様多量 ひ 10Y R3/4暗褐 I!魁
ラ IOYR4/4 jfl ローム栓1% も 10Y R5/6黄禍 ややハード

ム 10YR4/4禍 ロム20% 粘性やや高い せ 10Y R5/4にぷい貰何 粘性ありソフト

ウ 10Y R3/4時制 ローム 炭化物 す 2.5Y4/6オリ プ禍 粘性高い

ヰ IOY R3/3暗掲 ローム誼やや浪 講 3a IOY R4/4掲 火山灰多量

ノ 2.5Y 4/4オリーブ制 ロームやや浪 ややハード b 1 10Y R4/3によ貰槌 火山灰

オ IOY R3/4暗縄 砂1昆 炭化物徴量 c I IOY R424絹

71 10Y R3/3 8ft柑 砂 ソフト dl 2.5Y 6/6明貰掲 火山灰50% ソフ卜

ヤ 10Y R3/4暗褐 砂 枯性ゃゃあり e 1 10Y R4/3にぶい賞絹 火山灰3%
マ IOY R5/4によい貰禍 ローム7ロγ71% ややハ ド f 1 IOY R4/4禍 ローム

ケ 10YR4/4禍 ローム喋粒 ソフト g 1 10Y R4/6梢 火山灰7%
71 IOYR4/3によい貰褐 ロームやや混 粘性高い h 1 IOY R4/3にぷい貰褐 火山灰 粘性ありハード

コ 10YR4/4柑 砂 ソフト 土噴20イ 10Y R2/2 2/3黒褐時掲 ローム睦ローム7ロ'17粘土質 炭化物

エ 2.5Y 4/6オリープ制 ローム50% ロ IOY R2I2黒柑 :，，-Jレト ソフト

テ 2.5Y 4/4オリーブ禍 ローム20% ややハード ハ 10Y R3/2黒褐 ローム粒 〈イ〉よqややハート 炭化物焼土粒

71 10Y R4/4縄 ニ IOY R2/2期尚 ソフト

サ IOY R5/3によい賀補 ホ IOY R3/4暗褐 ローム粒 〈ニ〉よqややハート

キ IOY R3/3暗褐 ローム 2% ソフト へ lOY R3/4暗禍 ローム誼 ややハード枯土質

ユ 10Y R3/5暗槌 ローム 7% ややソ7ト ト 10Y R4/3貰褐 ローム粒 粘性なL ソフト

〆 2.5Y 4/4オリーブ柑 度化物枯土塊~量 チ 10Y R4/3貰槌 ローム粒 ハード粘土質

10Y R3/4 8ffjfl ロームやや混 粘性高い ややハ F 炭化物誼少量 土横22イ 10Y R2/3黒褐 喋粒基盤蝶 炭化物

ン 10YR4/4褐 炭化物撤量 ロ 10Y R3/3附祐 際粒基盤喋 炭化物

エ 2.5Y 4/3オリープ禍 ロームやや混 ソフト 〈イ〉 よ'J基盤醍多い

ヒ 10YR3/4 aff禍 ややハード ハ 10YR2/3 11.¥絹 ローム桂瞭世世量

モ 10Y R3/4暗縄 砂 枯性ややM ソ7ト ニ IOY R3/3暗褐 蝶位ローム栓 やや密 炭化物

セ IOYR4/4褐 ロームプロック甜見 ホ 10Y R3/4暗縄 礁並ローム粒 <，、〉よりソフト

ス 10Y R3/4暗褐 枯性やゃあり へ 10Y R2/2黒禍 様位徴量 枯土質ハー ド菅 炭化物

ン 10YR3/4 8ff梢 粘性高い ピyト" 10Y R3/4暗箱 喋栓ローム粒 ソフト粗 炭化物

い 10Y R4/3にぶい貰褐 ローム塊混 い 10Y R2/3黒褐 居世ローム且基盤哩 炭化物

ろ 2.5Y 4/6オ') プ褐 ローム塊 ややハード 縄文土器片 う 10Y R2/3思槌 喋粒基盤畷 炭化物

は IOYR4/4初 粘性品。 〈い〉よq基盤哩多い

に 10Y R3/4暗尚 砂 粘性やゃあり え lOY R3/4暗祐 ト岨火山E錯基盟

は 10Y R3/4暗掲 ややハド お 10Y R2/3黒縄 喋位基盤草壁 炭化物

へ IOYR4/4褐 砂 砧性やや品。ややソフ} か 10Y R3/4暗掲 喋粒 〈お〉よqややソ7ト炭化物

と 2.5Y 4/3オリープ掲砂 き 10Y R3/3暗褐 酎眼目L且火山軍艦

ち 2.5Y 4/4オリープ褐 ローム20% ややハード < 1 10Y R3/4時禍 ローム桂火山E基盤曇多量

り 10Y R5/4によい貰褐 粘性高い け 10Y R3/4暗褐 ローム世大山l正基盤睡 〈え〉よりハード

自 IOYR4/4褐 砂 ソフト 土横24イ 10Y R3/2黒柑 ロ ムプロック ソ7ト 炭化物微量

る IOY R3/3時掲 帖性高いややハード ロ 10Y R3/4暗褐 ローム位微量 粘性ありソフト

を 10Y R4/3にぷい賀褐 ローム塊30% 粘性苅い ハ 10Y R3/4暗掲 火山灰微量 ソフト 炭化物微量

わ 10Y R4/3によい貰禍 火山灰5% ソフト ニ IOY R3/4暗柑 ロ ム粒極微量 ソフト

か IOYR4/4褐 砂礁柱 縄文土器片 ホ 10Y R3/4暗槌 火山灰微量 ソフト

よ IOY R3/4暗褐 砂少量 炭化物少量 へ 10Y R3/4暗褐 ロム50%火山灰 枯性品りややハート

た 2.5Y 4/6オリーブ褐砂 ソフト ト 10Y R3/4暗柑 止山}正融量ローム世世量 ソ7ト 5cm大喋lコ
れ 2.5Y 4/3オリープ褐 火山灰20% チ 10Y R4/3によい賀褐 火山灰 ソフト 炭化物微量

そ 2.5Y 4/3オリープ制 火山灰10% リ lOY R3/3暗褐 ローム7ロγ7大山1正ソフト 炭化物

つ 10YR4/4 jfl 大山灰7% ヌ 10Y R4/3によい黄褐 ローム粧火山灰 ソフト

ね 2.5Y 5/4貰褐 火山灰50% ル IOYR4/4褐 ローム位置量虫山匝却克 ソフト

な 10Y R5/4によい貰禍 粘性高いハド ヲ 10Y R3/4暗褐 ローム火山民基盤哩 粘性あq

ら 10Y R4/3にぷい貰禍 火山灰50% ワ IOY R3/4培褐 ローム火山庇基盤曹 粘性あり

む 10Y R3/3暗鵠 ソフト 炭化物
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が廃棄された時点でこの状態に置かれていたのだ

ろう。南東部分の壁の立ち上がりが不明なのは、

この地形を形成する際の削平を受けたためであり、

土層の中位部以上の自然堆積によると恩われる層

内の帯状に堆積した黒色土が南東端で分断されて

いることから削平を受けた段階ですでに埋没して

いたことが窺える。また、南西部にあるテラス状

の段は、建て替えによる古い段階のものの一部で

はないかと推察できるが、上面での切り合い等が

はっきりしなかったため、検討の余地が多分にあ

る。尚、第33図EPC-EPC'Iこはテラス状の部分が

図示されていないが、これは作図の誤りで、 P463

の掘り込みの部分に30cm程の段が形成されてい

る。

出土した遺物については表13に記載した。

焼土25 ・ 第61号竪穴建物跡 (第34~ PL.13-1 

-5) 

18 J 8 . 7に位置する。建物跡と 、覆土上面に約

30cmの厚きで堆積した焼土の層。

焼土25:覆土内には多量の石と多量の陶磁器片、

鉄 ・銅製品が検出されたが、その出土状態に一貫

性がなく 、また火熱を受けたものとそうでないも

のがあるため、この焼土25自体どこか別の場所か

らの流れ込みではないかと考えられる。また土の

層の堆積状態から (PL.13-2)、当竪穴と焼土は時

間差を持って堆積したものと考えられる。焼土25

Bは平面での状態とセクションから焼土25が堆積

した後に形成されたものと見られる。

出土遺物には大窯第 2小期に比定される茶入れ

(図35-19 PL.26-7)のほか、破損した後に別

の用途に転用されたと恩われる赤色の付着物のあ

る瀬戸美濃灰利の袋物(図35-18 PL.13-5・

26-8)、第59号竪穴建物跡から出土した破片と接

合した青磁盤(図35-12 PL.26-1)、第57号竪穴

建物跡から出土した破片と接合した越前揺鉢があ

る。また最上面からは勝山館跡概報IVで染イ寸皿第

IV群とされている碁筒底を持つ染付皿の口縁が出

土している (PL.26-5)。その他の遺物については

表12に記載した。

第61号竪穴 図34 PL.13 -61)一辺2.4m前

後の方形であり、 北西壁の右端に80cm程の、入口

部と見られる張り 出しが設置されている。床面に

は壁材の痕跡が見られ、壁にも斜めに入 り込んで、

いく 小柱穴が数個検出された。25-30cmの深さの
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直径20-25cmのやや方形で一辺10cm前後の柱痕

跡を持つ柱穴が8個検出されたが、 2-3回の重

複がある。床面直上に広がる炭化物の層からは瀬

戸美濃灰利碗が出土しているが、小片のために時

期の比定は出来ない。覆土中から大祭第 1-3小

期に比定されるものが検出されているので、竪穴

の形成、使用、埋没時期はそれ以前と考えられる。

床面の柱穴P1040柱痕内から擦文土器の底部が出

土している (PL.13-3・25-47)。ここで記述し

なかった遺物については表12に記載した。

(柳沼弥生)

土壌 1(第36図) 調査区南西側、 17J 16区より検

出。長径約220cm、短径約90cmのやや角の張った

楕円形を呈しており、深さは最深部でも10cm程でト

非常に浅い。

土境 lはP1506に切られているため、第 7号掘

立柱建物跡より古い。第6号掘立柱建物跡 ・第 8

号掘立柱建物跡との関係は不明である。

造物は、覆土中から魚骨片、クルミ、磁着石、

玉砂利等が検出した。また、加工痕のある骨片も

1点出土した。

土域 6 (第36図) 調査区西側17J 23区より検出。

開口部約 1m、底約75cmのほぽ円形で、深さは約

85cmで、ある。

覆土の中イ立に炭を50%以上含んだ黒色土の層

(フ ・ナ)が堆積している。分層を行った柳沼の

土層観察記録よると、層序は上下で著しく異なっ

ており、下位の層は柔らかく細分し得るが、上位

の層はややしまりのあるロームを含んだ層である。

覆土中から釘、磁着石、玉砂利、骨片のほか、

炭化した種子では米、 小豆、ヤマブドウ、クルミ、

縄文土器、フレーク等が検出された。

土墳 7 (第37図): 17 J 22・23区に位置する。南北

3.2m、東西1.2mの楕円に近い隅丸方形で、深さ

は最大約70cmてψある。土横 7は、溝4と溝37より

新しく、構3より古い。また、南側の床面で縄文

期と思われる遺構が確認されている。土嬢の南側

にはロームブロ ックが集中していた箇所があり 、

北側には黒色土範囲がある。

遺物は、陶磁器 ・銅製品 ・鉄製品 ・炭化米等で

ある。染付皿は口縁部が2点出土している。いず

れも端反りの皿である。美濃皿の時期は特定でき

なかった。銅製品は、板状の銅を加工したものと、

中央?に四角いくぼみを持った皿状のものとがあ



るが、破片のため器種の特定には至らなかった。

いずれの銅製品も、表面に気泡の様な穴が確認さ

れる。鉄製品は、刀子、 小札、鍋、釘が出土して

いる。万子は、刃区の部分であると思われる。鍋

は、口縁部と丸口の湯ロを持つ底部の一部が出土

した。覆土中には、約90個の石がほぼ一様に分布

しており、その他鍛造剥片、炭化した米、小豆、

サンショウ、ヤマブドウ等が検出された。

土壌 8 (第36図):調査区北東側17J7区より検

出。溝15・22・23が交差する位置にあるが、いず

れの溝も土媛より古い。土嬢中の小柱穴は、溝に

伴うものと考えられる。関口部約 1m、底部約90

cmのほぼ円形で、深きは最深部でも27cmと比較

的浅い。

覆土は全体的に磯粒とローム粒を含んだ暗褐色

土が中心である。また、北東よりの床面に、 5cm

前後の石が集中して検出された。覆土からは中柄

と思われる骨片、炭化した米・小豆・ヤマブドウ ・

クルミ、未炭化のアカザの種子が検出された。

土壌10(第36図) 調査区西側U18J 10区より検出。

関口部60cmの丸みを帯びた方形で、深さ35cmて"

ある。

覆土全体に炭化物を含み、中位の黒色土層(へ)

の上部、ロ・ニ層との境目に図で示した比較的大

きな炭化物が検出された。覆土中にも炭化材が多

く含まれ、炭化種子では、米、 小豆、ヤマブドウ、

サンショウ、クルミ、骨片等が検出された。

土壌ll(第38図) 調査区北東端、正面の空壕に商

する棚列のすぐ後方、 171 1区 .1712区に位置す

る。南北1.1m、東西1mのほぼ円形で深さは約70

cmて、ある。北側に土撲より新しい 2個の柱穴 (P

833・P834)と南側に土媛より古い P832がある。

土層は、①、ロームを多く含む褐色土 (イ ・

ロ)、②、焼土粒・炭化物を比較的多〈含む暗褐色

土(ハ~ホ)、③、全面炭化物の黒色土(へ

~チ)、④、②よりやや明るく炭化物と少量の焼土

粒を含む暗褐色土 (リ~ワ)に分けることができ

る。

出土した青磁血はニ層より出土し、最終の接合

確認作業で見つかったため図示し得なかったが、

溝34のもの(第39図 2)と接合した。また、染付

皿はハ層より出土した。図に示した鉄製品は、松

崎の言によると、内織の、柄から刃にかけての部

分ではないかということである。覆土中では、鍛

造剥片、銅銭の破片、炭化した米 ・小豆 ・サンシ

ョウ ・ヤマブドウ、縄文土器、フレーク等が得ら

れた。

この土墳は、概報 xvの土媛 3に酷似している。

筆者の力不足でこれら土墳の性格は未だ判然とし

ないが、土壌11は、格と見られる掘立柱建物跡に

隣接しているが、これに付属する溝から出土した

ものと接合する青磁皿が出土しており関連性を検

討しなければならない。

土墳18(第36図):調査区西側18J 4区より検出。

南北82cm、東西72cmの精円形を呈し、深さは約20

cmて、ある。

土焼18は、 P1003 (第24号掘立柱建物跡)・P

1004 (第22号掘立柱建物跡)に切られている。

覆土は、暗褐色~にぶい黄褐色土で、磯粒とロ

ームを含む。遺物は、鉄片、炭化クルミ、骨片等

があり、未炭化のアカザ ・ヤマブドウも出土した。

土墳19(第37図) 調査区東端16J 24区より検出。

関口部径約75cmのほぽ円形で、深さは約25cmてe

ある。覆土は、全体的にローム粒と炭化物を含ん

でいる。また、 P877(第 1号掘立柱建物跡)に切

られている。

土壌20(第37図) 調査区東端、 16J 24と17J4区

にまたがって検出。開口部径70cmの円形で、深さ

は35cmでいある。

土層は、にぶい賞褐土 (ホ~チ)、黒褐色土

(ニ)、さらに黒褐色~暗褐色土 (イ~ハ)の順で

堆積している。また、底から小柱穴が19個検出さ

れた。遺物は、鉄片、鍛造剥片、炭化した米 ・小

豆 ・サンショウ、縄文土器等が出土した。

土壌22(第36図) 調査区東南角1719区より検出。

長径75cm短径45cmの楕円形の土嫌である。覆土

は、基盤礁が多〈、全体的に著書及びローム粒が含

まれている。

土壌24(第36図) 調査区南側1812区より検出。

関口部は、径約60cmのほぼ円形て、ある。底面はや

や凸凹していて中央に浅いくぼみがある。柳沼の

言によると、当初は大型の柱穴として掘り上げ作

業を進め途中で土媛と判断したため、セクション

図は上部半分を欠くこととなった。覆土ル層に火

山灰が大量に含まれている。(佐藤 一志)
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(6) 出土遺物の概要

竪穴建物跡等出土の遺物については遺構毎にそ

の都度既述した。遺構との共伴関係特定作業が未

了のその他の遺物の主な物を第39-42図、 PL.

17-23と表 7で示すとともに本年度出土の各遺物

についてその概数を表18、19に集計した。

a 向磁器

総破片数2，963点が出土した。勝山館の時代の所

産とした物は2，917点、国産品が1，690点、舶載品

が1，227点、 5.8:4.2の割合である。又全破片数の

74%は碗皿類であるがその53%は舶載品である。

なお表16の下欄に過年度の調査で出土した本地区

に帰属すると推される破片数を集計した。この中

には第二平坦面直下に二重に巡る空壕のAとした

内側の壕覆土中の遺物のうち、昭和63年度出土数

を加えてある。なお平成 2年度の壕覆土出土遺物

1. 819点については、本年度調査区とは中央通路を

挟んだ北西側の地区にも近いことから除いてある。

青磁(第39図、 PL.17):碗は口縁が強〈外反す

るもの (17-1) と直口縁のものがある。 lは平

成 2年度出土の同一個体によれば見込みに圏線、

印花が押されるようである。直口縁のものは、無

文 (8-10、13)、線描きの蓮弁文(2-6、

29)、省略された雷文(11)、一条の沈線文のみの

ものなどがある。12はがっしりした外開きの高台

を有する硬質のものである。線描き蓮弁文には

2・3のように巾広の蓮弁のものと細描きのもの

( 5、 6、29)がある。皿は、 22、 1点のみが丸

血であるがあとは稜花皿である。15はやや大ぶり

のものである。25は小町、としたものであるが小皿

とすべきかも知れない。25は、外面に巾1.5cm余の

蓮弁を線描きし、内面に 4mm余の巾で内そぎが

めぐる。26、27の香炉は同一個体かも知れない。

袋物としたものは注目部と小片 2点でフ肘商の類か

と推される。軟質で透明感、が高い。

白磁 (第四図、 PL.17) 碗は直口縁で丸味のあ

る休部を持つ低平なもの (31、32) と口縁が直立

し、見込みが水平のもの (39図 3)がある。皿に

は小型、削り出し高台の丸皿がある。37-39は硬

質のものである。王手としたものには小波状口縁で

外面に沈線を振り、内削ぎのものがある。端反り

血に漆継ぎのものがある。

染付 (第四図、 PL.18):碗は端反り口縁、蓮子

碗型、腰の張る例、鰻頭心型などがあり、各々、
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各種文様が描かれている。20は鰻頭心型の口縁部

と推される。皿は端反り皿と丸皿があり、丸皿は

糸底と碁笥底のものがあるが、後者では中央に魚

文を貼り付けたものが多く見られた。 9は漆継ぎ

の痕がある。 1-3は外面青磁粕の染付皿で他に

2個体分程が出土している。15は口端の粕を剥ぎ

鉄殺を塗ったものである。二次被熱で変形が激し

い。同種のものが、 18J 6区焼土34等から出土して

いる。形がまとまり文様構成の推定できたのは勝

山館でははじめてである (概報IV-PL.8上、左か

ら2点目も文様構成から同種と推される。又口冗

げの碗の一部とした二例は、いずれも15の口縁部

破片であった。不明をお詫びしたい。(概報X1I-

45・52頁他、 XV-45・52頁他)

赤絵・鉄柏・朝鮮(第39図.PL.22) 赤絵は碗・

皿が出土している。図示はできなかったが欽粕碗

の口縁破片が一点出土している。朝鮮(PL.22-2 

-6)は碗又は皿と瓶・歪である。 3は見込みに

赤色物が付着している。瓶は薄手のもの (5)な

ど2個体分が出土した。 4は刷毛目が施されるら

しい。やや軟質である。

瀬戸・美濃 ・志野 (第四図、 PL.20):灰利と鉄

利の碗皿、指鉢などが出土している。灰利碗は丸

碗と平碗である。丸碗には無文のものと沈線で巾

広の剣先蓬弁を描くもの、その省略されたものな

どがある。口唇の軽〈外反する碗で口縁下 2cm程

のところに二条の沈線を廻らし、 9mmrtの剣先

蓮弁文を描くものがある。PL.20-1は底径5.5、

口径13.0、高さ6.5cm程のやや大型の無文の碗でト

ある。漆継の例が一点ある。表中平碗は 8点てい他

は丸碗である。27、29は口唇部内外に黒色炭化物

が付着する。灯明皿として使用したものであろう。

又18-21の高台には、焼成後の刻みないし扶りが

みられる。j良岡城出土物の中にも類例がある。袋

物としたものは焼土25出土の小査、その他とした

ものは瓶の底部破片である。鉄利は碗と皿と瓶の

口縁片、焼土25中の茶入である。

唐津、 土器 (PL.21、22)・唐津の浅い碗、皿が

出土している。 8・9は同一個体、 10は朝鮮かも

しれない。朝鮮袋物としたものの l個体は唐津か

とも推される (20)。後考したい。12-14はかわ

らけである。12は口唇端部が整形され、内面直下

が凹線状に凹む。

珠洲・越前・ 備前 (第42図、 PL.21):珠洲は播



表15 出土遺物観察表 イ陶磁器

法 最

署警種別器極 粕 調 胎 土 特 徴 4首 考
口径 底径 器高

町1町1 η1町1 町1町1

青磁碗 137.0 48.5 76.5 グレイみのオリープ
あかるいオリープみ

直ロ縁蓮弁文見込「廠氏」銘 18 J 6焼土34他 9-1 
のグレイ

青磁皿 (116.0) 46.0 28.0 グレイみの賞みどり ブラウンみのグレイ 稜花口緑下にf11:t包文見込露胎 171 2ミゾ34 2 

青磁染付皿 135.5 77.0 29.0 明るいグレイみの賞 黄みの白 稜皿見込菊花 18 J 1焼土34他 8 

白磁碗 131.0 56.0 69.0 黄みの白 白
高台裏に「福」字器内外に不明法解物付

17 J 21lIIl他 3 ;(f 

白磁皿 120.0 66.0 26.0 白 自 稜皿丑付のみ無称、付渚物あり 18 J 1 IIイ也 4 

染イ1 碗 (138.0) 48.0 51.0 賞みの白 白 目録直下内外に界線、体部、見込に花文
171 15111.'90.16J 

6 
211他と接合

染付腕 (127.0) 58.0 66.0 'JIiみの白 白
器廷がJV-(腰の張る角ばった形、体部アラ 18J 2 1II.'93.17K 

7 
ベスク文、被熱? 25他と接合

染付碗 (144.0) 48.0 56.5 グレイみの賞 うすい賞 外面界線下且見込に列占文 17115111他 -5 

瀬戸美濃灰柑碗 (127.0) 54.0 66.0 グレイみの賞 うすい賞 全而施罰I1 輪ドチ跡 171 9ミゾ35 -10 

瀬戸美i農灰粕皿 120.0 62.0 24.0 グレイみの賞 うすい賞 端反り、見込印花、見込に粕が溜る 被熱 18 J 1焼土34他 12 

瀬戸美温灰糊皿 117.5 60.0 28.0 グレイみの賞 うすい賞 端反')、見込印花 171 9ミゾ5 -11 

瀬戸美捜灰柑皿 115.5 63.5 23.0 グレイみの賞 うすい賞 端反')、見込印花 18 J 6竪穴59 13 

瀬戸美捜灰利皿 84.0 45.0 21.5 くらい賞 うすい賞 端反り、見込印花 17 J 16ミゾ2 -15 

瀬戸美濃灰柑皿 (81.0) 42.0 23.5 グレイみの賞 グレイみの'JIi 端反') 体部下位に稜線付着物あり 18 J 1竪穴59 -14 

瀬戸美浪灰刑hlIIl 81.0 47.0 220 グレイみのオリープ グレイみのオリープ 端反り 休部下位に稜線付着物あり 17 J 17ミゾ2 16 

瀬戸美漫鉄利碗 (120.0) 45.0 64.0 オリープみのグレイ グレイみのブラウン 削り出輸出台笠付に目痕被熱 17 J 2111fill -9 

越市I 壷 151.0 オリープグレイ ブラウンみのグレイ
最大径240.0mm片口輩、面屋内ヘラ記号

17 J 3 IIH也 2-1 
をもつ

越両'J 招鉢 350.0 166.0 122.0 へージュ へーン‘ーュ
9状 lljl位の指し臣、!日1爾は 1-4cm、l

18 J 1焼土34他 2 
部指し目が積走する

越前 rlr.鉢 425.0 181.0 170.0 赤みのブラウン 赤みのブラウン
指し目が密に施される、見込町掃し目は背

18 J 1焼土34他 3 
海波織を呈す、不明溶解物付着

季朝(1)小瓶 (80.0) グレイみの~i グレイ
最大径103.0mmロクロ目が残る、且1I毛目

18 J 6焼土34他 9-17 
被熱

表15 ロ鉄製品

種別綜極 幅 ロ1町1 厚m01 長 重品E 特 徴 {崎 宅z 出土地占 番図版号
訂1π1

刀 子 24 2 (263) 59.5 ?f長68mm 刃先部分欠損 18 J 1 III 0-1 

刀 子 22 3 (222) 33.0 茎長64mm 茎尻欠航 18 J 11II 2 

員怯 14 2-4 (95) 11.8 織身先端部欠損般が刷平な剣先状を呈す 171 7 III -3 

主甚 10 9 74 9.6 撤身部38mm 181 7111 -4 

籍 8 6 198 アグを持つ、本体断面角 17 J 2111 -11 

鎌 36 3 170 55.1 平作り 目釘穴有 18 J 1 -9 

鎌 51 4 35.3 柄付部分 17 J 15ミゾ2 10 

締金具 12 4 13.0 外形37mm、 内径30mm、鉄板を丸〈曲げて接合 181 7111 一7

締金具 23 2.5 8.3 外形21.5mm、内径16mm、鉄板を丸〈曲げて接合 17 J 6ウメ土 8 

釘 6 5 63 5.0 折釘 18 J 1焼土 6 18 

11 5 6 69 5.8 折釘 18 J 1焼土 6 -17 

事T 5 9 76 9.0 折釘木質部付靖 17 J 16111 1 12 

釘 6 9 74 11. 4 折釘 It 17 J 16構 1 14 

事T 7 6 80 8.0 折釘 It 17 J 16海 l 13 

鎚 10.0 6 116 53.2 完形 断面長方形で両端的曲った大釘 18 J 8 III 16 

鍵 0.4 3 31 5.5 完形小形 17 J 22llI 15 

模 19 9 (75) 38.8 一端が厚〈他端が薄い断面ニ角形的もの 18 J 8 III 20 

監 15 6 73 21.1 ほぽ完形 17 J 20 -21 

新 430.0 全長130m01、身部分6301m、柄装沼部 l部欠担1 18 J 6トレンチ 6 

羽釜? 5 (51) 37.3 口緑下にうすいっぱがつき出る 17 J 12日I 22 

皿l 日程(98) 144.5 丸揚口あり、口端3ヶ所に吊耳が付(1個は欠jJl 18 J 9 III 23 

燭 台 口怪(45) 37.7 器、中央に蝋燭立がある 171 7 III -24 
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表15 ハ銅製品他

種別器種 申E
町1π1 厚π1π1 

長
打1m重量E 特 徴 偽z 考 出土地占

鍋 21.5 1.0 19.0 3.8 17 J 11III 

日 貫 11.0 2.0 31.0 2.1 鋭化が激しく文棟等不明 18 J 1焼土34 3 

八双金物 16.0 5.0 30.0 2.9 七子が蒔かれる 18 J 1焼土34 -1 

八双鋲 1.5 
径

0.8 花が刻まれる l本足である 18 J 7 III -2 
13.0 

占ノ、 ~. 2.0 5.2 推径48mm、薄手円形、緑町市さ 5mm 18 J 7、P1084 8 

脚 14.0 31.0 7.8 装飾等はない.火舎、仏供盤などの足か 18 J 3、 1.11 9 

鉦
高き

2.0 
推径

90.3 
鉦鼓鰐口町片身のような形、表面にー霊的圏線、側面に吊耳がみ

18 J 5ミゾ36 -7 
32.0 100.0 られる

鉦 3.0 
径

315.0 
伏鉦表面に二重の圏線をめぐらし内 外 中町ニ区に区分、双盤か

17J2III 10 
149.0 もしれない

鉦 2.5 
推径

39.7 伏鉦上と同じ 181 5 1 6 140.0 

iJ! 2.0 
径

102.2 
7倒 1単位向菊花5組を配す.中央f色紐上方に双雀、珠紋帯を一

I直角式、細緑 17 J 2 III 13 
90.0 霊に回す

事免 3.0 (189.0) 100.0 
双鶴と (fl錐が一つに按明六業m(六銭)ニ六弁花(鉄線逝 1)を 重に

部鉾式直線緑 16・17J K 1 12 
配す

iJ! 5，0 
径

415.0 洲浜、松竹他が配される。銀座は横向的危 二重圏 内傾式j享縁 17 J 2 III -14 
(119.0) 

務 13.0 3.5 195.0 13.2 
全体に鏡化が激しいが頭部が耳掻のよ うである.二本町足のうちー

171 7、P208 -15 
本が欠航

キセノレ 10.0 1.0 (70.5) 5.3 吸口部経字が残る 近世か? 18 J 2 11 一16

不明銅製品 65.0 8.0 62.0 121.4 甲¥'1の部品かワ 18 J 4、P1001 -4 

不明銅製品 (124.0) 10.4 中心が少し太い丸棒状、 一端は府円.湾曲した他端は欠失 17 J 11III -17 

硯 69.0 15.5 (177.0) U[灰色、部分的に盤痕あり .長軸方向の搬痕あり 177J 1 21 P1487 
17122 P1350 

2-5 

事も 40.5 20.0 (52.5) ブラウンみのグレイ 18 J 1、P1479 -4 

碁 石 7.0 
径

黒色で表面は滑らか 17 1 19III 6 
20.0 

茶 臼 小片、下臼で受肌内部分である 17 J 22III -7 

石 皿 106.0 37.0 100.0 径106x 100の怖円形で中心、にllmm町I!.:Iあり 17 J 17III 0-25 

五丘 石 30.0 10.0 (47.0) 断面方形、表裂とも砥商の中央部が摩耗 18J 3 P1102 1-18 

五丘 石 53.0 42.0 (68.0) 断前五角形、砥面は 4面 18 J 4 III 19 

五丘 石 (28.0) 32.0 (75.0) 
欠落部分が多く、再強形途中のものか、表面とした商に黒色部分あ

18 J 1 11 20 

五丘 石 82.0 65.0 187.0 断而は方形、砥商は l面、 2側面が黒変している 18 J 2 III -21 

五丘 石 65.0 23.0 (101.0) 断面五角形、表面中央が凹、全面に擦痕あり 1812511 22 

とうすい 40 14 78.0 管状 17 J 22III 0-28 

と うす い 37 12 39.0 管状 171 2 III 31 
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第39図 調査区出土遺物 (陶磁器)

69 



に二二 v711 

~ ijこに二二F十一二 :〕l

6 

OR 

事~~〆 9 

⑥ 
⑬ 

とこ虫 10

⑥ 。
28 30 31 

16 

¥Juc::; 

与k己
G 雪亨~

32 

25 

5cm 
'==ーーー='

第40因調査区出土遺物 (鉄製品他)

70 



i 

k 
¥ 
¥ 

U口

¥ 
¥ 
¥ 
¥ 

¥ 
¥ 

¥、
¥ 

¥ 

--(d 

~~W((9 

f-¥ 
第41図調査区出土遺物 (銅製品他)

22 
5cm 

』ーー=包=

71 



、、、

3 
o 5cm 
也=ーーーー=直~

空6ず7勺

常多

8 

5 

o 5cm 
! ーーー... 

第42図 調査区出土遺物 (石製品他)
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表16 出土遺物集計表 (陶磁器ー第二平坦面東部)
(総破片数)

以
舶載 国 産

中国 瀬戸英捜
朝鮮小計 志野唐津土器越前珠洲信楽({昔前)ノj、 ~1 l蝿E計)合計 その他 近世 総計

背磁白磁染付赤絵鉄利 灰軸鉄柑鉄竣

碗 109 351 183 6 I 61 340 152 90 l 243 (583) 583 171 600 

平
皿 471 301 471 819 734 24 I 4 763 (J，担割 1，582 1311，595 

jι かわらけ 。 3 31 (3) 3 3 

6 杯 2 3 3 8 B l 9 

盤 19 19 19 19 
年

香 炉 2 2 4 4 6 6 

皮
指鉢・こね鉢 14 462 5 481 481 481 

調l!!'壷 鉢 351 35 175 l 131 189 224 擦文l 41 229 

査 袋 物 l l 1 5 6 7 2 9 

区そ の 他 3 3 l l 4瓦 l 71 12 

dロk 官十 182 340 657 6 4111.227 892 119 14 I 5 31 637 6 。1311，690 (2，168) 2，917 21 44 2，963 

碗 831 18 226 5 101 342 691 113 l 183 (525) 525 311 556 

日目
皿l 541 291 410 5 31 763 564 5 8 577 (J，340) 1，340 411，344 

荊]

62 かわらけ 。
63 杯 9 4 13 13 l 14 

'1' 盤 19 19 19 19 

jι 香
2 炉 。 。

指 幹 。 3 482 6 491 491 491 
5 
年護軍E .鉢 9 9 211 5 216 225 225 
度
湖 袋 物 l l 2 2 151 17 

ヨ主
区その 他 l 1 5 6 

JロS、 計 156 318 640 10 2211.146 634 120 3 9 693 11 1，470 (J，酷5)2，616 01 56 2，672 

碗 192 531 409 11 l 161 682 221 203 2 426 (J，I田)1，108 4811，156 

1175 皿l 101 592 881 5 311，582 1，298 29 1 12 1，340 (2，由2)2，922 1712，939 
和

62 かわらけ 3 31 (3) 3 3 

杯 2 12 7 21 21 21 23 

平 盤 38 38 38 38 

!占
6 完Uと 炉 2 2 4 4 6 6 

年 w鉢 ・こね鉢 17 944 11 972 972 972 

度l!!壷鉢 441 44 386 6 131 405 449 線文 l 41 454 

調 袋 物 l 1 2 6 B 9 171 26 
査
区その他 3 3 l l 2 5瓦 1 121 18 

総 計 338 658 1，297 16 11 63 2，373 1，526 239 17 l 14 311，330 17 1313，160 (4，033) 5，533 21 100 5，635 
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表17 出土遺物集計表 (鉄製品他)

長ト寸空 点数 重量(g) 備考 長ト寸き 点数 重量(g) 備考 長ト寸空 点数 イ商 考

武 刀 子 33 240.5 柄 3 49.5 i'l 孔 銘 頭 1 11994年出土と接合

器 武
話良 2 21. 4 鋼 3.8 角 中柄又は刺突具 15 折損品

武 器
具 札 165 945.9 目 貫 2 3.6 器 環状鹿角製品 l サイモン?

計 200 913.6 銅
武

八双金物 2.9 メ口入 5十 17点

籍 2 84.3 
具

八双鋲 2 1.9 木 柱 材 l 柱根
1守 製
猟 鎌 2 90.4 茶 英 1.8 ロロロ 不明材 2 うちl、礎板?

漁
山 万 3 113.0 計 10 63.5 1口入 計 3点f野

具
締金具 6 71.4 仏 飯 器 114.7 硯 3 

鉄
方信士言ア

~ 

計 13 359.1 製 ノ、 器 5.2 碁 石 l 
教

石量T 489 2.018.0 脚 7.8 茶 臼 l 

建
具

鎚 10 306.7 鉦 3 387.7 7ちl、状証 石 臼 2 

築
模 2 59.6 言十 6 515.4 石 皿 2 

整 4 102.2 生 きせる 5.3 製 砥 石 25 
力日

工
壷 金 I 19.7 品活 鏡 5 841.8 砥石原石 60 

製 具
針 430.0 具 かんざし 13.2 石 球 8 

内鎌? 26.8 計 7 860.3 日Iコ日 円 障壁 11 

計 508 2.963.0 不 明 12 266.3 不 明 10 

鍋 202 9，980.5 メ口入 計 35 1，705.5 有孔石製品 1 
(各初J叫句 )

生
鍋 ツ ル 4.0 祥符通宝 2 1008 」口入 計 124点

羽釜? 37.7 皇宋通宝 1039 土 陶 鐙 11 
製

活 火 打金 2 7.8 元豊通宝 1078 ロロ日 不 明 2 うち l、球状

ロロ日

火 箸 7 67.1 銅 元祐通宝 9 1086 ぷ口λ 言十 13点

具 皿 l 144.5 紹聖通宝 1094 晶子4空点数 重量(g) 備考

燭 4EコA l 18.7 度元通宝 1195 鋳 型 85.3 

5十 215 10.260.3 皇宋元宝 1253 
鍛

鉄 i宰 3 178.2 
t古

不
手Ij 器 2 31. 2 洪武通宝 6 1367 銅 滴 5 7.3 

関
廿R ら 器 2 107.1 景徳元宝 2 銅 1宰 2 10.1 

明
連

その他 21 361.1 銭 !開寧元宝 3 粘土塊 181 3，600.0 鋳型?

E十 25 499.4 永楽通宝 2 1408 メロb、 計 192 3，880.9 

メ口b、 5十 961 15，027.7 無名銭 7 

不 明 95 判続不明

ぷEλ3 E十 131枚
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鉢と饗?、越前はき夏、指鉢、査が出土した。図 3

の播鉢は法量の大きい、勝山館では新しい時期の

ものであろう 。備前とした21は、勝山館の時代と

すれば初出であるがご教示を裁きたい。

b 金属製品

欽 ・銅製品、銅銭が出土している。

鉄製 品 (第40図、 PL.23):武器、狩猟 ・漁携

具、建築・加工具など961点、 15kg余が出土してい

る。釘は初出である。血は 3カ所に吊耳の着くも

のである。薬売りの秤に形状は似る 1)が遠藤元男

は銅又は木製の物が使われるとしており 2)、他の

用途を考えるべきかも知れない九燭台としたも

のは、折れ曲がった芯立てが皿に鋳着している。

図22が所謂鍔釜の類であれば図は天地逆である。

又炊事用の釜としては少し鍔や径が小きいかと推

される。佐藤が内ぜんと前述したもの (第32図)

は断面三角形であり、下端に刃音1¥がつくられてい

た可能性が高い。

銅製品 (第41図、 PL.23) 武具、宗教具など35

点、 1，700g余が出土している。八双金物 (図 1) 

には 2のような鋲の止められていた痕が残ってい

る。 4は周縁に凹みがみられ、依め込みや覆輪が

つけられていたものか。 7は吊耳があり鉦鼓とし

たが、凹面口縁が外反して水平面を作っているの

は伏鉦に変化していると推される。銅鏡が5面出

土している。12は二重の圏線で内外に区分しその

圏線上と内側に六弁の花 (鉄線蓮?)が配される。

4年度出土品と接合した。経とした15は足中央部

と付根部の内側に凹みがあり、左右の足がつなが

れていたようであり、別種かもしれない。

10の伏鉦と 13、14の鏡は近接して出土した (PL.

15-1)が、下に木質 (繊維質)物が付着しており

(PL.23-22-24)、包まれるか、箱に納められて

いた (包まれて)ことも考えられる。地面を掘り

込んでの埋納の形跡は見い出し待なかった。鋭が

仏具(宗教具)である伏鉦と一括して扱われてい

ることは、日常生活具としてのみではなく宗教具

としても用いられていることを示している。 4年

度出土の鏡に懸垂用の干しがあけられていたのも同

例であろう 。

c その他

硯、碁石、砥石、陶錘、骨角器、柱材、鍛冶関

連造物などが出土した (第40-42図、 PL.23)。

鍛冶関連遺物 第40図26、27は銅浮である。41

図11は、粘土製で、径19cm程の円形になるもので

ある。外観は厚さ2.5cm程の円盤状であるが後述

のように外円から2.2cm余の巾のリング状のもの

であったかと推される。外側はほぼ直角につくら

れるが内側は若干内湾する三角形状を呈している。

外面は平滑に仕上げられている。全体に被熱して

おり 一部赤変したり、細かいひび割れが見られる。

ひび割れが表層を剥がす状態の部分があり、土器

焼成時の化粧(土)仕上げに類した加工が施され

ているようである。断面を見ると中央、芯。の部

分が三角形に黒色化し、 2-1mmの厚きで赤

~灰色に変色した膜が外周しており 、この熱変が

廃棄後の二次的なものでない限り、先述のように

断面三角形のリング状のものと考えなければなら

ない。化粧仕上げ、被熱などから鋳造品の鋳型か

と推される。l雌雄、使用法等検討しなければなら

ない。単なる偶然かとは恩われるがリング状の内

径が伏鉦(図10)の外径とほぼ一致することも記

しておきたい。この鋳型の出土地点は竪穴59の覆

土及びその周辺であり、被熱、赤変し、面取りが

され、内側に管状の穴が通る粘土塊 (表17下)181 

点、 3.6kgが同一地点から出土している。これらも

含め、更に検討を加えることとしたい。

骨角器 5年度に出土した銘頭の先端部、鉄鉱

を挟む溝の対面、鋲止めの穴の上部が出土した。

この銘頭については前年度概報xvで検討を加え

たところであるがこの穴の部分で折損したため、

下部を丸〈削り落とし、再使用を試みたものとの

推測を強くしたとこ ろである。

(松崎)

〔注〕

1 )日本常民生活絵引 4 

2 )日本職人史序説遠藤元男

3 )平成 5年度の調査で秤のおもりは出土してい

る一概報xv
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III /J、括

平成 6年度の遺構確認調査は、第二平坦面、中

央を縦貫する旧道(中央通り )跡南東側前方部を

対象とした。検出の遺構・遺物の概要は前述した

ところである。各溝問 ・各柱穴問、構 ・柱穴問等

の各遺構問の前後関係とそれに伴う造物の年代観

等々に末整理のところが多いが以下に概括してみ

たい。

1. 遺構

調査区北隅で、第 1-4号建物跡、竪穴54など

を検出した。前年度の調査で竪穴55、土焼23が見

つかった地区でる。

第 l、 3号建物跡と 2、4号建物跡の身舎相互

は 1m余の間隔で位置しており、付属と推した柱

列を含めると双方が並存することは不可能でPある。

2、 4号建物跡には、竪穴54が先行し、更にそれ

に土境23が先行している。これらの遺構が形成さ

れる平坦面や中央通りがその前に作られ、その時

には笠穴55が廃棄されているとしたところである

(概報 XV)。建物跡の配置のみからは第 1号、 3

号、 2号、 4号建物跡の順序が想定され、 l、 3

号に先行又は併存して土撰23、竪穴54が存在する

かと推される。 2、 4号建物跡の前後関係は P

1255・1256の切り合いをもとにしているが、後述

のように遺構全体の配置からは、なお後考すべき

ところがある。 2、 4号建物跡存在時の l、 3号

建物跡地の様子は定かでない。 1号建J物跡が 3x 

4聞で南西を 1x 4聞に仕切るのに対し、 3号の

建物跡は 3x 5間で、 3x 2間と 3x 3間の二室

に仕切る。又、 2、4号建物跡は共に 3x 3問で

北東に 1x 3の下屋(庇)が付〈建物である。な

お該地区では、北東柵列側に P1225・1223・

1214 (1213)や P1244・1240(1201)の柱列がみ

られるがこの柱聞と柱筋は、平坦面端部を巡る柵

列の東15J 23・24区の空壕を跨いて相対する 8個

の柱穴からなる櫓状遺構(概報x) のそれにほぼ

対応しており或いはこの櫓状遺構に関連する柱列

とも推される。

調査区中央北に第 5-9号建物跡、 10・11号建

物跡が想定された。この地区の北西は中央通路の

側溝に面している。ここには溝 1・2で画された

地割の中に 5号建物跡及び一部柱穴を欠失する一
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回り小型の建物跡 (5'号)、構18・19で画される地

割内に 8・9号建物跡があり、この両者に跨って

溝 3で画される地割とそこに建てられる 6・7号

建物跡がある。6.7号建物跡の南東隣りには10・

11号建物跡がある。 5号建物跡は溝 2で画され、

1号溝に画された 5号建物跡がその拡張されたも

のと推される。この時、やや近いが 9号、 8号建

物跡が併存している可能性が高い。 9. 8号建物

跡はともに 3x 5聞の規模であるが、 P1111、1113

等に延びる 3x 7問となるのか、或いはこの柱列

からなる塀状のものが取りつくかと推される。こ

れは 5号建物跡に類似の形態である。この両者の

廃絶後に建てられるのが溝 3で画される 6号建物

跡であり、それを建替えたのが7号建物跡となろ

う。この南東に隣接する10・11号のうち、 11号建

物跡は、 9・8号建物跡と並存できないと推され

る。11号より古い10号建物跡が 8、 9号建物跡と

併存する可能性は否定できないが、 6・7号建物

跡と 10・11号建物跡の並立としておきたい。

調査区中央17I 16・21区周辺は 2x 3聞の小規

模な建物が 1棟想定された程度で、基本的には L

字型或いはコの字型に柱列を配することによ って、

既述の建物跡の立つ居住空間や、調査区南西地区

の一段高〈別な建物群からなる地区とを区分する

とともに、その柱列に画された広場的な空間とし

て位置付けられるようである。調査区東隅や南東

の櫓様の建物跡などから推測を逗しくするならば、

武者溜り的な広場と想定できょうか。

調査区東隅とそれに連続する華ノ沢沿いの南東

地区は既述の地区の建物跡とその基軸を異にする

建物で構成される空間である。

東隅付近は、北東前方音1¥へ傾斜する原地形を盛

り土成形して平坦面を作り出し、空壕斜面を直線

的に削出しているが、その直下の正面の大きな空

壕が北から南へ回り込んでいるその角にほぼ正体

して、コの字型の溝に囲まれた空間に 2x 3の建

物が建てられるのが基本である。最も古い 2x 2 

の16号建物跡には区画潜は伴わず、 P88-132の固

いを想定した。このうち P267、273の柱穴が特に

深いのは出入口等の位置を示すのであろうか。又、

北隅の柱穴が欠失しているが、恐らく前面の空壕



斜面の崩落や削出とそれに伴う柵列の作り変えの

為、検出できないものと推される。 16号建物跡に

は、 13号、 12号、 14号、 15号建物跡が続き、溝口、

17、 7、 6が対応すると推している。又13号建物

跡北隅の柱穴も 16号建物跡同様に欠失している。

柱問問面の面積は16号建物跡の36.32m2を最大に

し、 15号建物跡の21.73m2と次第に縮小している。

これらの建物跡はその位置、方向などから格等の

防御機能を有する建物と推察するものである。

華ノ沢沿いの南東地区には、最大で90cm程低〈

青灰色の岩盤まで一段切り下げた、 8X12m程の

長軸を華ノ沢と並行にする長方形の地割がつくら

れ、建物が建てられている。

この地割部分では、竪穴建物(第60号) 1基、

重複する掘立柱建物跡 2棟、その 2棟の掘立柱建

物柱穴で切られる溝27や、規模等の不明な礎石立

の遺構などから、五期前後の遺構の重複を想、定し

たところである。そのうち最も新しい第四号建物

跡を 3x 5聞と想定し図示した (第23図)ところ

であるが、これに伴う構 8と櫓状遺構を囲む潜と

の新旧や繋がりを明らかになし待なかった。これ

らのことから、この地区の最終期には櫓状遺構は

消失し、 3x 5問の18号建物跡が単独でb存在する

と想定してはみたが、 18号建物跡を先行する17号

建物跡と同様の 3x 4聞とし、東隅の櫓状遺構と

南東地区の建物跡はほぼ同期間並存し、両者が一

体となってこの地区の防禦的機能を来たしていた

とすべきかと思われる (第5図、付図 1)。

調査区南西部は18K5、J5、 I 5の調査区ラ

インにほぼ沿ってその北東部とに段差を作り、段

の直下に構18・19、45・55、36等を設けて、区画

を明確に作り出している。この段や構に跨る建物

等を見い出し得ないことから、この区画線は、館

形成の早い時期から意識され、ほぽその存続期間

中継続して踏襲されていたものと推される。

この調査区南西部西隅に第19-21号建物跡を想

定した。北西は中央通り側溝の溝64・86に面し、

北東、南西を構18・19・25・26が画す一角である。

この区画内やここに見つかった竪穴59号の調査が

途中にあり、南西端は未調査区に続いていること

など不確定な要素が多い。 2x 5間の19・21号建

物跡、 3x 5聞の20号建物跡を想定したがなお次

年度の調査と併せ検討することとしたい。

南西部中央に第22-24号の建物跡を想定した。

22号建物跡は24号建物跡に先行するが23号建物跡

と24号建物跡の前後関係は P628・627とP621・

622、1015・1016と矛盾した調査結果となった。22

号と 24号は共に 3x 4間でその面積も約45m2と

なっているので22・24号と連続した建替えと推さ

れる。従って23号はこの二棟に先行又は遅れると

すべきと思われる。 P110・989がこの地区を形成

する段の斜面や肩に位置しているのは、この段が

途中で幾分南西に寄せられたことを示し、 23号は

以前の建物跡であることを示していると思われる。

又この23号建物跡よりも以前に竪穴61ががあった

ことになる。なお鈎になる柱列などから、他の建

物跡も想定されるところであるが、未調査区と連

続していることでもあり、更に後考することとし

たい。

南西部南隅には25・26号の建物跡を想定した。

P513・514からは26号建物跡が新しいと推される。

P544・558・569の柱列などもあるが建物跡として

まとめることができなかった。この地区の柱穴は

比較的浅く不明瞭なものが多かった。後述するよ

うにこの地区は南東の帯郭や北東から南西に至る

通路状の空間の交差部分(角)にあたっており通

路等に伴う簡便な小屋のような建物の跡かとも推

される。 P544・558・569・512・510・450や570・

511・449の柱列は通路脇の塀様のものともされよ

う。なおこの地区には25・26号に先行する笠穴63

があるが、竪穴も建て替えが行われていると推さ

れる。

華ノ沢に面する調査区南隅の一角には、 一段低

〈切り下げられた巾 2m程の平坦面が華ノ沢沿い

に細長く延び、その沢直上の端部には布掘りの潜

に(小)柱穴列の伴う数条の柵列が見つかった。今

迄の勝山館発掘調査では全〈見られなかった新し

い遺構である。調査 目的の項でも述べたところで

あるが、この地区も含めた第二平坦面の華ノ沢側

は現況地形図にも幾つかの階段状の段差が見られ

たことから、北西寺ノ沢側とは異なった形状 ・っ

くりとなっていることが予測されてはいたが、こ

の調査結果と現況地形から、この細長い平坦面は

更に華ノ沢沿いに南西に続き、帯郭状を呈するも

のと思われる。又、この平坦面の本年度調査区南

隅には華ノ沢へ落ちる構があり、 17I19・24区境

付近の斜面に階段状の石積み見られあことなどか

ら、この帯草11状の遺構が幾っかに区切られること
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や上段の平坦面と惰郭状遺構の連絡通路がいくつ

かあることを予想、させるものである。

これによって1715区の寺ノ沢へ落ちる溝や

25・26号建物跡と 17・18号建物跡の間にある 2m

巾程の柱穴の少ない緩斜面は一部階段状の掘り込

みも含めこれと同様の路のーっと推することがで

きょう 。なお16125・16121から25の聞の柵列と

帯郭状の平坦部が欠失しているが、これは前述し

たように(盛り土成形した?)この間が地すべり

又は崩落しているためと推される。

これらの建物跡などの配置を通観してみると、

調査区南隅の帯郭状遺構から、第25・26号建物跡

と第17・18号建物の聞を経て、第17・18号建物跡

と27号建物跡の問を通り、櫓と想定した第12号

-16号建物跡の西へでて、更に第 2号建物跡と第

6・7号建物跡へ至る、柱穴や建物跡 (遺構)の

少ない空間を見ることができる。17]15区から12

区に南東から北西に続く段が図示されている (第

5図、付図 1)が、前年度の調査記録や本年度の

調査初期の観察によれば、この段は17]11区まで

続き、中央通り側溝に繋がっていたものであ った。

従ってこの段とその 北東の溝22・23、24聞の

80-120cmの巾の空間は、館内の建物配置や地

割 ・段の造成時に計画的に設けられたとすること

ができょう 。恐らくは館内部の通路として機能し

ていると推される。この場合、段 (通路)が中央

通りに接する17K10・1711区に存する 5号建物

跡やそれに先行する柱列 (建物跡)はこの段や通

路の設けられる以前のものということになろう 。

一方向じ位置にある 4号建物跡は 1-4号建物跡

の中では最も新しい時期としたところであり、そ

の時にはこの段と通路が遮らることから、 4号建

物跡の南東から北へ回るルートを想定しなければ

ならない。これについては前述したところではあ

るがなお検討することとしたい。又、このいずれ

にしても中央通りへの明瞭な繋がりを遺構として

把えることはできていない。なおこの通路は、今

年度調査区の南西側南部1812・7区、竪穴62と

第25・26号建物跡の聞を抜けて更に南西の調査区

外へと統いているものと推される。

第二平坦面北東前方から南東華ノ沢側にはその

端部に柵列が何度か作りかえきれながら廻ってい

る。これらの柵列に並行する長短幾条かの柱列が

検出された。中央通りを爽んだ北西側の第二平坦
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面端部では、柵列に沿った長方形の櫓、或いは桟

敷状の遺構が想定きれており、これらの柱列も同

様の遺構の一部や、柵列の補強に関連するものか

とは推するが明らかにできなかった。

竪穴建物跡が8基検出されている。このうち竪

穴内の火処を示すと思われる炭化物の集積、黒色

土、焼土等の認められた例が5基あり、うち 2基

は鉄鍋が床面から出土した。竪穴62では、皿 6点、

碗 1点、播鉢 1点、鉄鍋、万子漆器皮膜が出土し

た。陶磁器が完形ないしはそれに近〈、床面に近

い位置から正位置で出土しており、一括してこの

竪穴内で使用されたと推される。竪穴遺構を、技

術集団(職人)の作業場とする見解も多いが、こ

れは居住性を強〈示す例と 言える。しかも少なく

とも 7点の陶磁器 (竪穴内外の周辺で、更に数個

体分の破片が出土した)を所有しているというこ

とも予想外であった。只、他の竪穴も含め陶磁器

の一括出土という際立った状況のみから竪穴遺構

の性格づけをすることは避けることとしたい。

竪穴59は調査未了である。火災のため全体が炭

化材に覆われている。A .Bとした二基が別棟で

問時存在したのか、時間差を持つのか、或いは全

体で一基の遺構なのかなお検討しなければならな

い。Aでは床面壁際四週に石敷きがあり、その上

に全面に砂利が敷きつめられている (PLll-1・

9)。又、 Bでは、炭化した柄穴の痕跡と思われる

穴の残る土台材 (同 5)や直立する壁板材、柱材

(同 4・6)などがあり竪穴の構造についての新た

な知見が得られつつある。

竪穴遺構の年代については前年度調査した竪穴

55のように勝山館築城の初期にあたる例、 54のよ

うに更に次の段階の例などがあり、又今までの調

査でも掘立柱の建物などとで相互に前後関係があ

り、継続して勝山館跡に存在することと推してき

たが、本年度調査の竪穴62床面出土の一括陶磁器

類は勝山館跡出土陶磁器の中では最も新しい時期

としているものを含んでいる。実年代では，16世紀

も末葉、一或いは17世紀初頭に比定するところが

あるのかも知れないーとしてきたところのもので

あり、勝山館の最終末期まで竪穴遺構が存続し、

それを使用する一群が館内にあってその居住集団

の一部を構成していたことを明らかにするところ

となった。竪穴遺構は勝山館とともにあり続けた

ことになる。



土撰 1・7のような、巾 1m前後、長さ 2-3

m余の長方形を呈するものは新しい発見である。

覆土中の遺物からは館と同時代と推される。円形

の土墳について幾つの類型を推してはいるが、併

せて更に検討していくこととしたい。

建物跡を区画する溝に炭化した板材が見られた

(PL. 15-6、7)。掘りあげられた構には板の側

壁が付き、それ支える為に打ち込まれた木杭の跡

が小柱穴として検出されるのであろう 。溝の移動

や側壁の作り替えが、溝底全面の無数の小柱穴と

なっているのであろう 。小柱穴を伴う区画溝には

板で土止め側板が付けられ、雨やその他の排水存在

としても機能していたと推される。

2.遺物

調査によって出土した遺物について、造物観察

表11-13、15 イ~ハに記すとともに概要を略述

し、表16・17に集計した。陶磁採の示す年代は瀬

戸 ・美濃大窯の初期から末期、志野や胎土目の唐

津焼が流入するまでである。従来から瀬戸筈窯期

の陶器や、白磁商取杯など15世紀中葉前後を示す

造物が散見されてはいるが、この時期の遺物のみ

を伴うと磁定できる遺構の存在は、今少し確かで

はない。一方終末期については、笠穴62の一括資

料が竪穴の遺物構成としても良い資料を示すこと

ができた。

青磁盤はいくつかの破片が出土していたが、本

年度は勝山館跡で初めて形状を示 し得た。青磁染

付がまとま って出土した。染付は新出のものがあ

った。伏焼き (口禿げ)の碗と推してきたものも

そうした血の口縁部破片であ っ た (PL.

19-15)。刷毛目を施した瓶をはじめ、季朝の陶恭

が数点出土した。以前刷毛日粉青沙器碗や白磁碗

などが出土しているが、季朝のものが意外と多い

ようであり、今少し留意してみたい。

金属製品では、針、内織?羽釜?吊耳イ寸鉄皿な

どが新たに見られた。鋸、整、錐、金槌?、に釘

が加わり、勝山館の大工道具が更に豊富になった。

握柄と湾曲した刃部からなる鉄片を内織?とした。

木工具ではあるが大工とは別の職人を想定しなけ

ればならない。類例によ って後考したい。

銅鋭 ・伏鉦が近接して出土している。三点とも

下面に同ーの繊維質の付着物があり同ーの条件に

置かれていたらしい。埋納を示す掘り込みなどは

見出し得なかった。欠損や歪みを生じた時期によ

っては廃棄の可能性も残ることとなる。鉦が計 3

点出土した。鉦鼓としたものも伏鉦であろうか。

仏 (宗教)具を用いた儀式には楽器も使用されて

いるらしい。

単なる偶然かとは推されるが、鉦の外径のー廻

り大きな、円形をなす鋳型と思われる土製品が出

土した。るつぽ、銅地金、銅I宰・1商、末製品など

が出土した銅鋳造作業場跡が中央通りの北、客殿

空間の一画で検出されていることから、この鋳

型?についても、周辺の造物、土層の堆積等も併

せて検討することとしたい。今年度特に出土数の

多かった砥石とその原石、鋳型?とした熱赤変し

た粘土塊なども関連するかと思われる。

回転式銘頭の根爽みの“つめ"が出土した。前

年土墳23から出土した鈷頭の欠失していた“つめ"

である。残存する根爽みの“つめ"の内側につい

た半円形の杭 (概報xvでは溝と記す)を、“つめ"

が折損して短くなった片側の根爽み再生させよう

とした時に生じた痕とし、この銘頭は更に距の修

復なども試みたが、最終的には再使用を断念し、

放棄したものと推した (XV)ところである。この

“つめ"の出土でこの推測は裏付けられたものと

思われる。

殆とeの造物について帰属する遺構を決定する迄

の整理が行われていない。竪穴 ・土嫌出土の遺物

としたものも、床面の出土とそれ以外とに確定て引

きたものは少なく、造物・遺構の両者について更

に検討を加えていくことが必要で、ある。(松崎)
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IV 保存処理

1.鉄製品

今年度は1，200点の処理を行なった。従来通り錆

除去、エタノール浸漬による脱水、パラロイドN

AD-10の20-30%ナフサ溶液による減圧含浸、

接合等を行なった。処理の内訳は釘、銀、鍋、鎌、

火箸、火打金、小柄、小札、小万、銭等である。

処理後シリガゲルを入れたo.vフィルム内にて

密封している。

2.銅製品

185点の処理を行なった。錆除去、エタノール脱

水後、ベンゾトリアゾールのエタノールの 2-3

%溶液による減圧含浸を行なった。処理の内訳は

香炉、煙管、小柄、仏具等68点、北宋~明の銭117

点である。

3.木製品

(l)P • E • G処理

1，100点の処理を行なった。 P. E . G20%-90 

%と順次濃度を上げていった。今までと同様に処

理中の造物の中から任意の遺物を抽出し、重量を

計測していき重量の変化がなくなったところで処

理を完了した。処理の内訳は箸、柾材等である。

(2)エタノール表面処理

900点の処理を行なった。処理の内訳は下駄、取

手、曲物、底板、折敷、輸、中柄、銀、柱材、柾

材、羽子板状木製品、人形等である。

4.漆器

10点の処理を右なった。 昨年と同様P・E.G

による処理を行なった。処理の内訳は碗等である。

処理の際には処理中の破損を防ぐために木製品と

分けて処理を行なった。方法は縦22cm横44cm、深

さ15cmのステンレスの重量付きの箱に P.E.G水

溶液を浸し、その中に破損を防ぐために不織布と

脱脂綿により梱包した漆器を入れた。その後その

ステンレス箱を密閉した状態で恒温乾燥機に入れ

65.CにP.E.G水溶液の温度を上げ20-90%の含

浸を行なった。 P.E.G処理後表面には余分な

P.E.Gが付着している状態にあるが、比較的

安定した状態にある。今後表面に付着している

P.E.Gの除去等を行なう予定である。
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5.今年度のまとめ

(1)漆器、木製品について

今年度処理の木製品、漆器は昨年度同様、平成

2年度大手空壕から出土したものである。

漆器については今年度処理したものは漆被膜及

び塗りの状態があまり良好でμはなかったが、被膜

の剥離、損傷等もなく比較的安定した状態にある。

またさほど黒イ七はしていない。

木製品のP・E.G処理については木製品の含

水率も低〈比較的しっかりした状態にあったため、

処理後も安定した状態にあるが、処理後の木製品

表面には余分な P.E.Gが付着し複数の木製品

が密着した状態となっておρ、損傷の危険性もあ

るため、早急にエタノールによる表面処理の必要

性がある。

(2)鉄製品、銅製品

今年度からエアーブラシを導入した。これは鉄、

銅等の金属製品の錆除去用のものであるが、錆除

去の際、造物への衝撃が極めて少なく、また細部

まで錆を除去できるので非常に有効で、あった。使

用機材はベピコンプレッサ一、技工用ペンシルプ

プラスター、作業箱、集塵機である。

6.今までの問題点

何年かの処理期間の中で木製品の P.E.G処

理に関連してステンレスの P.E.G含浸槽の劣

化ということが以前から問題となっていた。

これについては P.E.Gが常混合浸できる低

濃度 (20-40%)のときは熱を加えないため普通

のプラスチック容器や発泡スチロールの容恭に入

れ、含浸を行なえる。しかし60%以上の高濃度に

なると P.E.Gが常湿の水には容解しなくなる

ため一定の恒温状態(約65.C)での含浸となる。

そのため通常の容器は使用出来ず、ステンレスの

含浸槽による含浸となる。含浸槽内のP・E.G

がアルカリ性なのになぜ含浸槽を損傷させるのか

不明であった。

これについては本来ア リカりの性質を持つP・

E.Gが熱を受け、濃度が高い状態では徐々に酸

化が始まり、含浸している木製品に付着している

泥等が、含浸槽の底等に付着し、含浸槽底部の表

面に小さな傷を作り、その部分が酸化し、針の穴



大の無数の微小な穴(ピッチンクゅコロージョン)

を開けた可能性が非常に高いとのことであった。註)

以前に、常温状態で長さ2.5m程の小さなステン

レス水槽に、木製品と常温状態では P.E.Gが

充分j容解する限度の40-50%P. E . G溶液を約

半年程入れていた結果、特にこの水槽には針の穴

大の微小な穴は関かなかった。またここ 2年程漆

器の処理を P.E.Gで行なっている。その際や

はりステンレスの容器で行なっているが、容器内

部には針大の穴は確されず、 P.E.G溶液が外

部に漏れることはなかった。

漆器は他の木製品にくらべ泥の付着が極めて少

なく、容器内部のステンレスに傷がつかなかった

ためと考えられる。その後木製品の含浸槽のステ

ンレス自体を厚い製品に切り替えたが、やはり穴

が聞いたため、銅製の含浸槽も検討したが高価な

ため実現に至っていない。含浸槽内部に入れる温

水管も当初ステンレス製を使用したが、やはり含

浸槽と同じく針大の穴が無数に開いたため、銅製

のものに切り替えたところ、そのような現象は起

きなくなった。(斎藤)

註) 北海道開拓記念館小林幸雄氏のご教示を

得た。誤りは筆者の責である。

81 



V 上之国勝山館跡における中心部の建築遺構

はじめに

北海道檎山郡上ノ国町に所在する中世の勝山館

跡については、上ノ国町教育委員会により昭和54

年より発掘調査が進められ、各年度の発掘調査環

境整備事業概報(以下、発掘調査概報と略記する)

が刊行されている。また、それをもとに遺構の性

格と館内の生活、あるいは陶磁器などの物資の流

通や銅 ・鉄器の生産活動など、館跡に関する総合

的な研究が進められている 1)。平成 2年から 5年

にかけて、館主体部の第二平坦面北東地域の発掘

調査が行われ、勝山館跡の中心施設と目される建

物跡が検出された。その位置は、主体部東面の推

定大手門跡(実際は東北面であるが、便宜的に東

面と記す。以下、方位はこれに倣う 。)と西面の錫

手門跡を結ぶ中央道路の北側、大手門を入ってす

ぐ右手の平坦面が北方に張り出している所である。

本稿の目的は、発掘調査概報2)と縮尺40分の l遺

構図をもとに第二平坦面北東地域の建築遺構を検

討し、その変遷過程を明らかにすることである。

以下、この地域を中心建物が検出された東北部と

その南に隣接する東南部およびそれらの西側に隣

接する西北部と西南部の 4地区に分け (附図 2)、

第 l章 と第 2章でこれら 4地区の建築造構と、そ

れらの時期区分について考察する。そして、第 3

章でこれら 4地区における建築の変遷過程を明ら

かにし、さらに中心建物について復元的に考察す

る。なお、発掘調査概報は建築の遺構番号を調査

年度によ って地区毎に付けているので、以下の記

述では、原則としてそれによ って地区毎に述べ、

特に調査年度を示す必要がある時は概報の号数を

頭に付すことにする。たとえば、平成 3年度に調

査した東北部地区の l号建物は XIII-1号建物と

記す。

第 1章 東部地区の建築遺構と時期区分

第 1節東北部の建築遺構3) (付図 2) 

1 -1 敷地と地割関係の遺構

中心建物が検出された東北部は、第二平坦面北

東地域の東北部にあって東面から北面にかけて大

手の空堀に挑む円弧を呈した敷地であり、その規
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模は長径で計って南北43m、東西39m程、広さは

約1，380m2である。敷地の東面から北面を館主体

部の外周を巡る柵列によ って画していた。東北部

は小区画に分割されず、全体が一敷地に纏ま って

いる。これは当地区が他と異なる大きな特色であ

り、中心建物の立つ敷地であることを良〈示して

いる。西側に隣接する地域 (西北部)は南から北

方にかけて0.2-0.8m程土地が高くなって地境を

形成し、その段上に掘立柱板塀などの区画施設が

造られた。南側に隣接する東南部との地境にも溝

や柱列などの区画遺構が検出されたが、これら隣

接地区境の地筈IJ遺構については隣接地区の地割と

合わせて述べることにする。

1 -2 建物遺構

1 )掘立柱建物跡と 同柱列跡

ロ 1号建物とl号柱列

l号建物は敷地の中央に立つ桁行 6問、梁間 3

問の東西棟で、南面西端 2聞に桁行 2聞の中門廊

を突出する。主屋は方 3聞の部屋(九問、ここの

ま)を東西に二室つづけた平面であり、側廻りと

部屋境 I問毎に角柱を立てる九 柱問寸法は平成

3年度の発掘調査概報に6.6尺等間と される。40分

の l遺構図をもとにした寸法を参考 までに記すと、

総桁行は約1l.91m (39尺)、梁間約5.86m(19.2 

尺)、桁行各聞とも約1.98m(6.5尺)等問、梁行

各間約1.95m(6.4尺)等間である。中門廊は南面

と東面の中柱がなく、柱聞は桁行約2.03m(6.6尺)

等問、梁間約3.97m(13尺)である。中門廊西面に

小庇もしくは縁が付くらしく、西側柱より西に1.2

m離れた位置に 3個の小柱穴が検出された。なお、

西側九聞の内部で床束のものと推察される柱穴掘

り方が2ケ所に検出 され、束建床の存在が確認さ

れた。また、東側九聞の内部位置に焼土14・15・

23が検出された。これらは後述の 7号建物の内部

位置にも当たるが、そのいずれかは l号建物に伴

うものと思われる。

l号建物は後に西面に庇が増築され、それに伴

い中門廊も西側に 1間移動した位置に造り替えら

れた。西庇の柱聞は西面 3問が主屋と同じ、梁聞

は南関が約2.68m (8.8尺)に対して、北間約2.82



m(9.2尺)であり、柱筋を北でやや西に振る。改築

後の中門廊の桁行柱聞は改築前とほぼ同じ、梁聞

は約4.61m (15尺)である。

西庇増築前の主屋西側柱より西方約5.6m離れ

た位置に、掘立柱板塀跡と推定される南北行10聞

の I号柱列がある o 南端柱が中門廊南妻柱筋より

2間南にあり、塀の長さは約21.84m(71尺)、柱聞

は2.1-2.18m程である。主屋の梁行方向に合うの

で、当初から設けられた可能性が大きい。

1号建物は 2号・ 3号・ 4号・ 5号・ 7号の各

建物および東西 8問、南北 5聞の長方形区画を囲

う柱列 (以下、長方形柱列と記す)と重複する。

柱穴掘り方の切り合いをみると、 1号建物の西側

増築部の柱穴P253は4号建物の P252に切られ、

また l号柱列の P105とP108は 4号建物の P104

とP109に切られるので 4号建物より古いといえ

る。また、 1号建物の柱穴P418・555・569はそれ

ぞれ 3号建物の柱穴 P417・556・565と重複す

るぺこのうち P569は、遺構図によると 3号のP

565に切られている。平成 3年度発掘調査概報では

P556を1号建物の柱穴、 P555を3号建物の柱穴

とし、 P556とP418が 3号建物の P417とP555に

切られることより、 l号建物より 3号建物の方が

新しいと推定している。ただし、 P555は l号建物

の柱穴とみた方がよいことは先に注記した通りで

ある。もしもそれに誤りがないとすると、 1号建

物と 3号建物の柱穴切り合いに相い反する結果が

みられることになる。そこで、ここでは両者の新

旧関係を未定としておきたい。

ロ 2号建物と 2号・ 3号・ 4号柱列

2号建物は敷地のほぼ中央に位置する桁行 8問、

梁間 3聞の南北棟である。平成 3年度発掘調査概

報では、 2号建物跡として桁行 5問、梁間 3聞の

建物をあげ、それに関して P414・408・398・231・

236・106・107・112の 3x 3聞を拡大して、 3 x 

8聞の建物ともできそうであるとしている。平面

形式からすると後者の方が纏まりがよいと思われ

る5)。平面は 7聞に 2聞の身舎の西・南二面に庇を

まわした形てあり、身舎は北側より 3問自の梁問

中央に中柱を立てて南北に二分されていた。柱間

寸法は身舎桁行中央聞がやや広〈約2.22m (7.3 

尺)、両脇各 3間約2.13m(7尺)、身舎梁間約1

97m (6.5尺)等間で、西庇梁間約2.12m(7 

尺)、南庇梁間約1.98m (6.5尺)である。すなわ

ち、絵、桁行は約17.03m (55.85尺)、梁聞は約6.06

m(20尺)である。なお、身舎南より 1問自の中央

に当たる位置に焼土28を検出したが、当建物に伴

うかどうか不詳である。

2号建物の南庇東間南面には南北行に桁行 2間

(柱間5.5尺等間)の南廊が取りつく 。また、北面

西側 2聞に梁間2.5-2.6m (8.4尺)程の下屋がイ寸

くらしい。

一方、 2号建物の東側には桁行に平行する 3列

の掘立柱列、西より順に 2号・ 3号 ・4号の各柱

列がある。 2号柱列は 2号建物の東側柱より東約

1.65-1.7m (5.5尺)の位置にある長さ 14.36mの

6間柱列で(北より 2本目は未検出)、北端の柱は

2号建物の北側柱筋に合うが、南端柱は身舎南側

柱筋より北約45cmの所にある。柱間寸法は南端間

がやや広<3. 56m、ほかは約2.15m等間であり、

2号建物の柱割りと一致しない。この点を重視す

ると、 2号柱列は塀垣の遺構とも考えられるが、

塀垣にしては建物との聞が5.5尺ほどで接近しす

ぎるので、 2号建物の東面に付けられた下屋(土

庇)と推定したい。

3号柱列は 2号建物の東側柱より東約1.95m

(6.4尺)の位置にある長さ約12.7mの 6間柱列で、

南端柱は南廊南側柱筋のやや北、北端柱は身舎間

仕切柱筋にある。 2号柱列と重複し、柱穴掘り方

の切り合いからすると、 3号柱列が新しい。柱間

寸法は1.87-2.28mと不揃いである。下屋にして

は南廊東面まで延びるのが不審で、あり、南端 2間

を南廊東面に立てた目隠し塀として、北側 4聞を

下屋とする案も考えられる。

4号柱列は 2号建物の東側柱より東約2.7mの

位置にある長さ6.3mの 3間柱列で、 2号建物の身

舎南より 2間-4聞の柱筋にある。柱間寸法は南

より 2.46m、1.66m、2.18mと不揃いである。下

屋もしくは目隠し塀の遺構と推定されるが、 2号

および 3号柱列との前後関係は不明である。

2号建物および 2号-4号柱列は l号 ・3号

-7号・ 12号の各建物および長方形柱列と重複す

る。柱穴掘り方の切り合いからすると、 2号建物

は3号建物、 12号建物および長方形柱列より古い

といえる。

ロ 3号建物

3号建物は 2号建物より東方へ3.6mほど寄っ

た位置に検出された桁行9問、梁間 3聞の南北棟
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で、東北隅に 3聞に 2聞の突出部を設ける。主屋

の平面は南側より方 3聞の部屋を二室 (南九問、

北九間)つつitt、その北側に 2聞に 3聞の部屋(六

間)とl聞に 3聞の入側をとる。東北隅の角屋は

六聞と入側の東に張り出した 3間に 2聞の部屋

(六問)である。側廻りおよび内部間仕切り位置

に 1間毎に柱が立つ。柱閉寸法はよく整い桁行 ・

梁聞とも約1.97m(6.5尺)等閑で、主屋の総桁行

は約17.73m(58.5尺)、梁間約5.91m(19.5尺)で

ある。主屋北側の六聞と角屋の内部に当たる位置

に焼土 9と16を検出したが、当建物に伴うかどう

か不詳である。

3号建物は l号 ・2号 ・4号 ・5号 .6号・ 7

号 ・12号の各建物、 3号礎石建物および長方形柱

列と重複し、柱穴掘り方の切り合いから、 4号建

物より古〈、 2号と 12号建物より新しいことが知

られる。また、 3号建物は 1号建物と 3ケ所で柱

穴が重複し、発掘調査概報に 3号建物の方が新し

いと推察されているo そのうち、 主屋東側柱南よ

り4本自の柱位置で重複する柱穴について、発掘

調査概報では P555を3号建物、 P556をl号建物

の柱穴に当てているが、遺構図の柱痕跡穴をもと

に3号建物の柱位置を結ぶとP555の柱痕跡穴は

東側柱筋より西に20cm程ずれ、その柱穴掘り方も

東辺で

それの東佃側qに重複する P556を3号建物の柱穴 と

見た方がよいと思われる。ただし、そうすると柱

穴の新旧関係がほかの 2ケ所と組艇をきたすこと

になる。柱穴の新旧関係を重視すれば調査概報の

案がよいと思われるが、ここではその判断を保留

し、後に改めて検討する。

ロ 4号建物

桁行9問、梁間 2間の規模をもっ南北棟の 4号

建物は、 2号建物より南西に寄った位置に検出さ

れた。総桁行約16.65m(54.9尺)、梁間約4.97m

(16.3尺)である。柱問寸法は桁行がやや不規則で

6尺と 6.3尺聞がみられ、平均すると約1.85m(6 

1尺)、梁行は約2.47m(8.15尺)等間で、これは6.5

尺聞の二間半を 2聞に割った寸法と推定される。

桁行3間毎の梁間中央に中柱を立てて、内部を三

室に分けていたへこの中柱は柱割からみて棟を

直に受ける棟持柱と考えられ、垂木構造の小屋が

想定される。

4号建物は l号一 3号建物および長方形柱列と
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重複し、また、 6号建物に近接する。柱穴の切り

合い関係から、 4号建物は l号と 3号建物より新

しいといえる。また、 4号建物の中央部屋位置に

検出された焼土26は、 1号柱列の柱穴に切られて

おり、 4号建物に伴わない。なお、発掘調査概報

に4号建物の柱穴とする P234はP235と重複し、

それよりも新しい。この位置は 4号建物と 8間×

5間の長方形柱列の柱が立つ所であり、 P234を4

号建物の柱穴とすると、 P235は長方形柱列の柱穴

となり、 4号建物の方が新しいことになる。しか

し、 2つの柱穴はほぼ同位置で重なっていて、そ

れとは逆の対応も充分に考えられる。したがって、

4号建物と長方形柱列の前後関係は未定としてお

きたい。

長方形柱列と 6号柱列

敷地の中央に東西 8問、南北 5聞の長方形区画

を囲う柱列がある。長さは南面約15.92m、北面約

15.72m、東薗約10.04m、西面約10.lmである。

柱穴の一部に未検出のものがあるが、柱間は各面

とも 2m (6.6尺)前後である。

6号柱列は長方形柱列の桁行を二分する西より

4間目柱筋の中央に柱穴をもち、長方形区画の東

半分を南北に二分してさらに東に延びる 5聞の柱

列である。長さは10.9mで柱聞は西より 2.4mx

2、2.1m、1.95mX2である。方位は長方形柱列

に合うので、同時期の遺構と考え られる。

長方形柱列は 1号-4号建物と重複し、7号と

12号建物に近接する。また、 6号柱列は l号 ・5

号 ・7号の各建物と重複する。柱穴の切り合いカかミ

らすると、長方形柱列は 2号建物より新し〈仁、 6

号柱列は 5号建物より古いといえるη

ロ 5号建物

敷地のほぼ中央にある桁行2問、梁間 2聞の長

軸を南北に向けた総柱建物で、総桁行5.37m(l7.

6尺)、梁間4.36m(14.4尺)である。発掘調査概報

に 2x 3間の規模とするが、そのうち北側 3個の

柱穴P578・596・438は長方形柱列の一部である。

また、北西隅の P432は2号建物東面下屋(3号柱

列)の柱穴であり、それを切って掘られた P430が

5号建物の柱穴と推定される。桁行柱聞は南間約

2.43m (8尺)、北間約2.93m(9.6尺)、梁聞は約

2.18m (7.2尺)等間である。

5号建物は 1号-3号・ 7号の各建物および 6

号柱列と重複し、柱穴切り合いからみると 2号建



物および6号柱列より新しい。

ロ 6号建物

敷地の西北寄りに検出された桁行4問、梁間 3

問の東西棟建物で、総桁行は約 8m (26.2尺)、梁

聞は約 6m (19.7尺)である。南面東第 2柱穴は未

検出である。柱間寸法はややぱらつくが、桁行・

梁間とも6.5-6.6尺程の等間と推定される。桁行

2問自の梁問中央に柱が立つらしく、また、西北

隅より 1問内側に入った位置に柱穴がある。内部

に散在して検出された焼土は当建物に伴うものと

推察される。 6号建物は 2号・ 3号 ・12号の各建

物および 3号礎石建物に重複し、また 4号建物に

接する。柱穴の切り合いはない。

ロ7号建物

敷地の中央東寄りに検出された 7号建物は、桁

行 4問、梁間 3聞の南北棟で、総桁行約8.24m(27 

2尺)、梁間約6.18m(20.4尺)の規模である。内部

に柱を立てず、柱間寸法は桁行 ・梁間とも約2.06

m (6.8尺)等聞である。当建物の柱穴掘り方 P

587、P659の柱痕跡内覆土中から、勝山館跡の終

末期を示すと解されている唐津焼陶磁器(唐津血)

が出土した。この唐津llllは柱痕跡の穴に落ち込ん

だ状態で検出されており、 7号建物は館終末期ま

で下らない時期の遺構と推察できる町。 7号建物

の内部に当たる位置に焼土14・15・23が検出され

た。この所は 1号建物の東九問位置にも相当し、

その帰属は不詳である。 7号建物は 1号・ 3号 ・

5号の各建物と重複し、また、 2号建物および長

方形柱列に近接する。柱穴の切り合いはない。

ロ 8 号~1l号建物

8号建物は敷地の東南隅 ・館東商を巡る棚列に

向かい合って、その内側l.5mほとずの所にある桁行

4問、梁間 3聞の南北棟である。総桁行は約 8m

(26.4尺)、梁間約4.83m(15.9尺)、柱間す法は

ばらつきがあるが、平均すると桁行6.6尺、梁間5.

3尺等間と推定される。北東隅柱が土境27と重複

し、それより新しいとされる。当建物の南辺に近

接して東西方向に初日91Jが走り、その東端は外周の

榔列に達している。

9号建物は 8号建物の北約2.8m離れた位置に

ある2.72m (9尺)四方の建物で、南 ・北両面を

2問に割る。

8号建物に近接し、 9号建物と重複する位置に

11号建物が推定きれている。桁行 3間(約8.2

m)、梁間 1問 (2.8-3.0m)の規模で、柱間寸法

は不揃いである。また、 10号建物は敷地の北辺を

巡る棚列に近接する位置に想定される桁行 2問

(7.28m)、梁間 1間 (2.73m)の東西棟である。

これらは長軸を外周の概列に合わせるので、矢倉

のような施設かもしれない。

ロ12号建物

7号建物の北l.5m程離れて、西辺に検出された

桁行 3間(約 6m)、梁間 2間(約3.8-4 m)の

南北棟建物で、 7号建物に軸線をほぼ合わせる。

柱穴の底面に礎石を据えるものがある。柱問寸法

は東面が約 2m(6.6尺)等問、西面が 2聞に割って

約 3m (9.9尺)問、梁聞はl.7-2 .1m (5.57-6.9 

尺)と不揃いである。内部中央位置に焼土 9が検出

された。12号建物は 2号 ・3号 ・6号の各建物お

よび3号礎石建物に重複し、また、 l号建物と長

方形柱列に近接する。柱穴の切り合いからみて、

2号建物より新しく、 3号建物より古い。

ロ13号 ・14号建物と 15号柱列

13号建物は北側柱を 2号建物の主屋北側Ij柱筋に

揃え、その西方約 4m離れた位置にある桁行 3問、

梁間 2問の南北棟であり、南より l問自に中柱を

立てていた。総桁行は約6.53m(2l.4尺)、梁間約

4.84m (15.9尺)、柱間寸法は桁行約2.18m (7.1 

尺)等問、梁間約2.64m(8.6尺)に2.2m(7.2尺)

である。 2号建物の主屋北似Ij柱との聞に掘立柱塀

と推定される 2間の柱列が検出された。13号建物

の南側l.5m(まなれた西寄りに井戸があるので、こ

の建物は台所であった可能性が強い。13号建物は

竪穴状土撲 2と重複し、それより新しい遺構であ

る。

14号建物は 3号建物の北西隅柱より西方に延び

る長さ約4.38mの板塀と推定される 2間柱列の西

端柱を北東隅柱とする桁行 3問、梁間 2問の東西

棟で、桁行方向を西でやや北に振っている。総桁

行約5.8m(19尺)、梁間約4.15m(13.6尺)、柱間

寸法は1.8-2.1m程である。13号建物と重複する

ので、それと同じ性格の建物として 3号建物に合

わせて建て替えたものと推定される。

15号柱列は13号建物の東南隅柱の南約 1mの所

から南に延びる 3聞の柱列である。この柱列の南

端には東折する 3聞の柱列があり、同じく北端に

は東折する 2聞の柱列がある。各柱列の長さは西

側が約6.4m、南側が約5.7m、北側が約5.2mであ
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り、建物としては纏まらない。南側柱列は南方と

の目隠し、西側柱列は井戸を隔てる目隠し塀の遺

構かもしれない。 2号および13号建物に伴うとも

みられるが、また、北側柱列が3号建物の北より

第 4問自の柱筋に位置するので、 3号建物と関係

する可能性がある。

ロ16号 ・17号建物

16号建物は敷地の西南隅に検出された方 2聞の

総柱建物で、柱穴底面に石を据えるものがある。

矩が悪〈、規模は約4.7-4.8m(15.6尺)四方、柱

聞は7.8尺程である。17号建物と重複し、また、竪

穴状土墳 lの南に近接する。

17号建物は16号建物に重複する 2x1聞の南北

棟で、北側にさらに 1間延びるかもしれない。柱

間寸法は桁行中央間約2.13m(7尺)、南・北両端

間約1.84m(6尺)、梁間約3.32m(ll尺)である。

北に 1間延びるとすると、竪穴状土披 1と重複す

る。

ロ18号建物

4号建物の南側中柱より約1.9m南に離れた位

置にある南北約2.1m、東西約1.25mの規模で、 4

号建物と方位を合わせる。門とも推定されるが詳

らかでない。

ロ19号建物

桁行 2問 (約3.9m)、梁間 1間 (約1.84m)の

東西棟建物で、 l号礎石建物の東側にあって、そ

れと方位をほぼ揃える。10号建物と重複する。

2 )礎石建物跡

ロl号礎石建物

敷地の北西隅辺にある、南北約2.73m、東西約

1.82mの規模をもっ礎石建物である。礎石は径

30-60cmの上面平らな自然石を用い、長軸 ・短軸

とも0.91m間隔にべたに据えられていた。礎石の

問には 5-15cm前後の角礁を敷き詰めていた。平

成 4年度の発掘調査概報によると石敷の下位に一

部見つかった土境から木部の付着した釘がまとま

って出土したとされる。この遺構の建築年代と性

格については今後の調査結果を待ちたい。

ロ2号礎石建物

l号礎石建物の西に検出した鍛冶・銅鋳造跡関

係の遺構中にある建物である。平成 4年度の発掘

調査概報によると、同跡は一段低くなった 6x 5 

m程の場所で、その内に径 2cm前後の砂利が

10-20cmの厚さに堆積していた。礎石はこの砂利
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層の下から検出された。規模は方 3問、南北約 4

m、東西約 3mと推定されるが、遺構が重複し、

しかも礎石が移動しているらしく明確にし得なか

った。これらの関係遺構は、同所検出の焼土層に

含まれる被熱陶磁器類の年代観から、 16世紀初め

頃には使用されていたと推定され、焼土層は火災

による可能性があると指摘されているヘ

なお、 1号と 2号礎石建物は敷地の北西隅にあ

り、それらの南辺には柱穴が多〈見られ、住居と

の聞に目隠し塀が造られたと推察されるが、特定

できなかった。

ロ3号礎石建物

敷地の北方、小石囲配石遺構の西南に接して礎

石を 9個検出した。礎石の大きさは径30-50cm程

である。建物の規模は不明であるが、南北に並ぶ

4個の礎石間隔は南より1.5mx 2、1.6m程であ

る。なお、それらの東0.9mの位置に 3個の礎石が

あり、また南より 3個目礎石の西約6.8mの位置に

も礎石がある。 3号礎石建物は 2号・3号.6号・

12号の各建物と重複する。

3 )竪穴建物跡など

ロ竪穴状土壊 l・2

':¥il穴状土墳 1は敷地の西辺を画すI也境の段下に

ある井戸の南側に検出された。平成 4年度の発掘

調査概報によると、大きさは上面4.6X3.6m程の

隅丸方形で、深さ 1-0.7m、東南に浅い張り出し

をもっ。床面の周囲に柱穴があり、方 2間程の上

屋が推定されている。土墳の覆土中から青磁稜花

皿、鉄鍋12片、釘、小札、陶錘 2点などが出土し

た。その中、青磁稜花皿は上記の鍛冶・銅鋳遺跡

出土の熱変した青磁稜花血の破片と接合している。

竪穴状土焼 2は同じ井戸の北側に接する位置に

ある。南壁は井戸の掘り上げに伴い消失したが、

上面 4X3.6m程の大きさで、深さは上記土横 1よ

り浅い。井戸および13号建物より古い遺構である。

ロ39号竪穴建物

敷地の南辺東寄りに検出された平面2.3X2.5m、

深さ0.9m程の方形竪穴で、南辺中央に幅0.9m、

長き1.5mの内部に向けてゆるい傾斜をもっ張り

出しを付ける。床面周囲に 7本の角柱穴があり、

方 2聞の上屋が架かる。竪穴覆土中から出土した

造物から、本館跡の終末期に近い時期の遺構と推

定されている。39号竪穴は南側隣接地との地境に

跨がって造られており、南側地境がなくなった時



期の遺構である。

〔注〕

1) r史跡上之国勝山館跡 1-XVJ上ノ国町教育

委員会 1980・3-1994・3。松崎水穂「北

海道の城館J(石井進・萩原三雄編「中世の城

と考古学」所収)。 松崎水穂「道南の和人の館」

(網野善彦他監修「よみがえる中世J(4)所収

1989・8)。松崎水穂、「中世道南の様相館跡

調査の二類例から J (f列島の文化史」第七

号 1990・9)。

2) r史跡上之国勝山館跡XII-XVJ前掲。

3) r史跡上之国勝山館跡XIII.XIVJ (平成 3年お

よび4年度発振調査環境整備事業概報)

4) ~史跡、上之国勝山館跡X III J には、 P556 を 1 号

建物の柱穴、それと重複する P555を3号建物

の柱穴とする。 しかし、 1号建物と 3号建物

の各柱痕跡穴を結ぶと、 P555をI号建物、 P

556を3号建物の柱穴と見た方が柱筋がよく

通る (3号建物の項を参照)。

5 )発掘調査概報には P293とP448を2号建物の

柱穴に当てるが、それらに重複し、それらよ

り古い P294とP451を2号建物の柱穴に当て

る方が良いと思われる。 P293・448は長方形

柱列の柱穴であり、他の位置では後者の柱穴

掘方が 2号建物のそれを切る関係が認められ

る。また、概報で 2号建物の柱穴とする P

126-Pl71の柱列は l号建物に伴う塀(1号

柱列)の一部であり、同じく P43-P73柱列

は11号建物の一部である。

6 )発掘調査概報に付記するように、東商に張り

出す P392-P414の柱列は 2号建物の柱穴の

一部である。また、内部にある柱穴の内 P

240・262は l号建物、 P106は2号建物の柱穴

である。

7)先に注記したように、 2号建物と長方形柱列

の柱穴が重複する P451とP448、P294とP

293はP451と294を2号建物、 P448と293を長

方形柱列の柱穴とみた方が良〈、それによる

と2号建物の方が古い。また、 P271は 2号建

物の柱穴、 P270は長方形柱列の柱穴とみるべ

きである。なお、長方形柱列の南西隅柱穴は

4号建物の柱穴と切り合うが、両者の前後関

係が不明なことは前述した。

8) r史跡上之国勝山館跡 XIIIJ(平成 3年度発掘

調査環境整備事業概報)P27。なお、唐津皿

の出土状況などについて、松崎水穂氏より御

教示をいただいた。

9) r史跡上之国勝山館跡 XVJ (平成 5年度発掘

調査環境整備事業概報)の「まとめ」参照。

第 2節東南部の建築遺構1) (付図 2) 

2 -1 敷地と地割関係の遺構

北東地域の東南部は南面と東面を館の中央道路

と東面柵列でそれぞれ画し、北面と西面が東北部

の中心建物地区と西南部に隣接する東西約30m、

南北約15mの台形を呈する地区てあり、その広さ

は約390m'である。東より西に 3区に分けること

ができ、それをA.B.C区とする。

1 )中心建物地区境の地割遺構

ロ溝10・18

構10はC区北面を画す幅30-40cmの東西溝でみ

ある。B区境より西へ約 9mの所で南に折れて南

北に走る溝となる。 5号と 6号建物の柱穴掘り方

に切られる。

溝18はC区北面を闘すl隔40cm程の東西溝で、構

10に重なり、それより西へ約2.5m延びて南に折れ

る。南北部分の構は一部確認したに止まるが、そ

の南端は中央通路の側溝である溝 5に連続すると

推定されている。講10より新しい。

ロ;誇20・21・23

溝20はB区北面を画す幅約60-70cmの東西講

で、構10より 60cm程北に寄った位置にある。長さ

7m程を検出したが、東端は39号竪穴建物に切ら

れて消失する。西端はB'C区境の溝22より西に

延びるらしい。 1号一 3号 .6号の各建物および

9号柱列と重複し、 6号建物の柱穴に切られる。

溝21は溝20の南に接する位置にある l隠50cm程

の東西構で、長さ約6.5mを検出したが、東端は消

失し、西端は南に折れて溝22に連なる。 l号-3

号 .6号の各建物と重複し、 2号と 6号建物の柱

穴に切られる。

溝23は、構20より西へ 2m程延び、そこより南

に折れてB区西面を画す南北溝になると恩われる

が、その一部を検出したに止まった。溝20と重複

する。

ロ 9号柱予Ij

B区北面を函す長さ約6.7mの東西 3聞の柱列

で、柱問は東より 1.95m、1.86m、2.85mと不揃
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いである。西端は南折して 3号柱列になる。1号-

3号 .6号の各建物と重複し、柱穴の切り合いに

よると 3号建物より古い。

ロ内柵列 1・2

内概列 lは第二平坦面の外周を巡る東商棚列よ

り内側に延びて A区北面を画す。外周柵列から

A.B両区境に立つ柱位置まで約 9mあり、西寄

りに幅約 2mの出入口をとり、東側に長さ 6m、

西側に長さ 1mの棚列を立てていた。

内櫛列 2は内榔列 1の東端からやや南に寄って

西に延びる榔列て¥長さ 2m程検出したが、その

先は消失する。

2 )中央道路境の地割遺構

ロj蕎4・5

溝 4は、館主体部を東西に通る旧中央道路の北

側溝である。幅70-80cmの東西溝で、 C区の中央

以東は消失している。

溝 5は、構 4の南に接する東西構で、講 4より

古い時期の中央道路の北側溝である。C区南辺で

一部を検出した。

ロ2号柱列

B区南辺を函す東西 4問の柱列で、長さ約7.2

m、柱聞はl.75-2 m程である。西端で北に折れ

て 1号柱列に連なる。 2号柱列は 4号建物と重複

する。

ロ7号・ 8号 ・10号柱列

7号柱列は当地域南辺を函す東西 8間(西より

1間目未検出)、長さ約16.7mの柱列で、構4の北

約 1mの位置にある。柱聞は東より約2.24mx 3、

l.9m、2.5m、2m、l.9mx 2である。 8号柱

列はC区南辺にある長さ約5.6m、東西 3問の柱列

で、柱聞は東よりl.7m x 2、2.2mである。東西

に延びないので、 5号建物南面の目隠し塀かもし

れない。

10号柱列は 7号柱列の北約 2mの所にあって、

それにほぽ平行して C区中央より東に延びる 5間

柱列で、柱聞は西よりl.6mx 2、l.5mx 2、2.4

m程である。 4号建物と重複する。

3) A区の東面と B区境の地割遺構

第二平坦面の外周を巡る概列はA区東面では直

径 8cm程の丸太を密に立て並べたもので、この位

置で 7-8条の櫛列跡が検出された。この位置は

大手門の脇にあたり、それだけに改修が重ねられ

たと推察される。
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ロ;誇15

A.B両区境にある幅約60cmの南北溝で、南北

両端部を消失するが、北端は内棚亨IJ1の西端柱位

置に至ると恩われる。溝両側壁に一部石積みが残

り、溝内に小穴が散在する。A .B両区境に検出

した唯一の地割遺構であり、平成 2年度発掘調査

概報に遅くとも 5号 ・6号建物の成立時には存在

し、 2号建物と方位が合うことから、それの成立

時に遡る可能性が示唆されている。

4) B ・C両区境の地割遺構

ロ;喬22

溝22は、 I隔30-40cmの南北溝で、造り替えが認

められた。北端で東折して溝21に連なると推察さ

れる。南端は 2号柱列西端柱位置で終わる。i溝21

と22は l号-3号 ・5号 .6号の各建物と重複し、

柱穴との切り合いからすると、それらより古い時

期の遺構である。構21と22に対応する B区の建物

は38号竪穴である。

ロl号・ 3号・ 6号柱列

1号柱列は構22に重なる南北柱列で長さ7.8m

( 4間)を確認したが、北端は不明で与ある。南端

は東に折れて、 2号柱列に連なる。また、南より

2間目柱穴から東に 3聞の柱列が延びる。長さは

約6.8m、柱間は約2.27mである。1号と 2号柱列

は 3号-6号・ 8号の各建物と重複し、 38号竪穴

に近接する。

3号柱列は構22と平行して、その東約40cmの所

を南北に区画する長さ約10m、 6間柱列である。

キ主聞は南よりl.8mx 2、l.7m x 2、l.5mx 2で

ある。北端は東折して 9号柱列に連なり、南端に

も東折して長さ5.6m程の 3間柱列が推定される。

3号柱列は l号・ 3号-6号 .8号の各建物と重

複する。

6号柱列は l号柱列の西約 2mの位置にある南

北 4聞の柱列であるが、南北両端は不明である。

長さは約5.2m、柱聞は約l.3mである。 5号 .6 

号の各建物と重複する。

5) C区の旧地割と西辺の地割遺構

ロ溝12

C区中程で検出した東から西をへて南に曲がる

L型の溝である。東西溝は幅約25cmで、長さ 6m

を検出したが、さらに東に延びる。南北溝は幅約

70cm、南に延びて中央道路を横断する溝6の下位

の溝に連なると推定されている。溝10より古〈、



中心建物地域の区画ができる以前の地割遺構であ

る。

ロ溝10

溝12の東に接して南北に走る幅30cm程の溝で、

南方で幅が広くなり、中央道路を横断する溝 6へ

連続するので、中央道路形成以前の地害IJ溝である

と推定されている。構内に小穴が散在する。北端

で東折して東西溝になる。

ロ溝17・18・19

溝17は、溝10の西2.2-2.4mの所を南北に走る

幅50cm程の溝で、南は中央道路北側溝4に接続す

る。北端は中心建物地区境で東に折れると推定さ

れるが未確認である。溝の内に小穴が散在する。

なお、発掘調査概報によると、溝17の西壁は高さ

60cm程の造成された盛土の段に連続する。溝口は

5号建物の西側柱列と重複し、 5号建物より新し

く、 6号建物に伴う遺構と考えられる。

溝18は、溝17の西側盛土の段を除去した下位に

検出された幅約50cmの溝で、その一部を調査した

に止まる。構18の西側は一段高い平場を切り下げ

て段差を造り出している。溝口より古〈、北端は

東折して溝10に重なり、南は溝 5に接続するかと

推定されている。

構19は、溝口西側の盛土上に南北に配された石

列を除去した下位に検出された幅50-60cm程の

南北溝で、講18より 60cm程西に寄った位置にあ

る。溝の内に小柱穴の列が認められた。構19は中

央道路北側溝 4の手前約 2mの位置で東に折れて

東西溝になるらしく、 C区の西国と南面を画す溝

と推定される。溝18より新しいが、溝17との関係

は不詳である。

2 -2 建物遺構

1) A区

A区では、掘立柱建物跡 1棟 (7号建物)を検

出したのみである。平面は長辺6.2m、短辺1.05m

程の細い菱形を呈し、長辺の中間に 3-4本の柱

穴があるが、間隔は不規則である。仮設的な施設

と考えられ、外周の初日列寄りに長辺を向けること

から、矢倉のような焔設が想定される。

2) B区

B区では、掘立柱建物跡 5棟、竪穴建物跡 1棟

を検出した。そのほかB.C両区に跨がる掘立柱

建物跡 2棟と中心建物地区に跨がる竪穴建物跡 1

棟がある。 ともに館に関係する時期の遺構である。

このうち B.C両区に跨がる 5号と 6号建物につ

いては次項にのべる。

(1)掘立柱建物跡と同柱列跡

ロ l号建物

l号建物は、中心建物地区境に寄せて立つ桁行

3問、梁間 2聞の東西棟で、西より 1間目に中柱

が立つ。柱穴の底面に礎石を据えるものが多く、

北東隅の柱穴は39号竪穴により消失している。規

模は約 6m (19.8尺)x3.45m (ll.4尺)、柱問寸

法は桁行6.6尺等問、梁間5.7尺等間である。なお、

南隅柱より南2.4mの位置にある底面に礎石を据

えた柱穴P43は l号建物に付属するとみられる。

また、 P43の東方 6mの位置にある P404はこれに

対応する柱穴と推定され、 l号建物の南面に梁間

8尺程の下屋もしくは塀が付くかもしれない。た

だし、中聞の柱穴は38号竪穴と重複する位置にあ

り不明である。

1号建物の北側両隅柱よりそれぞれ東西に 2m

離れた位置にある柱穴は両側に取りつく塀の柱で

あろう 。そのうち東柱穴はA.B両区境を画す溝

15の延長にあり、また西柱穴は溝23の位置にある

ので、 1号建物は溝15およびB区西面を画す溝23

と併存する可能性が高い。

1号建物は 2号・ 3号 ・5号.6号の各建物お

よび38号 ・39号竪穴、 9号柱列、溝20・21と重複

し、柱穴掘り方の切り合いから、 3号建物および

39号竪穴より古いといえる。

ロ 2号建物と 5号柱列

2号建物は、 1号建物より南に90cm程寄った位

置に検出した桁行 3問、梁間 2聞の東西棟で、東

より l関目梁聞に中柱を立てて二室に分け、西側

の方 2聞の部屋の中央に鉄鍋を据えた炉を切って

いた。規模は約5.82m (19.2尺)x4.0m (13.2 

尺)、柱問寸法は桁行6.4尺等問、梁聞東面6.6尺等

問、同西面北間5.8尺、南間約7.3尺である。一部

の柱穴は底面に礎石を据える。なお、これの南東

隅柱の南延長線上にある柱穴 P252は、柱問が 2m

(6.6尺)で、しかも柱穴底面に礎石を据えるので

2号建物に伴うと考えられる。これに対応する西

側の柱穴は38号竪穴と、 5号および6号建物の柱

穴が重なる位置にあって不明であるが、 2号建物

は地割面の北方に寄り過ぎており、南面に庇が付

くと見た方がよいかもしれない。 2号建物は梁行

方向が北でやや東に振れるが、これは 3号柱列の
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方向と合っている。 1号 ・3号・ 5号・ 6号の各

建物および38号竪穴、構21と重複し、柱穴の切り

合いから、 2号建物は38号竪穴より新しく、 3号・

5号建物より古いことが分かる。

2号建物の東方約2.75mの所にあって梁行に平

行する南北 3問、長さ 6mの5号柱列は、北端を

2号建物の北側柱筋に揃え、その聞の中央に柱穴

がある。南端は上に推定した南庇の柱穴P252に対

する位置にある。ただし、柱聞は不規則であり、

2号建物に伴 う塀と見ておきたい。 5号柱列は溝

15を越えてA区に跨がっており、 2号建物と 5号

柱列が同時期とすると、これらはA .B両区に分

けられる以前の遺構になる。

ロ 3号建物

3号建物は、 1号建物にほぼ軸線を揃え、それ

より 30cm程南に寄った位置に検出された桁行3.5

問、梁間 2聞の東西棟である。規模は7.18m (23. 

5尺)X3.96m (13尺)、柱聞は6.5尺等間で、東半

聞は 4尺である。西より 2問目梁間に中柱が立つ。

北東隅柱より東へ 2m離れた位置にある柱穴P12

との聞に塀が付くらしい。

3号建物は l号 ・2号・ 5号・ 6号の各建物お

よび39号竪穴、 3号 .9号柱列、講20・21・22と

重複し、柱穴の切り合いからすると 1号建物より

新しく、 5号建物および39号竪穴より古い。また、

9号柱列および溝22より新しく、西面を溝23で画

した時期の建物と推定される。

ロ4号建物

4号建物は、 3号建物と柱筋を揃え、その南約

4m離れた位置にある方 2聞の建物である。規模

は約3.94m (13尺)四方、柱聞は6.5尺等間である。

4号建物は 3号建物と同時期の遺構と推定されて

いる。 5号 ・6号.8号の各建物と重複し、また、

南面を画する 2号柱列と重複する。溝23と6号柱

列とで区画された時期の建物と推定される。

ロ 8号建物

8号建物は、 4号建物とほぼ同位置にある。規

模は 3mX3.5m、方 2聞の建物と推定されるが、

柱間が不規則であり 、建物として纏まらないかも

しれない。 8号建物は 4号-6号建物および38号

竪穴と重複し、 38号竪穴より新しく、 6号建物よ

り古い。

ロ 4号柱列

4号柱列は、 3号柱列とほぼ平行し、その東約
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1mのところにある長さ4.9mの南北 3間柱列で

ある。柱穴は小さく、柱聞は北 2聞が各1.5m、南

聞が1.9mである。これに対応する柱穴は不詳であ

る。 1号一 3号 ・5号・ 6号の各建物と重複し、

柱穴の切り合いからすると、 5号建物より新しく、

6号建物より古い。

(2)竪穴建物跡

ロ38号竪穴

B区のほぼ中央にあり、規模は東西約2.82m、

南北約2.48m、深さ1.5m程、周溝・張り 出しはな

く、底面周囲に柱間 3間x2聞の柱穴があり、そ

の一部に建て替えがみられた。発掘調査概報によ

ると、今までに勝山館で検出された竪穴の中では

規模最大で、最も深いものという 。また、覆土中

から勝山館形成の初期あるいは一部それ以前と推

定される遺物が出土した。遺構の切り合いからみ

ても、 B区では最も古い時期の遺構と考えられる。

ロ39号竪穴

B区と中心建物地区の境に跨がって検出された

竪穴で、両地域では最も新しい時期の遺構である。

これについては第 1節に述べた。

3) B' C両区に跨がる建物

B.C両区に跨がって掘立柱建物跡2棟を検出

した。 5号と 6号建物がそれであり、 C区の中に

立つ建物はなかったとみられる。この点は C区の

性格を考える上で注目される。

ロ 5号建物

5号建物はC区と一部B区に跨がる桁行 6問、

梁間 3聞の東西棟で、当地区では 6号建物につぐ

大型の建物である。規模は総桁行約11.95m(39 

尺)、梁間約5.95m(19.5尺)、柱問寸法は6.5尺等

間である。平面は桁行を 2間毎に三分して、東 2

聞は北側に方 2間 (四問)の部屋と南入側、西 2

聞は南側に方 2間(四間)の部屋と北側に二聞の

部屋をとる。中2間は中央 2箇所に柱穴が検出さ

れている。これが本柱であるがどうか詳らかでな

いが、中 2聞の北面に奥行約0.82m (2.7尺)の張

り出しが付くので、少なくとも北側の柱穴は床束

の掘り方と見てよいであろう 。なお、西四聞の中

央に床束のものと恩われる浅い小柱穴があり、束

建床であったと推定できる 2)。柱は側廻りと内部

間仕切り位置に l問毎に立つ。

5号建物は 1号-4号 ・6号.8号の各建物と

重複し、柱穴の切り合いから 2号建物より新しく、



6号建物より古いといえる。平成 2年度の発掘調

査概報によると、 5号建物は溝18で画された地割

内に位置するとされる。

ロ 6号建物

6号建物は C区から B区半ばに渡る桁行 7問、

梁間 4聞の規模をもっ東西棟建物で、当地区では

最も規模が大きい。 6間x3聞の主屋の南面西 4

間もしくは 6聞と西面 3間に庇を付けた形式で、

主屋は桁行2間毎に間仕切りして 2x 3問(六問)

の三室に分け、↑則廻りと部屋および庇境 1問毎に

柱を立てる。西側六聞の中央柱筋に床束のものと

思われる小柱穴があり、また、同じ部屋の中央位

置に焼土が検出された。主屋の規模は桁行約12.28

m (40.2尺)、梁間約 6m 09.8尺)、柱間寸法は

桁行が6.7尺等問、梁聞が6.6尺等間である。南庇

の出は約2.06m(6.8尺)、東より 2間目柱は30cm

程北に寄っ ている九 西庇出もほぼ同じであるが、

柱筋は南でやや西に振れている。

6号建物は l号-5号・ 8号の各建物および38

号竪穴と重複し、 5号.8号建物より新しいとい

える。発掘調査概報に、 6号建物は溝17て画され

る地割面に位置するとされる。

〔注〕

1) r史跡上之国勝山館跡 XIIJ (平成 2年度発掘

調査環境整備事業概報)

2 )この小柱穴は焼土 1と重複する。

3 )南庇東より 2問目柱穴は、同位置に土墳があ

り不明である。

第3節建 築遺構の時期区分

前 2節で、第二平坦面北東地区の東北部および

東南部より検出された建築遺構について述べ、そ

の中で、遺構の重複と柱穴掘り方の切り合いから

前後関係が判るものを記した。つぎに、それをも

とに両地区の建築遺構について時期区分を試みる。

記述の便宜のため、遺構aより遺構bの時期が新

しいとき acbで表し、また、遺構aと遺構bが

同時期のとき (a，b)で表すことにする。

3 -1 東部地区における遺構の時期区分

1 )東北部遺構

第 l節で検討したことから、東北部の 1号-4

号の各建物と長方形柱列はそれぞれに重複し合い、

しかも、これらは各時期の中心となる建物もしく

は施設であるので、これだけでも 5時期になる。

その前後関係は

a) 2号建物c1号建物 ・3号建物c4号建物

b) 2号建物c長方形柱列

となる。なお、 l号と 3号建物は、 l号建物C3

号建物、の関係が推察されるが、第 l節に指摘し

たような問題点があるので、ここではこれを未定

として、後に中心建物地域と隣接地域を含めた全

体の建物配置との関係から改めて考察する。

一方、 7号建物は 3号建物より新しく、しかも

l号と 5号建物および長方形柱列と重複する。 7

号建物と 4号建物については、 同時期もしくは時

期が異なる、の二つの可能性がある。また、 5号

建物は 1号-3号建物と 7号建物および 6号柱列

と重複し、 2号建物および 6号柱列より新しい。

5号建物と 4号建物についても、 同時期もしくは

時期が異なる、の二つの可能性がある。 5号・ 7

号建物と 4号建物および長方形柱列の組み合わせ

は、つぎの三つに整理できる。

① 7号建物と 4号建物が同時期の場合

( 4号建物 7号建物)と長方形柱列および5

号建物の 3時期が設定される。ただし、 5号建物

は6号柱列より新しいが、長方形柱列と同時期と

みることができ、 2時期に纏められる。これに 1

号-3号建物の 3時期を合わせると 5時期になる。

② 5号建物と 4号建物が同時期の場合

(長方形柱列 6号柱列)c (4号建物 5号

建物)と7号建物の 3時期が設定される。1号-3

号建物の 3時期を合わせて 6時期になる。

③ 4号 .5号 ・7号の各建物の時期が異なる場

メ〉、

4号 .5号 ・7号 ・長方形柱列の 4時期が設定

されるが、長方形柱列と 5号建物を同時期とみる

と3時期に緩められる。 1号-3号建物の 3時期

を合わせて 6時期となる。

以上のほかに、 2号建物 (13号建物および井戸

遺構を伴う )より古い時期の遺構として笠穴状土

壌 2があるので、当地域の建築遺構は 6-7時期

の区分が可能で、ある。

2 )東南部遺構

第 2節に検討したことから、当地区の l号-3

号建物・ 5号・ 6号建物はそれぞれに重複し合い、

柱穴掘り方の切り合いから

a) 1号建物c (3号建物 4号建物) c 5号建
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物C6号建物

の関係が成立する。また、 1号建物は溝15と溝23

および 6号柱列により区画された時期の建物と推

定されるので、 3号 .9号柱列により区画された

2号建物 (5号柱列を伴う)より新しい。

一方、 38号竪穴と 2号-6号 ・8号の各建物は

それぞれに重複し、柱穴切り合いから、 38号竪穴

は2号建物より古〈、当地区では最も古い時期の

建物である。これは同竪穴覆土中の出土造物によ

っても推察できる。 38号竪穴は溝21と構22によっ

て区画された時期である。このほかに、中心建物

地域の区画がなくなった時期の遺構として39号竪

穴があり、また、溝12は中心建物地域の区画が形

成される以前の地割遺構である。以上を整理する

と、

b)溝12C38号竪穴C2号建物C1号建物c (3 

号建物 4号建物) c 5号建物C6号建物C

39号室主穴

の関係が成立し、合わせて 8時期の区分が可能で

ある。

3 )東部地区遺構の時期区分

東北部地区の中心建物遺構に見られる顕著な特

徴は、 2号と 3号建物が東面する南北棟であるの

に対して、 1号建物が南面する東西棟であり、し

かも、その南西に中門廊を持つことである。また

1号 ・2号建物に比べて、 3号建物の平面形式が

充実し、かっ柱問寸4法が6.5尺に統ーされているこ

とも注目される。

一方、その南に隣接する東南部地区では 5号 ・

6号建物以前に C区の中に立つ建物がなく、 C区

は中心建物に到る通路であったと推察される。こ

のことから、 B.C両区に跨がって 5号建物が建

てられたことにより、中心建物へのアプローチが

他の位置に変更されたことが容易に推察できる。

事実、平成 5年度の西南部の発掘調査により、後

の大改修によって敷地の西南から中心建物へアフ。

ローチするように掘立柱板塀と門および通路が造

られたことが判明した。東南部のB.C両区を 5

号建物の立つ屋敷地にして、中心建物へのアフ。ロ

ーチを西南方に変更した時期に対応する東北部の

中心建物は 1号もしくは 3号建物の何れかに限定

してよいであろう 1)。中心建物へ到るアプローチ

は中心建物の正面方向および位置と密接な関係が

あり、 1号建物と 3号建物の時期区分を考えるに
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当たりこの点の配慮も必要である。また、この点

は、東北部では 2号建物から l号および3号建物

と3時期の客殿と推察される中心建物(これにつ

いては後述する)が連続して立てられたことを示

唆し、長方形柱列は l号建物および 3号建物より

新しい時期の遺構とみてよいであろう。つぎに、

以上の観点に立って、前 2項で検討した東北部と

東南部の建築遺構の各時期区分について、それら

の対応関係を考察する。

(1)東北部では 1号建物と 3号建物の 2時期と、

それ以前に竪穴状土媛 2と2号建物の 2時期があ

る。ここでは中心建物を基準にして 2号建物は館

の第 I期に、 1号建物と 3号建物はいずれかを第

II期と第III期に当て、竪穴状土焼 2は館築造過程

の遺構と考えて前 I期とする。

一方、東南部の 5号建物以前の遺構は、構12、

38号竪穴、 2号建物、 1号建物、(3号建物 4号

建物)の 5時期がある。これを中心建物地区の11寺

期に対応させると、溝12は前 I期に、 38号竪穴は

前 I期もしくは第 I期に、 2号建物は第 I期に、

1号建物と(3号建物 4号建物)は第II期に、

そして 5号建物は第III期に当てることができる。

このうち、 38号竪穴と 2号建物は重複するので、

38号竪穴を第 I期とすると、第 I期は 2小期に分

けられる。同様に、 1号建物と 3号建物は重複す

るので、それぞれ第II-1期と II-2期に分ける。

(2)東北部では l号・ 3号建物以後に、 4号・ 5

号 ・7号建物と長方形柱列の組み合わせにより 2

-3時期の区分が可能である。一方、東南部の 5

号建物以後の遺構は 6号建物と 39号竪穴の 2時期

であり、 39号箆穴が中心建物地区の区画がなくな

った時期であることを考慮すると、東北部は l

-2期に大別するのがよいであろう。つぎに、第

l項で検討した 3つの場合について、東南部の建

築遺構との対応関係を考えてみる。

①4号建物と 7号建物が同H寺期の場合

( 4号建物 7号建物)と(長方形柱列 6号柱

JIJ. 5号建物)の 2時期に大別される。 4号建物

は敷地の西南に寄っているが、中心建物地域の区

画が存続した時期の遺構であり、東南の 6号建物

の時期に対応させるのがよいであろう。また、 7

号建物は柱痕跡穴覆土中から出土した唐津皿の年

代観により、館の終末期まで下らないと推察され

ることも考慮すべきである。一案として、(4号建



物 7号建物)を東南部の 6号建物に対応させて

第IV期に当て、長方形柱列を同じく 39号竪穴に対

応させて第V期とする。

② 5号建物と 4号建物が同時期の場合

長方形柱列は第IV期になる。 4号建物と 5号建

物は同時期で、それと 7号建物の何れかが第V期

と第VI期に当てられる。 4号建物の時期は中心建

物地域の区画が存続したと推察されるので、これ

が第V期あるいは第VI期になる可能性は少ないで

あろう 。また建物配置からすると、(4号建物 5

号建物)とするよりは、①の(4号建物 7号建

物)とする場合の方がよい。

③ 4号 ・5号 ・7号の各建物の時期が異なる場

メ〉、
ロ

長方形柱列と 5号建物は l時期に緩められるが、

4号建物と 7号建物は時期が異なるので合わせて

6期になる。 4号建物と 7号建物をIV-1期と 2

期にする案も考えられるが、 7号建物は規模が小

さいのでその可能性は少ないであろう 。

これを要するに、①の場合の可能性が最も高い

といえよう 。つぎに、これをもとに東北部と東南

部の建築の時期区分を試みる。

3 -2 東北部遺構の時期区分

東北部地区で検出された 1号建物と 3号建物は

館の中心建物と目され、前項に述べたごとしそ

の時期は第II期もしくはIII期と推察される。つぎ

に、主として中心建物へのアプローチとの関係か

ら、両者の時期を検討する。

(1)南方通路からのアプローチとの関係

第II期の中心建物へアプローチする通路は南方

の東南部地区にあり、東辺を溝23、西辺を溝18で

画し、そのl隔は約 9m (30尺)である。これは第

I期の通路(東辺と西辺を 3号柱列と溝10で画す、

幅は約 8mである)を西に 6尺程寄せて造られて

おり、この通路の付け替えは館の中央道路の整備

に関連する計画的な工事であったと推察される。

第II期の南方通路と中心建物の関係をみると、 l 

号建物は中門廊南萎がこの通路に相対する位置に

ある。すなわち、中門廊東側柱は溝23にほぼ揃う 。

一方、中門廊東側柱からその西に平行して立てら

れた 1号柱列(板塀)までの距離が約30尺である

から、 1号柱列は通路西辺を函す溝18にほぼ揃う

ことになる。また、溝18が東折する敷地境より中

門廊南妻までの距離は約30尺てあり、 1号建物の

主屋はそれより 2間北に入るので、その南庭も広

くとれている。

一方、 3号建物は西側柱通りが通路中央より東

寄りに位置し、しかも、南側柱が 1号建物の中門

廊南妻より南に約 5尺寄った位置にあるので、南

庭が狭くなっている。 3号建物の西方にある15号

柱列は後方の台所などを隔てる目隠し塀と推定さ

れるが、 1号建物に比べると南方通路との関係に

難点があるといえよう 。

(2)西面南門からのアプローチとの関係

第III期に、東南部地区では B.C両区が5号建

物の立つ一屋敷地となり、南方通路が廃止された。

それに伴い、中心建物へのアプローチは西南に変

更された。第2章に詳述するように、この時期に

は西部地区の南半分が広場となり、中心建物地域

の西辺を画す 1号柱列(板塀)の南端に中心建物

へ到る関口12尺の門が聞かれた。

1号建物は西南に中門廊が突出するので、この

方向からのアプローチに対しても充分対応できる

配置である。しかし、第III期に東南部に立てられ

た5号建物の北而に目隠し塀に相当する遺構が検

出きれないので、 1号建物は南方の 5号建物の背

面と向き合うことになり、配置上からみて難点と

なる。

一方、 3号建物へは後方からアプローチするこ

とになる。ただし、南方からのアプローチに比べ

ると、中心建物の東方の広がりが見透せるので、

3号建物としては西南からアプローチする方が適

している。

(3)防御面との関係

第凹期に東南部に 5号建物を立て、中心建物へ

のアプローチを西南に変更したのは、館内の防御

と密接な関係があったと推察される(これについ

ては後述する)。この観点から 1号と 3号建物の配

置をみると、西南の入口より東側に奥まり、東方

を望む位置にある 3号建物の方が防御を考慮した

商己置といえよう 。

(4)平面形式と柱問

両建物の平面規模と形式を比べると、 3号建物

の方が縫っていることは明らかである。また、 l 

号建物の柱間寸法は桁行6.5尺等問、梁間6.4尺等

聞で、桁行と梁聞に 1寸の違いがあるのに対して、

3号建物は基準柱間が6.5尺に統ーされている。こ

れらの点は 3号建物の方が年代的に下がることを
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示すと考えられる。

以上要するに、 1号建物は第II期の、 3号建物

は第III期の中心建物であった葉然性が高いといえ

るであろう 2)。

さて、第 I期の 2号建物に付属する建築遺構と

して、その西側にあって北面を揃える13号建物と、

その南の井戸がある。また、敷地の西南隅にある

16号 ・17号建物と竪穴状土境 lは I期から II期の

遺構であり、前二者は重複するので、 16号建物を

I期、 17号建物と竪穴状遺構 lをII期にあてる。

第II期の 1号建物に付属する建築造構に 1号柱列

と、上記の17号建物、竪穴状遺構 1、井戸があり、

敷地の西北隅に検出した鍛冶 ・銅鋳造跡の 2号礎

石建物も出土遺物から II期に比定できる。このほ

か、 1号建物の北側にある 6号建物は、 2号 .3 

号建物と重複し、また 4号建物に接するので、 l 

号建物と方位をやや異にするが、それに伴う台所

遺構と推定される。また、 6号建物に重複する12

号建物は 2号建物より新しく、 3号建物より古い

ことが、柱穴掘り方の切り合いから知られる。12

号建物は l号建物 ・4号建物および長方形柱列と

重複しないが、 4号建物と長方形柱列は 3号建物

より新しいので、 12号建物が併存できるのは 1号

建物に限定される。なお、これは 1号建物が3号

建物より古いことを間接的に示している。

第III期の 3号建物に付属する遺構は、その西側

にあって北面を揃える14号建物と井戸、およびそ

れらの南にあって目隠し塀となる15号柱列である。

前期の鍛冶 ・銅鋳造跡遺構はこの時期にも存続し

たと推定される。また、 3号建物の北側に検出さ

れた庭園の一部とみられる小石囲配石遺構は、後

に述べるように 3号建物に伴うと推定される。こ

のほか、 III期に西部地区境に XIV-1号 ・2号柱

列などの板塀が造られたが、これについては第 2

章に述べる。

第IV期の4号建物に伴う遺構として、 7号建物

がある。また、これらの西方にある 3号礎石建物

は東北隅礎石が小石困配石遺構の上に据えられて

いる。この建物は 2号・ 3号.6号 ・12号の各建

物と重複し、 4号建物の方位とほぼ合うので、 IV

期の遺構と推定される。

第V期の長方形柱列に伴う遺構に 6号柱列と 5

号建物がある。また、東南部地境に検出した39号

竪穴も V期に推定される。
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以上、東北部建物遺構の時期区分はつぎのよう

に整理される。

前 I期竪穴状土墳 2

第 I期 3号建物、 13号建物、 16号建物

第II期 1号建物、 6号建物、 12号建物、 17号建

物、竪穴状土境 l、3号礎石建物

第III期:3号建物、 14号建物、 3号礎石建物

第IV期:4号建物、 7号建物、 3号礎石建物

第V期 :長方形柱列、 5号建物

3 -3 東南部遺構の時期区分

3 -1に述べたように、溝12は前 I期、 38号竪穴

建物は前 I期もしくは第 I期に推定される。38号

竪穴建物の敷地区画は北辺と西辺が構21と構22と

考えられるが、南辺と東辺が不明でbある。構22の

南端は B区南辺を函す 2号柱列の西端で終わるの

で、このあたりに南辺の区画を求めてよいかもし

れない。なお、 2号柱列は西端で北折して 1号柱

列につながる。 l号柱列はII期まで下らず、構22

と同時期かもしくは I期の遺構である。B区北面

を画す溝21の北に接して溝20が造り替えられたが、

これらは38号竪穴建物もしくは第 I期の2号建物

に伴う遺構と考えるのが穏当であろう 。

第 I期の 2号建物は東側に 5号柱列を伴う 。こ

のI時期には未だAB区はー敷地であり、西辺と北

辺を 3号柱列と 9号柱列で画していた。南辺区画

は不明であるが、 3号柱列の南端は 2号柱列の北

0.9mの位置にあるので、このあたりが南限と推定

される。上記の l号 ・2号柱列が第 I期に下がる

とすると、 3号 .9号柱列はそれの造り替えと考

えることもできる。一方、第 I期のC区は空地で

あり 、中心建物に到る通路であった。西辺と北辺

は講10で区画される。

第II期に館の中央道路が造られ、当地区南辺を

画した。また、当地区は 3区に分けられた。館の

東面概列に接するA区は西辺を溝15、北辺を内榔

列 2で区画した敷地であり、その内に矢倉のよう

な遺構が造られたと想定される。B区の 1号建物

はII-1期の遺構であり、その南にある 8号建物

がそれに伴うと考えられる。 3号建物と 4号建物

はそれらを建て替えたものでII-2期の造一械であ

る。II期の区画遺構は北辺が溝口、西辺が溝23と

6号柱列と推定される。C区は空地で、西辺と北

辺を溝18で函す。前期同様、中心建物に到る通路



であった。

第III期にはC区の通路を廃して、 B区と C区を

合わせた屋敷地とし、その内に 5号建物がたてら

れた。I也割遺構は前期と同じであるが、南辺は 7

号柱列で画したかもしれない。A区は北辺区画を

内榔列 lに改め、その内に矢倉と考えられる 7号

建物が立つ。

第IV期の地筈IJ面は前期とほぼ同じであり、南辺

と西辺を中央道路北側溝 4と溝口で画す。建物は

6号建物 1棟である。なお、第V期には 6号建物

はなく、空地であった。

以上、東南区の建物遺構は、つぎのように時期

区分される。

前 I期溝12

前 I期~第 I期:38号竪穴建物

第 I期 2号建物

第II:lIJj:1号建物、 8号建物、 3号建物、 4号建

物

第III期・ 5号建物、 7号建物

第IV期 6号建物

第V期空地

表 1は、以上に検討した、第二平担面北東地域

の東部地区における建築造構の時期区分を整理し

たもので"ある。

〔注〕

1 )後述のように、 l号-3号建物は客殿であっ

たと考えられるが、 4号建物は客殿のような

中心建物ではない。

2) 3号建物が第III期の遺構であるとすると、 l

号建物と重複する柱穴のうち P555は 3号建

物、 P556は 1号建物の柱穴と見なくてはなら

ない。ただ、そうすると 3号建物の柱のうち

P555のみ柱間と柱通りが乱れることになり、

3号建物の柱配置と柱間寸法が整っているだ

けに疑問が残る。これについては、後考を待

ちたい。

表V-l 第二平坦面北東地域東部地区における建築遺構の時期区分

時期 東北部遺構 東南部遺構

前 I期 竪穴状土墳 2 溝12

前 1- 38号竪穴

I期 溝21・22、溝20、 1号 ・2号柱列

I期 2号 ・13号・ 16号建物 2号建物 .5号柱列

井戸 3号 ・9号柱列、溝10号

II期 1号.6号・ 12号・ 17号建物、 1号 .8号 .3号.4号建物

2号礎石建物、竪穴状土墳 1 6号柱列、溝 5・15・18・23

1号柱列、井戸 内概列 2

III期 3号・ 14号建物、 2号礎石建物 5号 ・7号建物

15号柱列 溝 5・15・18

小石囲配石遺構、井戸 7号・ 10号柱列、内櫛列 1

IV期 4号 ・7号建物、 3号礎石建物 6号建物

構 4・15・17、内概j"IJ1 

V期 長方形柱列、 5号建物、 39号竪穴 空I也

6号柱列
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第 2章 西部地区における建築遺構と時期区分

第 l節西北部の建築遺構1) (付図 2) 

1 -1 地割関係の遺構

西北部は中心建物地区の西に隣接する南北

35-40m、東西15-19mにわたる地域である。こ

の地区は地割の溝及び掘立柱塀もしくは垣により、

北から南に 3区に分けられた時期があり、また、

南の 2区はさらに東・西に小分割された時期があ

った。これら地割の溝と柱列は、多いところでは

3 -4回の重複が認められ、また、地割を跨いで

建てられた建物があるので、時期により地割が変

更されたことが知られる。以下、北から南の 3区

をA・B.C区とし、 B.Cの小区を東より 1・

2区とする。

1 )中心建物地区境の地割遺構

中心建物地区(東北部)との境は当地区の土地

がやや高〈南から北に0.2-0.8mの段差があり、

これが地境になっている。この段上の地境寄りに

南北行の掘立柱列が 2条検出された。このほか

A.B.C区の各東辺を画す柱列や溝などが検出

された。

ロl号柱列

中心建物地区の西寄りにある井戸の西方l.5m

の所から南方に延びる南北行 6聞の掘立柱列で、

長さは約12.04m (39.5尺)、柱聞は約2.0m(6.6尺)

間隔である。平成 5年度の発掘調査により、これ

はさらに南に 1間続き、その南端柱聞が約3.68m

(12尺)と広〈取られていることが判明し、そこに

間口12尺の門が関かれたと推察された。 1号柱列

の上面には焼土と炭化材が見られ、板塀が焼失し

たことを窺わせた。

ロ2号柱列

1号柱列の北端柱より西方に約l.9m(6.2尺)折

れ、それより北方に延びる南北12聞の掘立柱列で、

北端は館主体部の北面外周を巡る概列に到る。長

さは約24.4m(80尺)、柱聞はl.83-2.17mとぱら

つき、平均すると約 2m (6.6尺)である。なお、 2

号柱列の南端から北 3間目柱間(P694-P 696)の

東側段上に石段と推定される石積があり、そこに

門が聞かれた可能性がある。

ロ礎石列

l号柱列の東0.5-0.6m離れた段上の位置に、

柱列に平行して南北に並ぶ礎石列がある。礎石は

大きいもので也長径60cm、短径50cm、小さいもので
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径30cm程である。柱間は北 3聞が各 2m(6.6尺)

程、南端は約 1m(3.3尺)であり、南北に延びるか

どうか不詳である。北端の礎石は井戸の西南l.5m

に位置し、 1号柱列の焼失後、井戸を埋めて据え

られたことが判明 した。

ロ3号柱列

A区東辺にあって、 2号柱列の東方l.5-2 mの

位置に検出された南北 3問、長さ6.5mの掘立柱列

で、柱聞は2.7m、1.8m、 2mと不揃いである。

この位置は段が削られていると思われ、南北に延

びるかどうか不明である。

ロ4号柱列

A区東辺にあって、 2号柱列の西方2.1-2.2m

の位置にあり、北面外周榔列の手前0.8mの所から

南に延びる南北 5聞の柱列で、長さは約1l.lm、

中主聞は2.1-2.3mである。

ロ5号柱列

4号柱列の西側0.9mの位置にあって、それと平

行する長さ9.4m程の南北柱列で、柱問寸法は南 l

聞がl.7m、北 2聞がl.5m間であるが、中央は柱

穴が多く重複していて特定できない。 5号柱列は、

それより西方約 4.2m離れた位置にある南北に並

ぶ数個の柱穴 (5'号柱列)とともに一棟の建物に

纏まる可能性が高い。 1号建物(もしくは 1'号建

物)および12号建物と重複し、柱穴掘り方の切り合

いから、それらよりも古いといえる。

ロj者19・20・21

C 1区の東面を画する溝が 1号柱列の西側に近

接して三条検出された。西より溝19・20・21であ

る。講の幅は15-20cm、前後関係は明確でレない

が、 C1区と 2区境の溝16-18の前後関係からす

ると溝19・20・21の順に新しくなるらしい。C1 

区南東に検出した東西溝 (溝25)がこれら三条の

溝を切り、かつ 1号柱列の柱穴掘り方P239がこの

東西溝を切るので、 1号柱列より古いことが知ら

れる。

2) A区地割

A区東辺には上記 2号・ 3号・ 4号柱列があり、

北辺は館主体部外周を巡る棚列で画される。

ロ溝4の1・2

西辺は B2区西面を画する溝 4の 1もしくは溝

4の2が北方の棚列まで延びるらしい。

ロ6号.6'号柱列

6号柱列はA区西辺寄りにある柱間 6聞の南北



柱列であり、柵列の手前l.2mの所で東に折れて東

西 3聞の柱列に続く 。長さは西面柱列が約10.5m、

北面が約 6m、柱聞は西面が北よりl.5mx 2、l.

8mx 2、2mx2、北面が約 2m等間である。な

お、 6号柱列の東方約 4m離れて、それに平行す

る南北 4聞の柱列 6'号がある。柱聞は北より順に

約1.85m、1.78m、1.8m、2.17mであり、このう

ち南 3聞は 6号柱列の西面南より 2-4間柱穴と

対応し、また北側の柱穴掘り方P1151とP863の中

央位置に P917があるので、 3間x2聞の建物にま

とまると思われる。

ロ7号柱列

6号柱列の西方約1.4m離れて、それに平行する

7号柱列はA区西辺を画する塀であろうか。南北

4聞の掘立柱列で、長さは約7.2m、柱間はl.6

-1.95mである。

ロ8号柱列と溝 1・2

B区との境にある 8号柱列は、 B1区の南北西

の 3辺を画するコ字形の柱列である。A区と B1 

区境では東西 4問、柱問l.2-l.5m、長さ約5.2m

であり、 A区との境東端は関かれていたらしい。

8号柱列は 6号建物と溝 1に重複する。

溝 1はB区との境を画す幅20-25cm程の東西

で、 B1区と B2区の境より西でやや北に振れる。

溝2はA区とB2区を商する東西溝と推定される

が、B2区北東隅で溝 1の北側に接して一部を検

出しただけである。なお、構 2は東に延びて B1 

区北面を画していた可能性もある。構 2は溝 lよ

り古い。

以上、溝 1と2号柱列の地割および 7号柱列を

もとにすると、 A区は東西約16m、南北が西辺で

約1l.5m、東辺で約16m、広さ約220m2て"ある。

3) B区地割

B区東辺は 2号柱列で画した時期がある。

ロ8号柱列と溝3

B 1区と B2区境には幅30-40cmの南北溝 3

とそれに重複して南北 4聞の 8号柱列がある。 8

号柱列は北端で東に折れて溝 lに重複する東西 4

聞の柱列に続く 。南北柱列の長さは約7.9m、柱聞

はl.9-2.1mである。

ロ溝 5と溝 6の 1・2

B区と C区の境に東西の溝 5と溝 6の 1・2が

ある。溝 5は幅約30cm、溝 6の 1は溝6の 2の北

に重複するl幅約30-40cmの溝で、溝 6の 2を付け

替えたものである。溝 5が古〈、東半部を消失し

ているが、 C1区東商を画する溝19-21のいずれ

かに繋がると推定される。溝 6は溝 5の南約0.8m

の位置にあってそれに平行し、西端はB2区西面

を画す溝4から東端は溝21に到ると推定される。

ロ9号 ・10号柱列

9号柱列は溝 6の北方l.1-1.3mの位置にある

東西 5聞の柱列で、東端は 2号柱列の南端柱穴P

693に取り付き、西端はB区西辺の区画溝 4の手前

約70cmの所に到る。長さは12.5m、柱聞は東より

3.12、2.15、2.15、1.96、3.08mとぱらつき、中

間に未検出の柱穴があるかもしれない。 9号柱列

は2号柱列に伴う遺構である。なお、 9号柱列の

西側 2本目柱 (P514)より北方に延びる南北 3問、

長さ 5mの柱列と、 B2区の北寄り、 9号柱列の

北方 6mの位置にある東西行 4問、長さ6.6mの10

号柱列は、 9号柱列と同時期の遺構と推定される。

ロ溝 4の 1・2と11号 ・12号柱列

B 2区の西辺は幅約30cmの南北溝 4の lで画

した時期がある。また、溝4の 1に重複し、それ

より古い構4の2がある。

11号柱列は溝4の lの東に接する位置にある南

北 2聞の柱列て¥A区境より南へ 8mの所(P388)

で西に折れ、東西行の12号柱列に続くらしい。12

号柱列は 4問 (長さ7.7m)を検出したが、先は調

査区外である。

ロ溝13・14と道路

12号柱列の南には東西に走る溝13・14があり、

両溝の閑は幅約 3mの通路であったと推定される。

この通路はB区の西側で南方に折れて、館中央の

東西道路に到ると推定される。

以上、溝 1・4・6と2号柱列の地割をもとに

すると、 B区は東西約14m、南北が西辺で約10.5

m、東辺で約9.5m、広さ約140m2である。

4) C区地割

先述のとおり、 C1区東辺を画する遺構に溝

19・20・21と1号柱列があり、 C1区と C2区の

北辺には溝 5と溝 6の 1・2および9号柱列があ

る。溝19・20・21は 1号柱列より古い。

口;糞16・17・18

C 1区と C2区境には三条の南北溝、西より溝

16・17・18がある。幅は溝16が約40cm、溝口が

20-30cm、溝18が約30cmで、ある。溝16が古〈、南

方で東に折れ、溝17に切られている。
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溝16の東約 1mの位置にある溝17はC区をほぼ

二分する長き約10mの溝で、南端は東方に折れて

4.5m程延びるが、その先は消失する。

溝18は溝17の東約 1mの位置にあ り、この中で

は一番新しい。なお溝18の西側に接して南北に延

びる講の一部が検出された。溝18はこれを付け替

えたものらしい。

ロ溝15

溝15は溝16の西約l.7mの所にある南北溝で、 C

2区の北辺溝 6より南約 3mの所から東に折れて

溝16に切られている。C区地割ができる以前の古

い溝で、南は西南部地区に延びる。

ロ溝22・12・11
C2区西辺を画する遺構に溝22と溝12・11の3

条の南北溝がある。溝22・溝12・溝口の順に新し

くなる。溝22はB区境より南へ約7.2mのところで

終わり、それより南はやや西に振れて西南部D区

西辺を函す講18に連なる。溝22と溝18はほぼ同位

置で造り変えが認められた。溝の幅はともに

30-40cmほどである。B区境から南約7.2mの所

にC区と D区境があったと推定されるが、両区を

分ける溝は検出されなかった。

溝12は溝22の東に接し、その東側は溝口に重複

して切られている。B区境より南へ約1l.4mの所

で東折し、東へ2.2mほど延びてその先は消失す

る。C区が溝22の時期より南に拡張きれ、 D区に

食い込んだ時期の地割溝である。溝12は東折した

東西講の部分に造り変えが認められた。

溝口は幅40-50cmの溝で、 B区境より 10.5mの

所、溝12の手前で東折し、 2.2m程東に延びて消失

する。

ロj禽17・23・24・25

C1区南辺を画する遺構に溝17・23・24の3条

の溝がある。構17はC1区西辺の講の続きである。

溝23は幅約80cmの溝で、西方で構16・18に重な

り、東端および西端は南に折れて南北溝となる。

溝24はC1区東辺の溝19・20を切ってさらに東方

に延びて中心建物地区に到る。現存長さは 7mほ

どである。西端は南折して西南部のD区と E区境

の溝につながる と推定されるが、 2号竪穴と重複

していて不詳である。

溝25は溝24の北約l.3mの位置にある東西溝で、

C 1区側に長さ 4m程を検出したが、南辺を画す

る溝ではないかもしれない。溝19・20・21を切っ
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てさらに東方に延びる。 1号柱列と重複し、その

柱穴掘り方に切られている。

以上、溝 5・19・22・23の地割をもとにすると、

C区は東西約13.5m、南北が東辺約10m、西辺約

7.2m、広き約116m2で、ある。

1 -2 建物遺構

1) A区の建物

A区てーは館に関連する時期の建物遺構として、

掘立柱建物跡 7-9棟、竪穴建物跡 5棟が検出さ

れた。掘立柱建物跡は 1号-3号建物および9号

-12号建物、それに 5号 ・5'号柱列と6号 .6'号

柱列はそれぞれ一棟の建物としてまとまると思わ

れる。竪穴建物跡は41号・ 42号 .43号 .45号竪穴

の4棟で、ほかに41号竪穴の南でB区境の溝 1. 

溝2に重複する位置にある不定形な落ち込みは竪

穴建物跡の可能性が指摘されている。これを44'号

竪穴と仮称する。

(1)掘立柱建物跡

ロl号建物

A区の東寄りにある桁行5問、梁間 3問の南北

棟建物で、南側柱は B1区境の溝 1の北 1mの位

置にある。調査概報によると柱聞は梁間 3聞が5.3

尺等問、桁行北側 3聞が7.3尺等問、南側 2聞が

6.5尺と4.5尺で、 北から 2間目柱筋に中柱二本を

立て、間仕切りしていた。柱穴の底面に礎石を据

えたものがある。なお、遺構図を見ると、 1号建

物柱穴の中、北西隅の P1196は西側柱通りより西

側にやや外れた位置にある。これに対して、それ

の南東0.5mの所にある柱穴 P1197は西側柱通り

にのり、しかも柱穴底面に礎石を据える。また、

P1l97の東側にはそれに対応する 2問分の柱穴P

1186とP1205があり、これらが l号建物の北側柱

を構成すると解することができる。また、 北から

2間目柱筋に中柱が 1本ないし 2本立ち、南から

2間目柱筋の中央に柱穴P1026がある。これによ

ると、 1号建物は桁行4問、梁間 2聞の身舎の南

面に下屋を付けた形式と推定される。これを 1'号

建物と仮称する。身舎の規模は桁行約8.12m、梁

間約4.82mで、柱問寸法は桁行北より第l問が約

l.76m(5.8尺)、第 2聞と3聞が約2.26m(7.4尺)

等間(東面北より3間目柱穴は未検出)、第 4間が

約l.84m (6尺)、梁聞は約2.41m(7.9尺)等間で

ある。南面下屋の出は約l.37m (4.5尺)、南面柱

聞は両脇間約l.66m (5.5尺)等問、中央間約1.5m



( 5尺)である。

1 '号建物は12号建物、 5号柱列および41号竪穴

と重複し、また 2号建物の一部と重なり、柱穴の

切り合い関係からすると、 5号柱列より新しく、

2号建物より古いといえる。柱間寸法は不規則で

あるが、桁行に7.3尺もしくは7.4尺問があり、古

制が認められる。なお、 1'号建物の身舎中央およ

び東南隅に当たる位置に焼土23と焼土 4が検出さ

れたが、当該建物に伴うかどうか不詳である。

ロ 5号柱列建物

5号柱列の西方約4.2m離れた位置に、それと平

行する南北柱列 (5'号柱列)があり、間柱列は一

建物に縦まる可能性が高い。これを 5号柱列建物

と仮称する。規模は桁行 3間で約5.35m(17.5尺)、

梁間約4.2m(13.8尺)、柱問寸法は桁行中央問6

5尺、両j協間5.5尺、梁聞は 2間で6.9尺程と推定さ

れる。 5号柱列建物は 1'号 ・2号・ 12号建物、 41

号竪穴と重複し、柱穴の切り合いから 1'号建物よ

り古いといえる。

ロ2号建物

A区西寄りに検出した桁行 5問(西国約10.13

m)、梁間 3問(北面約5.89m)の南北棟建物で、

1 '号建物と棟方向を合わせ、東側柱が 1'号建物

の西似u柱に重複する。東側南から第 3本自の柱穴

掘り方P982が 1'号建物の柱穴 P983を切るので、

1 '号建物より新しいことが判明した。南側柱の柱

穴掘り方は B1区と B2区にかかり、 A区と B区

境の構1を切っているので、この時期にはA.B

両区を一屋敷地にしていたと推察される。 2号建

物は南側より第 2問目柱筋に中柱 2本を立てて内

部を 3x 3聞と 2x 3聞の二室に分けていた。北

側方 3問の音1¥屋の南寄り中央に焼土21を検出した

が、 2号建物に伴うかどうか未詳である。柱間寸

法は調査概報に6.6尺等聞とされる。なお、遺構図

に当たると梁行柱聞はそれよりやや短〈、6.4尺等

聞に推定した方がよいかも知れない。 2号建物は

西北部地区において検出された建物の中で、規模

が最も大きく整っている。

2号建物と重複する遺構は、 1'号建物と溝 lの

ほかに、 A区では 3号および9号-12号の各建物、

5号柱列建物、 43号.44'号.45号の各竪穴、 B区

では 4号 ・5号 ・15号の各建物、 8号柱列、 44号

竪穴がある。柱穴掘方の切り合い関係からすると、

2号建物より古いものに 1'号建物、 43号 .44号・

44'号の各竪穴、構 1・2があり、新しいものに 3号

建物と 12号建物が知られる。

ロ 3号建物

2号建物跡より西へ 1間寄った位置に検出され

た桁行4問 (約8.04m)、梁間 3問(約6.04m)の

南北棟建物で、 2号建物と棟方向をほぼ合わせる。

北から第 1関目柱筋に中柱 2本を立てて二室に分

ける。先述の焼土21は南側方 3問の部屋の北寄り

中央間位置にあるが、 3号建物に伴うかどうか未

詳である。柱間寸法は桁行・梁間とも約2.01m(6. 

6尺)等聞と推定される。

3号建物と重復する遺構は、 A区では 2号およ

び9号-11号の各建物、 43号 ・44'号 .45号の各笠

穴、 B区では 4号・ 5号 .15号の各建物、 44号竪

穴、溝 1・2・4がある。柱穴掘り方の切り合い

により新旧関係をみると、 3号建物は 2号建物、

43号 .44'号 .45号の各竪穴および溝 1・2・4よ

り新しい。 3号建物の時期は 2号建物の時期と同

様、 A'B同区が一屋敷地であったが、西側の境

はそれよりも少し西方に拡張されたと推定される。

ロ 9号建物

A区の西北隅に検出した桁行3問(約5.98m)、

梁間 2問(約4.0m)の南北棟建物である。南東隅

柱穴は45号竪穴の覆土を掘り込んだと恩われるが、

未検出である九 柱問寸法は、調査概報に6.6尺等

聞とされる。棟通りの桁行中央に中柱が立ち、西

側中間中央および北側各柱問中央に間柱と思われ

る柱穴掘方がある。また、棟通り中柱の南約l.2m

と北約l.lmの位置にある小柱穴はこの建物の床

束の痕跡であろう 。これらの点から、 9号建物は

棟持柱形式の念の可能性がある。

9号建物と重複する遺構は、 2号.3号・10号・

11号の各建物、および45号竪穴である。柱穴掘り

方の切り合いによる新旧関係は不詳である。

ロ10号建物

A区西寄りにある桁行5間(東面約9.9m、西国

約9.65m)、梁間 2問 (約4.04m)の南北棟建物で

ある。西側柱の一部に未検出のものがある。柱間

寸法はばらつきが大きく、桁行が約l.83m(6 

尺)、 2m (6.6尺)、 2.15m(7尺)、梁聞が約l.

95m (6.5尺)、 2.1m(6.9尺)と一定しない。な

お、 10号建物の西約l.94mの位置にある南北 4聞

の 7号柱列は10号建物と平行し、その西面柱聞に

ほぼ対応するので、 10号建物の下屋もしくは目隠
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し塀の可能性も否定できない。

10号建物は 2号 ・3号.9号・ 11号の各建物、

43号・ 45号竪穴および溝 1と重複し、遺構の切り

合いから43号・ 45号竪穴より新しいといえる。

ロ11号建物

西側柱に 6号柱列の 3問分をあて、その東側約

4mの位置にある南北行のか号柱列と組み合わ

せてー建物としたものである。A区西寄りにあり、

桁行3間(東面約5.72m、西面約5.64m)、梁間 2

間(約4.04m)の南北棟建物が想定される。南側

中央の柱穴は未検出である。11号建物の西側柱に

は北端から北へ 2問、それより東折して 4聞の 6

号柱列が取りつく。柱間寸法は桁行北 2聞が約1.

82m (6尺)等問、南関約 2m (6.6尺)、梁間約

2.02m (6.6尺)である。

11号建物(6号柱列)は 2号 ・3号.9号 ・10

号の各建物、 43号 ・45号の各竪穴と重複し、柱穴

掘り方の切り合いから43号 ・45号竪穴より新しい

といえる。

ロ12号建物

A区の東寄りにある桁行4間(南面約7.25m、

北面約7.53m)、梁間 2間(約4.45m)の東西棟建

物である。東面は矩が悪〈、南で0.4m程西に振れ

る。西側より第 1間目柱筋に中柱を立てる。柱問

寸法は北面が西より約2.07m、1.92m、1.83m、

1.7mとぱらつき、西面は約2.23m等間である。

12号建物は 1号建物および41号竪穴と重複し、

また 2号建物および4号・ 5号柱列と一部重なる。

柱穴掘り方の切り合いから、 2号建物と 41号竪穴

より新しいといえる。

(2)竪穴建物跡

ロ41号竪穴

A区東寄りにあり、 1号および12号建物と重複

する。規模は竪穴底面てe計って約2.5mX2.2m、

深さ約0.4m、南北方向に長軸をとり、北面東寄り

に長さ 1m程の張り出しが付〈 。竪穴底面の四周

に各面 2問、計 8本の柱穴があり、中央やや東寄

り床面に焼土と炭化物の堆積が見られた。柱穴の

切り合いからすると、 41号竪穴は12号建物より古

し、。

ロ42号竪穴

41号竪穴の北方、 A区北面を画する外周柵列に

近接する位置にある。規模は竪穴底面で与計って約

2.5m X2.3m、深さ約0.6m、底面各辺に 2間づ
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つ、計 8本の柱穴を持ち、床面に焼土と炭化物を

検出した。長軸を南北にとり、南面西寄りに長さ

約1.5mの張り出しが付く 。他建物との重複はな

し、。

ロ43号竪穴

A区西寄りにあり、 2号 ・3号 ・10号の各建物

および11号建物と重複し、それらより古い時期の

遺構である。規模は竪穴底面で計って約1.9m x 1 

8m、深さ約0.45m、底面東・西両辺に各3本の柱

穴を持ち、東面北寄りに長さ約1.1mの張り出しが

付〈 。底面に焼土と炭化物の堆積が見られ、覆土

中から釘、鍛造剥片および小札などが出土した。

ロ44'号竪穴

A区中央南端にある未調査の竪穴遺構である。

A.B両区境の溝 1・2および 1号一 5号各建物

と重複し、それらの溝および柱穴掘り方に切られ、

A.B両区では最も古い時期の遺構である。

ロ45号竪穴

41号竪穴と 43号竪穴の中間、やや北寄りに位置

する。規模は竪穴底面で計って約2.5mX1.8m、

深さ約0.55m、長軸を東西方向にとり、南面東寄

りに長さ1.1mの張り出しを付ける。焼失家屋であ

り、内部に大量の炭化材が堆積していた。柱は 8

本で、底面周辺に柱穴を掘るが、西側柱は西辺よ

り約0.8m東に寄せている。柱の外側に幅10-15

cm、厚さ約2cmの壁板を底面より 立ちあげ、その

外側地中に茅の束を詰めていた。竪穴の貌土中か

ら釘 ・小札など多量の鉄製品と美濃大窯 I期の鉄

利碗などが出土した。

45号竪穴は 2号・ 3号 .9号 ・10号の各建物お

よび11号建物と重複し、柱穴掘り方の切り合いか

ら3号 ・10号 ・11号の各建物より古〈、 43号竪穴

と同時期の遺構と推定される。

2) 8区の建物

B区では掘立柱建物跡6棟 (4号-6号、 13号

-15号建物)と竪穴建物跡 2棟 (44号 ・48号竪穴)

を検出した。

(1)掘立柱建物跡

ロ4号建物

B 2区北寄りにある桁行 3間(東商約5.88m、

西面約6.04m)、梁間 2問(約4.55m)の南北棟建

物である。平成 4年度発掘調査概報には南側柱を

P516、P513、P518にあてるが、 P518は9号柱

列の柱穴とみられ、また P516・513は後述の15号



建物の柱穴と見た方がよい。これに対して、調査

概報の 4号建物北側柱の 1間北側に検出した P

487・P470・P414の東西柱列は 4号建物と平行

し、柱筋もよく合うので、これを 4号建物の北側

柱に当てる案も可能であり、ここでは後者による。

4号建物は北より第 l問目柱筋に中柱を立てる。

柱間寸法は調査概報に6.6尺等聞とされるが、遺構

図に当たると、梁行は約2.28m(7.5尺)等間と推

定される。

4号建物は、 5号.15号の各建物、 10号柱列、

44号竪穴と重複し、また北側柱が2号・ 3号の各

建物、 44'号竪穴および溝 lに重複する。柱穴掘り

方の切り合いからすると、 4号建物は 5号建物、

44号 ・44'号竪穴より新しい。

ロ 5号建物

B2区北寄りにある桁行3問(約5.64m)、梁間

3問 (約5.5m)の方形建物である。柱間寸法は調

査概報に5.9尺等間とされる。遺構図に当たると、

柱聞はやや不規則で、桁行は約1.68m (5.5尺)か

ら約1.98m(6.5尺)で、平均すると約1.88m (6. 

2尺)、梁間もややぱらつきがあり、平均約1.83m

( 6尺)聞である。

5号建物は 2号・ 3号 .4号の各建物、 44号 ・44'

号竪穴および10号柱列、溝 1と重複する。溝 1の

前身と推定きれる溝 2の区画に入るらしく、 2

号・ 3号 .4号建物および溝 1より古〈、 44号 ・

44'号竪穴より新しい。

ロ 6号建物もしくは 6'号建物

B 1区にある桁行 3問 (東面約6.73m、西面約

6.9m)、梁間 3問(約4.91m)の南北棟建物であ

る。南側柱は溝5を切っており、その南にある溝

6に伴う建物と推定される。調査概報では 6号建

物の東側柱穴を北より P629、P636、P688、P682

とするが、そうすると南側柱のうち中央2本 (P

649、P659)が柱筋より外に出てしまう 。それに

比べ、上記柱穴と切り合う柱穴、北より P628、P

634、P687、P681を東側柱穴にすると柱の通りが

良くなるので、一笑としてこれをか号建物とする

(北側柱の西より二本自の柱穴は P597とするよ

りも、 P598とした方が柱の通りがよい)。 調査概

報によると、 6号建物の柱問寸法は梁行5.3尺等

問、桁行は9.2尺、 5.9尺、 7.9尺と不規則である o

f号建物の規模は桁行約6.9m(22.6尺)、梁間約

5 m (16.5尺)、柱間寸法は桁行北 2間が7.3尺等

問、南問 8尺、梁間5.5尺等聞と推定される。な

お、 6'号建物の北側 1問ほど離れた位置に東西 3

聞の掘立柱列があり、東・西両端柱は 6'号建物の

側柱通りに載っている。北側柱からの距離は東西

で差があって東面約2.35m、西面約2.18m、また、

柱列の柱間は西より約1.38m・1.92m . 1. 77mと

不規則である。これは 6'号建物に伴う掘立柱塀も

しくは下屋と考えられる。この柱列は 8号柱列お

よび溝 lと重複し、それらより新しいと解される。

6 '号建物が溝 1の区画内に建てられたとすると、

この柱列は後に増築されたものかもしれない。

6'号建物は13号・ 14号の各建物、 8号.9号・

10号柱列および溝 1・5と重複し、柱穴掘り方の

切り合いからすると、 10号柱列より古〈、 13号建

物、 8号柱列および溝 5より新しい。

ロ13号建物

B 1区にあり、 6'号建物に先行する。桁行 3問

(約5.4m)、梁間 2間 (約3.75m)の建物と推定

きれ、東側柱は柱穴 P625とP632および先に 6号

建物の東側柱とした P636とP688を、それに当て

る。北側柱は柱穴P625、P614、P595、南側柱は

柱穴P688、P576と推定されるが、西側および南

側の中柱の柱穴は未検出である。柱問寸法は桁行

北間約1.55m(5尺)、南 2間約1.92m(6.3尺)等

問、梁間約1.87m(6.2尺)等聞と推定される。

13号建物は 6号 ・14号の各建物と重複し、 6号

建物の柱穴掘り方に切られる。南辺を溝 5、西・

北両辺を 8号柱列で区画された敷地の中央に立ち、

B 1区では48号竪穴につぐ古い遺構である。

ロ14号建物

B 1区にある桁行 2間(約4.51m)、梁間 2間(約

3.8m)の総柱建物で、敷地区画に対して方位を南

東に振る。柱間寸法は不規則であり、桁行は約2

4mと2.15m、梁間約 2mと1.77mである。B1区

では最も新しい建物と推定される。

ロ15号建物

B 2区にある桁行4間 (東面約7.52m、西面約

7.7m)、梁間 2問 (約3.74m)の南北棟建物であ

る。B2区のほぼ中央に立ち、北辺区画の溝 2・

溝 1の両方の内側に位置する。柱穴掘り方が小さ

いので仮設的な建物と推定される。柱問寸法は桁

行約1.9mと推定されるが、梁行は約1.95mに1.78 

mとぱらつきが大きい。

15号建物は 2号-5号の各建物、 9号 ・10号柱
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列、 44号竪穴と重複し、柱穴の切り合いからする

と44号竪穴より新しい。

(2)竪穴建物跡

ロ44号竪穴

B 2区北寄りに位置し、規模は底面で計一って長

辺約1.9m、短辺約1.65m、深き約0.24m、南面に

張り出しを持つ。 2号-5号 ・15号の各建物およ

び溝 1と重複し、それらより古い時期の遺構であ

る。

ロ48号竪穴

B 1区の 2号柱列の東側にある石積の下層に認

められた竪穴遺構であるが、未調査である。なお、

この石積(石段)を東に下りた所に竪穴状土墳 2

があるが、これは中心建物地域にあって井戸およ

び第 I期の中心建物(2号建物)に伴う 13号建物

より古〈、前 I期に属する遺構である。48号竪穴

も2号建物が建てられる以前の遺構と推定される。

3) C区の建物

C区では掘立柱建物跡 5棟c7号・ 8号・ 16号

(XV-1号)・18号・ 19号建物〕、竪穴建物跡 3棟

(40号・ 2号 .P4竪穴)が検出された。

(1)掘立柱建物跡

ロ7号建物

C 1区の西寄りにある桁行 3問 (東面約7.2m、

西面約6.97m)、梁間 2間(南面約4.35m)の南北

棟建物である。西側の溝17・18と重複するので、

その西にある溝16が当建物に対応する区画であろ

う。矩が悪〈、柱間寸法は桁行北聞が約2.5m(8

2尺)、南 2聞が約2.23m (7.3尺)等問、梁間は約

2.17m (7.1尺)等間と推定され、柱聞の大きい点

が注目される。

7号建物はxv-1号建物 (16号建物)と19号建

物および40号竪穴と重複し、北東隅柱の柱穴掘り

方が40号竪穴によ って切られるので、それより古

いC1区における初期の遺構である。

ロ 8号建物

C 2区にある桁行3問(約6.86m)、梁間 2間(約

4.48m)の南北棟建物である。 8号建物は東面が

講16もしくは溝17、西面が溝22、北面が潜 5の区

画内に立っと推定され、 C2区では 4号竪穴につ

ぐ古い遺構である。北側中柱の通りがやや悪いが、

柱問寸法は桁行が約2.28m (7.5尺)等問、梁聞が

約2.24m(7.3尺)等問、 7号建物と同様に柱問寸

法の大きいのが注意される。

102 

8号建物は xv-1号建物と 19号建物、 P4竪

穴および溝 6・12・15と重複し、遺構の切り合い

からxv-1号建物、 19号建物および潜 6・12より

古いといえる。

ロxvー l号建物 (16号建物)

C 2区にある16号建物は平成 5年度の発掘調査

概報に 1号建物として報告されている。桁行4間

(西面約8.0m)、梁間 3間 (約5.8m)の建物と推

定されるが、南東隅柱は未検出である。北西と南

西の入側隅に柱を持つ。この建物は平成 4年度の

調査で北側 3間分を検出していたが、翌 5年度の

調査により全容が判明した。柱間寸法は不規則で、

桁行が約 2m (6.6尺)等問、梁行北面東 2間が1.

76m (5.8尺)等問、西間が広<2.26m(7.4尺)であ

るのに対して、南面西 2聞は約1.9m(6.25尺)で

ある。東面は溝18、西函と南面は溝口、北面は溝

6の区画内におさまる。

xv-1号建物は 7号 ・8号・ 18号 ・19号の各建

物、 4号竪穴および講16・17・15と重複し、遺構

の切り合いから 7号.8号・ 19号建物、 4号竪穴

より新しく、 18号建物より古いといえる。なお、

xv-1号建物の北方約1.9mllJltれた位置にあ っ

て、それに平行する東西 3間の柱列は西端柱が

xv-1号建物の西側柱筋にある。I長さは5.05m、

柱聞は西より 1.75m、1.17m、1.55mである。こ

の柱列は構 6と重複するので、当建物の北面を画

する塀かもしれない。

ロ18号建物

C 1区と C2区に跨がる桁行 2問 (約4.36m)、

梁間 1間半(約4.0m)の建物で、西側より半間の

柱筋に間仕切り柱があるが、東側中柱は未検出で

ある。柱穴が小さいので仮設的な建物であろう 。

柱間寸法は桁行西面が約2.24mtこ2.12m、梁聞が

東間約2.58m、西半聞が1.42mである。

18号建物は 7号・ 8号 .XV-1号 ・19号の各建

建物および構15-18と重複し、 C区では最も新し

い時期の建物と考えられる。

ロ19号建物

C2区の南寄りに検出した方 3問、東西約6.17

m、南北約6.06mの建物である。平成 5年度の発

掘調査で全容が明らかになったが、調査概報には

取り上げていないので、ここでは便宜的に19号建

物と仮称する。柱問寸法は東西2.04m(6.7尺)問、

南北2.02m(6.6尺)間程である。東側南から 1間



目柱穴は未検出である。

19号建物は東面が溝18、西面と南面が溝12の区

画内に立つ。 7号 .8号 ・XV-1号 ・18号の各建

物および溝15-17、溝口と重複し、また南東隅部

がD1区と 2区境の溝23にかかる。19号建物は溝

17と溝11を切り、遺構の切り合い関係から 7号 ・

8号の各建物より新しく、 XV-1号・18号の各建

物より古いことが分かる。

(2)竪穴建物跡

ロ40号竪穴

C 1区の北寄りに検出された長辺約2.2m、短辺

約1.8m、深さ約0.3mの竪穴で、南面東寄りに長

さ1mの張 り出しを付ける。柱は竪穴底面の南・

北両辺に各3本、計 6本を立てる。覆土中から鉄

釘、鍛造剥片、 小札などが出土し、また、床面で

焼土と炭化物の堆積が認められた。 7号建物と重

複し、その北東隅柱を当竪穴が切るので、 7号建

物より新しいといえる。

ロ4号竪穴

C2区の西北隅にある。規模は底面で計って長

辺約2.1m、短辺約 2m、深き約0.68m、東面南寄

りに長さl.2mの張 り出 しをイ寸ける。竪穴底面の四

辺に計 8本の柱を方 2聞に立てる。 8号 ・16号建

物と重複し、柱穴切り合いから XV-1号建物よ

り古いことが判る。

ロ2号竪穴

C 1区の南西端に張り 出しを持ち、それより南

側のE区にかかる竪穴建物である。規模は底面て、

言十って長辺約2.3m、短辺約 2m、深さ約0.22m、

北面西寄りに長さl.lmの張り出しを付ける。柱は

南・ 北両辺に 3本づっ、 計 6本である。 2号竪穴

は7号建物および講17・23・24と重複し、遺構の

切り合いから 7号建物、溝17・23・24より古〈、

C区の地割ができる以前の遺構と推定きれる。 2

号竪穴は焼失家屋である。

〔注〕

l)r上之国勝山館跡XIV.XVJ (平成 4年度およ

ぴ5年度発掘調査環境整備事業概報)

2 )調査概報では P934を9号建物の南東隅柱穴

とする。その可能性もあるが、この柱穴は他

に比べて柱の通りが悪いのが難点である。ま

た、P934は後述の12号建物の柱穴と考えられ

る。

第 2節 西南部の建築遺構1) (付図 2) 

平成 5年度に発掘調査された当該地区は第二平

坦面東北地域西北部の南に隣接する南北約19m、

東西約14mの地域と、その東にあって東北部と東

南部地域に接する南北約15m、東西約8.5mの敷地

で、広さは合わせて約400m2て凶ある。南面は館中央

道路に、 西面は南北通路に接するとみられる。東

西に 3つの区画に分かれるので、これを西より

D.E.F区とする。

1 -1 地劃関係の遺構

1 )中央道路境の地割遺構

ロ;蕎17と溝 1・2

溝17はE区南辺西寄りにある幅50cm程の東西

溝で、 D区境から東に長さ 3m程検出したのみで

あり、中央道路の側溝ではないと思われる。溝 l

および7号建物の南側柱と重複する。構 1より古

い時期の遺構である。

溝 lは当該地区南辺を東西に通る旧中央道路の

北側溝である。講の幅は40-50cm程、 中に小穴が

散在する。D区南西隅より西 2mの所から東へ約

20m程続き、その先は溝 2に重なる。西方は調査

区外に延びる。溝 1と溝2の新旧関係はいまひと

つ明快で、はないが、これらに対応する旧中央道路

南側溝では北側の溝3がそれより南側にある溝 4

より古いことから潜 2の北側に接する構 1の方が

古いと考えられる。旧中央道路を挟む溝 1と溝 3

の中心間距離は約 3-3.4mである。

構 lの南側にあってそれに重複する構 2は、構

lより新しい時期の旧中央道路北側溝である。同

時期の中央道路南側溝 4によると、溝幅は50cm

程、講中に小穴が散在し、南 ・北両首専の中心開距

離は約3.6m程と推定される。

ロ17号柱列

17号柱列はF区南辺を画する東西柱列で、 中央

道路北側溝 2の北 1-l.2mの位置にある。長さ

約 7m、柱聞は西間3.6m、東間3.4mの 2聞であ

るが、 中聞の柱穴が未検出かもしれない。 8号建

物に近接する。西端で北に折れて南北行の16号柱

列につながる。

ロ20号 ・21号 ・22号柱列

20号柱列はD区南辺にある長さ5.5ないし6.6m、

3間程の東西小柱列である。溝 1の北約l.2のとこ

ろにある。

21号柱列は、 20号柱列の南50-60cmの位置に検
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出した東西 3問、長さ5.4mの小柱列で、 D区南辺

を画す。西端で北に折れてD区西辺を画する13号

柱列につながる。

22号柱列は E区南辺にある長さ約6.72m、 3

-4間程の東西柱列である。20号柱列の東に続く 。

2) D区地割

北西中央部C2区の南に隣接する敷地で、南は

館中央道路に、西は南北通路に接すると推定きれ

る。

ロ;禽15とj蕎20

平成 4年度の調査で検出した溝15の南延長部で、

C 2区より続き敷地の北半部東寄りを南東に延び

る。講20は溝15の西約 2mのところに平行して走

る南北講の一部で、長さ1.4m程検出したに止ま

る。

溝15および溝20は当該地区の地害Ijが形成される

以前の地割遺構である。

ロ溝18のl・2と溝19および13号・ 14号柱列

溝18はD区西面の北半部を画する南北溝で、ほ

ぽ同位置でつくり変えが認められた。溝18の2は

C区境から南へ約7.6mの所まで検出したが、その

先は消失する。溝18の 1はC区境より南約7.6mの

ところで東に折れて東西行の溝口に速なる。前者

の方が古いと推定される。溝の幅は40-60cm、溝

の中に小穴が散在するとともに溝18の2には講の

側板の一部とそれを押さえる杭の穴が検出された。

溝19は溝18の 2もしくは溝18の1の南に続く幅

30-40cmの南北講で、南方は旧中央道路北側溝に

到る。溝19の溝中に小穴が散在する。

13号柱列はD区西辺南半にある南北 3問、長さ

約7.2m、の小柱穴列である。溝19の東60-80cmの

ところにあり、 D区南辺を画す21号柱列につなが

る。 3号.4号 ・5号の各建物と重複し、柱穴の

切り合いからすると、それらより古い。

14号柱列は、溝18のlの東50-60cmのところに

あって、 D区西辺北半を画す南北 3間 (長さ約 3

m)の柱列である。北端は C.D区境にあり、そ

れより東に折れて 2-3間の柱列につながる。後

者は C区と D区を画す垣もしくは塀と考えられ、

その東延長上に東西溝口があるので、それと同時

期の遺構とみられる。xv-1号建物、 2号・19号

建物、溝口・ 12・15と重複し、 2号建物を除き、

それらより古い時期の遺構である。
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ロ溝口・ 12

溝口と溝12はC2区西辺を画す溝で、その延長

がD区に 3-4m程延び、そこより東に折れるが、

溝11・12ともその東方が消失しているので地割面

は不明で、ある 2)。溝口の方が古〈、ほぽ同じ位置で

造り替えがある。溝口は溝12の北80cm程の位置て、

東に折れる。ともに溝18・19より新しい。

ロj着13

溝18の lの南端より東に延び、 D区を南北に二

分する東西溝である。溝の幅は約30cm、長さ4.3m

程で、その先は消失する。溝口は3号・ 4号・ 5

号建物が立つD区南半敷地の北辺区画である。 2

号建物と重複し、それより新しい。溝13と構11・

12の聞はE区に到る通路もしくは空地であったら

しい。

3) E区地割

E区と C1区の境を画する溝17・23・24につい

ては先述した。

ロ溝23の 2とj誇16

溝23の 2はD.E区境の北半を画す長さ約7.4m

の南北溝である。溝のrpjjiは30-40cm程で、なかに

小穴が散在する。北方は東に折れて C1区と E区

を画す溝17に続くと推察される。南方はD.E両

区境南半を画する溝16に続く 。なお、平成 4年度

の調査で検出した C1区と E区境を画す東西溝23

は西方で南に折れてE区と D区境を画す溝になる

と推定されるが、1.6m程南に延びてその先は消失

する。両者を区別するため後者を溝口の l、前者

を溝口の 2とする。両者の前後関係は不詳である

が、溝23の2が溝17に接続するので溝口の 2の方

が新しいかもしれない。

溝16は溝23の 2の南に続く幅40cm程の南北溝

で、講中に小穴が散在する。南方は消失するが、

旧中央道路北側溝 1・2には到らず、手前の溝17

につながるらしい。北方は溝23の 2の少し手前で

東に折れる様にして溝口の 2に続くので、溝16は

東折してE区を南北 2区に分けていたかもしれな

い。なお、溝16が東折する位置は溝口の東方延長

と一致する。

ロ溝23の lとl号柱列南端の門

E区は東辺北寄りの南北約 4mが中心建物地区

に接する。この位置を区画する溝に E区北辺から

南に折れる溝23の lがあり、 F区境で東に折れて

溝42につながる。溝中に小穴が散在する。



南折した溝23の lの東約1.2mの所に、中心建物

地区と西部地区を隔てる 1号柱列の南端に聞く間

口約3.6m (12尺)の門が位置する。門の南側柱穴

掘り方は溝42を切るので、それより新しいことが

分かる。

4) F区地割

F区東辺に当たる、南東中央部C区西辺を画す

る溝17・18・19については第 1章・第 2節に述べ

た。

ロ溝8と16号柱列

講8はE区と F区境にある幅60cm程の南北講

で、溝中に小穴が散在する。有毒の南方は中央道路

の北側溝に達し、北方は構23の lと溝42の交わる

位置に到る。溝8は16号柱列と重複する。

16号柱列はE区と F区境にある長さ約14m、 6

聞の柱列であり、南端と北端で東に折れてそれぞ

れ17号柱列と 15号柱列につながる。柱聞は不規則

で2-2.4mである。溝 8および 8号建物と重複

し、柱穴掘り方の切り合いから 8号建物より古い

ことが分かる。

ロ溝42と15号・ 18号柱列

溝42は F区北辺の中心建物地区境にある幅

40-50cm程の東西溝である。溝中に小穴が散在

し、西方で溝23の 1につながるが、東方は消失し

ていて不明である。50号竪穴と 18号柱列に重複し、

50号竪穴より新しく、 18号柱列より古い。

15号柱列は、 16号柱列の北端から東に延びて F

区北辺を画する東西柱列である。溝42の南側に接

し、長さ約6.5m、3間分を検出したが、東へさら

に1間程延びると思われる。柱聞は西から2.1m、

2.4m、2m程である。15号柱列は 9号建物と 50号

竪穴に重複し、 50号竪穴より新しい。

18号柱列は、 l号柱列南端に開く門の南柱より

東方に延びる東西 3問、長さ5.8mの柱列で、東端

は南折して19号柱列に続く 。溝42の北側に重複し、

柱間は西から1.9m、1.64m、2.26mと不規則であ

る。 18号柱列は溝42と重複し、切り合いからする

とそれより新しい。

ロ19号柱列

18号柱列の東端から南に延びてF区東辺を画す

る南北の柱列で、南方は中央道路北側溝の手前約

70cmののところに到る。長さ約14.2m、柱間は北

3聞が1.8、2.2、2.2mであるが、それより南の中

聞の柱穴は未検出である。 7間程の柱列になると

推定される。

ロ;蕎14

F区の中央を南辺から北へ 3分の 2程延びて東

に折れる溝である。東南隅に検出した52号と53号

竪穴に伴う地割溝であり、当該地域の地割面が形

成される以前の遺構と推定される。構14は8号建

物と重複する。

1 -2 建物遺構

1) D区の建物

D区では掘立柱建物跡 7棟(1号一 5号・10号-

19号建物)を検出した。このうち、 D区に一部がか

かる l号と 19号建物については第 2掌・第 l節の

C区の建物の項に既述した。

ロ2号建物

2号建物は、 D区の北寄りにあり、桁行4問、

梁間 3問の南北棟と推定される。南側柱の柱穴は

重複が多く、構13の南地割を敷地とする 3号建物

北側柱穴との重複関係を考慮すると、 2号建物の

南側柱の柱穴は東より P599、P614、P617、P635

とするのがよいと思われる。 2号建物は矩が悪〈、

総桁行が東面約8.05m、西面約8.48m、梁聞が南

面約5.38m、北面約5.64mと一定せず、柱間寸法

も1.74、1.84、2.15mなど不規則であり、仮設的

な建物と推察される。

2号建物は l号 ・19号.10号・ 3号の各建物と

14号柱列および構18の1、溝口 ・12・13と重複し、

遺構の切り合いからすると、 l号 ・19号・ 3号 ・

10号の各建物および潜18の 1. 11・12・13より古

い。また、 8号 ・5号の各建物に近接するので、

それらと時期が異なる。D区では最も古い時期の

建物と推定され、溝18の2と同時期かもしれない。

ロ3号・ 4号・ 5号建物

この 3棟はD区の南半、溝口の南側地割面に重

複して検出された。

3号建物は桁行4問、梁間 3聞の南北棟建物で

ある。桁行中央問の東 1間入側位置に柱が立つら

しい。調査概報には北側柱穴を東より P599、P

614、P617、P630とするが、上述のように重複す

る2号建物との関係からすると、 P598、P613、

P619、P630とする方が良いように思われる。総

桁行約7.69m(25.2尺)、梁間約5.42m(17.8尺)、

柱問寸法はややぱらつくが、平均すると桁行約1.

92m (6.3尺)、梁行中央間約1.9m(6.2尺)、両l協

同約1.76m (5.8尺)である。 3号建物は 2号建物
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より新しいといえる。 4号 ・5号建物との柱穴切

り合いはない。

4号建物は調査概報に 3問x5間・南北棟とさ

れている。ただし、南 1聞の柱間は約 1mで、東

南隅柱穴が未検出のことから、桁行 4問、梁間 3

聞の規模とした方がよいかもしれない。この場合、

南側柱穴は東より P1007、P999、P994、P985を

当てることになる。南より 1間目柱筋の東 1問自

に柱が立つらしい。また、南より 2間目梁聞のほ

ぼ中央にある P950も当建物に伴う可能性がある。

総桁行は約7.46m(24.5尺)、梁間約4.62m(15 

1尺)、柱問寸法は桁行が平均約1.86m(6.1尺)、

梁聞が東間約1.62m(5.3尺)、中間1.54m(5 

尺)、西問1.46m(4.8尺)であり、 3号・5号建物

に比べ規模がやや小さ〈、柱聞も不揃いである。

5号建物は調査概報に 3間x5問 ・南北棟とさ

れているが、南 1聞の柱聞が約1.2m程であり、南

側柱穴は垣などの柱列 (20号柱列)とみた方がよ

い。すなわち、桁行4問、梁間 3聞の南北棟であ

り、南側柱東 3箇所の柱穴は近世の溝 7によって

消失したと考えられる。南より l問自の西入側位

置に柱が立つ。総桁行は西面で約7.57m (24.8 

尺)、梁聞は北面で約5.68m (18.6尺)、柱間寸法

は桁行が平均約1.89m (6.2尺)、梁聞が東 2間各

1.82m (6尺)、西問2.05m(6.7尺)程である。

5号建物は 2号建物と近接し、併存しない。なお、

5号建物の東側柱筋の延長線上に 3聞の柱列 (P

595、P590、P437)がある。柱聞は 5号建物東北

隅柱より 北に1.5m、2.0m、2.7mで、北端の P437

は溝12の延長上にあるのが注意される。これは、

後に述べる 7号建物の西側柱列の北にある 3間柱

列の北端柱が溝口の延長線上にある関係に類似す

るものであり、 5号建物が溝12に、 7号建物が溝

口に対応することを示唆する。 5号建物が立てら

れた時期は北辺区画に溝13があり、 C2区南を画

す溝口ないし12との聞は通路もしくは空地であっ

たと推定されるので、上記 2本の柱列はこの通路

もしくは空地と E区北半を区画する垣であった可

能性がある。なお、 3号-5号建物の内部に当た

る位置から焼土 1が検出きれた。

ロ10号建物

10号建物はD.E区に跨がり、両区の北寄りに

ある桁行4問、梁間 2聞の東西棟で、東側柱通り

が南でやや西に振れる。西より 1問自と 2間自の
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梁間中央に中柱が立つ。規模は桁行北面が約6.73

m (22尺)、梁関西面が約3.84m(12.6尺)、柱間

寸法は桁行1.68m(5.5尺)等問、梁間1.92m (6. 

3尺)等聞である。

10号建物は 2号建物、溝12および潜23の2と重

複し、溝12・23の 2より新しい。D区と E区境の

区画がなくなった時期の遺構であり、この地域で

は最も新しいと推定される。

2) E区の建物

E区では掘立柱建物跡 4棟 (6号 ・7号・ 10号・

19号建物)、竪穴建物跡 2棟(2号・ 3号竪穴)を

検出した。このうち、 D区にかかる10号建物につ

いては前述した。また、 19号建物と 2号竪穴は C

区と E区に跨がり、これらについては前節に既述

した。

(1)掘立柱建物跡

ロ 6号・ 7号建物

この 2棟はE区の南寄りに重複して検出された。

6号建物は桁行4問、梁間 2問の南北棟で、東南

隅柱は未検出である。西辺と北辺を画す溝16の内

に位置する。規模は桁行西面で約8.03m (26.3 

尺)、梁間北面で約4.85m(15.9尺)、柱問寸法は桁

行が不規則で北より 2.04m (6.7尺)、 1.96m(6. 

4尺)、 1.86m(6尺)、 2.18m(7 .14尺)、梁間が平

均約2.43m(8尺)程である。北より 2問目と 3問

自の柱筋の梁間を三分する位置にそれぞれ 2個の

柱穴があり、そこに中柱 2本を立てていたらしい。

柱間寸法は5.3尺等間である。南側 2間x3聞の中

央やや西寄りの位置に焼土 3、中央北寄りに焼土

4が検出された。なお、南北両側の梁聞をほぼ3

分する位置に柱穴(P1029、P1021とP695、P692)

がある。これを生かすと梁間 3閑の建物になるか

もしれない。ただし、南 1聞の柱間7.14尺がほか

の桁行柱間より大きいので、南側柱を垣などの柱

列 (22号柱列)とみて、桁行 3問、梁間 3聞の建物

とみることもできる。 6号建物は 7号建物および

3号竪穴と重複するが、遺構の切り合いはない。

7号建物はほぼ同位置で検出された桁行5問、

梁間 3間の南北棟建物である。桁行南より 2問自

の梁聞に中柱を 2本立てて北側に方 3聞の部屋を

とり、南側を方 2関と 1間x2聞の二室に分けた

間取りが推定される。南西方 2間の部屋のほぼ中

央位置に焼土 4、北側広間の中央南寄り位置に焼

土 3が検出された。規模は総桁行が西面で約9.92



m (32.5尺)、梁間が北面で約4.92m06.1尺)、

柱問寸法は桁行が平均約l.98m(6.5尺)、梁聞は

東問l.84m (6.1尺)、西 2間約l.54m (5尺)等

聞である。 7号建物は 6号建物と 3号竪穴および

構16・17に重複する。柱穴掘り方の切り合いから、

講16・17よりも新しいと推定される。

なお、 7号建物の西北隅柱より 北方に延びる 3

聞の柱列(長さ約6.4m)があり、これは 7号建物

に伴う D区境の垣の遺構と推定される。柱問は南

よりl.88、2.36、2.16mと不揃いである。この柱

列は10号 ・19号建物および溝口の 2と重複する。

遺構の切り合いからすると、溝23の 2より新しい。

当柱列の北端柱は溝11の延長上にあり、これと同

時期の地割遺構と考えられる。

(2)竪穴建物跡

ロ3号竪穴

E区の中央やや南よりに位置する。昭和55年に

調査したものである。規模はl.78m x l. 64mの方

形、深さ22cmで、柱は方 2聞に各面壁寄りに立て

る。出入口の張り出しはない。 6号 ・7号の各建

物と重複するが遺構の切り合いはない。

3) F区の建物

F区の敷地は西に隣接する E区のそれよりも約

30cm低い。F区では掘立柱建物跡 2棟(8号 .9 

号建物)と竪穴建物跡 6棟(1号・49号一53号竪穴)

を検出した。

(1)掘立建物跡

ロ8号建物

8号建物は南北両辺を溝 5と構42、西辺を講8、

東辺を東南部西辺のXII一溝18もしくは19で画し

た南北14.5m、東西8.5mの敷地いっぱいに立つ。

桁行 5問、梁間 3聞の南北棟建物で、規模は桁行

約11m (36尺)、梁間約6.28m(20.6尺)であり、

当該地区では最も大きい。南より 3問自の梁行中

柱 2本を抜くほか、内部 1問毎に柱を立てる。な

お、調査概報には南より 2間目柱筋の東より 1間

目柱穴を P797とするが、その西に重複して検出さ

れた P798をそれに当てる方が桁行柱通りがよい

(P798はP797を切って掘られている)。柱間寸法

は不規則で、桁行が北より2.38m(7.8尺)、 2.24m

(7.35尺)x 2問、 2.13m(7尺)x 2問、梁聞が東

2間各2.2m(7.24尺)、西間l.88m(6.13尺)程であ

り、 7-7.8尺の大きい柱聞を用いるのが注意され

る。内部にほぼ 1間ごとに柱を立てること、かっ

柱聞が大きいこと、また土地が30cm程下がってい

ることなどから厩の可能性も考えられる。なお、

当建物と重複する49号竪穴の西南隅に、笠穴覆土

を掘り込んだ土境 5の上部にある火山灰を多く含

む軟らかい堆積土層から馬の歯が9個出土したこ

とは注目される。

8号建物は 9号建物、 16号柱列、 24号・ 25号柱

列、 l号 ・49号-53号の各竪穴および溝14と重複

し、また、 19号柱列に近接する。柱穴の切り合い

からすると、 8号建物は16号 ・24号柱列、 50号 -

51号 ・53号の各竪穴および溝14より新しく、 52号

竪穴より古い。なお、 1号 ・49号竪穴との切り合

い関係は不詳である。

ロ 9号建物

F区北東隅で検出した南北 2間(約5.1m)、東

西 1問(約2.8m)の小屋て"ある。9号建物は 1号・

49号 ・50号竪穴、15号柱列、構14と重複し、柱穴

切り合いから 1号 ・49号・50号竪穴より新しいと

いえる。

ロ24号・ 25号柱列

24号柱列は F区のやや北寄りにある東西 3問、

長さ5.2mの小柱列で、柱間は1.75m前後でbある。

24号柱列の東端柱穴は 8号建物の柱穴に切られて

いる。

25号柱列は24号柱列の南 5-5.5mの位置にあ

る東西 4問、長き6.3m程の小柱列で、柱聞はl.

5-l.6mである。51号竪穴を切っている。

24号と25号柱列の性格は不詳である。柱穴の切

り合いから、 51号竪穴より新しく、 8号建物より

古いことが判る。

(2)竪穴建物跡

ロ l号竪穴と53号竪穴

F区の東南にある溝14の地割内に南北に並んでレ

1号と 53号の竪穴建物が検出された。

北側にある 1号竪穴は昭和55年に調査され、床

面直上から鉄鍋を出土したことが知られる。規模

はl.8 x 2. Om、深さ90cm程、長軸を東西に向ける

小型の竪穴で、東面北寄りに80cm程の内に傾斜を

持つ張り出しがつく 。柱穴は東西両側壁|祭に 3個

づっ計 6個である。床面の一部柱穴に接して浅い

凹みがあり、縦板壁を立てた痕跡と推定されてい

る。

53号竪穴は 1号竪穴の南に近接する位置にあり、

いずれかが後の建て替えであろう。 l.7X2.0m、
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いずれかが後の建て替えであろ う。 1.7X2.0m、

深さ90cm程、長軸を東西に向け、東面南寄りに浅

い張り出しがつき、 1号竪穴とほぼ同規模である。

柱穴は 6個または 8個である。

1号・ 53号竪穴は 8号建物および19号柱列と重

複し、柱穴の切り合い関係から53号竪穴は 8号建

物より古いことがしられる。

ロ49号・ 50号竪穴

50号竪穴は F区の北にあって、中心建物地区境

の区画遺構である溝42、15号・ 18号柱列と重複し、

当該地割が出来る以前のこの地域では最も古い時

期の遺構である。平面規模は2.4X2.4mの方形で、

深さ最大約40cm、南面東寄りに張り出しがつく 。

柱穴は 6-8個と推定されている。上記区画のほ

か49号竪穴、 8号.9号建物と重複し、それらよ

りも古い。

49号竪穴は50号竪穴の西南隅と重なる位置にあ

って、 50号竪穴を切り込んで造られている。3.1x

3mのほぽ正方形て¥深さは最大80cm程、張り出

し部はない。柱穴は南北両面壁寄りに各 3個づっ

計 6個である。 8号.9号建物と重複し、それら

より古い。

ロ51号竪穴

F区の南西寄りに検出した2.3x2.6m、深さ50

cm程の竪穴で、南北に長車111をとり、北面東寄りに

1.3m程の内に向かつて傾斜を持つ張り出しをつ

ける。柱穴は南北両面壁寄りに 3個づっ計 6個で

あり、床面の一部に浅い溝と壁板を立てた痕跡と

推定される凹みがある。また、張り出し部の付根

と先端に小柱穴があり、これらは出入り口の踏み

板などを支える杭などの存在を示すと推定されて

いる。床面西半と張り出し苦1¥東半音1¥に検出された

炭化物を主体とする黒色土層堆積は床板の存在を

示すものかもしれない。張り出し部のこの黒色土

層直上から火箸と鉄鍋片が出土した。

51号竪穴は 8号建物および25号柱列と重複し、

柱穴の切り合いから51号竪穴の方が古いといえる。

ロ52号竪穴

F区の東南隅に検出した竪穴建物で、一部を調

査したに止まる。平面規模は 2X2.3m程、深さ40

cm、東西に長軸を向け、北面東寄りに張り出しを

もっ。柱穴は南北両面壁寄りに各 3個づっ計 6個

である。 8号建物と重複し、柱穴の切り合いから

52号竪穴の方が新しいと推定されている。
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4)旧中央道路上の建物

ロ13号建物(大型柱穴)

D区の南に位置し、 旧中央道路の南北両側溝で

ある構 lと構3に跨がって南北に並ぶ一対の柱穴

が東西に2.2m (7.2尺)程離れて 2ヵ所に検出さ

れた。 4個の柱穴掘り方は一辺80-85cm、深さ

85-100cmの大ききで、その内に確認された角柱

の痕跡は一辺30-40cmと報告されている。道路を

跨ぐ柱の中心距離は東側と西側でやや異なり、西

側柱間は約2.76m(9尺)、東側柱間約2.62m(8 

6尺)である。この柱聞の相違を重視すると、両者

は時期の異なる遺構で、それぞれ冠木門の様な建

物が推定されるが、 4寸程の相違は技術的な誤差

と考えて、桁行 9尺、梁間 7尺程の櫓門の様な建

物を想定することも可能でレある。ここでは後者の

建物を想定しておきたい。これを13号建物と仮称

する。

なお、東北柱穴P1002の覆土上部から青磁染付

血が、また柱痕跡下部から越前宿鉢片が出土して

いる。越前指鉢の年代は16世紀前半頃と推定され

る3)。

〔注〕

l)f史跡上之国勝山館跡 XVJ (平成 5年度発掘

調査環境整備事業概報)

2 )平成 4年度発掘調査概報の付図・調査区遺構

配置図によると、 E区の東辺北半を函す南北

溝23の lの中程から西に延びる講の一部が検

出されている。これは北辺を画す溝の中心か

ら約1.5mの位置にあり、それを延長すると潜

12に到る。構12はE区東辺まで延びていた可

能性がある。

3 )松崎水穂氏のご教示による。

第 3節 建 築 遺 構の時期区分

3 -1 西北部遺構の時期区分

第 l章に述べたように、東北部(中心建物地区)

とその南に隣接する東南部における建築造構は大

別して 5期の変遷が確認された。当該地区におい

ても 5期から 6期にわたる建築遺構が検出されて

いる。そのうち比較的規模の大きい建物が検出さ

れたA区について建物の重複関係をみると、 45号

竪穴と 2号 ・3号 .9号・ 10号 ・11号・ 12号の各

建物は、ほぽ同位置でそれぞれに重複もしくは近

接していて、 2棟が同時に建つことはないから、



これだけでも 7期になり、仮に45号竪穴を前 I期

に当てても 6期である。このうち 2号建物と12号

建物は 1'号建物および 5号柱列建物と重複し、し

かも 1'号建物と 5号柱列建物は重複するので、こ

れらを各別の一時期とすると 8-9期になるが、

中心建物地域の建築の時期区分よりみて、 1'号建

物および 5号柱列建物の 1棟もしくは 2棟は 9

号・ 10号 ・11号建物のうちいずれか 1っと同時期

であると解するのが妥当である 1)。ただし、前者の

l棟のみが9号-11号建物のいずれかと併存する

場合、規模の小さい 5号柱列建物、 9号建物、 11

号建物のいずれか lつが単独に立つ時期を想定し

なくてはならず、また、時期が 7-8期になるの

で、その可能性は少ないであろう 。第 1節に述べ

たように、 5号柱列建物は 1'号建物より古いの

で、後者の場合の組み合わせは、つぎの通りであ

る。

① 5号柱列建物と 9号建物C l'号建物と 10

号 .11号建物

② 5号柱列建物と 10号建物C1'号建物と 9号・

11号建物

③ 5号柱列建物と 11号建物C l'号建物と 9

号 .10号建物

④ 5号柱列建物と 9号 ・10号建物C l'号建物と

11号建物

⑤ 5号柱列建物と 9号・ 11号建物C l'号建物と

10号建物

⑥ 5号柱列建物と10号・ 11号建物C l'号建物と

9号建物

なお、 5号柱列建物と 1'号建物が2棟の建物と

組み合わうのは 2小期に分ける意味である。

一方、第 1章に考察したように、中心建物のあ

る東部地区では第III期に建物の大改修があり、中

心建物へのメイン ・アプローチは従来の南面から

の通路を廃して、敷地西南に変更された。中心建

物地区と当該地区を画す南北行の 1号柱列および

2号柱列はこのアプローチの改変と中心建物の再

建に伴って新たに造られた遺構とみるのが妥当で

ある。この点は、 C区の東面を画す遺構として l

号建物以前に三条の南北溝(溝19・20・21)がある

ことにより補足されるであろう 。 1号 ・2号柱列

に伴う当該地区の敷地を画す遺構として 9号 ・10

号 ・11号柱列があり、この時期にA区がB区を取

り込んで一敷地に拡張されたことが知られる。こ

の拡張された敷地に立つ建物として、 A.B両区

に跨がる 2号建物を当てるのが最も妥当と考えて

いる。すなわち、当該地区検出の 2号建物の時期

は中心建物地区の時期区分の第III期に対応させる

ことができる。つぎに以上の観点に立ち、第 1節

に述べた遺構の新旧関係をもとに、 A-C区の建

築遺構について時期区分を試みる。

1) A区建物の時期区分

第 1節に述べたことから

a) 5号柱列建物Cl'号建物C2号建物C3号

建物、 12号建物

b) 43号竪穴、 45号竪穴C10号建物、 11号建物

c) 43号竪穴、 44号竪穴C2号建物

d) 44号'竪穴C l'号建物

の関係が成立する。 a)において、 2号建物を中

心建物地区の第III期に対応させると、それより新

しい 3号建物と12号建物のうち、 2号建物を再建

した 3号建物は第IV期に相当し、 12号建物は第V

期と考えられる。 2号建物以前には 5号柱列建物

と1'号建物の 2時期と45号竪穴の時期を含める

と3時期になる。このうち45号竪穴と43号竪穴は、

b)により 10号・ 11号建物より古〈、したがって、

それらのいずれかと組み合う 5号柱列建物より前

の時期の遺構と考えられる。すなわち、 43号 .45

号竪穴を前 I期とし、 5号柱列建物は第 I期に、

1 '号建物は第II期に推定される九 ただし、これは

竪穴建物跡の覆土より出土した遺物の考察と合わ

せて検討せねばならない問題であり、後考を待ち

たいと思う 。なお、 2号建物以前のA区南を画す

講のうち、溝 2は第 I期、溝 1は第II期としてよ

く、これを上記の①~⑥の組み合わせと照応させ

ると、 10号建物は溝 1と重複するので、これが 1' 

号建物と組む①、③、⑤の組み合わせは消去され

る。また、 9号建物は棟持柱形式の高倉と推定き

れるので、これと組み合う建物は規模の大きい 1' 

号建物の可能性が大きい。これによると、④も消

去される。

以上を整理すると、つぎのようになる。なお、

( )内の11号建物は第 I期もしくは II期のいず

れかに存することを示す。また、 2号・ 3号建物

と44'号竪穴はA.B両区に跨がっている。

前 I期 44'竪穴、 41号-43号 .45号竪穴

第 I期 5号柱列建物、 10号建物、 (11号建物)

第II期 1 '号建物、 9号建物、 (11号建物)
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第III期 2号建物

第IV期 3号建物

第V期 :12号建物

2) B区建物の時期区分

第l節に述べたことから

a) 48号竪穴c13号建物c6'号建物c10号柱列、

14号建物

b) 44号竪穴c5号建物c4号建物

c) 5号建物c2号建物

の関係が成立する。B1区には13号建物.6'号建

物 ・14号建物のほかに 2号建物の一部がかかり、

2号建物は13号建物と 6'号建物に重複し、またそ

れに伴う 10号柱列が 6'号建物と 14号建物に重複

するので、 2号建物は別の一時期を構成する。こ

れに48号竪穴の時期を加えると 5期になる。 B2

区では、 b)にあげた各建物と 15号建物が重複す

る。ほかに 2号建物と 3号建物の一部がかかり、

両建物とも上記 4棟の建物と重複するので、合わ

せて 6時期になる。なお、 15号建物は B2区のほ

ぼ中央にあり、 北辺の区画潜 1の中におさまるの

で、 4号 ・5号建物より新しく、 2号建物より古

い時期の遺構と推定される。これをもとに、 B区

の建物をそれらの配置を考慮して時期区分すると、

つぎのようになる。なお、第III期以後の時期には

A区と B区境の区画はなく、また、前 I期にもそ

の区画はなかったと推察される。

前 I期。 48号竪穴、 44号竪穴

第 1-1期。 13号建物、 5号建物

第 1-2期 :13号建物、 4号建物

第II期・ 6'号建物、 15号建物

第III期・ 2号建物の一部、 9号 ・10号柱列

第IV期・ 3号建物の一部、 14号建物

第V期・空地

3) C区建物の時期区分

第 l節に述べたことから

a) 2号竪穴c7号建物c40号竪穴c18号建物

b) 4号竪穴、 7号建物、 8号建物c19号建物C

16号建物(XV-1号建物) c18号建物

の関係が成立する。 C2区では P4竪穴と 8号建

物が重複するので、 b)にあげた建物で 5時期に

なり、ほかに前 I期の2号竪穴がある。なお、 C

I区の 7号建物は40号竪穴より古いので、 C2区

のP4竪穴と同時期の可能性が高〈、 8号建物は

7号建物より新しいと推定される。これを整理す
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ると

2号竪穴c (7号建物、 4号竪穴)c (40号笠穴、

8号建物) c19号建物c16号建物c18号建物

となる。すなわち、 19号建物以前に 3時期が推定

され、 19号建物は中心建物地区の第III期に当てる

案も考えられる。しかし、 C区およびD区から F

区の建築造構の時期区分を問題にする時、第III期

に中心建物地区へのアプローチが西南隅に移った

ことが重視されねばならない。この点から19号建

物の位置をみると、この時期に C2区の敷地が南

に 4m程拡張され、 19号建物がD区と E区に跨が

って立てられたことが注目される。それに伴いC

2区南辺を回す溝12とその南にある溝13との聞に

幅約 4m程の通路ができたが、これは中心建物に

到る表道路ではない。それは溝12の東延長線が第

凹期のl号柱列の南端に聞く間口12尺の門のほぼ

中央にあたるからである。第II期の南面から中心

建物にアプローチする通路の幅は約8.5mであり、

それに比べると、これはE区に到る裏通路である

と推定される。後に述べるように、 19号建物(溝

口の地割)の時期にはD区に 5号建物があり、ま

た、 19号建物を同位置で建て替えた16号建物(溝

口の地割)の時期にはE区に 7号建物、 D区に 4号

建物があるので、 19号建物と 16号建物の時期にD

-E区には中心建物に到る通路は未だ出来ていな

かったと考えてよい。 とすると、 19号建物と 16号

建物のl時期は第II期に下げざるを得ず、同位置の

建て替えであることを考慮して、それぞれ第II-

1期と 2期の 2小期に当てるのが穏当であろう 。

なお、 40号笠穴と 8号建物の時期は第 I期でよい

が、 7号建物と P2竪穴は第 1- 1期もしくは前

I期の何れかと推定される。一方、第III期以後の

C区には18号建物があるのみである。18号建物は、

第III期とIV期のA-B区に立てられた 2号建物お

よび 3号建物と異なり、仮設的な小屋でみある。第

III期に西南部にメーン・アプローチが移ったこと

を考慮すると、 18号建物の時期は第V期として、

第III期とIV期にC区は空地であったと見た方がよ

いと思われる。この点は、後に述べるD区-E区

にも窺うことができる。

以上により、 C区建物の時期区分をしたものが、

つぎの試案である。

前 I期 2号竪穴

前 1-1一第 1期 7号建物、 4号竪穴



第 I期 ・40号竪穴、 8号建物

第II-1期 ー19号建物

第II-2期:16号建物(XV-1号建物)

第III-IV期・空地

第V期 : 18号建物

3 -2 西南部建物の時期区分

1) D区建物の時期区分

第2節に述べたことから

a) 2号建物c (19号建物 5号建物)c16号建

建物 (XV-1号建物)

b) 19号建物c10号建物

の関係が成立する。このうち、 D区の北寄りにあ

る2号建物は溝13によってD区が南北 2区に分け

られる以前の当区では最も古い時期の遺構である。

この建物は隣接する C2区の先に第 I期にあてた

8号建物と近接するので、 C2区の 4号竪穴と併

存したと推定される。D区南半には13号柱列と 3

号 ・4号 ・5号の各建物が重複し、そのうち 3号

建物と 5号建物は 2号建物と重複もしくは近接す

る。 2号建物の時期には南半に13号柱列と 21号柱

列の区画があり、その内は空地であ ったかもしれ

ない。C2区に 8号建物が立つ第 I期にD区は溝

口により南北に 2分され、北区には16号建物

(XV-1号建物)より古い14号柱列による区画が

造 られ、その内は空地もしくは通路であ ったと推

察される。そうすると南区には建物が立つとみな

くてはならないだろう 。 a)により、 5号建物は

19号建物(第II-1期)と併存し、また、 4号建物

は16号建物(第II-2期)と同時期とみられるの

で3)、第 I期建物として 3号建物の可能性が大き

し、。

一方、 D区における第III期以後の建物は10号建

物だけである。この建物はD区と E区に跨がる当

該地域の区画がなくなった時期の遺構であり、 C

区における18号建物と同様に第V期にあてるのが

穏当であろう 。なお、 C区から D区を南北に走る

XIV-溝17は前 I期の溝と考えられる。これと 2
号建物が重複する。 したがって、 2号建物は、 C

区の 7号建物および4号竪穴と同様、前 I期もし

くは第 I期としておきたい。

以上により D区建物を時期区分すると、つぎの

通りである。このうち10号建物はD区と E区に跨

がる。

前 I期:XIV-溝17

前 1-1一第 1期 2号建物

第 I期 3号建物

第II-1期 5号建物

第II-2期 4号建物

第III-IV期 :空地

第V期 : 10号建物

2) E区建物の時期区分

第 2節に述べたことから

a) 6号建物c7号建物

b) 19号建物c10号建物

の関係が成立する。E区には、ほかに 3号竪穴建

物と前 I期と考えられる 2号竪穴建物がある。

E区の建物を考えるに当たり注意されるのは、

第II期に C2区の地害Jjが南に拡張され、 19号建物

がD区と E区の一部に及んでい立てられたことであ

る。これにより、この時期にはE区北半に建物は

なかったと判明する。E区北半の土地は、第V期

の遺構である10号建物が検出されただけであり、

第 I期からIV期までの問、 空地であったことにな

る。

E区南半の敷地には 3号室主穴建物と 6号 ・7号

の各建物が重複する。そのうち、西辺と南辺の区

画である溝16と溝17を伴うのは 6号建物と 3号竪

穴建物のいずれかである。 3号竪穴建物は小規模

であるので、ここでは、 6号建物が溝16・17を伴

うと考えて第 I期に当て、 3号竪穴建物の時期を

前 I期と推定する。

7号建物は西辺の溝16と溝23の 2と重複し、こ

の時期にはD区と E区を隔てる地割溝はな く、 7

号建物の西側と、それより北にのびる 3聞の柱列

が地境であったらしい。この柱列の北端柱は溝口

の東延長上にあり、そこがこの時期のC区と D'

E両区の境であったと推察される。これと類似の

関係がD区に立つ 5号建物東側柱より北に延びる

柱列と溝12との間にみられることは先に記した。

これにより、 7号建物は溝口の区画内にある16号

建物(XV-1号建物)と同時期の第II-2期に当

てることカずて瞬きる。

以上により、 E区は第III期とIV期に空地であっ

たことが推定される。つぎに、 E区建物の時期区

分を示す。

前 I期 2号竪穴建物、 3号竪穴建物

第 I期 6号建物

第II-1期空地カ
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第II-2期 7号建物

第III-IV期 :空地

第V期 : 10号建物

3) F区建物の時期区分

第 2節に述べたことから、つぎの関係が成立す

る。

a) 50号竪穴C49号竪穴C9号建物

b) 51号竪穴c24号・ 25号柱列C8号建物

c) 50号竪穴、 53号笠穴C8号建物C52号竪穴

50号竪穴と溝14に伴う l号・ 53号竪穴は、少な

くとも当該地区の区画ができる以前の前 I期の遺

構と推定される。

F区の西辺を画す16号柱列は 8号建物より古〈、

第 I期の区画遺構と考えられる。これと同時期の

南北両辺を画す15号・ 17号の各柱列で区画された

敷地内には24号柱列と 25号柱列があるが、これが

一建物に纏まるかどうか不詳である。24号 .25号

柱列は、 b)により、第 I期の遺構と考えてよく、

それより古い51号竪穴は前 I期 もしくは第 1-1 

期にあてることができるかもしれない。

8号建物は西辺を構8、北辺を溝42、南辺を中

央道路の北側溝 5、東辺を溝18もしくは滋19で区

画した敷地の中央に立つ。構42は第III期の18号柱

列より古いので、それと併存する 8号建物は第II

期の遺構と推察される。

一方、第III期にはF区北辺と東辺に18号柱列と

19号柱列が造られた。これは東北部の中心建物地

域とその西側地域の境に造られた掘立柱塀

(XIV-1号・2号柱列)に速なる遺構であり、 1

号柱列がF区境で東折して18号柱列に続く西面南

端に間口12尺の門が開かれた。F区西辺にはこれ

らの柱列に伴う地割遺構がないので、 F区は第III

期に、 C.D.E区と同様に、空地であったかも

しれない。これによると第III期にはC区-F区に

かけて客殿に到る門前の広場が形成されたことに

なるが、この広場からみると F区はそれより引っ

込んだ形になる。それで、 8号建物は厩の可能性
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があるので、これはIII期にも存続したと考えた方

がよいであろ。なお、 F区の北東隅で検出した29

号建物は小屋て。あり、 52号竪穴とともに第V期に

当て、第IV期は空地であったと考えたい。

以上により、 F区建物の時期区分は、つぎのよ

うになる。

前 I期 1号・ 50号・ 53号竪穴建物

前 1-1 第 1期 :49号 .51号竪穴建物

第 I期 24号 ・25号柱列

第II期 8号建物

第III期 空地もしくは 8号建物

第IV期 空地

第V期 9号建物、 52号竪穴建物

表V-2は、以上に検討した第二平坦面北東地

域西部地区における建築遺構の時期区分を整理し

たものである。

〔注〕

1) l'号建物および 5号柱列建物は45号竪穴と

の聞に地割の遺構がないので、同時に立つこ

とはないであろう 。これはほかの竪穴建物に

ついてもいえる。また、 3号建物は 2号建物

より新しいので、 1'号建物と異なる時期であ

る。

2) 44'号竪穴はA.B両区境にあり、地割が形成

される以前の当地域では最も古い遺構と推定

される。これと同様の遺構に B区の48号竪穴、

C.E両区地境にかかる 2号竪穴、F区の 1

号・ 50号・ 53号竪穴があり、東北部では竪穴

状土墳 2がある。また、 45号竪穴を含めてA.

B両区から検出された竪穴建物の配置をみる

と、 A.B両区のI也割は未だできていなかっ

たと推察されることも参照される。

3) E区の 7号建物は16号建物(XV-1号建物)

と同時期と推定される。 7号建物はD区境に

接するので、それと併存する D区建物は最も

規模の小さい 4号建物の可能性が大きい。



表V-2 第二平坦面北東地域西部地区における建築遺構の時期区分

時 期 区 西北部遺構 (A-C区) 区 西南部遺構 (D-F区)

前 I期 A 44'号.41号-43号 ・45号竪穴 D XIV-溝口

B 44号・ 48号竪穴 E 2号 ・3号竪穴

C 2号竪穴 F 1号 ・50号・ 53号竪穴

溝15 溝14

前 1- C 7号建物、 4号竪穴 D 2号建物、 13号 ・21号柱列

I期 講 5・19・16・22・23の l 溝18の 2・23の 1

F 49号 ・51号竪穴

I期 A 5号柱列建物、 10号建物、 (11号 D 3号建物

建物) 14号・ 20号柱列、溝口・ 18の 1・

B 4号柱列、 溝22 E 19・16・23の 2

13号・ 5号 .4号建物、 18号柱 6号建物

C 列、溝 2・5・4の 2・22 F 溝16・17・23の 2. XIV-溝口

40号竪穴、 8号建物 16号 ・22号柱列

溝 5・17・20・22 24 ・ 25~宝列

15号 ・16号・ 17号柱列

II期 A 1 '号建物、 9号建物、 (11号建 D 5号・ 4号建物

物) 構 1・12・13・18の 1・19

B 溝 1 E 7号 建 物 構 1・8

6 '号 ・15号建物 8号 建 物 溝 1・8・42

C 講 1・3・4の 1・6 F 

19号.16号(XV-1号)建物

溝 6・12・18・21

III期 AB 2号建物 DE 空I也
2号 .9号 ・10号・ 11号柱列 F 空地もしくは 8号建物

C 空1也 l号・ 19号・ 19号柱列

1号 .9号柱列 溝 1

IV期 AB 3号 ・14号建物 DE 空地

2号 ・9号柱列 F 空地溝2

C 空t也

礎石列

V期 A 12号建物 DE 10号建物

B 空地 F 9号建物、 52号竪穴

C 18号建物 溝 2
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第3章 館中心部における建築の考察

第 l節 中心部における建築の変遷過程

第 1章および 2章に述べたように、勝山館跡の

第二平坦面北東地域には大別して 5期に及ぶ勝山

館期の建築遺構があり、そのうち東北部に検出し

た第 I期からIII期までの中心建物は、その平面規

模および形式よりみて、ほぽ同位置に再建された

館の中心建物であったと推察される。本章第 1節

では、館中心部における建築遺構を時期毎に考察

し、それらの変遷過程を明らかにする。第 2節で

は、中心建物(客殿)を復元的に考察する。

l寸 前 I期の建物 (付図 3-1) 

前 I期は館の中心建物が建設される以前の時期

であるが、この時期の建物は館に関係すると考え

てよく、いわば館造成期の遺構として捉えること

カずできる。

1)東部地区

後に中心建物が建てられる東北部では、この時

期に西辺地境の段下に竪穴状土墳 2が l基検出さ

れたのみである。東南部のB区にある38号竪穴は

規模がやや大きく、深さが1.5m程もある。溝と柱

列(塀)をめぐらした方形区画の敷地にあり、こ

の敷地割りが第 I期の 2号建物の敷地とほぼ重な

ることから、これは 1-1期の遺構と考えてよい

かもしれない。 とすると、この時期の東部地区は

空地として造成された可能性が大きい。

2 )西部地区

これとは対照的に、西部地区には竪穴建物が多

く造られた。すなわち、西北部に 7棟、西南部に

5棟であり、また F区の49号と 51号竪穴もこの時

期に造られた可能性がある。このうち、 A区の中

央やや西よりに検出した45号竪穴と C.E区境に

ある 2号笠穴は焼失家屋てあり、内部に大量の炭

化材が堆積していた。45号竪穴は長辺2.5m、短辺

1.8m、深さ約0.6mの規模で、長辺を東西に向け、

南面東寄りに張り出しをもっ。長方形断面の柱 8

本を床面周辺に方 2聞に立てるが、西側柱は西辺

より 80cmほど東に寄せていた。外壁は柱の外側に

幅10-15cm、厚き 2cm程の板材を竪穴底面より

立ち上げた竪板張であると推定されるが、その外

側の竪穴掘り方壁面との聞に茅の束が横に並べた

状態で検出された。鎌倉市街で検出される中世の

半地下式建物(方形竪穴建物)はこの部分を土で

埋め戻すが、そこに茅を詰めたのは、寒冷地にあ
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って室内の保温と湿気の防止のためであったと恩

われる。この点は、竪穴建物の屋根のみでなく、

板壁の外側も茅や樹皮などの保温材で被覆したこ

とを推測せしめる。床の仕様を示す資料は検出で

きなかったが、勝山館で検出したほかの竪穴建物

の例から、転ばし根太の板床が想定される。なお、

45号竪穴に近接して立つ竪穴建物が類焼しなかっ

た事実は、屋根および壁を茅類で葺いたとしても、

それを露出していたのではなく、土などの不燃材

で覆っていたことを想定せねばならないかもしれ

ない。45号竪穴の覆土中から釘や小札など多量の

鉄製品と鉄利碗などが出土したと報告されている。

また、ほかの竪穴建物では床面に多く焼土と炭化

物の堆積がみられ、覆土中から釘、銭、小札、小

刀、鍛造剥片、鉄鍋、鉄火箸なども出土している。

これらの出土遺物から、この時期の竪穴建物は住

居であり、その住人の中に建築金物や小札など武

具の部品を造る鍛冶工が居たことを推測できない

だろっか。

2号竪穴はC区と E区の地割ができる以前の、

この地域では最も古い遺構である。これに対して、

C区にある 4号竪穴は講をめぐらした区画内に建

てられている。 4号竪穴は 7号建物と併存し、そ

の時期は前 I期もしくは I期と推定されるが、そ

の後、ほぽ同じ区画に 8号建物と40号竪穴 (第 I

期遺構)が建つことから、これらは第 I期の遺構

として 2小期に分けた方がよいと思われる。この

点はD区に検出した 2号建物にも言えるであろう 。

この場合、竪穴建物と掘立柱建物が区画を別にし

ていることは注目されてよい 1)。

前 I期の遺構の年代については、竪穴覆土より

出土した遺物の考察を待ちたいと思う 。

1 -2 第 I期の建築(付図 3-2) 

1 )東北部

第 I期には、東北部に館の中心建物と目される

大型の建物、すなわち 2号建物が立てられた。こ

の地区は、前 I期に広い空地として造成されてい

たので、当初から中心建物の敷地として計画され

ていたと推察される。 2号建物は 8問x3聞の規

模をもっ南北棟で、敷地のほぼ中央に東面して立

てられた。平面は 7間x2聞の身舎の西・南二面

に庇をめぐらす古様な形式であり、身舎の南より

4間目柱筋に中柱を立て、この柱通りで内部を南

北に分けていたと考えられる。柱間寸法は身舎桁



行中央聞を7.3尺とするほか、 7尺問と6.5尺聞を

併用するのが注意される。なお、主屋の東面と北

面の一部に下屋の土庇が付くらしく、そのうち東

面下屋に改修が認められた。また、南庇の東端聞

に2間x1問の南廊が取りっき、そこが中門廊の

役割を果たしたと推察される。

さて、 2号建物と II期およびIII期の l号.3号

の各建物は勝山館の中心建物と目されるが、これ

らはどのような性格の建物であろうか。 15世紀後

期から16世紀頃の畿内や関東における上層階級の

邸宅では中心建物を寝殿と呼ぶことは少なくなり、

一般に主殿、客殿あるいは常御所と称した。主殿

は寝殿と常御所を兼ねた建物である。これらの建

物は対面所もしくは客殿と呼ばれる対面や晴れの

行事に用いる部屋を持つ一方、奥向きに寝所と常

御所(居間)を備えていた。勝山館の第 I期から

III期までの中心建物は桁行方向に部屋を一列に並

べるだけで梁聞が小さしそれらの平面形式はこ

の時期に畿内や関東で主殿と呼ばれた建物と相違

する。その名称、については、松前景広が正保 3

(1646)年にまとめた f新羅之記録jの永正十二年

条に

同十二年、夷の賊徒蜂起す。六月二十二日、

光広朝臣計略を以て、居宅の客殿と台所の中外

戸(一本、内戸)数聞を縄を以て索ぎ置き、夷

賊の酋長庶野旬JIt寺兄弟弁に筒多利を招き入れ、

一日酒を行い、彼等をして酔輿に入らしめ、宝

物を出して之を見せ、宝物を弄ぶ隙を窺ひ、此

間数多の女共をして確を携たしめ、其音に紛れ

て物具を鎧ひて後、家内の戸を索ぐ縄を切り推

倒し、数人俄に客殿に乱れ入る。光広朝臣太刀

を取り、夷の曾長二人を斬殺す。(後略)

とある記事が参照される。これは二世光広が松前

の大館に移住した翌年の出来事である。客殿は大

館(徳山館)の中心建物と考えてよく、勝山館の

中心建物も客殿としてよいであろう。また、『新羅

之記録jに、蛎崎(松前)家当主季広の近習丸山

某子が上之国城代南条広継の内儀に同心して、季

広の長男舜広と次男元広に鳩毒を盛った事件につ

いて

彼の丸山の逆心の起りは、元広十二の歳、白

狗猫を飼愛す。普く狩れ付き、万五郎に随ひて

客殿を行く。丸山之を見て侍に似合わしからざ

る事かなとて以の外と悪口す。元広大に限り、

脇差を抜きて丸山某子の頚を切り剰ね、重ねて

切らんと欲する処、傍に居たる人元広を懐き入

る。(中田各)丸山は金箔癒えて後、万五郎を悪

み、終に南条越中の内儀に同心し、鳩毒を昇ふ。

(後略)

と記す。これは松前徳山(大)館の客殿でのこと

であり、客殿は城主の居処であったことが窺われ

る。 2号建物の身舎南 4聞は対面所(客殿)と考

えてよいであろう。その北側の身舎と庇に常御所

と寝所が設けられたか否か詳らかでないが、 2号

建物の西方に台所と推定される建物 (13号建物)

や井戸があるので、中心建物は城主の居処に当て

られた可能性が大きい。そこで、以下では中心建

物を客殿とよぶことにする。

2号建物(客殿)の西方 2m程離れところに検

出した 3問x2問南北棟の13号建物は、その南側

に井戸を持つことから台所であったと推定される。

客殿と北面を揃え、その聞に 2聞の目隠し塀を立

てる。

敷地の西南隅にある方 2聞の総柱建物 (16号建

物)は柱穴底面に石の礎盤を据える。柱間寸法は

7.8尺程であり、倉ではないかと推定される。

2 )南東部

当地域の西半は客殿へ到る通路であり、その東

側にあって、溝21・22とl号 ・2号柱列(垣もしく

は塀)で方形に区画された敷地内に立てられた38

号竪穴建物は、先述の通り第 1-1期に下げた方

がよいと考えられる。通路の幅は 7-8 m (23-26 

尺)程である。通路の西辺にある溝10は旧中央道

路跡を斜めに横断する溝6につながるらしく、南

北両側に講を持つ中央道路はこの時期に未だ整備

されていなかったと推定されている。東半の敷地

にある38号竪穴建物は約2.8x2.5m(3間x2 

間)、深さ1.5mもあり、勝山館では大きい規模に

属する。

38号竪穴建物は第 1-2期に 3間x2聞の 2号

掘立柱建物に建て替えられたと推察される。それ

に伴い周囲の区画はほぽ同位置で3号および9号

柱列に造り変えられた。 2号建物は内部が東西二

室に分かれ、中央に鉄鍋の炉を据えた西側の方 2

聞の部屋は居間(常居)、東側の 1間に 2聞の部屋

は寝所と推定される。なお、この建物は南面に下

屋が付くらしく、また東側に 5号柱列の塀もしく

は垣がイ寸〈。
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客殿一郭の南面に門の遺構は検出されなかった

が、その敷地は南方通路およびその東にある屋敷

地よりやや高くなっている。通路の東側にある建

物は門前にある家人(被官)の住居であろうか。

3 )西北部

当該地区は第 I期に敷地割りが行われ、 A-C

3区の区画が成立した。

A区は東辺と南辺を 4号柱列と溝2で画し、西

辺は不明であるが、北辺には館外周を巡る概列が

造られたと推察される。 A区には東側に 5号柱列

建物 (3問X2間)と、その西方 9尺離れた位置

に10号建物が立てられた。後者は桁行 5間 (32

尺)、梁間 2問 (13.5尺)の規模をもっ南北棟で、

北より 2問自に中柱が立ち、内部を二室に分けて

いた。 10号建物は主屋、 5号柱列建物はそれの付

属屋で、これらは住居を構成していたと推定され

る。なお、 10号建物に重複して、第 I期もしくは

II期の遺構と推定される11号建物(3問X2間)

が検出されている。

B区には東側 1区に13号建物、西側 2区に 5号

建物が立つ。 13号建物は桁行 3問(17.6尺)、梁間

2問 (12.4尺)の南北棟で、その敷地は南北と西

の3辺を 8号柱列で固されるが、東辺の区画は検

出されなかった。北辺の柱列東端は、 A区東辺を

画す 4号柱列のほぼ延長上にあり、それより東北

部との地境までの距離は約12尺あるので、 A.B

両区東側に幅12尺程の通路状のスペースが存した

ことになる。

5号建物は溝 2・5・4の2で南北と西の 3辺

を画した区画の北寄りにあって、 A区の10号建物

と接近し、その問 3-3.5尺離れるだけである。方

3間(約18尺四方)の規模で、内部に柱を立てな

いやや特殊な建物である。これは、ほぽ同位置で

桁行 3間 (19.8尺)、梁間 2問 (15尺)の 4号建物

に建て替えられた。 4号建物は北より l間目に中

柱をもっ。なお、 B1区の13号建物が南北西 3辺

に柱列をめぐらすこと、また、 A区と B2区境に

ある構 2の痕跡が明瞭でないことなどからすると、

この時期に B2区はA区と同じ敷地であった可能

性もある。

C区の 7号建物と 4号竪穴は 1-1期の遺構と

推定される。東側 1区にある 7号建物は東西を溝

19と溝16、南北を溝 5と構23の lで区画される敷

地に立つ。規模は桁行 3問(22.8尺)、梁間 2間(14.
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1尺)の南北棟で、平面の矩が慈〈、柱間寸法は7.

1-8.2尺と大きい。 4号竪穴は東西両辺を講16と

溝22、北辺を溝 5で画された西側 2区にある。南

辺の区画は不明であるが、同時期のD区に 2号建

物があるので、溝口の 1を延長したD区境に何ら

かの区画があったと推定きれる。 4号竪穴は 7号

建物に付属すると考えられる。

7号建物と 4号竪穴は 1-2期に40号竪穴と 8

号建物に建て替えられたと推定される。それにと

もない 1区と 2区の区函も少し南に移動した。 1

区の区画は東西両辺を溝20と溝口、南北を構5と

構17の区画とし、そのうち北寄りに40号竪穴建物

が立つ。 2区は東西両辺を溝17と構22、南北を14

号柱列と溝 5で画され、その中に 8号建物が立つ。

8号建物は桁行 3間(22.5尺)、梁間 2問(14.6尺)

の南北棟で、 7号建物とほぼ同規模であり、柱間

寸法も7.3-7.5尺と大きい。竪穴建物を付属する

のも共通し、両者は同じ性格の建物であろう。

以上、第 I期のA-C区にはそれぞれに特色の

ある建物の構成がみられる。 A区と B区は住居で

あったと考えられる。そのうち、 B2区の 5号建

物は方 3間のやや特殊な形態であり、倉もしくは

台所のような施設が想定される。C区の 7号と 8

号建物は柱間が大きく、かつ矩が悪〈、仮設的な

作業小屋のような建物であるかもしれない。

4)西南部

当地区は第 I期に西から東に 3区 (D.E. F) 

に区画された。

D区の区画遺構は西辺が溝18の 2と13号柱列

(垣カ)、南辺が21号柱列、東辺は北端に一部を検

出した溝23の 1が南方に延びると推定されるが、

北辺は不詳である。この敷地の北端に寄せて 2号

建物が立ち、その南側は空地であったらしい。 2

号建物は桁行 4間(約27尺)、梁間 3問(約18尺)

の南北棟で、建物の矩が悪〈、柱穴も小さいので、

C 1区の 7号建物と同じ仮設小屋かもしれない。

これは 1-1期の遺構と推定される。

2期になると、これを壊して、敷地の南寄りに

3号建物が新たに造られた。桁行 4問 (25.2尺)、

梁間 3間 (17.8尺)の南北棟て¥桁行中央柱通り

の東より 1間目に柱が立つ。平面の矩が悪〈、柱

間寸法はややぱらつくが、平均すると桁行6.3尺

問、梁聞は中間6.2尺、端間5.8尺である。敷地の

北側は西辺~北辺を14号柱列で囲った空地である。



この時期のD区地割は 1期とほぼ同位置に検出さ

れた、西辺北半が溝18の 1、同南半が溝19、東辺

北半が溝23の 2、同南半が溝16、南辺が20号柱列

と推定される。なお、 3号建物のすぐ北側に検出

した東西の溝13により、 D区は南北 2区に分かれ

ていたかもしれない。

E区は西辺南半を画す溝16が、溝口を延長した

位置で、東に折れて、南北 2区に分かれていたと推

察される。そのうちの南区に 6号建物が立つ。 6

号建物は 4間x2聞もしくは 3間x3聞の規模に

まとまる。そのうち、前者では桁行南 l聞の柱問

7.1尺がほかに比べて大きいこと、梁聞を 2聞にす

ると柱聞は 8尺になるので、 3問x3問、桁行19.1

尺、梁間16尺の規模にまとめ、南側柱はD区南を

画す20号柱列に対応する E区南辺の柱列 (22号柱

列)と考えたい。6号建物は南より 1間目柱筋に中

柱 2本が立ち、内部を二分していた。なお、 22号

柱列のやや南に検出した溝17は溝16と同時期の遺

構と推定される。

F区は、第 I期に南北西 3辺を17号 ・15号 ・16

号の各柱列で画され、その中に建物が立つと推定

されるが、その規模を特定できていない。

以上を要約すると、つぎのようである。第 I期

には、東北部に館の中心建物である客殿が東向き

に主主てられ、その西方に台所、倉、井戸などの施

設が造られた。ここは城主の居所であったと推察

される。客殿へのアプローチとして南方に通路が

造られたが、館の中央道路は未だ整備されていな

かったらしい。また、南方通路の東側敷地には家

人の住居と推定される建物が造られた。これらの

西側に隣接する西北部と西南部は大別すると 6区

の地筈IJがなされ、そこは基本的に住区であったと

推察される。ただし、それらの中には、 C区のよ

うに作業小屋と推定される建物と竪穴建物を 2小

区に分けて建てた地区もあり、また、 B2区の 5

号建物は倉庫もしくは台所と推定される。

5 )第 I期建物の年代

勝山館は松前氏の始祖武田信広が築造したとこ

ろと考えられる 2)0 福山秘府j文明 5年条に「松

前年代記」を引いて、この年、八幡宮を上国の館

上に造立し、舘神と称す、と伝えることから、文

明 5 (1473)年には勝山館の築城が進み、館の上

に館神八幡宮を造立するまでになっていたことが

推察される。それでは、当該地域に検出された 2

号建物(客殿)をはじめとする第 I期の建築造構

は信広の時期に遡るであろうか。

これについて参照すべきは、東南部検出の38号

竪穴より出土した造物について、平成 2年度発掘

調査概報に「従前、勝山館形成の初期或いは一部

それ以前と推している遺物が散見されている。」

と、述べられていることである九 38号竪穴が第 I

期の始めに位置づけられるとすると、 I期の遺構

は信広の時期まで遡らせることができる。

ところで、客殿と目される 2号建物の平面は身

舎と庇よりなる古式な構成をもっ。東北地方にお

ける戦国期の館において、身舎と庇の平面構成を

持つ建物は青森県浪岡城跡より検出された15世紀

後半頃の大型建物や、根城跡の16世紀後半以前と

される大型建物に類例がある。道南では志、苔館跡

の中心部より 15世紀前期頃の5間X2聞の身舎の四

面に庇をめぐらした東西棟建物 (SB 7)が検出

された4) (第43図 1)。 この建物は身舎西側の中央

柱を省略するほかは身舎・庇とも 1間毎に柱を立

てている。柱は全て丸柱を用い、柱聞は身舎桁行

10.3尺等問、梁間10尺等間で、庇出は7.5尺、庇梁

行中主問のうち中 3間は身舎梁聞を 3聞に割る。ま

た、同じ敷地内に15世紀後期頃、これとほぽ同規

模の南北棟建物 (SB 2)が立てられた5) (第43図

2 )。 これは東庇の北側 3間を欠き、身舎柱聞は10

尺等間(北側中央柱を省略)て¥庇出は西面7.5尺、

他三面6.2尺、庇梁行柱聞のうち中 3聞は同様に身

合梁聞を 3聞に割る。柱は全て丸柱である。これ

らによると、 15世紀中 ・後期の道南や東北北部の

館における主要建物は古式な平面形式と柱問寸法

をとどめていたことが知られる。勝山館の第 I期

客殿 (2号建物)は、志、苔館の主要建物に比べる

と、角柱を用いること、また、身舎の柱問寸法は

桁行にやや小さい7.3尺と 7尺を用い、梁聞には

6.5尺間を用いるなど、年代的にやや下る傾向が認

められる。 しかし、これは、あくまでも畿内の建

築における傾向であって、道南の建築に即適用で

きるものではない。 しかも、志苔館跡で検出され

たSB8は4間x3聞の主屋の東 ・北 2面に庇を

付けた東西 5問、南北 4間の建物で、規模はやや

小さいが、角柱を用い、主屋の柱聞に6.6尺聞を用

いている 6) (第43図 3)。この建物の年代は15世紀

後期頃と推定されており、こうした点を考慮する

と、勝山館の 2号建物は15世紀後期の信広の時期
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にまで遡る可能性は否定できないと恩われる。

1 -3 第II期の建物 (付図 3-3) 

1)東北部

第II期の客殿である 1号建物は I期の客殿と異

なり、南向きの東西棟に改められた。それは、こ

の時期に館の中央道路が整備されたことに関係す

ると推察される。それに伴い、客殿への通路も前

期より西方へ 6尺程移動された。

1号建物は桁行 6間(39尺)、梁間 3問(19.2尺)

の規模で、平面は方 3聞の広さをもっ部屋を東西

に並べ(西九聞と東九間)、南面西端に桁行 2問、

梁間 2聞の中門廊を突出した形式である。敷地の

中央やや南寄りに位置し、南方通路に中門廊を向

ける。側廻りと部屋境の柱筋 1問毎に角柱が立ち、

柱間寸法は桁行6.5尺等問、梁間6.4尺等間で、梁

間が 1寸短い。中門廊は南妻と東面の中柱を省略

し、柱間は桁行6.6尺問、梁間13尺である。西九聞

の内部に床束の柱穴掘り方が検出されたので、床

は束建床であると判明し、中門廊の存在から、少

なくとも南面に縁が廻っていたと推定できる。

1号建物は、後に西面に庇が増築され、それに

伴い中門廊も西側に 1間寄せた位置に造り替えら

れた。西庇梁聞は北聞が9.2尺、南閉が8.8尺で、

北でやや西に振れる。中門廊は桁行柱聞が改築前

と同じ、梁聞は15尺である。

l号建物は、 1 ;期の客殿に比べ、庇や下屋を設

けず、部屋を一列に配置するのが特徴であり、室

町時代後期の畿内における上層住宅に特有の九問

(ここのま)と呼ばれる部屋をもち、特にそれを

二室続けるのが注目される。後述のように、その

北側には台所とみられる 6号建物があり、 1号建

物は城主の居所であったと推察される。そうする

と、中門廊に続く西九聞は対面所と考えられるの

で、東九聞は常御所兼寝所と解すべきであろうか。

その部屋の性格については、次章で改めて考察す

る。

l号建物(客殿)の西方には、当初の西側柱よ

り18.5尺ほど離れた位置に、南北10聞の 1号柱列

が立てられた。これは、西方の井戸やそのまわり

の付属屋を隠すための板塀と考えられる。また、

1号建物の北方10尺程離れて西寄りに検出された

桁行 4問、梁間 3聞の 6号建物は、内部に焼土が

散在するので、客殿に付属する台所ではないかと

推定される。
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このほか、井戸の南方に検出された竪穴状土墳

1と敷地の北西隅にある鍛冶 ・銅鋳造跡は、出土

遺物から16世紀初期を下らないと推定されるので、

II期に位置づけできる。竪穴状土墳 lは方 2問、

東西 7尺、南北10尺ほどの規模で、深さが2.5-3 

尺あり、上屋を架け、東南に張り出しを持つ。遺

構の性格は不詳であるが、倉の近くにあることか

ら、半地下式の倉庫のような施設が想定できる。

鍛冶 ・銅鋳造跡に立てられた礎石建物は方 3問、

東西10尺、南北13尺程の規模が推定されるが、建

て替えがあったようで明確にし得なかった。なお、

竪穴状土城 1の南側に検出した17号建物は、 16号

建物にほぼ重複して建てられた倉であると推定さ

れ、その時期は第H期に下げてよいかもしれない。

規模は桁行13尺、梁間11尺、 2問x1聞の南北棟

である九

2 )東南部

当地区は第II期に東より西に 3区 (A・B.C) 

に分けられた。すなわち、 I期の東側敷地は西へ

6尺ほとe寄った位置に拡張きれて西辺の区画(溝

23と6号柱列)が造られ、それより東方37尺ほど

の位置に南北の溝15を通して、 A.B両区に分け

られた。A区は東辺を館外周の棚手IJ、西辺を溝15、

北辺を内棚列 2で画した区画である。A区に検出

された 7号建物は 4問x1問 (約6.2X1m)の規

模で、外周の棚列に面して立ち、矢倉のような施

設が想定される。これの造られた時期は16世紀前

期のII期もしくは凹期頃と推定される。

B区南辺は 7号柱列で画されるが、北辺の区画

は不明である。II期の 1号建物は B区北辺の地境

に接して立ち、その東西両側に取りつく塀は構15

と溝23に達するので、これが地境を造っていたの

かもしれない。

B区敷地が I期の東側敷地より西方に拡張され

たのに伴い、西側にある客殿一郭への通路も西方

へ寄せられたと推察される。C区の西辺には溝10

を含めると 4本の南北溝が検出されており、それ

らの中の何れかがII期の南方通路の側溝であると

推定される。そのうち溝10についで古いとされる

溝18がそれの可能性が最も大きい。溝18は溝10の

西方10尺ほどの位置にあり、客殿の西方にある 1

号柱列とほぼ通りをそろえる。これを西辺の側溝

とすると、通路幅は約30尺になる。この溝18の北

端は客殿地区との境で東折して構10に重なり、南



方は中央道路の北側溝である溝5に連続する。す

なわち、第II期に館の中央道路が整備され、その

側溝が造られた可能性がある。

B区では、 II-1期に l号建物と 8号建物の 2

棟があり、 2期に 3号建物と 4号建物の 2棟がそ

れぞれ同位置で再建された。

l期の 1号建物は B区北寄りに検出された 3

問x2聞の東西棟で、西より l問自に中柱を立て

て、二室に分けていたらしく、 I -2期の 2号建

物に類似する。柱聞は桁行6.6尺等問、梁間5.7尺

問である。なお、南面に 8尺程の下屋が付くかも

しれない。 8号建物は、 l号建物の南側に検出し

た方 2問、 10尺X11尺程の規模であるが、矩が悪

〈、柱間も不規則である。

2期の 3号建物は 3.5問x2問の東西棟で、東

面の半聞は下屋、西より 2間目に中柱を立て、内

部を二室に分けていた。 1号建物と同位置に再建

された同じ性格の建物で、ともに住居に用いられ

たとしてよいであろう 。東北隅柱より東方へ 1問

塀が延びるので、 3号建物の北面が地境であ った

らしい。柱間は6.5尺等間であり、前 2棟に比べて

整っている。 3号建物の南側に検出した 4号建物

は方 2問、 13尺四方の規模で、それに付属する建

物である。

3 )西北部

この地区は第 I期の地割をほぽ踏襲したが、各

区の建物は全て建て替えられた。

南辺を溝 1で画したA区には、東側南寄りに南

北棟の 1'号建物と、西側北寄りに棟方向を同じく

する 9号建物が立てられた。1'号建物は桁行 4間

(26.6尺)、梁間 2間 (15.8尺)の規模で、東面に

4.5尺の下屋が付く 。北より 1問自位置に中柱 2本

が立ち、ここに間仕切があったと思われる。柱間

寸法は不規則で、桁行が北より 5.8、7.4X 2、 6

尺、梁聞が7.9尺等間であり、第 I期の10号建物に

比べてやや大きい柱聞を用いること、また一部の

柱穴は底面に石の礎盤を据えるのが注意される。

中央3間x2聞を居間(常居)、北側 1聞を寝所と

した住居が推定される。

9号建物は 3問x2聞の棟持柱をもっ高倉と考

えられ、この敷地が武士の住居であったことを推

測させる。桁行19.4尺、梁間12.8尺の規模で、柱

間寸法は6.2尺-6.6尺聞を用い、主屋に比べまと

まりがみられる。なお、 9号建物に重複する11号

建物は桁行3問 (18.6尺)、梁間 2間 (13.2尺)の

規模で、第 I期もしくは II期の遺構と推定される

が、 9号建物との前後関係は不詳である。

B区は西・南両辺を溝 4と溝 6で函し、 1区と

2区境を潜 3とした時期であり、 1区に 6'号建

物、 2区に15号建物がたつ。溝 Iは前期の 8号柱

列の東端より 1本手前の柱穴位置で終わるので、

A .B両区境の東端は前期と 同様に開かれていた

と推察される。

6 '号建物は 3間x3問、桁行22.6尺、梁間16.5

尺の南北様である。平面の矩がやや悪〈、柱問寸

法は桁行が7.3尺と 8尺、梁聞が5.5尺等間で、桁

行柱聞が大きい。内部に間仕切などの柱穴がなく、

建物の用途は不明である。 2区の15号建物は桁行

4間(約24.8尺)、梁間 2間 (約12.2尺)の南北棟

である。柱穴が小さく、仮設的な建物と推定される。

C区は前期に比べ敷地が少し南方に拡張された。

西辺の区画は II-1期に潜12を伴う遺構が造られ、

II-2期にそれよりやや北に寄せて溝口が造られ

た。それぞれ南端で東折するが、 E区との境およ

びC1区と 2区を分ける溝16との関係は不詳であ

る。なお、平成 4年度の発掘調査概報によると、

E区東面北半を画す溝23の 1の中ほどから西に延

びる構の一部が検出されている (イ寸図、調査区遺

構配置図)。 これはE区北辺講の中心から約1.5m

南の位置にあり、それを西へ延長すると構12に到

る。これによると、構12はE区東辺まで延びてい

た可能性がある。

この時期のC1区は空地であり、 2区には 1期

に19号建物、 2期にxv-1号建物 (16号建物)が

立てられた。19号建物は 2区の南寄りにあり、規

模は方 3問、約20尺四方である。xv-1号建物は

桁行 4間 (26.2尺)、梁間 3間 (19尺)の南北棟

で、西北と西南両隅の各入側 1聞に柱が立つ。柱

聞は桁行約6.6尺間であるが、梁行は南面と北面で

やや異なり、南面西 2間6.25尺、東間6.5尺、北面

西間7.4尺、東 2間5.8尺である。xv-1号建物は

II期の当地域では最も規模が大きい。これの用途

は不詳であるが、同位置に検出した II-1期の19

号建物は、第 I期のB2区に立てられた 5号建物

に類似し、倉庫もしくは台所のような建物が想定

される。

4 )西南部

第II期には当地区の南に中央道路が整備された
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と推察される。地割は南辺を中央道路北側の溝 l

で画し、 D-F3区の境は I期のそれをほぼ踏襲

して、その各地割面に建物が立てられた。

D区には、 1期に 5号建物が立てられ、その後、

2期に同位置に 4号建物を建て替えた。ともに敷

地の南区に立てられ、北辺を画す溝13と前記の溝

12・11との聞は通路もしくは空地であったらしい。

通路とすると、 D区西側をとおる通路が中央道路

から入っていたことを推測させるが、これについ

ては発掘調査の進展を待ちたい。

5号建物は 4間x3聞の南北棟と推定され、総

桁行24.8尺、梁間約16.8尺、南より 1問自の西入

側位置に柱が立つ。柱聞は桁行が6.2尺問、梁関東

2聞が 6尺、西聞が6.6尺である。なお、 II期には

D区と E区境の区画溝はなく、 5号建物の東北隅

柱から北に延びる柱列(垣)がE区境を画してい

たらしい。 4号建物は 4問X3聞の南北棟で、 5

号建物より規模がやや小さく、少し西南に寄せて

建てられた。総桁行24.5尺、梁間15.1尺の規模で、

桁行中央棟通と南より 1間目東入側に柱が立つ。

柱間寸法は桁行6.1尺問、梁行は不揃いてい4.8-5

3尺である。

E区に検出した 7号建物は II-2期の遺構と考

えられる。E区は、南側に 6号・ 7号建物の柱穴

のほか幾つかの柱穴が散在するが、建物としてま

とまるかどうか不明であり、 II-1期には空地で

あった可能性もある。 7号建物はD区の 4号建物

と同時期の遺構である。 5問x3問、南北棟建物

で、総桁行約32.5尺、梁間約16尺、柱間寸法は桁

行が6.5尺問、梁行東間が6.1尺、西 2聞が5尺聞

である。南より 2間目位置で南北二室に分け、北

側に方 3聞の部屋、南側に方 2問の部屋と東入側

をとる。なお、 同建物の西北隅柱より北方に延び

る柱列はD区北側の通路と隔てる垣であろう 。 7

号建物は平面形式よりみて住居と考えてよく、 D

区 l期の 5号建物も方 3問の部屋をもつので、同

様に住居とみてよいと思われる。

F区は西面を溝 8、北面を溝42で画した時期で

あり、その地割面の中央に 8号建物が立つ。桁行

5間 (36尺)、梁間 3問 (20.6尺)・南北棟の大型

建物で、北より 2問目柱列を除いて、 内部 1間ご

とに柱が立つ。柱間寸法は桁行が北より 7.8尺、

7.35尺x2、 7尺x2、梁聞が東より 7.24尺x2、

6.13尺程であり、柱間の大きいのが注目される。
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この建物の北第 1聞に当たる位置から馬の歯 9個

が出土しており、 8号建物は、その平面形式より

見て、 j蕊であった可能性がある。

以上、第II期には、各地区とも前期の地割面を

ほぼ踏襲したが、建物は殆ど建て替えられ、その

配置は前期と大きく異なる。また、館の中央道路

はこの時期に整備されたと推定される。

東北部の客殿は南向の建物となり、南西隅に中

門廊を突出する。客殿には台所と倉、井戸が付属

し、前期同様、ここは城主の居所であったと推察

できる。敷地の西北隅に鍛冶 ・銅鋳造作業場が造

られたのはこの時期かもしれない。客殿への南方

通路は前期より西に寄せて造られ、その東側に前

期同様の住居のほか、外周棚列に沿って矢倉を備

えた防禦用の区画が設けられた。一方、西部地区

は前期と同様、基本的に住区で、あったと推察され

るが、 C2区の16号 ・19号建物は倉庫もしくは台

所のような施設と考えられ、また F区で検出され

た当該地区で最も大型の 8号建物は厩のような施

設が想定される。

5 )第II期建物の年代

第II期の建築の年代を考えるに当たり注意され

るのは、平成 5年度の発掘調査において検出した

55号竪穴建物跡の覆土・床面直上から越前揺鉢片

が出土し、その措鉢が15世紀末から16世紀初めの

時期に属すると推定されていることである。この

竪穴北部の壁と床は館の旧中央道路跡に切られて

いるので、中央道路がつくられた時期は15世紀末

から16世紀初め頃と推察されるへまた、東北部検

出の竪穴状土墳 lは第III期に廃止されたが、その

覆土中から出土した青磁稜花皿の年代から16世紀

初期頃には存在したことが推察できる。これらは、

年代的には二世光広の時期である。そこで、光広

の代における勝山館修築の契機について考えてみ

たい。

光広が家督を継いだのは、始祖信広が没した明

応 3(1494)年である。『福山秘府j明応 4年条に

松前年代記に日〈、是歳、光広、上回天河に居

す。

と記す。これによると、 光広は家督を継いだ翌年、

天河の洲崎館に移っている。勝山館主体部を東西

に通る中央道路の整備はその正面空堀の築造と同

時期であると推定されており、光広の時に推定さ

れる勝山館の修築はこの時期に行われた可能性が



ある 9)。

また、永正 9年(一説に 8年) 4月、字須岸、

志渡里、与倉前の三館が夷賊に攻め落とされ、河

野季通、イ、林良定、同季景は皆自害した。さらに

同10年 6月には、夷秋により松前大館が攻め落と

され、守護相原季消しは自害した。そして、翌日年

3月、光広と長子義広父子は小船180余隻を列ねて

上之国より松前の大館に移住した (r新羅之記

録j)。 この永正 9年-10年の戦いは、上之国守護

蛎崎光広と東部の蝦夷の共同作戦によるものと考

えられている。また、翌日年に大館移住の旨を檎

山の安東尋季に注進したが受け入れられず、三度

目にようやく「秋の嶋を良広に預け賜ひ、宜しく

国内を守護すべきの由判形を賜わったJ(r新羅之

記録J)が、これにより蛎崎氏は事実上、上之固と

松前の守殻]械を併せ掌中に収めたとされている 10)。

なお、『松前家記jに、永正11年秋、高広 (良広の

舎弟)をして勝山械を守らしむと記すのは、高広

を勝山館の城代としたことを意味する。以上、永

正 9年-11年にかけての時期は勝山館にと って一

つの画期であったと推察される。この間の戦いが

光広の主導によるものとすると、それに先立ち、

勝山館の防備を固めたことが予想される。

なお、第II期客殿(1号建物)は、第 I期客殿

( 2号建物)の身会・庇の平面構成と異なり、方

3間の部屋を二室続けるのが注目される。方 3聞

の部屋は九間(ここのま )と呼ばれ、畿内では鎌

倉末ないし南北朝期以降の住宅にみられるが、九

聞を二室続けた間取りをもっ例は室町時代後期に

なって知られる程度で、管見では、 『尋尊大僧正記j

文明19年12月条に禅定院に立つべき会所として載

せる会所の指図が初見である日)。 すなわち、 l号建

物の平面形態は、畿内における室町時代後期の上

層住宅との関連で考えるべきであり、そこに畿内

からの工匠の参加を想定してよいかもしれない。

とすると、これが光広時代の遺構としてもそれほ

ど不当ではないであろう。

1 -4 第III期の建築(付図 3-4) 

1 )東北部

第III期の客殿(3号建物)は敷地の中央にあっ

て、東向きの南北棟建物に改められた。これは、

東南部の南方通路を廃止してそこを屋敷地とし、

客殿へのアフ。ローチを西南方に移動したのに伴う

改変であったと推察される。

3号建物は桁行 9間 (58.5尺)、梁間 3間 (19

5尺)の規模で、東北隅に 3間x2聞の角屋を突出

する。主屋の平面は南より方 3聞の九間二室 (南

九問、北九間)と 2聞に 3聞の六閑 (むま)を一

列に並べ、その北側に l問の入側 (いりがわ)を

設ける。東北隅の角屋は六聞の部屋である。1ffU廻

りと部屋境 1間毎に角柱を立てるのは前期までの

客殿と同じであるが、柱間寸法は桁行 ・梁間とも

6.5尺に統ーされ、平面形式とともに京都における

室町時代後期の建築の影響が認められる。この建

物の各部屋の性格については、次節に述べる。

3号建物の西方北寄りに検出された14号建物は

3問x2聞の東西棟で、北面を 3号建物の北側柱

筋に揃え、その間約14尺に 2聞の掘立柱塀を造る。

14号建物は、 I期の13号建物に重複する位置にあ

り、台所と推定される。柱問寸法はやや不揃いで、、

桁行は 6尺と 7尺、梁聞は6.8尺である。なお、 3

号建物の西面南側柱より 北へ 2間入った所にある

東西 3聞の柱列とその西端より 北折する 3聞の15

号柱列は西南通路および客殿から台所や井戸を隔

てる目隠し塀と推定される。

このほか、 II期に造られた敷地西北隅にある鍛

冶 ・銅鋳造跡の礎石建物はこの時期にも使用され

たと思われる。

2 )東南部

第III期には、 C区の通路を廃して B区と C区を

併せた大きな屋敷地が形成され、その中、西寄り

に前期まてeの当地区には見られなかった大型の 5

号建物が立てられた。建物の規模は桁行 6問 (39

尺)、梁間 3悶(19.5尺)の東西棟で、柱間寸法は

6.5尺等聞である。平面は桁行を 2間毎に間仕切り

して、東に四問と南入側、中央に六間の部屋もし

くは東と同じ部屋割り、西に南四問と北入側を設

けた形であり、中央2聞の北面に奥行2.7尺の張り

出しが付く 。側廻りと間仕切り位置一間毎に角柱

が立ち、床は来建床である。北面中央2問の張り

出しは棚のような装置が推定される。

5号建物の間取りは当該地区ではいままでにな

かった長屋風のタイプであり、これと同位置に再

建された 6号建物に類似する。なお、屋敷地の東

辺と西辺の区画は前期と同様溝15と構18であった

と思われる 1九南面は中央道路北側の溝 5で、その

北側に 7号柱列による塀もしくは垣の存在が推定

される。
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東面棚列に面する A区は溝 5と内初}列 1で画さ

れた時期で、その内に検出した 7号建物は矢倉か

もしれない。

3 )西部地区

当該地区では、 A区と B区を一つの敷地にまと

めて東辺を 2号柱列、南辺を 9号柱列で画し、そ

の中に規模の整った 2号建物が立てられた。

2号建物は、桁行 5間 (33尺)、梁間 3問 (19.2

尺)の規模をもっ南北棟で、南より 2問目柱筋に

中柱2本を立て、内部を二室に分けていた。柱問

寸法は桁行6.6尺等問、梁間6.4尺等閑である。北

側方 3聞の部屋の南寄り中央位置に検出された焼

土が当建物に伴うものとすると、囲炉裏を切って

いた可能性がある。南側の 2問X3間の音1¥屋は客

間(でえ)もしくは寝所などが考えられるが、不

詳である。なお、南辺 9号柱列の西端より 1本目

柱から北に延びる 3間柱列と、 2号建物の南 5尺

程の位置にある10号柱列およびその西端柱より南

から西へクランク型に折れる11号・ 12号柱列は当

建物に付属する塀と推定される。これら塀の存在

から、 2号建物の東南に当たる旧B1区に付ー属厘

(IV期にこの位置に倉と推定される14号建物が立

つ)が想定されるが、確定できていない。

一方、 C区から F区にかけての一帯は空地であ

り、この地域には客殿へ到る門前の広場が形成さ

れたと推察される。このうち F区は、広場から引

っ込んだ形をしているので、この位置に前期の 8

号建物が存続した可能性がある。東部地区と C区

-F区との境は 1号柱列と XV-18号・ 19号柱列

を伴う板塀が巡らされ、 1号柱列南端間に間口12

尺の門が聞かれた。また、 9号柱列はこの広場と

2号建物が立つ敷地を隔てる塀である。

なお、 D区南の中央道路に跨がる13号建物は桁

行 9尺、梁間 7尺の規模をもっ櫓門の様な建物が

想定される。この建物の柱痕跡下部から16世紀前

半頃に推定される越前指鉢片が出土した。これに

よると、この建物は第II期-III期頃に位置づけで

きるが、その特殊な建物の性格から、その廻りに

広場が形成された第III期の可能性が大きいように

思われる。

以上要するに、第III期の建築は、前期に比べ建

物の配置が大幅に改変された。そのうち最も大き

な変更は、客殿へ到る南方通路を廃して西南方よ

りのアプローチに改めたことである。そのため、
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西面に掘立柱の板塀を新設し、その南寄りに間口

12尺の門を聞き、門前に南北10丈、東西 5丈程の

広場が設けられた。そして、西南からのアプロー

チに対応して、客殿を南北棟の東向き建物に改め

た。また、中心建物地区に隣接して大きな屋敷地

が形成され、そこに前期までに見られなかった規

模の整った建物が立てられた。

4 )第[][期建物の年代

第III期建物の年代を推定できる出土遺物は未確

認であるが、旧中央道路に跨がる櫓門様の13号建

物が第III期の造構と考えてよいとすると、その柱

痕跡出土の越前嬬鉢の年代観により、その時期は

16世紀前期を下らないといえるであろう 。けれど

も、 13号建物は第II期に遡る可能性もなくはない

ので、年代推定の決め手にはならない。この問題

を考える上で注意すべきは、第III期に建築配置が

大幅に改変されたことである。この大改築を指示

したのは光広の跡を継いだ三世義広であったと推

察される。 というのは、光広と長子義広が松前に

移住した後、勝山館には城代が置かれたが(光広

の時は泊の館主であった次子高広が城代)、中世の

勝山館は松前城(蛎崎家当)主の直轄下に置かれ

たと考えねばならないからである 13)。それに関連

して、第III期客殿の規模と形式が、 I 期と II期の

客殿に比べて、より充実していることが注意され

る。これはIII期の客殿が城代の居所ではなく、松

前城 (蛎崎家当)主の御所 (宿所)として設けら

れたことを示している。前者について付言すれば、

これが城代の居所であ ったとすると、城主御成の

u寺の客殿が別棟になければならないが、 III期客殿

はそうした才混成をとっていないからである。この

点は、松前移住直後のII期客殿についても言える

ことである。後者については、松前城主は家督を

継いだ後、必ず上之国の祖廟、八幡宮、毘沙門堂

に参詣するのが例であり、義広はそのほかにも勝

山館に滞在しているのが参照される 1ぺ第III期の

客殿はそうしたH寺の城主の居所に当てられたと思

われる。

以上、館中心部における第III期の建築にみられ

る大規模な改変は、三世義広の時代になされたと

推定した。つぎに、こうした改変の契機について

考察する。

義広が家督を継いだのは、光広が没した永正15

年(1518)て¥40オの時であった。義広時代に伝え



られる大きな事件は、大永 5年~天文 5年

(1525-36)における蝦夷の蜂起である。すなわち、

I福山秘府j大永 5年条に引く松前年代記には、

東西の蝦夷が蜂起し、亡くなった人が多かった、

惹なき者は松前と天河に住んだ、と記し、松前と

天河(上ノ国)への和人の集住を大永 5年(1525)

のこととする。これは松前旧事記も同じである。

しかし、松前藩の記録として最も古い 『新羅之記

録Iには、康正 2年(1456)春に、志波里の鍛冶屋

村でh蝦夷の子供が和人の鍛冶にマキリ (アイヌ刀)

を打たせたが、その万の善悪と値段のことで口論

となり、鍛冶はマキ リで蝦夷の子を突き殺してし

まった。それが誘因になって夷秋が悉く蜂起し、

康正 2年夏より大永 5年春に到るまで、東西数十

日の中に住する村々や里々を破り、シャモ(和人)

を殺した。生き残った人は皆松前と天河とに集住

した、と記している。蝦夷の蜂起は、康正 3年の

東部の酋長コシャマインによる反乱を始めとして、

天文 5年の西部の曾長タリコナの来冠まで、継続

して起こっている。この問、永正 9年-10年の字

須岸 ・志波里 ・与倉前の三館と松前大館の攻略の

ように、蝦夷の蜂起だけでなく、館主同士の争い

が加わることもあった。これらの戦乱を通して、

松前大館と上之国勝山館に拠る蛎崎氏が蝦夷管領

安東氏の代官としての地位を獲得したのであるが、

それとともに東西の蝦夷と館主の支配領域が次第

に磁定していったと推察される 1九 松前と天河と

に和人が集まり住むようになったのは、 『新羅之記

録jが記すように、そうした長い戦乱のなかで進

行してきたことであると考えられる。ただ、 『新羅

之記録jに大永 5年春にも蝦夷の蜂起があったよ

うな書き方をしているのが注意される。松前年代

記が伝えるように、大永 5年春に東西蝦夷の蜂起

があり、松前と天河への集住化がこの年に一挙に

進んだのであろうか。

f新羅之記録jによると、その後享禄 1年 (1528)

5月、 1火が松前の大館に忍び寄り、郭内を脅かそ

うとしたが、義広がこれを撃退した。また、翌 2

年 3月には、西部の酋長タナサカシが発向して、

上之国和喜の館(勝山館)を攻めようとした。折

節、義広は館に篭もり、陰謀をおこない和睦して

多くの償を引き与え、酋長が館の坂中の平地の所

でイ貨を受け取り、館の方を向き上げて勇み喜ぶと

ころを矢倉より弓を射て殺したという 。そして、

曾長の射殺されたのを見て慌て逃げる数百の佑多

利を追い、天河の河上の菱池に追い込み悉く討殺

した。なお、 『松前家記』はこれについて、 3月に

タナサカシが来冠したので、義広は進んで和喜の

城を守り、工藤祐兼と弟祐致をして夷賊のいる瀬

田内を攻撃した。しかし、衆少なく敵せずして祐

兼は戦死し、祐致は辛ろうじて逃れて和喜城に生

還したという 。その後、タナサカシに和議を乞ひ、

域外に置いた僚の宝器をタナサカシが受け取ろう

とした処を、義広が楼から射殺し、余衆が狼狽し

て逃げ、菱池のぬかるみに陥るところを撃つこと

ができたと伝える。これによると、西部の酋長タ

ナサカシが瀬田内に陣を引き、勝山館を攻撃しよ

うとした。この時の勝山館城代は高広の長男基広

であり、義広は急報を聞き、軍を率いて松前から

勝山館に到り、戦闘の指揮を取ったことが推測さ

れる 16)。戦いは義広側の陰謀により辛くも勝利を

得たが、勝山館は攻落の危機に直面したであろう 。

また、上記によると、この時期の勝山館に矢倉が

存したことが知られる。

その後、天文 5年夏に西部の酋長タリコナが来

冠した。彼はタナサカシの女婿で、妻に勧められ

て男の仇を討とうとしたのである。 6月23日、義

広は偽って講和を結び、城中に招いて終日酎飲せ

しめ、怠るところを鋭い酋長夫妻を討ち取った。

これより東西は総て平安になったという (r新羅之

記録』、『福山秘府j、『松前家記』など)。 これは勝

山館での出来事である。

以上のように、義広の時代には西部の蝦夷によ

る勝山館への攻撃が伝えられる。特に、享禄 2年

のタナサカシ蜂起の時は、義広の策略により辛ら

くも勝山館を守ることができた。こうした西部蝦

夷の動きに対して、この時期に勝山館の防御が計

られ、建物の建て替えを含む館の大改築が行われ

たと考えられないであろうか17)。

1 -5 第W期の建築(付図 3-5) 

1 )東北部

当地区における第IV期の建物の中、規模が最も

大きいのは 4号建物である。その規模は桁行 9間

(54.9尺)、梁間 2間(16.3尺)の南北棟で、第III期

の客殿(3号建物)の西南寄りに、ほぽ棟を合わ

せて建てられた。すなわち、その東側柱は 3号建

物の西側柱に接し、南側柱は 3号建物のそれより

10尺程南に寄った位置にある。桁行3間毎の棟通
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りに柱を立て、内部を三室に分けていた。柱問寸

法は桁行がやや不規則で6尺と 6.3尺聞があり、梁

行は8.15尺等閑で、これは 1問=6.5尺の 2間半を

二つに割った寸法と推定される。 I期からIII期の

客殿に比べると、柱問寸法が不揃で、 6尺間があ

ること、特に、梁間 2間半の建物で、部屋境の中

央に柱を立てることは客殿のような建物では考え

難い。この柱配置からすると、棟持柱式の建物が

想定される。また、 4号建物は前期までの客殿に

比べて、南に寄り過ぎる位置にある。すなわち、

その南側柱と南隣地境との問は12尺程で、広くみ

ても 16尺である。これらの点から、 4号建物は客

殿とは異なる建物と考えられる 18)。

4号建物の東方5.8m程離れた位置に検出され

た7号建物は桁行4問 (27.2尺)、梁間 3間 (20.4

尺)の南北棟で、 4号建物に比べて向きが北でやや

西に振れる。柱間寸法はやや大きく6.8尺程、内部

に間仕切りがなく、その用途は不詳である。なお、

4号建物の西3.6m程離れた位置にある 3号礎石

建物は、礎石の一部を残すだけであるが、 4号建

物と向きを揃え、その規模は東西約7.6m程、南北

約4.6m程と推定される。柱間寸法は梁聞がl.5

-l.6m程、桁行は不明であるが、東端に半間 (0.9

m)の柱聞がある。礎石は径30-50cmの大きさ で

あるが、梁行柱問寸法が小さいので客殿のような

建築ではないと思われる。

以上のように、第IV期の東北部は客殿がなく、

前期までと性格が異なる場所になったことが推察

される。なお、 4号建物の西方、西部地区C1区

との地境段上に検出された南北3.5聞の礎石列は、

第III期のC区と東北部境を隔てる板塀 (XIV-1 

号柱列)が焼失した後、それより 60cm程東に寄っ

た位置に据えられたもので、その時、井戸は埋め

られたことが判明した。この礎石列がどのような

建築施設か不明であるが、礎石を用いることから

館終末期の遺構とするよりも、 IV期の遺構と考え

た方がよいであろう 。ただし、これは井戸の廃絶

時期に関わるので、遺物などの面から改めて検討

が必要である。

2 )東南部

当地区の地区割りは第III期とほぽ同じで、東側

のA区と西側のBC区の 2区に分かれる。BC区

西辺は溝口、南辺は旧中央道路北側の溝 4で函す

が、北辺は不明である。
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IV期のBC区には、前期 5号建物の跡に、それ

よりひとまわり大きい桁行 7問、梁間 4問 ・東西

棟の 6号建物が立てられた。 6間x3聞の主屋の

南面と西面に庇を付けた形式で、主屋は 2間x3 

聞の部屋 (六間・むま)が東西に三室並んだ間取

りであり、 5号建物に比べ各部屋ともそれより広

くなっている。この部屋割りからすると、南庇も

それに合わせて間仕切りされていたかもしれない。

部屋境と側廻り 1問毎に柱が立ち、床は束建床で

ある。主屋の規模は桁行40.2尺、梁間19.8尺、柱

間寸法は桁行6.7尺等問、梁間6.6尺等問、南庇出

は6.8尺、西庇出もほぼ同じであるが、柱筋は南で

やや西に振れている。

6号建物は、 5号建物と同様、桁行を 2問毎に

三室に分ける間取りをもつことが注意される。東

北部に客殿がなくなった後にも、当地域には同じ

性格の建物が立てられたと考えられる。

3 )西部地区

西部のC区-F区に到る地区は広場であったと

推察される。AB区は前期同様ー敷地の宅地であ

り、その東辺と南辺の区画は前期の 2号柱列と 9

号柱列が継承されたと推定される。この敷地に 3

号建物と 14号建物が立てられた。 3号建物は、 III

期 2号建物より西に 1間寄っ た位置に検出された、

桁行 4間 (26.4尺)、梁間 3閑 (19.8尺)の南北棟

で、柱間寸法は桁行・梁間とも6.6尺等間である。

平面は南側の 3問x3間の部屋が囲炉裏のある常

居(居間)、北側の l間x3間部分に寝所などの部

屋が設けられたと推定される。 2号・ 3号建物と

も庇や下屋を付けないのは II期およびIII期の客殿

に共通する。 3号建物の造立に伴い敷地は西方に

少し広げられたようで、前期の10号-12号柱列(板

塀カ)は廃止されたと思われる。

14号建物は、 3号建物の南東にある方 2問、南

北14.8尺、東西12.4尺の総柱建物である。 3号建

物に付属する倉庫かと推定される。柱問寸法は不

規則である。

以上要するに、第W期には東北部に客殿がなく、

城主の居所(宿所)は他所に移されたと考えられる。

旧客殿ー享1¥に建てられた 4号建物などの性格は不

明であり、これについては今後の課題としたい。

これに対して、東南部と西部地区はIII期 とほぼ

同じ敷地割りが継ゑされ、そこに前期と類似する

建物が立てられた。東南部の 6号建物は 5号建物



を建て替えたもので、規模はやや大きくなってい

る。また、西北部の 3号建物は 2号建物の建て替

えで、規模は桁行で 1間縮小されているが、同様

に住居であったと考えられる。

4 )第W期建物の年代

東北部にある第IV期の 7号建物は、柱痕跡内よ

り出土した唐津皿の検出状態よりみて、勝山館跡

の終末期 (五世慶広代)まで下らない時期の遺構

と推察される 19)。すなわち、IV期建物は四世季広の

時期に造営されたとみられる。つぎに、その契機

について考えてみたい。

上記のように、第IV期の東北部は、 III期までの

客殿に相当する建物がなく、その性格を大きく変

えていた。これは、第IV期建物の造営年代を考え

る上で注目される。

きて、 三世義広は天文14年 (1545)に没し、その

年、長子季広(39オ)が家督を継いだ。季広は、天

文17年 3月に上之国へ行き、 天河の毘沙門堂に参

詣した折り、同行の法師から基広の陰謀を明かさ

れた。基広は勝山館を守る城代であったが、季広

が帰依していたその法師を頼んで、季広をl況誼し

ようとしたのである。季広は、松前に還った後、

長門藤六広益を上之国に遣わして、基広の頚を討

ち、同年 9月、!協本の館主南条季継の末孫 ・南条

広継を上之国の守護 (城代)とした。翌18年に季

広が毘沙門堂を造営したのは、毘沙門天の加認を

謝してのことである。なお、 『新羅之記録jは陰謀

を企てた基広について、上之国泊之館主蛎l崎太郎

基広は良広朝臣の舎弟二郎高広の子であると記す。

高広は、永正 1年(1504)に泊の館主となり、光広

と義広父子が松前の大館に移住した同11年に勝山

館の城代となった。基広は高広の跡を継いで大永

1年 (1521)に勝山館の城代とな ったので、この

時、泊の館主の地位を継承したのであろう 。?自の

館主である基広は勝山館の城代を兼務したのであ

ろうか。勝山館城代の地位に関しては詳らかでな

いが、天文17年の事件は、城主に対する城代の被

官としての地位を象徴的に示しているように恩わ

れる。

天文20年 (1550一和田本 『福山秘府jは1551年と

記す)、季広は東西の蝦夷と和議を結び、勢田内の

曾長ハシタインを上之国天河の郡内に据え置いて

西夷の歩とし、知内のチコモタインを東夷の矛と

した。また、夷秋の商舶往還の法度を定め、諸国

より来る商頁より年奉を取り、その内を配分して

両曾長に与えることにした (f新羅之記録J)。ここ

に到り、康正 2年より l世紀近く続いた館主と東

西蝦夷との戦乱は終止した。これは西方上之国の

押えとして築城された中世の勝山館の大きな転機

になったと推察される。なお、天文21年には、上

之国城代広継の内儀(季広の長女)の陰謀が発覚

して、広継夫妻は自害した。これは、彼女が季広

近習の者をたのみ、季広の長男と次男に:t島毒を与

えた事件であり、長女である自分が松前の家督を

継ごうと企てたものである。

そのほか、 季広時代の勝山館に関して、永禄 5

年(1562)に、 季広が夷王社を立て、始祖信広を肥

ったこと、元亀 2年(1571)5月に、上之国の館神

を造立、供養したことが伝えられる。

以上の経緯からみて、東西蝦夷との和議が成立

した天文19(20)年が勝山館の転機であり、これに、

同21年に起きた城代夫妻の白書が重なり、これら

が契機になって勝山館の役筈IJが低下し、規模縮ノj、

の方向に向かったのではないだろうか。第二平坦

面北東地域の第IV期建物の状態は天文末年頃の状

態を示すと考えられる。

1 -6 第V期の建築 (付図3-6) 

1 )東部地区

東部地区は、東北部と東南部の地区制がなくな

り、そのほぼ中央に四周を掘立柱の柱列で囲む長

方形の固いが造られた。長方形柱列の規模は東西

8間(約52尺)、南北 5間(約33尺)で、柱聞は各

面とも6.6尺前後である。この長方形柱列の内には

東半分を南北に二分して、さらに東へ延びる 6号

柱列と、それより新しい 5号建物が検出されてい

る。 5号建物は方 2問(17.6尺x14.4尺)の総柱建

物で、柱聞は7.2尺、 8尺、 9.6尺など大きしか

っ不規則であり、仮設的な小屋かもしれない。こ

れが長方形柱列と併存するかどうかは不明である。

この11寺期の遺構としては、このほか長方形柱列の

南方に検出された39号竪穴がある。これは南北の

旧地境に跨がって造られており、この時期には前

期の地区割りがなく、前期の 6号建物もなかった

と考えられる。東南部にはV期の建物は検出され

ていない。

2)西部地区

西部地区でも前期までの広場と居住区という地

区割りはなくなり、小規模な掘立柱建物が4棟と
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竪穴建物 1棟が散在するのみである。旧A区にあ

る12号建物は桁行4間(約24.7尺)、梁間 2間 (約

14.3尺)の東西棟であるが、東側柱列の矩が悪〈、

柱間も不規則である。旧D .E両区に跨がる10号

建物は桁行4間(約22尺)、梁間 2問 (約12.4尺)

の東西棟で、東側柱の矩がやや悪いが、柱聞は桁

行5.5尺等問、梁間6.3尺である。西より 1間目と

2問自に中柱が立つ。

このほか旧C区にある18号建物、旧 F区の 9号

建物は仮設の小屋である。また、 52号竪穴は旧 F

区南東隅の中央道路に接して検出された。

以上、第V期の遺構は前期までにみられた居住

区がなく、地区割りも不明械で、東部地区に長方

形柱列による特異な固いがあるほかは、小規模な

掘立柱建物と竪穴建物が散在するだけであり、館

の終末期の様相を示している。これら第V期遺構

の性格の究明は今後の謀題である。

3 )第V期建物の年代

39号竪穴は覆土中出土の遺物に本館跡の終末期

に近い年代のもの (染イ寸皿)がある。j勝山館は五

世慶広の時、慶長の始めに廃止されたと伝えられ

ており 20)、V期の遺構は慶広が家督を継いだ天正

10年(1582)から慶長初年頃の状態を示すと推定さ

れる。この時期、天正10年 9月に館神八幡宮が修

造された。また、同17年に慶広が上之国に行った

留守中、徳山 (大)館の内館小丸座敷より出火し、

当家の重書 ・書状など悉〈焼失したことが伝えら

れる。この時期に、上之国に城主滞在のための宿

所が設けられたことが推察されるが、それが勝山

館内にあったかどうかは不詳である。なお、慶広

の時、酒井七之助が上之国和喜の城代であったと

伝えられる 21)。

〔注〕

l)r史跡上之国勝山館跡 XIVJ(平成 4年度発

掘調査環境整備事業概報)の 「まとめ」参照。

2 )松崎水穏「道南の和人の館J(rよみがえる 中

世 4J 1989・8)など。

3) r史跡上之国勝山館跡 XIlJ (平成 2年発掘調

査環境整備事業概報)P450 

4) r史跡志苔館跡IIJ (函館市教育委員会1985・

3 )。

5) r史跡志苔館跡 1J (向上 1984・3)。

6) r史跡志苔館跡IIJにSB8の基準柱聞を6.5

尺とするが、遺構図を当たると6.6尺とする方
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がよいと恩われる。

7) 3間x1問とすると竪穴状土墳 lと重複する

ので、 2問x1問と推定した。

8) r史跡上之国勝山館跡 XVJ(平成 5年度発掘

調査環境整備事業概報)P31。

9 )永正11年 (1514)3月に上之固から松前の大館

に移った光広は、その年に大館 (城)を修築

したのが参照される (r松前家記J)。

10)海保嶺夫 『中世の蝦夷地J(昭和62年 4月)P 

228-2350 

11)ただし、これは企画だけに終わり、実現しな

かった。この会所の指図では九間二室の間仕

切り位置の中柱を省略している。勝山館 1号

建物はその位置に中柱 2本を立てるので、形

態的にはより古式を伝えるといえる。

12)西辺に検出された溝19との関係は不詳。

13)松崎岩穂 『続上ノ国村史JP47Hこ、上ノ国和

喜之館の城代について「城代という 言葉は、

和喜館の城主、支配者は務主であり、和喜之

館は藩主の直轄であ ったことを意味してい

る。」と注記する。

14) r新羅之記録jによると、 享株 2年 3月と天文

3年 4月および同 5年 6月に義広は上之国和

喜の館 (勝山館)にいたことが知られる。

15)海保嶺夫『中世の蝦夷地J(前掲)。

16) r福山秘府』享禄 2年条に号[<松前年代記は、

夷賊の曾長を松前に来さしめて、義広が楼に

登り大箭を射たと記すが、上ノ国の攻防であ

るのに曾長を松前に来させたというのは不自

然である。これは勝山館における事件とみる

べきであろう 。

17)寛永の「松前家系図」義広の項に、享禄 3年

5月25日の夜、夷が来て義広の隠居の地v十|崎
の館を襲ったことが見えるが、 『新羅之記録j

は同日 の記事として、これを松前の大館とし

ている。義広が隠居したことは史料にみえな

いので、これは大館のことであろう 。

18)棟持柱式とすると、倉庫のような建物が想定

される。

19)第 1章 ・第 1節の注 8を参照。

20) r東遊雑記J(寛政 l年、古河古松軒著)。

21) r福山秘府j寛永l4年条。



第 2節客殿の復元的考察

本節では、勝山館跡の第二平坦面北東地域で検

出された第 I期からIII期までの客殿と目される中

心建物について復元的に考察する。

1 )第 I期の客殿(2号建物、図43図4) 

第 I期客殿の平面は身舎 ・庇よりなる古様な形

式である。すなわち、 7間x2聞の身舎の西南二

面に庇を付けた桁行 8問、梁間 3聞の規模で、身

舎は南 4聞と 北 3間に二分されていた。柱間寸法

は身舎桁行と西庇出が 7尺 (身舎中央聞は7.3

尺)、身舎梁間と南庇出が6.5尺で、 6.5尺とともに

7尺聞という古い寸法が併用されている。身舎の

来面に土庇、北面西 2間に下屋が付くらしく、ま

た、客殿の南庇東間南面には 2間の南廊が取りつ

く。客殿は城主の居所であったと推察され、身舎

の南 4間はH青向きの対面所 (客殿)と考えられる。

また、身舎の北 3聞は寝所あるいは寝所と常御所

(居間)を兼ねた部屋、その西側の西庇 3間は常

御所もしくは中居のような部屋と推察される。

客殿の柱は総て掘立式の角柱を用い、身舎 ・庇

とも 1間毎に柱を立てる。床は板敷と考えられ、

平面形式や不統ーな柱問よりみて、畳は敷き詰め

ではなく、置畳程度であろう 。円座も用いられた

ようで、揚手門外にある塵捨場の発掘調査で円座

の一部が出土した 1)。屋根は身舎・庇の平面形式に

関係なく、梁間 3聞の中央に棟を通した入母屋造

が想定される。そうすると、身舎 ・庇とも天井が

張られたであろう 。屋根葺材料は館正面の大手空

堀跡から柾板 (柿板)が出土しているので、柾板

葺であると推定される。外廻りの柱間装置につい

ては憶測の域をでないが、東商に土庇がイ寸くとす

ると、東面は蔀戸もしくは遣戸と明障子が立てら

れ、 一部に濡縁が付いていたかもしれない。なお、

土庇は造り替えが認められたが、改築後の土庇(3 

号柱列)は身舎南 4間部分の前にだけ付くらしく、

身舎北 3間の東面は壁もしくは腰高窓であったか

もしれない。南庇東間より南に延びる 2間の南廊

は中門廊に相当し、ここより昇殿したと推察され

る。そうすると、南廊が取りつく南庇東問南面は

妻戸が建ち、したがって南廊の床は長押丈だけ低

い板敷と考えられる。客殿の西庇と南庇は、寒冷

地の気候よりみて閉鎖的な造りが想像され、壁も

しくは腰高窓に遣戸 2枚と明障子 l枚を建てた構

成が推定される 2)。ただし、西庇の北 3聞は中居の

ような部屋が想定されるので、台所との関係から、

その中の少なくとも 1聞は遣戸が建てられたであ

ろう 。北面の下屋が部屋として用いられたかどう

か不明で、あるが、身舎の北面は壁で閉ざされてい

たと推定される。外壁の仕様については、当地で

は良質の槍が豊富にあったので、板壁が考えられ

る。 しかし、板壁のみでは寒さが厳しいので、上

ノ国町にある上国寺本堂(宝暦年間)の例を参照

すると、外側を竪板壁とし、その内に小舞を編ん

でト土壁を造っていた可能性がある。室内は板敷てゆ

畳を敷き詰めていなかったとすると、板の|療問か

らくる床下の冷気を防ぐために、床下の四周は壁

にて密閉されていたと思われる。

2 )第II期の客殿

(1号建物、第43図5・第44図1)

第II期客殿は南向きの東西棟に改められた。主

屋は桁行 6問、梁間 3聞の規模で、その南面西端

に桁行2問、梁間 2聞の中門廊を突出する。主屋

の平面は方 3聞の広さ を持つ部屋を東西に並べた

形式で (西九問、東九問)、第 I期客殿の身舎・庇

よりなる構成と大きく異なる。柱は総て掘立式の

角柱で、 主屋は側廻りと部屋境 l問毎に柱が立ち、

柱間寸法は桁行6.5尺に対して、梁聞はそれより l

寸短い6.4尺である。また、中門廊は南妻と東面の

中柱を省略し、柱聞は桁行6.6尺、梁間13尺であ

る。中門廊の西側柱に対応して、その西方 4尺の

所で検出した 3個の小柱穴は小庇の柱もしくは縁

の束柱の遺構と考えられ、ここより昇殿したこと

が推察できる。主屋の床は束建床による板敷であ

る。

II期客殿は後に西面に庇が増築され、それに伴

い中門廊も西側に 1間寄せた位置に造り替えられ

た。西庇の柱聞は西面 3聞が主屋と閉じ6.4尺であ

るが、梁行の柱筋は北でやや西に振れ、北関9.2

尺、南関8.8尺程、中門廊は桁行が改築前と同じ、

梁聞は15尺である。

第II期客殿は I期客殿に比べて、庇や下屋を設

けず、部屋を一列に配置するのが特徴であり、特

に室町時代後期の上層住宅に特有の九問 (ここの

ま)と呼ばれる部屋を二室続けるのが注目される。

室町時代の上層住宅において、九聞は主殿 ・客殿

あるいは会所 ・小御所など主要建物のH青向きに多

く設けられ、そこにおける中心の広間であった。

晴向きの九聞は押板を備えることが多く、対面や
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連歌・和歌などの文芸的な会合、あるいは仏事な

どに用いられた。また、足利将軍義教の室町殿の

寝殿北面にある御安所のように、居間兼内向の対

面所を九聞とすることもあった。九聞をもっ住宅

の事例は多いが、それを二室続けた間取をもっ室

町期建物の例はそれほど多くなく、管見て胡はつぎ

の建物が知られる。

① I尋尊大僧正記』文明九年十二月の条に、

東西 7問、南北 6問、北面西 3問庇付の会所の指

図 (第44図 2)を載せる 3)。これは尋尊が禅定院に

立つべき会所としてスケッチしたもので、実際に

は建てられなかった。会所はH青向きの東面に九聞

の部屋を南北に二室並べ、その前面に広縁を付け

る。北九聞は北面に張り出して 3問の押板と、そ

の東端より南に折れて I聞のイ寸書院を設ける。こ

れらの西側の中央にある四聞と内二聞は常御所

(居間)および寝所と推察され、その北にある四

聞と二問も内向きの居間と納戸のよ うな部屋、南

の六聞は綱所のような部屋 と恩われる。

② 天文13年に建立された大阪石山本願寺の新

寝殿(主殿)は、全体の平商規模が不詳であるが、

主殿には東九間と西九聞があり、ほかに西中門、

公県/1座、北九問、中六問、西六問、東六聞などの

部屋があった。その うち東九間と西九聞は晴向き

の座敷であり、主座敷である東九問には床の間 ・

押板・付書院・棚が設けられた。そして、西九問

が室内能の舞台になった時、 東九聞に見物座席が

設けられた九

なお、慶長 3年(1598)に建立された醍醐寺三宝

院客殿 (現表書院)は、東より 15畳のーの聞と 18

畳のこの問、 27畳の三の聞を東西一列に並べ、そ

れらの南面に広縁、東西北 3面に入倶u縁を巡らし、

南面西端に中門廊を突出した建物である (第44図

4)。床が一段低い下段の三の聞は九間より広い

が、床を拭板敷として能の舞台になった。ーの聞

は東面に関口 2聞の押板と 1聞の違い棚を備え、

観能の座席はーの聞とこの間に置かれた。なお、

柱聞は 1問=6.5尺が基準寸法である。

③ 青森県根城本丸跡検出の SB41は、桁行8

問、梁間 5聞の南北棟の主屋の東商南端に 3問に

3聞の角屋を付けた建物と推定されている。主屋

平面は九間二室を南北に並べ、それらの四周に庇

を巡らした形式で、側及び入側廻りと部屋境の

各々 l筒ごとに柱が立つ(第44図 3)。 身舎の柱問
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寸法は桁行6.6尺、梁間7.2尺、柱は全て掘立式の

丸柱で、ともに古式な手法を伝えている。庇出は

東西 2面が6.2尺、北面6.1尺、南面6.8尺と不揃い

である。年代は16世紀末-17世紀前業とされる。

また、これと同位置に再建された SB40はほぽ同

規模の建物である。桁行を 9聞にして、南北に並

べた九間二室の南側に六聞の部屋をつづけ、東西

北の三面に庇を巡らす。東南に 3問x3聞の角屋

を出すこと、側及び入側廻りと部屋境の各 1間ご

とに丸柱を立てるのは SB41と同じである (第44

図 5)。 柱間寸法は桁行が6.5尺、梁聞が6.6尺であ

る。年代は16世紀から17世紀前菜と推定されてい

る5)。

④ 『匠明J(慶長13年、平内政信著)に「昔六

問、七問、四拾弐坪ノ図也jとして、桁行 7問、

梁間 6聞の主殿の平面を載せる (第45図1)。これ

は、慶長13年 (1608)頃からみて昔とされるので、

16世紀後半頃の武家住宅における主殿の標準的な

平面を載せたものと考えられる。平面は南から 4

間目柱列て恭南北に大きく 二分して、南側に対面を

主とした晴向きの部屋、北側に居室を設ける。す

なわち、南側には方 3聞の部屋二室を東西に並べ、

その束入側に公卯/1聞をとる。西九間は西から北に

かけて矩折れに上段が付き、西国に間口 2聞の床

(押板)と1聞の違棚を造る。また、上段の南は

方 1聞の上段聞が張り出し、これより西の主殿南

面には 1問の広縁と桁行 2聞の中門が矩折れに付

いている。これに対して北側の梁間 2間通りには、

西に六間の納戸、東に六間の部屋 (床と違棚あり、

居間カ)をとり、その東入側より北に色代が統〈 。

主殿は四周に落縁を付けている。屋根は入母屋造

で、東面公県/1聞の南 1聞に装束妻戸を立て、その

上の屋根に軒唐破風を載せる。

なお、これとよく似た間取をもっ建物に圏域寺

の子院光浄院客殿 (慶長 6年)が知られる 6)(第45

図 2)。 光浄院客殿は桁行 7問、梁間 6聞の規模

で、南側の間取は 『匠明jの昔主殿図とほぼ同じ

であるが、南東に突出する中門廊は梁間 2聞とな

り、南萎と西面の中柱を省略する。この点は、勝

山館第II期客殿の中門廊に類似する。客殿の北側

は西より納戸四畳、八畳、十二畳の三室を並べ、

その東に入側を設ける。これらの部屋は寝所や居

間に用いられたのではないだろうか。屋根は入母

屋造柿葺で、東面ファサードの構成は f匠明j主



殿とほぼ同じである。柱聞は 1間=6.5尺が基準寸

法である。

⑤ 茨城県行方郡牛堀町堀之内にある大台城跡

の発掘調査報告書7)によると、慶長 l年頃の常陸

国佐竹氏の支城であった堀之内大台城の主殿 (S

Bl)は九間二室を東西に並べ、四周に土庇を廻

した建物である。東九聞は北面に 3聞の押板、東

面中央間に付書院を備え、南面中央聞に桁行 2聞

の式台を張り出す。また、西九聞は北面東 l聞に

棚もしくは押板を設けていた (第45図 3)。 柱は身

舎が礎石を据えた角柱、土庇は掘立柱である。身

舎の柱聞は桁行が6.5尺であるが、梁間は不揃いで

南問4.1尺、中間 7尺、北開6.1尺程である。 以

上にあげた中世末から近世初期の例に比べると、

勝山館の第II期客殿は部屋の配置が一列形式であ

り、しかも前後に庇や部屋を付けない点が注意さ

れる。これは、つぎに述べる第III期の客殿にも共

通するので、勝山館客殿の特色としてよい。また

上記のうち、石山本願寺主殿や醍醐寺三宝院客殿

で、九問二室あるいはこの間 (18畳)と三の問(下

段27畳)を使って能が行われたことも注目される。

ただし、 三宝院客殿は部屋境に柱を立てないので

観能に適していたが、勝山館のII期およびIII期客

殿は部屋境に柱が立ち、事情がやや異なる。この

点は根城跡の SB41とSB40も同じである。三宝

院客殿は対面を主目的に各室を構成した建築であ

って、近世的な機能分化がみられる初期の例であ

る。勝山館客殿および根城跡の SB40・41の平面

は部屋をー列に配置した単純な構成であるが、こ

れを機能分化によるとするには時期が早すぎると

思われる。 というのは、禅定院会所や 『匠明jの

主殿、光浄院客殿などは九間二室がH青向きに面し

ているが、その背面に居室を備えているからであ

る。

一方、常陸堀之内大台城では、先述の主殿とみ

られる建物の南方にやや離れて、桁行 7問、梁間

1間-2聞の規模をもっ 2棟の建物 (SB 2、S

B 3)が検出され、これらは主殿に対する遠侍的

建築遺構であると推定されている。そうすると、

大台城の主殿は常御所を兼ねていたことになる。

すなわち、式台のつく東九間は対面所(客殿)で

あって、西九間は常御所と寝室に当てられたこと

が想定される。東九聞と西九聞の境に 2本の柱を

立てて間仕切するのは、西九聞のこうした性格に

関係するのではないだろうか。これは勝山館客殿

の室内構成を考える上で参考になる。なお、大台

城の遠侍的建築造構とされる建物のうち SB2は

桁行 7問(約48.5尺)、梁間 2問(約16.2尺)の規

模の南北棟で、南 3問が土問、 北 4問が束建床で

あり、土間内に棟持柱 2本が立つという 。また、

S B 3は桁行 7問 (約46尺)、'梁間 1間 (約17.4

尺)・南北棟で、床は全て束建床である。内部の間

仕切は不明であるが、 SB3は長屋風の建物が想

定される。これは、勝山館の客殿の南方、東南部

地区に検出された第III期 5号建物の性格を考える

上で注意される。

以上をもとに勝山館第II期客殿の部屋の性格を

考えると、中門廊に統〈西九間は対面所(客殿)、

東九聞は常御所 (居間)であり、その内に寝室が

設けられたと推定きれる。おそらく、東九聞には

囲炉裏が切られていたであろう 。また、柱間寸法

が桁行と梁間で異なることから、畳は未だ敷き詰

められていないとみられる。屋根は中門廊の突出

する形式よりみて入母屋造柾板葺が想定される。

柱問装置を考える上で、部屋の周囲に庇を付けな

いことが留意される。勝山館跡の発掘調査による

と、現在までのところ採i援用の手失は一点出土し

たのみで、協はなく、炉祉が多く検出されており、

暖房と炊事に囲炉裏が用いられたことが推察され

る。寒冷地にあ って冬季には常時室内で囲炉裏を

炊いて暖をとるのであり、そのために関口部を出

来るだけ少なくし、その少ない関口から採光を期

待したのである。それゆえ、日差しを遮る庇は必

要なかったのであろう 。これを身舎と庇の構成を

もっ第 I期客殿に比べると、後者は身舎と庇の仕

切りが襖障子のように簡便なものであったとする

と、保温効果はあまり期待できなかったであろう 。

第II期と III期客殿の平面はこうした欠陥をなくし

たものと言えなくはない。外壁は、上国寺本堂に

みるように外側を板壁とし、その内側に土壁を塗

る工法が採用されたかもしれない。また、同本堂

の例からみて、出入口以外の関口部は腰高窓が主

体であったと考えられる。ただ、 中門廊が付くこ

とから、少なくとも南面には濡縁が付 き、蔀戸も

しくは遣戸と明障子を立て、 中門廊西面南聞に妻

戸を立てたと推定される。

3 )第III期の客殿 (3号建物、第45図 4)

III期の客殿は東向きの南北棟に改められた。主
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屋は前期より大きい桁行 9問、梁間 3聞の規模で、

その東面北端に 3間x2聞の角屋を突出する。間

取は南より九問二室と六間をー列に並べ、その北

倶uに入側をとる。東北の角屋は六聞の部屋である。

側廻りと部屋境 1問毎に角柱を立てることは前期

までの客殿と同じであるが、柱間す法は桁行・梁

間とも6.5尺に統ーされている。

この時期には客殿一郭の西南部に広場が形成さ

れ、客殿へは西南方よりアプローチするようにな

ったが、客殿には中門廊に相当する所が検出され

ていない。客殿は南面と東面がH青向きであるから、

東北にある角屋は中門廊ではない。南側にある九

聞は対面所(客殿)と推察されるので、南面もし

くは東面から南九聞に昇殿したのであろう 。その

奥にある北九聞は内向の対面にも用いる常御所

(居間)と推定され、 近世に 「常居(じようい，

つねい)Jあるいは「御上 (おうえ)Jと呼ばれた

囲炉裏のある部屋に相当するのではないだろう

かへそして、それに隣接する北六聞は寝所であっ

た可能性がある。そうすると、それの東に続く六

間の広さをもっ角屋は城主の御座間(内向の居間)

かもしれない。 3号建物の北方には砂利を敷いた

庭園とみられる小石囲配石遺構が検出されており、

この部屋はその庭園を鑑賞するには最もよい位置

にある。これらが寝所と御座間であるかどうかは

別にしても、常御所と独立してこれらの部屋を設

けたことは II期客殿と大きく異なるところであり、

III期客殿がより充実した建物になったことを示し

ている。なお、客殿と北面を揃えて西に 2間離れ

た位置に、 3間x2間・東西棟の台所と推定され

る建物がある。台所との関係からすると、客殿の

北面入側は寝所の前に設けられた中居のような部

屋として用いられたかもしれない。

客殿の屋根は入母屋造柾板葺で、角屋は寄棟造

もしくは入母屋造が想定される。床は前期と同じ
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束建床であり、柱間が6.5尺に統ーされていること

からみて畳を敷き詰めた座敷があったと推定され

る9)。また、庇や下屋を付けないことから、関口部

は少なかったと推察され、外廻り建具および外壁

については II期客殿と同様に考えられる。

〔注〕

1)斉藤邦典氏のご教示による。

2 )上ノ国町に現存する上国寺本堂 (宝暦 8年 ・

1758)、清浄寺本堂(明和 3年 ・1766)が参照

される。

3 )川上貢 『日本中世住宅の研究J(墨水書房

1967.10)による。

4 )向上。

5) r史跡根城跡発掘調査報告書VIJ(青森県八戸

市教育委員会 1983.3) 

6) r匠明』主殿図と光浄院客殿との関係は、太田

博太郎『書院造J(東京大学出版会 昭和41年)

に詳しい。

nr堀之内大台城発掘調査報告書J(茨城県行方

郡牛堀町教育委員会 1985) 

8) r東遊記J(平秩東作天明 3年)に江差の家

屋について、「十月はじめより家々に雪国ひを

つくる 。 細き柱を建て~j質、驚にて園ふ。市

中の樫江戸などの護資茶屋、見せ物芝居など

の如〈見ぐるしき鉢なり 。明りとりは家々に

常居 (つねい)とて、いろりっきたるー ト問、

牽所とも囲炉裏の上二ケ所にあり 。座敷向天

井ある所は明りとりなし。客来あれば宣も蝋

燭をたつ。l次廻しの所は雪軒より上へ積る。

松前は風つよき故雪積る事すくなし。」 と記

す。

9) r新羅之記録』に天正17年 4月27日の夜、松前

の盛広の居所である内館小丸の座敷より出火

したことがみえ、天正当時畳を敷き詰めた座

敷が存した。
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VI 勝山館跡出土の甲胃小札

(社団法人)日本甲胃武具研究保存会 金山順雄

はじめに

甲宵は各種の材料によるさまざまな部品から構

成されている。そのなかでも一番基本となるのが

「札・さねjである。古くは「実Jr核」 とも称さ

れている。又時代と共に、甲胃機能の要求から「札」

の形式、大きさが変化し部分的な差などで様々な

「札」を生じ多くの種類と呼称、を持つようになっ

たのである。この「札」は後世の大きな 「板札」

と区別するため 「小札 ・こぎね」と 呼ぶようにな

った。この小札については、伝世品などからその

種類や法量等が研究されているが、その時代の特

徴などはまだまだ研究、調査が必要で‘ある。今回、

上 ノ国町教育委員会と学芸員・松崎水穂、氏と佐藤

一志氏のご好意により、勝山館跡より出土した甲

宵の小札を調査出来たのでここにまとめてみた。

1.勝山館跡甲胃小札出土概要

当館跡において、甲胃の小札を多く出土してい

る。その数は数百点にのぼる。その多くは破損し

ており、正確な形状を残しているものは少ない。

現在のところ、小札は、その形状により構成さ

れていた甲宵の様式や時代を推定できる。そのた

め今回、比較的形状の保たれているものを選び、

小札の種類と法量を測定し考察した。また、同じ

く出土した甲宵の脇板についても他の資料の脇板

と比較検討した。

2.小札概要

一般に小札は大別 して

(1)本小札...・ H ・-・威しを容易にするため左頭部を斜

めに削ぐもの (平札・盛上本小札)

(2)伊予札………本小札を簡略化し札頭は種々の形

がある。(小札頭・碁石頭・矢筈頭・

一文字頭)

(3)板 札…・・・… l枚の板で上記の小札を代用する。

(切付小札頭・切付伊予札 ・一文

字頭)に分類できる。

(第46図 1) 

当館跡出土の小札残欠は、 (1)(2)がみられるが、

さらに小分類すると、第46図 2の 5種類である。

又、種別による小札の綴じ方 と重ね方は同図 3の

とお りである。出土した小札の特徴は、
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(1)本小札が非常に少ない。

(2)三 日の本小札がある。

(3)二山碁石頭伊予札が多い。

(4)三山碁石頭伊予札もある。

なお、共通の特徴として各小札の形状は同じで

も寸法がそれぞれ異なるものが多い。

2 -1 本小札

先に述べたように本小札が非常に少ないのが特

徴である。一般に南北朝時代から室町時代におい

ては胴丸 ・腹巻が甲宵の主流であり、これに使用

される小札は本小札 ・伊予札であるが、現在のと

ころ正統的な甲胃は本小札製であり伊予札製は粗

製あるいは地方製という考え方が主流である。室

町時代末期になって板札を中心とした当世具足が

出現する。当館の盛期は1470年代から1590年代の

約130年間で室町後期から安土 ・桃山期に該当す

る。当例のイ、札は非 l、2、3、 4、5、6、7の

7例である。そのうえ並穴が3例、四日が 2例、

三 目札が 2例である。これらをこの小分類に分け

て考察した。

A 並穴 (第46図#1 -3、PL.27-1 -5) 

3例のうち正確な形状がわかるのは非 lだけで

ある。あながふさがっていて、はっきりと並穴と

断定できないが、その表面の錆の上から概ね13孔

と推測できる。札足が60mm、札巾が23mm。再2

は破損していて札足は不明だが札巾が29.6mm。非

3は下半分が欠失していて、同様に札足は不明、

札巾は18.4mmて。ある。これら 3例のうち非 1と再

2の札巾が非常に広い。

南北朝時代から室町時代の製作と推定される胴

丸 ・腹巻の遺例に使用されている本小札の札巾は、

別表 (表VI-1)のとおり 20-10mm程度であり 、

当出土例のように23-29mmとなると鎌倉期の大

鎧の札巾と同じである。札巾が広いのには理由が

ある。広ければ衝撃を吸収し強度を増すと共に製

作の手間を省けることである。反面製作上の精綴

きが落ちること、そして着用上の馴染み感が減少

することである0#3の札巾がやっと室町前期頃の

製作と推定される胴丸の小札と 同寸となる。また

札足 も#1は約60mmで上記胴丸の長側の小札に



較べて長い。これらの小札は紙み綴じて構成した

とき l寸あたり 3枚強となり荒目の鎧となる0#1 

の札巾に近い本小札の例として金剛寺の牟包腹巻

( 5号)に使用されている四目の平小札がある(第

46図 4、PL.27-1)。

B 四目

当例では非4と非5の 2例である。第46図のとお

り札足が69.1mm、76.3mm、札巾が21.3mm、2l.

9mmで、並穴より札足が長〈札巾が狭くなってい

る。

一般に四目は、 胴の金具廻りに花からみで取り

付けられたため、穴を 1孔多く 14孔にしている。

頭部斜めの削ぎは13孔と同 じである。

ここで特記すべきことは、#4の小札の表側に銅

の箔が見られることである。上部から下部にわた

り全体に薄くついている。札裏には全くみられな

いので意図して着けたと考えられる。これは写真

の拡大てもわかるとおり、素銅の輝きを示し発掘

のとき表面を研いだとしたら、もとは金銅と考え

ればいいのだろうか?松崎氏によれば、この小中し

は97.3gの銅地金が出土した銅鋳造作業場跡から

出土したものとのことであり(勝山館概報XIV、X

V)、いままで例がなく金属分析等の詳細な検討が

必要である。

C 三目札 (PL.27-6 -8) 

当例では存 6と非 7の 2例である。前者は小札の

表面全体を銑が覆い穴の位置がやっとわかる形態

なのに較べ、後者は非常に明瞭である(第46図)。

一般に、三日札は穴が3列で19孔あり、札巾を

1/3ずつずら して重ねる。このため三枚重ねとな り

非常に厚くなる。穴を繁くあける意味から繁目あ

るいは敷目と呼び三目札をもって仕立てた「鎧」

を「敷目の鎧」と称した。(日本甲宵の基礎知識・

山岸/宮崎)

三日札は平安時代に流行したもので室町時代ま

で行われたが現在伝世品として残っているのは、

平安時代の大鎧や鎌倉時代の大鎧の数領であり、

比較的時代の下ったものでわずかに金剛寺の洗掌

威腹巻(1号 ・南北朝~室町時代)に三目札が使

われるが、大鎧の札足 ・札巾とはやや異なる。

このような珍しい三目札が室町後期と推定され

るこの勝山館から出土したことは、この三目札の

使用が室町時代後期まで実際に継続していたこと

を示す貴重な資料と考える。

2 -2 伊予札 (第47図)

当出土例の特徴は伊予札の比率が高いことであ

る。本小札でも触れたように、従来より甲宵の主

流は本小札製であり、伊予札は亜流とみられてい

る。 しかしながら、今回この出土数からみると、

室町時代の伊予札の使用は多かったのではないか

と推測される。

伊予札は札の端部の 2-3mmを僅かに重ねて

構成するもので、その頭部の形状により、碁石頭、

小札頭、矢筈頭、 一文字頭に分類されるが、 ここ

で出土して確認されているものは全て碁石頭鉄伊

予札である。そのうち頭部の山が二山のもの(二

山碁石頭)と三山のもの(三山碁石頭)がみられ

る。

二山碁石頭は平本小札を 2枚重ねた如〈一枚で

代用しており、 重量の軽減や製作の手聞の省略、

さらに三山碁石頭は平本小札の 3枚分の代用であ

り、二山碁石頭に比べ一層の合理化を図っている。

一般に碁石頭鉄伊予札の山の数と穴の列数が一

致するものは、比較的古い時代の遺例にみられ、

南北朝時代から室町時代にかけての胴丸の主に長

側及び草抱の上部に、また室町時代の腹巻殊に包

腹巻におおく使用されている。時代が下がるにつ

れて山の数と穴の列数が一致しなくなり二山であ

りながら 3列から 51"1]のものもみられる。また、

その札巾も広いものは45mm近くにもなる。この

札巾が広くなることにより、この碁石頭の形状を

目標に札巾の狭い矢筈頭を使用した。

この伊予札も時代が下がり室町時代末期に一文

字頭が発生し、江戸時代にかけて流行したはいだ

てと主に縫延胴具足に使用された。さらにこの伊

予札を摸した切付伊予板札が江戸時代に出現して

きている(第46図再21、非19、 1 -6)。

A 二山碁石頭鉄伊予札 (PL.27-9 -13) 

この二山の碁石頭は伊予札の最も基本的な形で

あり、この札頭から各種の札頭が派生した。当該

の17例を札巾でみると、 22mm前後のものが9例、

25mm以上が8例である。南北朝時代以降の胴丸・

腹巻の本小札の札巾は20mm以下て、あり、併用さ

れた場合の伊予札も同寸となる。本遺跡から出土

した碁石頭鉄伊予札の札巾が広いことからみて毛

引に威した伊予札は少なく、ほとんどは章包みの

胴丸や腹巻に使われだ可能性が高い。基本的に札

巾は同ーの胴部に使用される場合同寸であり、(草
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摺と仕返しのものを除<)、これだけの異なる寸法

の小札数の出土は、相当な量の甲青にイ変われた小

札の残欠と推測される。

中世の伊予札の比較例として、金剛寺の掌包腹

巻(5号、 15号)の小札を参考に比べてみると、

札巾は20-31mmと寸法に幅がある。この腹巻の

伊予札は仕返しゃ修補などで製作当初から各種の

伊予札を使用していたと考えられており、出土の

ものも同様な寸法がみられる。

穴は恥からみの穴" 4孔と*毛立ての穴。 2孔

の計 6干しが大きいものと、l4孔全てが同寸のもの

の 2種類がある。基本的に初期の伊予札は繊みの

穴と毛立ての穴の 6孔が大きいものは組糸を使用

し(毛引威)、穴が小さく下紙みの穴とほぼ同寸の

ものは主主包み胴に使用されたものであるが、室町

時代後期になると崩れてきているように思われる。

前者に該当するのが、非 8、12、16、17、18、19、

21、22の 8例で初期碁石頭鉄伊予札の形態を残し

ている。これと同様のものは黒主主威肩白腹巻(国

立歴史民俗博物館)や金剛寺の章包腹巻 (15号)

の一部にもみられる。

後者は再9、10、11、14、20、23、24の 7例で当

初から威し毛を使用せず革紐で絡み黒主主やふすべ

章で表面を包むいわゆる「掌包み胴」に使用され

たと推測される。またこれは伊予小札製作時から

掌包みを意図している。それに金剛寺の奪包腹巻

にはこの例はなく 一部の後補の小札に穴の不規則

なものがみられるのみである。さらに14干しとも同

寸ながら径の大きいものがあり、再13、15の 2例で

特lこれ3は全体に錆が少なく形状、穴の加工等が明

瞭に観察され保存状態は良好である。札巾2l.1

mm、札足62.3mmて。南北朝から室町時代の長側の

碁石頭鉄伊予札の標準である(第47図書18・9・

13、 7-11)。

B 三山碁石頭鉄伊予札

三山碁石頭は二山碁石頭に対し穴が 1列多く、

従って札巾も広くなるが、遺物による限り毛引威

のものを見たことがない。また、実際にこの三山

碁石頭を使用した胴の例は少なく、わずかに金剛

寺等の掌包腹巻に見られるのみであり、小札を研

究する上で貴重な資料である。三目札が3枚重ね

て強度を増すのに対し、これは穴を 3行穿つとい

う共通点はあるがその実用上目的は全〈反対で、あ

る。
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出土例は 2例あるが、その他に頭部を破損した

ものが6例あり、いずれも穴が3列孔のため、三

目札か三山碁石頭と思われる(第47図抱5・26・

30)。

二山碁石頭の項で触れた通り、伊予札は平小札

の構成表面を目標に考えられたものであるが、 3

枚の平小札を一枚の伊予札 (重量で平小札l.5枚

分)で代用している。このため札巾も二山碁石頭

の約l.5倍で第47図のとおり非25て'34mm、非26で31

mmでレある。

しかしながら、非25は 1列の穴数が4孔で穴径も

すべて同寸でしかも比較的小さい。このような例

は金剛寺の卒包腹巻(5号、 15号)にみられるが、

当初から主主包みの目的のために製作されたと推測

される (第47図12・13、PL.27-14)。

非26は一部破損しているものの穴が3JIJ.1行 7

孔の21孔を示すが、穴の径は同寸で意包みとの関

係が強いと考えられる。これに対し金剛寺の三山

碁石頭伊予札は、上三段の穴径が大きく毛引威と

の関係が強いようである0#30は上部破損のため札

頭がはっきりせず、 三日札か三山碁石頭かは不明

だが、同様な状態のものが多数ある。

推測するに三山碁石頭は掌包腹巻の小札として、

製作の手聞を省くのに最高の小札で与あっただろう

と思われる。これらが当地方にも伝わり、甲F専の

製作・修理のために小札を作り、戦闘で破損した

ものを破棄したと思われる。

3. 脇板について (第48図、 PL.28)

脇板は体の脇下を防御するために設けられた金

具廻りであるが、 JJ同丸は馬手側を分割しているた

め射向側が一枚、馬手側が2枚である。腹巻は背

で分割しているので左右対象の脇板が附〈 。

当該出土の脇板は破損しており、再構成されて

いるため一部変形して組立て られているがほぼ全

体を把握できる。

(1)概要

中央部の巾は約200mm、高さ62mmで棚をつく

らず平造りである。通常、胴丸 ・腹巻の脇板は棚

を造らずに小札をそのまま取り付ける平造となる。

足は切り欠きのない一文字式であるが、この一文

字式は切欠式に比べて古い遺物に使われている場

合に多い。

脇幹付の穴は 3孔あるが鶴自は当初より使って

いなかったと考えられる。一般的には端の 2孔に



ついている。この脇綜付の穴は通例は 3干し式であ

るが、九州、|などの地方製のものには 2孔式があり、

極めて特殊なものには l孔式があり、古いものに

多い。小桜鋲のあとは不明でふある。通常、胴丸 ・

腹巻には 7イ固ないし 9個の小桜鋲を打つのである

が当例では打たなかったと考える。

上部と左右の一部に覆輪がのこるが、銅に鍍金

した金銅の彫りの無い無地のもので中世の胴丸 ・

腹巻に通行のものと認められる。

足には 2段になった小札を留める穴が聞いてい

る。通常足が一文字式のものは二段の穴をあけて

いるのが多いが、この例は中央と前後の 3面に吹

き寄せて穿ち上段 4個、下段 4個の組合せになっ

ている。又、その穴の間隔も中心から中心に 6-8

mm前後で、ある。穴のあけ方からみて札巾が比較

的広い20mm前後の碁石頭鉄伊予札をからみ綴じ

た札板を花紙に付けていたと考えられる。出土し

た小札から二山碁石頭鉄伊予札の可能性が強い。

(2)特徴

各音1Iの写真 と図により特徴を見る。

A 全体・正面 (PL.28-15)

B 全体・裏 (PL.28-16)

左端は本来もう少し左斜めに取りついていたが、

処理時の接合でずれたもの。中央上部に覆輪を板

に留める鋲が見える。

C 脇綜付の穴

3干しをあけており、定式化した例である。最初

から鶴自をつけていなかったと考えられる。

D 小札の取り付け

平造りの一文字であり、第48図7のように小札

の取り付け穴が分布している。

E 覆輪

緑青のでた覆輪がほぼ残る。材質は中世に多い

金銅とみられ裏面中央部の真ん中を鋲て引留めてい

るのがわかる。

まとめ

今固まとめた小札は出土したものの一部であり、

またその中でも特にその形状が比較的、整ってい

るものを対象にしている。よって、この小札の種

類による数的比率については参考程度にし、出土

した小札の特徴を他の伝世品と比較した。

1 )松崎氏によれは、出土の小札はまとま って

出たものとパラパラに発見されたものがあ

り、鍛冶関係の遺構からの出土もあるため

館の中で鉄の加工がおこなわれ、小札の製

作も行われた可能性もあるとのことである。

ちなみに出土の二山碁石頭伊予札の中には

使用した痕跡のない未使用と息われる札も

認められる。

2 )小札の種類が本小札 ・三目札 ・碁石頭鉄伊

予札に限定され (少なくとも、これ以外に

目視した相当量の小札も含めて)、他の伊予

札 (小札頭・矢筈頭・一文字頭)と板札は

今のところ発見されてない。従って、地方

的な特色はあるものの、これらの種類の小

札の使用時期を区分することができる。

3 )三目札の出土は伝世品でも少なく、また大

鎧に多〈使用されており、当例ても大鎧の

可能性もある。出土の札は、明眼院所蔵大

鎧 (鎌倉期)"の札巾に近似している。

4 )碁石頭の伊予札を多数出土するが、他地方

の伝世品より札巾が広いのが特徴である。

この札巾からみて毛引威しよりも奪包の腹

巻や胴丸にイ変われたものが多いのではない

かと推測する。

5 )四目の本小札で銅の箔を使用したと思われ

るものがあり、過去に全くの例のないもの

で、分析の結果をまたなければ確かなこと

は言えないが、もし銅箔張りと確認されれ

ば日本で唯一の貴重な資料となる。

6 )これだけ多量の伊予札の出土は、中世 (室

町後期)に伊予札の使用が広範に行われて

いたことを推定させる。

7)1協板は地方色の強いもので、碁石頭伊予札

を紙み綴じて掌包みとした札板を花織に付

けていたものと考えられる。

当地の小札を調査しながら、中世の北の地方で

の甲胃の状況、特に東北地方での出土小札と の関

係を探ぐることにより、京都などの他地域とを結

ぶ甲宵の伝播の状況を把握出来るのではないかと

考えるところである。

今後も小札の出土は予想され、検討を加えて行

きたい。松崎、佐藤両氏に感謝する次第です。な

お、まとめにあたって社団法人・日本甲宵武具研

究保存会常務理事・山岸素夫氏より中世甲宵の特

徴のご教示をはじめ資料の提供をいただいた。

〔参考資料〕

l 山上八郎 「日本甲胃の新研究j上 ・下 倭文
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社

2 山岸素夫 ・宮崎真澄「日本甲宵の基礎知識」

雄山閣

3 尾崎元春「 日本の美術・甲宵j 至文堂

4 大阪城天守閣編「戦国武将甲胃展」図録

5 山上八郎 ・山岸素夫「鎧と兜」 保育社

6 山岸素夫「日本甲宵論集」 つくばね社

7 京都国立博物館「日本の甲宵j図録

8 山口広夫「黒掌威大袖付胴丸鎧 ・甲胃武具研

究106号」 日本甲胃武具研究保存会

9 山岸素夫「北海道大浜中出土胴丸残欠 ・風俗

第29巻第 3号」 日本風俗史学会

10 上 ノ国町教育委員会「上之国勝山館跡 I

-XIIIJ 

11 金山JI頂雄「伊予札の変還についての一考察 ・

甲胃武具研究101・102号」

12 和田伸二「河内長野市誌 ・第十巻別冊 2・金

剛寺の甲胃」 岡市役所

表VI-1 代表的な中世甲胃の小札寸法(長側札)
※三日札 (単位cm)

所蔵者 甲 tht ， 名 称 札足 札幅 推定年代

大山祇神社 逆 沢 j勾 威 大 鎧 ※6.7 3.0 平安中期

猿投神社 樫 鳥 威 大 主音 ※7.3 3.5 平安後期

甘南備寺 貰 櫨 匂 威 大 鎧 ※7.9 3.7 平安後期

赤木家伝来 赤 掌 威 大 主登 ※7.4 4.1 平安後期

厳島神社 t妥 威 大 鎧 8.0 4.7 平安後期

御 j設神社 赤 糸 威 大 鎧 7.7 3.9 平安後期

厳島神社 黒 糸 威 大 鎧 7.7 3.1 平安末期

御巌神社 紫 裾 I農 威 大 鎧 7.5 2.5 鎌倉 中期

厳島神社 j芙 葱 綾 威 大 鎧 7.2 2.6 鎌 倉 後 期

細川家伝来 白 糸 妻 取 威 大 鎧 6.9 2.0 鎌 倉 末 期

春日大社 竹雀金物赤糸威大鎧 6.0 l. 85 南北朝時代

美和神社 白 小〈κ 妻 取 威 大 鎧 6.5 l.9 南北朝時代

締ヲ|八幡宮 白 糸 妻 取 威 大 鎧 6.3 l.7 南北朝時代

厳島神社 黒 季 威 』同 丸 6.5 2.0 南北朝時代

防府天満宮 浅葱 糸 妻取威 大 車道 6.1 l.8 室 町前期

春日大社 黒 ニ」手白 威 』同 丸(二 号) 5.5 l.5 室町前期

櫛引八幡宮 白 糸 肩 紅 威 JJ同 丸 5.5 l.7 室町前期

長谷寺 来;r 糸 威 大 主査 5.5 l.8 室 町中 期

厳島 神社 里 章 肩 紅 威 大 主量 5.5 l.7 室 町 後期

佐太神社 色 々 威 』同 丸 5.2 l.4 室 町 後 期

毛利家伝来 色 々 威 腹 巻 5.4 l.4 室 町 後期

佐太神社 色 々 威 腹 巻 5.2 l.0 室 町 後期

(日本甲胃の基礎知識 ・山岸 ・宮崎著 ・雄山閣)
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表VI-2 小札一寸あたりの枚数

寸
寸 寸 寸 寸 寸寸 」ー 寸

五
寸

四
寸 寸 寸

七
ノ、 ム

五 四 一枚 ノ、 枚 枚 枚 中文
中文 半 枚 半 枚 半 枚 半 枚 半 枚

法

同 同 戦 同 同 足 南 同 鎌 同 i原
年

国 利 ヰじ 倉 平

時 時
朝

時 時

イ℃ 代
代時

代 代
代

イ芦 出 市申 イ阪久品 イ妻子
奥陸

薩 尾 周 女炉~ 武

王象 雲 戸 河 王象 摩
張

防 署基 裁
園 園 湊 園 悶 園 図 図 園 園 代

大 佐 )11 大 大 櫛 鹿 図 松 廠 御
山 宮 山 号| 児

ffrti: 
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(日本甲胃の新研究・山上八郎著)

表VI-3 三目札寸法表
(日本甲育論集 ・山岸素夫)

所蔵者
音E イ立 晦 半由 長側 草 摺 年代大鎧名称

猿投神社 札丈 7.2 
樫 鳥 威 大 鎧 欠失 欠失 3.2 平 安

1幅下 3.4 

甘南備寺 札丈 6.9 7.9 7.9 7.9 
黄櫨匂威大鎧 3.5 3.7 3.7 3.7 平 安

<大破 品> 3.8 3.95 3.95 3.95 

者日々古別神社 札丈 7.3 7.3 
制t 威 大 鎧 欠失 4.0 欠失 4.0 平安

<残欠> 4.25 4.25 

赤木家伝来 札丈 7.1 7.4 7.4 7.4 
赤 章 威 大 重量 3.3 3.95 3.95 3.95 平安

幅下 3.9 4.2 4.2 4.2 

都々古別神社 札丈 5.95 7.7 7.4 7.4 
赤 糸 威 大 重量 2.5 4.2 3.9 3.9 平安

<残欠> I隔-t 2.9 4.5 4.1 4.1 

木下美術館 札丈 7.5 
大 鎧<出土品> 3.7 平安
(京都・法住寺殿跡、出土) 幅下 4.0 

明眼院 札丈 6.8 6.8 6.8 
大 鎧<残欠> 欠失 鎌倉

キL幅 2.8 2.8 2.8 
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表VI-4 勝山館跡出土小札す法

m
 

m
 番号 小札の種類穴数・頭形態 札巾 札足 L S イ蔚 考

1 本小札 並穴 23.0 60.0 53.1 穴 明確ならず

2 29.6 中間部破損

3 18.4 (42.5) : (35.0) 下部破損
~ ------ーー-ーーーーーーーー・ーー ー----------，.----------- ・..ーーーー--.----------

4 四回 21.3 69.1 64.4 銅箔表に着〈

5 21.9 76.3 ー 頭部削ぎ ゆるやか
r-------------------- -・・ーーーーー・曲-，.------------ーーーー・ー・_.----------・・ーーー・ a・ーー..・

6 三目札 29.9 65.1 57.7 穴明確ならず

7 28.0 69.5 59.5 完全品反りあり

8 伊予札 一山碁石頭 21. 5 60.6 59.0 中間部破損
9 23.1 73.2 72.3 同穴径同じ
10 21.1 57.6 56.0 形状明確

11 21. 7 錆多い
12 21.8 64.1 上 3段穴径大
13 21.1 62.3 59.3 未使用か穴径大同じ

14 23.0 56.5 55.3 中間部破破損
15 26.2 下部損
16 22.0 60.0 58.2 絡み穴大

17 26.3 69.3 穴明瞭
18 26.3 67.1 穴明瞭
19 31. 4 72.7 71.0 札巾一番広し

20 30.1 73.0 穴径小同じ
21 27.3 下部破破損
22 20.0 上 部 損

23 25.1 上部破損
24 25.0 62.5 札頭奇妙

25 ニ山碁石頭 34.0 70.0 3亨リ干し 4段12穴

26 31. 0 67.8 3列孔 21穴

27 本小札ニ 目札 3列干し 29.0 上下部破破損
28 まfこは 31. 5 上下部破 損
29 伊予札三 山碁 30.4 下部損 三山碁石?

30 石頭 34.0 上部破損反りあり
31 36.0 上部破破損
32 24.3 上 下 部 損
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6金剛寺・洗君主威腹巻小札(1号)5黒章威肩自腹巻

(国立歴史民俗博物館)

小札各種①第46図

4.剛寺章包腹巻(5号)平小札



非21 非19

一文字頭板札

4 . 

0.9 

8金剛寺 15号

10黒掌威胴丸 (11旧氏蔵)

D ~ 3.5 

D ~ 2 出“
11.黒主主威胴丸 (山口氏蔵)

D~ 3 

D~2.3 〆ド-19ゴ 4 1.1-1.2 
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矢筈頭板札
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第47図小札各種②
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碁石頭板札
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7金剛寺 5号 9巣掌威肩自腹巻

二山碁石ii1i

58 60 。

(国立歴史民俗博物館)

12金剛寺 ・6号

13金剛寺・ 15号
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l 全体・正面 2 全体 ・裏

3平造 4棚造内
向 山

5一文字式 6.切欠式

開 脇目
脇 -， Þl~ 於母里 板一切
板iYh "，..，.Ji) 

YIII ωハ
市 叶1，小 ¥ ) k~ 
H←小中L 11"札

下が一直線 切り欠いている

。
O 

7.2 I 8.1 

~百4

8小札の11'.紙取り付け
7小札の取り付け (二山碁石頭を取り付けた場合)

第48図脇板詳細
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VIII ま とめ

昨年度の調査で正面の空壕を渡る橋跡から続〈

旧道跡が、第二平坦面の中央を現自然遊歩道に沿

って館神八幡宮方向に延びていることが解った。

館神八幡宮周辺の調査でも背後の揚手の壕を渡る

橋跡やそこに至る道、門の跡などがあり、その両

側に土星や柵列の設けられていたことが解ってい

た。これらのことからこの旧道跡は少なくとも勝

山館跡の第二 ・第三平坦面の中央を縦貫する“中

央通り"であったと推されるところとなった。

本年度は第二平坦面北東部、この中央通り南東

半部の調査を行い I-IlIにその概要を記した。

中央通り北東部には、段や柱列で裁然と区画さ

れたl，OOOm2程の空間があり、その中に客殿、井

戸、集石礎石立建物、 小石列配石(庭園 ?)、銅鋳

造 ・鍛冶作業場なとーの遺構が見つかった。この客

殿空間の南西外領IJには、中央通りに直交する長方

形の地割りが作られ、 3x 5間-3X4聞の掘立

柱建物と竪穴建物が建てられている。平坦面縁辺

には柵亨IJが廻っている。

これに対し、本年度調査の中央通り南東部には、

中央通り寄りに二区画程度の通りに直交する長方

形の地割りが作られ、 3x 4・5、 2x 4間程の

建物が建てられるが、その華ノ沢側に通路状の空

間が作られ、中央通りとは別の館南西部第一平坦

面方向へ統〈連絡通路が想定された。華ノ沢直上、

第二平坦面寄りは一段低〈切り下げられ、帯郭状

の平坦荷が整地造成され、その端部肩には数次に

亘る柵列跡が検出された。この帯郭は華ノ沢沿い

に南西第一平坦面方向へ続き第三の通路を兼ねて

いると推される。更に第二平坦面北東隅には櫓跡

とそれに関連する撃ノ沢沿いに長軸を持つ 3x 4 

聞の建物跡が構えられており 、正面の空域から華

ノ沢側、東から南東方向に対する防禦線は非常に

厳重で、中央通り 北西寺ノ沢側とは格段の差を示し

ている。この帯郭状の第三の通路と第二の通路が

連絡するであろうことも既に述べたところである。

これらを通観すると中央通り南東の一函は防禦線

の強化という 面が強いとは推されるが、複数の動

線、通路を持つ街的様相が窮われるところでもあ

る。この第二平坦面が勝山館の主体部では最も広

いところであり 、今年度調査区に続く広さは1，000
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m2余なのでこの街的様相がこれ以上に大きく展

開されることは少ないとは推されるが、主体部両

側の寺ノ沢、華ノ沢 ・槍ノ沢内にはなお多くの階

段状の整地面や桝型状の区画なども見られ、主体

部周辺の小さな沢などに限られた幾つかの平坦面

にも様々な遺構が形成され、それらが通路等で有

機的に結ばれ一体となって勝山館の本体が形成さ

れていることが予想されるところである。詮
I

長年に亘り勝山館跡の建築遺構等にご指導をお

願いしている文化学院鈴木E先生から、第二平坦

面中央通り北西半の既発掘部分の建物跡について

の論考を頂戴しVとして掲載させて戴いた。先生

は前 I期から V期にその変遷の過程を把えられ、

勝山館に関わる諸事象と対照し各期の年代観にも

言及してくださ った。又、「客殿」については各地

の調査例や諸記録等からその具体像を示していた

だいた。只本文中に先生も述べておられるように

個々の柱穴その他遺構毎の前後 ・重複関係や造物

との共伴関係について、再三に及ぶ先生からの確

認問い合せに対し、調査側の務理が遅れ充分にお

応、え申し上げれない点が多く、更に筆者らの造物

に対する誤った年代観が先生に伝えられているこ

となど、幾つかの間題点を整理しないままに先生

にご執筆いただいている為、先生には大きなご迷

惑をおかけすることとなっていることを明記して

おきたい。

日本甲宵武具研究保存会の金山順雄氏に小札等

を調査して戴き、結果を VIとして掲載させて戴い

た。小札等の各々の分析を通じ中世から近世にい

たる甲胃様式の変遷上の位置付け、今後の視点、

課題等に多くのご指導を頂戴することができた。

勝山館跡の遺構 ・遺物に収められている史実は

図り 知れない、それをひき 出すべき筆者等の非力

は余りにも甚だしい。更なる努力を期すところで

はあるが、先学諸先生、諸先輩の方々の一層のご

指導、ご鞭縫をお願い申し上げたい。(松崎)

註) 平成 6年11月、中央学院大学市村高男先生

にご来町戴き、勝山 ・花沢 ・掛|崎の各館跡と、

その周辺や上ノ国の市街地を調査して戴き、

貴重なご指導を頂戴した。
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